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　 この報 告書 は,日 本 自転車 振興会か ら競輪収 益の一部 であ

る機械 工業振興 資金 の補助 を受 けて昭和55年 度に実施 した

「海外にお け る情報 処理 お よび情報処理産業 の実態調査 」の

一環 として と りまとめた ものです。
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　 当 協 会 は,わ が 国 に お け る情 報処 理 産 業 の 発展 に 資 す るた め,昭 和43年 以来,

毎 年 海 外 に 調 査 団 を派遣 し,ア メ リカお よ び ヨー ロ ッパ諸 国 にお け る情 報 処 理 関

係 の諸 問題 の 実 態 を明 らか に し て まい りま した。 本 年 度 調査(ヨ ー ロ ッパ班)は,

ヨ ー ロ ッパ に お け る最 近 の コ ン ピュー タ事 情 を調 査す る こ と と し,関 連 の 国 際 会

議 へ の 参 加 を あわ せ,官 庁,研 究 機 関,メ ー カー,サ ー ビス機 関 な ど7ヵ 所 を 訪

問 い た しま した。

　 こ こに その 結 果 を と りま とめ,海 外 の 情 報処 理 に 関心 を もたれ る方 々の ご参 考

に供 した い と思 い ます。

　 な お,本 調 査 実 施 に 当 って,ご 支 援,ご 協 力 をた ま わ った調 査 訪 問 先等 関 係 各

位 に 対 し心 よ り感 謝 の意 を表 します。

昭和56年3月

財団法人　 日本情報処理開発協会

　　会　長　 上　 野　 幸　 七



'

/
■
マ
昏

　

　
　

　
ト

p

.
～

メ
●

'

'

!

　4

'

・



●

■

目 次

調 査 の 概 要

　 1.　 目

　 2.

　 3.

　 4.

　 5.

　　　的

調査事項

調査時期

調査機関

調 査 員

1.総 　　　論

　　ヨー ロッパにおけ る情 報産 業政策の見直 し

2.各 　 　 　論

　 1.　 フ ラ ンス に お け る情 報 処 理振 興 策 一 フ ラ ンス産 業 省 一

　 2.　 フ ラ ンス を代 表 す る情 報 処 理 サー ビス ・ベ ンダー

う
0

4

－CISI－

世界 エ レ ク トロ ニ クス会 議

東 欧 諸 国 に お け る コン ピ ュー タ産 業

一 ウ ィー ンJETRO－

5.オ ラン ダに お け る情 報 処 理 要 員教 育

　 　 一 オ ラ ン ダ情 報 処 理 セ ン ター:NOVI-

6.オ ラ ンダ を代 表 す る コン ピュー タ ・メ ー カー

－Philips社 一

7.ECに お け る情 報処 理 施 策

　 　 －EC本 部(ブ ラ ッセ ル)一

1

1

1

1

1

り
乙

3

7

ρ
0

4

1

り
乙

33

54

62

73



3.資 　 料 　 編

　 　世界 エ レ ク トロ ニ ク ス会 議 に お け る講 演 録

　 (1)　 Le　 D〆fi　 Europごen(ヨ ー ロ ッパ の 挑 戦)

ヨー ロ ッパ が ア メ リカで 獲 得 す る もの

85

②

③

ω

㈲

⑥

m

ヨー ロ ッパ 市 場 に対 す るア メ リカの 見 解

ヨー ロ ッパ に お け る半導 体 産 業 の復 活

ア メ リ カ に お け る ヨ ー ロ ッ パ の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 製 品 の 販 売

新興工業国にお け る技術の展望

ア ラブ諸 国 に お け るエ レク トロ ニク ス

情 報 化 社 会 一 デ ジ タル ・ネ ッ トワー ク ー

85

94

102

114

128

147

156

]

■



調 査 の 概 要

1.　 目　　 的

　海 外諸国にお ける情報処理および情 報処理産業につき,そ の実態を調査するととも

に,各 国での発展の背景 と今後の動向 を把握 し,わ が国にお け る情 報処理 お よび

情 報処 理産業 の発展に資す るこ とを目的 とす る。

2.調 査事項

　欧州 におけ る情 報処理の振興

3.調 査 期 間

　昭 和55年5月3日(土)　 出 　 発

　昭和55年5月17日(土)　 帰 　 国

●

4.調 査 機 関

　 　 　 　 　 　 　 　 も

　 　 ・MINISTERE　 de　 t'INDUSTRIE(フ ランス産 業 省)

　 　 ・CISI(C・mp・g・i・1・ …na・i・nal　 ・.　d・S・ ・vices　 en　 I・f・rm・tiq・ ・)

　 　 　 (情 報 処 理 サ ー ビ ス 機 関)

　 　 ・Vienna　 Japan　 Trade　 Center(在 ウ ィ ー ン 中 央 貿 易 振 興 会)

　 　 ・Studiecentrum　 NOVI(オ ラ ン ダ 情 報 処 理 セ ン タ ー)

　 　 ・Philips(コ ン ビ。ユ 一 夕 ・メ ー カ ー)

　 　 ・欧 州 共 同 体EC(European　 Communities)

　 　 な お,訪 問 期 間 中,モ ン テ カ ル ロ で 行 わ れ た 世 界 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 会 議 に 参

　 加 し た 。
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5.調 査 員

　　伊 藤 公 紘

　　山 鳥 雄 嗣

行政管理庁副管理官

当協会技術調査部調査課長
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ヨー ロ ッパ に お け る情 報 産 業政 策 の 見 直 し

　 石油危機以 降の経 済成長 の鈍化,構 造 不況 ・エ ネルギー問題,発 展途 上国の激

し い 追 い 上 げ な ど,先 進 諸 国 は 今 日,さ ま ざ ま な 局 面 へ の 対 応 を 迫 ら れ て き た
。

こ の た め 先 進 諸 国,特 に ヨ ー ロ ッ パ で は 最 近 産 業 政 策 の 見 直 し が 行 わ れ て い る
、。

こ の 目 的 と す る 所 は 不 況 業 種 の 減 量 経 営,知 識 集 約 化 ,技 術 集 約 化 な ど で あ る が,

な か で も 情 報 産 業 へ の 積 極 的 な 取 り 組 み が 最 近 の 傾 向 と し て 目 立 っ て い る 。 そ の

現 わ れ の1つ が,ECに お け る 情 報 処 理 開 発4カ 年 計 画(Multiannual　 Prog-

ramme　 in　 the　 Field　 of　 Data　 Processing)で あ る 。 こ の 計 画 で は 標 準 化 ,

公 共 部 門 に お け る 調 達,高 度 な 技 術 開 発 か ら,プ ロ グ ラ ム 管 理,ソ フ ト ウ ェ ア ,

ア プ リ ケ ー シ ョ ン,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ,周 辺 機 器 ,IC,　 LSIに 至 る ま でEDP

の あ ら ゆ る 分 野 を カ バ ー す る も の と な っ て い る 。

　 ま た,ECで は 「ヨ ー ロ ッ パ 社 会 は 新 し い 情 報 技 術 の チ ャ レ ン ジ に 直 面 し て い

る(European'Society　 Faced　 with　 the　 Challenge　 of　 New　 Information

Technologies)」 と 題 す る レ ポ ー ト を 発 表 し た が,こ こ で は 米 国 と 日 本 ,特 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

日本 の 情 報産 業 の 進 出 に よ ってEC諸 国 は 大 きな影 響 を受 け よ うと して い る こ と

を訴 え る と と もに,マ イ ク ロエ レ ク トロニ クスの 進展 に よ って 大 きな社 会 問 題 が

起 こ りつ つ あ る こ とに つ い て もか な りの スペ ー スを さ い て言 及 した 。

　 1980年5月7日 か らは,フ ラ ン スの モ ン テ カル ロにお い て3日 間 「世 界 エ レ

ク トロニ クス会 議 」 が 開 催 さ れ た が,こ こで 議論 され たの も,ヨ ー ロ ッペ に お け

る情報処理 分野 に対す る再認 識を訴えた ものであ った。 この会議では
ピ冒頭 フラ

ン スのThomson　 C　S　F社 長,　 E .ギ グ ニ ス氏 が 「ヨー ロ ッパの 挑 戦」 と題 す る

基 調 講演 を 行 い,こ れ に 引 き続 き 「コ ン ピ ュー タ産 業 に 対 す る ヨーロッパの 戦略 」

「フ ラ ンスに お け るエ レク トロ ニ ク ス産 業 の 非常 事 態」 な ど ヨ一 口
、ッパ に お け る

危 機 感 を ま じえ た話 か ら,「 ヨ ー ロ ッパ 市 場 に お け る アメ リカの 見 解 」,「 新 興
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工 業 国 に お け る技 術 の 展 望 」 な ど世 界 各 国 か らス ピー カー を招 へ い し,今 後 ヨー

ロ ッパ に お け る情 報 産 業 を ど う も り立 て て い くか を 熱心 に 討議 した。

　 こ う したECの 中 で も主導 的 立 場 に あ る フ ラ ン スで は,今 ま で の イ ン フ レ抑 制

とか雇 用 維 持 な ど統 制 色 の 強 い政 策 か ら,市 場 メ カ ニ ズ ム を生 か し,経 済 の活 力

を高 め る こ とに よ って 産 業 構 造 の 改 革,国 際 競 争 力 の 強 化 を進 め るな ど,政 策 に

大 きな 転 換 をみ せ た 。 その あ らわれ が,「 プ ラ ン カル キ ュー ル」 に よ るCII・

且Bに 対 す る助 成 終 了 に伴 な う コ ン ピュー タ部 門 の再 編 で あ る。 フ ラ ンス産 業 省

で は,後 述 す る よ うに1980年3月,コ ン ピ ュー タ部 門 に つ い て新 た にDIELI,

Mission　 lNFORMATIC,Agence　 lNFORMATIC,　 INRIAの4つ

の 機 関 を設 け たが,こ れ に よ って将 来 情 報 産 業 に積 極 的 に取 り組 も うと してい る。

特 に通 信 機 器 分 野 は,今 後 の コ ン ピュー タ との結 合 とい う観 点か ら も重 要視 して

お り,こ の分 野 の 多 くの 新 しい プ ロ ジ ェ ク トが打 ち出 され て い る。 ま た,こ れ ら

の プ ロ ジ ェク ト遂 行 の た め に,PTTの ノ ウハ ウを民 間 に トラン ス フ ァす る新 し

い 研 究 公 社SONERCOを 設 立 し,こ れに対 し67%の 政 府 出 資 を行 っ てい る。 フ

ランスにお け る情報処理 サー ビスは'同 国 がかねてか ら発展途 上国に対 し活発 な

エ ン ジ ニ ア リン グ;コ ンサ ル テ ィン グ活動 を行 っ てい た もの が,現 在 開花 し,プ

ラ ン ト輸 出 と して急 成 長 を見 せ て い る。 この 中 でb特 にCISIは フ ラ ン ス 最 大

の情 報 分 野 に お け る マル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダー と して大 きな成 長を 遂 げ てい る。

この よ うな 情 報 処 理 サ ー ビス分 野 の成 長 は フ ラ ン ス経済 最 大 の課 題 で あ る雇 用 吸

収 の基 盤 と して政 府 も歓 迎 す る所 で あ り,全 面 的 な 支 援 をお しま な い と して い る。

　 オ ラ・ン'ダは か って のUNIDATAは な や か な り し頃 は,コ ン ピ ュニ タ分 野 に 対

し積 極 的 な 姿 勢 を見 せ てい たが,'　IIINIDATA崩 壊 以後 は,・Phil4ps社 もメイン

フ レー ム か ら撤 退 し,現 在 は 殆 ん ど輸 入 に依 存 して い る。 しか し,コ ン ピ ュー タ

市場 は,ミ ニ コ ン,SBC,マ イ コ ンを中 心 に1978年 の9億5千 万 フ ロー リ

ンか ら揚1・981・年 に ば16億5千 万 フ ロ ー リ ン と予 想 され ・年 間20%の 成 長 を

見せ てい る。輸 入相 手 国 はEcが55%を 占 め特 に 西 ドイ ツの 占 め る割 合 が 高い 。

オ ラ ン ダに お い で は,今 日む'し ろ コ ン ピ ュー タの 効 果 的利 用'と い う面か らの 政 策
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に重 点 が 置 か れ て お り,こ の た めNOVIと い う非 営 利 機関 を 設 立 した。　NOVI

は,後 述 す る よ うに,情 報 産 業 分 野 の 出 版 事業 とか 情 報 の収 集 を行 って はい るが,

中 で も教 育 訓練 に 関 して 積極 的 な活 動 を行 って い る。 オ ラ ン ダに は先 に も述 べ た

よ うに世界 的総 合 電 気 メ ー カー で あ るPhilips社 が あ るが,同 社 は現 在 は メ イ

ン フレー ム に 関心 を持 って い な い もの のSBCと か 銀 行 用 な ど特 殊 タ ー ミナル を

中 心 に着 実 に コ ン ピュー タ分 野 の 事 業 を伸 ば してい る。

　 これ らEC諸 国 に対 し,東 ヨー ロ ッパ に つい ては ど うで あ ろ うか 。 コ メ コ ン諸

国 に お け る コ ン ピュー タ開 発 計 画 は,Rjad計 画 と呼 ば れ,コ メ コン各国 の 分 担

に よ り開 発 され てい る。IBM360シ リー ズを開 発 イ メー ジ と した 第1次Rjad

計 画 はす で に終 了 し,現 在 は 第2次Rjad計 画 に 入 っ てい るが,　 こ れ はIBM

370シ リー ズに 対 抗 しよ うとす る もの で あ る。 こ こで は,メ モ リの 大容 量 化,

IC化,仮 想 メ モ リの 採 用,周 辺 端 末 機 器 の 改良 な ど,技 術 的 に も第1次Rjad

計 画 に比 較 す る とか な り高 度 な もの とな って い る。 開 発 体 制 は,大 型 機 を ソ連 が,

中 型 機 を東 ドイ ツが,そ れ 以 外 は 各 国 が 分担 し,そ れ を ソ連 が 協 力す る形 を と っ

てい る。 こ うした結 果,第2次Rjad計 画 で 当 初 予 定 され た6モ デルの うち,

最 大 級 のEC1065を 除 く5モ デル は,1979年 モ ス ク ワで 開 催 さ れ た 「共 産

圏 コ ン ピ ュー タ ・シ ョー 」 で 出揃 った 。 今 回訪 問 した オ ー ス トリアは,自 由 圏 に

あ りな が ら東 欧 の窓 口 に な って い る こ と もあ って,訪 問先 で あ る ウ ィー ンJET

120で は,東 欧 に お け る コ ン ピュー タ計 画に つ い て詳 細 な 報 告 を受 け る こ とが

で きた。Rjad計 画 に基 づ く東 欧諸 国 の コ ン ピ ュー タ化 は か な りの速 度 で進 展 し

て い るの は事 実 で あ る が,西 欧 主 要 国 に 比 較 す る とま だか な りの 開 きが あ る の も

否 め ない 。
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エ　 フ ラ ン スに お け る情 報 処理 振 興 政 策 一 フ ラ ン ス産 業 省

調 査 先;MINISTERE　 DE　 L'INDUSTRIE

所 在 地;120,RUE　 DU　 CHEPC且E-MIDI,75006　 PARIS

調 査 期 日;1980年5月5日 　 　 ～

面 接 者;Mr.　 Alain　 Bridenne(産 業 省 電 子 工 業 ・ コ ン ピ ュ ー タ 部 門 担 当

　 　 　 　 　 　 　 審 議 官)

　 　 　 　 　 Mr.　 Pierre-Gilles　 Caumon

　 　 　 　 　 Mr.　 Michel　 Bouissou

1.　 概 要 お よ び 所 感

　 産 業省 の 一 局 で あ る電 子 情 報処 理 産業 局 は電 子 産 業,情 報処 理 企業 の指 導 ・助

言 ・監督 を す る局 で あ る。電 子 部品,テ レ ビ,ラ ジ オ,医 用 機 器科 学 研 究 用 機 器

を含 む情 報処 理 産 業,ハ ー ドウ ェア製 造 業,こ の ほか に は ミニ コ ン ピュー タや 周

辺 機 器 の 製造 も含 まれ て い る。 ソ フ トウ ェア製 造 ・サー ビス会 社 に関 す る こ と。

自動 化 す な わ ち,コ ン ピ ュー タ シス テ ムに サ ポ ー トされ た事 務 室 で あ るオ フ ィス

・オ ー トメー シ ョンに 関 す る こと を担 当 して い る
。

　 ま た,関 係 分 野 の 外 国 事 情 の 把 握,外 国 か らの ラ イセ ンス輸 入 の 管 理 お よ び企

業 育成 の た めの 財 政 的 援助 を行 って い る。

　 1980年3月15日,フ ラ ンス産 業省 は行 政 の コ ン ピュー タ部 門 に 関 す る もの

の 再 編 成 を行 い次 の よ うな4つ の 機 関 を通 じて行 政 を 行 うこ とに な った。

　① 電 子 ・情 報 処 理 産 業 用(DIELI)

　 　 　 上 記 の よ うに 情 報処 理 産 業 を管 轄 し,育 成 を行 う。

　 ② 情 報処 理 委 員 会(MISSION　 INFORMATIC)

　 　 　 DIELIの 下部 機 構 で あ り,コ ン ピ ュー タ利 用 にお け る官 庁 間の ア ドバ イ
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　 　 ザ 的 な 役 割 を果 す 。

　 ③ 　 情 報 処理 局(AGENCE　 INFORMATIC)

　 　 　公 的 な機 関 で あ るが 半 官 半民 の 性格 を持 つ,行 政 分 野 以 外 の情 報 処 理 ア プ

　 　 リケ ー シ ョンの 推 進 を行 う。

　④ ↑青報処 理 ・自動 化 研 究 所(INRIA)

　 　 　 公 的 な機 関 で あ るが,民 間 企 業 と協 力 して情 報処 理 技 術 の 研 究 開発 を行 っ

　 　 た り,情 報 処 理 関係 企 業 ・ユ ー ザ との 協 力 で 実 験 シ ス テ ム の 共同 開 発 を 行 っ

　 　 た りす る。

　 組 織 の 再編 成 は コン ピ ュー タの 発 展 が飛 躍 的 に進 み,利 用 方 法 が変 化 して 来 た

た め に,こ れ まで の 技 術 本 位,産 業 本位 の振 興政 策 か ら,利 用 者 本 位,ア プ リケ

ー シ ョン本位 の 政 策 へ 重 点 を移 す こ とが必 要 とな った。 今 後15年 の 間 に,情 報

処 理 ア プ リケ ー シ ョンは,社 会,経 済 の す み ず み に ま で 浸 透 す る よ うに な り,ま

た各種 の 新 しい技 術 に基 づ い た 新 しい利 用 形 態 が 切 り開 か れ る こ と とな る。

　 今 まで フ ラン スで はIRIA,　 DGRST,LABORIAと い った 公 的 機 関 を中

心 に 情 報 処 理 技 術 の 振 興 が 進 め られ て きた が,こ れ か らの 新 しい ア プ リケ ー シ ョ

ン技 術の 研 究,開 発 に は こ の既 存 の体 制 で は十分 な対 応 が とれ な くな って きた こ

とか ら,公 的機 関,民 間企 業,ユ ー ザ が 一体 とな って ア プ リケ ー シ ョンの 研 究 開

発,普 及 を図 るこ とが で き る よ うな 新 しい体 制 と した 。 この 結 果,情 報 処 理 に 関

す る諸 問 題 に 関 して 柔軟 性 の あ る対 応 が で きる よ うに な った。

2.詳 論

2.1　 情 報処理 関係機 関の概要

　　電子 ・情 報処 理産業 局

　　主 として次の よ うな活動 を行 ってい る。

① フランス情報処理産業の現況 お よび対応 す る国外 の情 勢 を報告 す る。(例

　　えば,市 場動 向,競 争環境,経 済 ・雇用動 向,今 後 の対応策 な どについて。)

② 上記の状況 に対応す るための適切な手段,時 期等 につい て産業 大臣に必要
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　　 な提 言 をす る。　 　 　 ,　　 　 　 　 　 　 　 "　 　 　 "

③ 　 政 策 を実 施 す る うえで,関 係省 庁 間 の 調 整 を 図 る。

　　 と くに,1980年11月 の 専 門 委 員 会 の 決 定 に 塞 い で次 の よ うな 施 策 が 進 め

　られ て い る。　 　 　 　 　 　 '.　 '　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 "

　 ・周 辺 装置 産 業 の生 産 規 模 の拡 大　 　 　 　 　 "・'　 　 　 　 　 … 。

　 ・通 信 サ ー ビス拠 点 の 整備 　 　 　 '"

　 ・新 しい ア プ リケ ー シ ョンに対 応 す る周 辺 装 置技 術 の 開 発

　 ・マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ ク ス ・サ ー ビ ス,デ ⊥ ター バジ ク ・サ ー ビス分 野 の

　 強 化 　　 　 　、㌦,　 ・'・.　 　 　　 "・ ・,

　 情 報処 理 委 員 会 　　'　　　 一　　 　 一 　 　　 　'　　 `パ 　ー

　 ・,行政 機 関 に お け る情 報 処 理 に 関 して 各 省 庁 を指 導 す る。'

① 各 行 政 機 関 に 適 切 な 情 報処 理 プ ロ ダ ク ト,サ ー ビスの 導 入 を図 る♂ 供 給 メ

　　ー カ ー に対 して は その 調達 に関 して 公 正 な 競争 条件 を保 証 す る。

② コ ン ピ ュー タ利 用 に よ り行政 管 理 の改 善 お よ び サ ー ビスの 改善 を図 る。

　 情 報 処理 局　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 ‥　 　 　 い

　 新 しい情 報 処 理 ア プ リケ ー シ 。 ンの 研 究 開 発 を促 進 す る,ユ ー ザ;ゴ ン ヒ・ユ

一 夕 ・メ ー カ ,各 種 の研 究 機 関,サ ー ビス会 社,・そ の他 の 情報 処 理 関 係 団体 の

共 同 研 究 ・開発 の コ ー デ ィネ イ トす る。 主な 任務 と しては次 の よ うな こ とが あ

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　以 ・己

① ・公 的 機 関 お よび民 間 企 業 め デ プ リケ ご シ ョ↓ンお よび研 究 開 発 の 振 興 を図 る。

② 　新 しい 情 報 処 理 アプ リケ ー シ ョンを探 り:,そ の 実用 化 を 促 進 す る。:"　't・!

t'③　 アプ リゲ ≡ シ 引ンに関 す る内 外 の情 報 の収 集 と普 及に'関す る活 動
。1㌧x・

④ ・新 しい 情 報 処 理 ユ ー ザ,潜 在 的 ユ ー ザ に刺 激 を 与 え る。'　 't「'・t-:i

⑤ ・情 報 処 理 アヴ リケ ー シ ・ンの変 更 に伴 う各種 の 問 題 に つ い て 報告 ず る㌧

　 組 織 構 成 に つ い て は,前IRIAの ス タ ッ フ40名 に 新 た に60名 を 加 え100

名 の ス タ ッフで構 成 され る。.IRIA♪ か'らの40名 の スタジ フは次'の2`つ の 機

'関 に 配 属 さ・れ る
。　 　 `　 1'㌘ 　'li:1rt'㌦"一 ぺt't　ny:''"　 t　';"
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・SESORI… … …　技 術 的 な 研 究,パ イ ロ ッ ト ,プ ロ ジ ェク トの 推 進

・財務 行 政 局 … … …　 SESORIの 事 務 的 サ ポ ー ト

　 残 りの60名 の ス タ ッフで 次 の 機 関 が 構 成 され る。

・CEESI　 　 　 　 情 報 シ ス テ ム実 験 ,研 究 セ ンタ

・CTI　 　 　 　 　 　 情 報処 理 技 術 セ ンタ

・BNI　 　 　 　 　 　 情 報 処理 標 準 化 推 進 セ ンタ

　 INRIA

　 公 的 な 機 関,民 間 企 業 の共 同 研 究 開 発 を推 進 し,コ ン ピュー タ産 業,ユ ー ザ

の協 力 の もとで 実験 シ ス テ ム を推 進 す る。 その 役割 の 多 くの もの は,以 前 の

IRIA,　 LABORIAの 活 動 を引 き継 い だ形 とな って い る。　 　 　 ・

　組 織 の 構 成 は 約350名 の スタ ッフで 次 の よ うな サ ー ビ スに従 事 して い る。

・LABORIA

・情 報 サ ー ビス

・計 算 セ ン タ

・海 外 との 技 術 交 流 活 動

〔産 業 との 研 究,交 流 活 動'

・他 の 外 部 機 関 との 交流 活 動 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '、　 、

2.2　 コ ン ピ ュー タ政 策 の転 換 　 　 　 　 　 　 .・ 　 '、

　 　 「プ ラ ン カ リキ ュー ル 」 と呼 ば れ る 「CII-Honeywell　 Bul1」 に 対 す る

補 助 金 契 約 が1980年3月15日 に 終 了 した。 この契 約 は 「CI・1　・r　Honey'-

well　 Bull」'に 対 し て 注 文量 が少 な い 場 合 に は これ を補 うため の 補助金 を支

払 う もの で あ る。 しか し,国 の コ ン ピ ュー タ.の発 注 は 完 全 な 自 由競 争 で 決 定 さ

れ て いる 。 この結 果,も は や 国 の 補 助 金 を必 要 と しな い まで 国 際 的 な 競 争 力 を

つ け るこ とがで きた 。

　 今 後 の 政 策 と・し ては,こ の 補 助 金 契 約 が終 了 した こ とに よ り',今 ま で と違 っ

た新 しい や り方で コ ン ピ ュータ 分 野 に 関 与 で き るよ うに な った。 新 しい政 策 と
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して は次 の よ うな もの に な ろ う。

① 苦 境 に あ る産 業 分 野 を援 助 す る。'

　 　 CII-HoneywelI　 Bullは この産 業 分 野 に該 当 しな い が,周 辺 機 器 と く

　 に磁 気 デ ィス クを中 心 とす る磁 気 周辺 装 置 お よ び32ビ ッ トマ シンを 弱 点 分

　 野 と して 考 え て い る。

② 　市場 の 開 拓

　 　 マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ック関 係 の 製 品,た とえ ば銀 行 タ ー ミナル な どの 市

　 場 の動 向 に応 じて 補正 を行 う等 指 導 して行 きた い。

③ 噺 製品 ・新 部 門 の 開 発

　 　 企 業 が 新 しい 製 品 を開 発 す るよ うな努 力 をす る。 新 しい 製品 は,当 面3つ

　 の もの を 考 え て お り,第1は 労 働 分 野 で あ り,オ フィス ・オー トメL'シ ョン が あ

　 げ られ,第2は 知 的活 動 分 野 で あ り,デ ー タバ ン ク,ワ ー ドプ ロセ ジサ な ど

　 が あ る。 デ ー タ バ ン クは い くつ かの 行 政 機 関 が作 りた い とい ってい るが,科

　 学 デ ー タの デー タ バ ン クな ど一 部 の もの を除 い て,国 み ずか らは 作 ろ う とは

　 してい な い 。第3の 分 野 と して消 費 者 向 き分 野,例 えば コ ン ビ ⇒一 タ と電 信

　の ミックス した よ うな テ レマ テ ィ ックな ど を考 えて お6,当 面 は 第1-,第2

　 の分 野 に 力 を入 れ て行 く。

`

●

2.3　 ソ フ ト ウ ェ ア 製 作 活 動 の 状'況 　 　 　 　 　 　 　 '　 ・ 一 一　 　 　 　 　 　 ・

　 ゾ フ ト ウ ェ ア の 製 作 は ユLザ,ハ ー ド ウ ェ ア メ ー カ,'ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

の3者 で 製 作 さ れ る 場 合 が あ り,ソ フ ト ウiア が 何 で あ る か に よ っ て 製 作 主 体

が 異 な る 。 ソ フ ト ウ ェ ア を オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ,DBMS,ア ヲ リ ケ ー

シ ョ、.ンプ ゴ グ ラ.ム に 分 け て み る と ,オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム に つ い て は ハ ー

　 ド ウ ェ'ア メ ー カ が 一 般 的 で あ り ・'DBMSは ハ ー ド ウ ェ ア ・'メー カ ー の 場 合 も'あ

る もの の ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス が よ り 一 般 的 で あ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ゴ グ

ラ ム に つ い て は ユ ー ザ 自 身 が 作 る が ツ フ ト ウ ェ ア ・ハ'ウ ス が 製 作 す る こ と が 一

般 的 で あ り,コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・・メ ー カ ー は ご く ま れ で あ る 。・　 　 　 　 　 　 ∵ ∴



　 電 子 ・情 報 処 理 産 業 用 は ハ ー ド ウ ェ ア ・メ ー カ ー と ユ ニ ザ が 作 る ソ フ ト ウ ェ

ア は 対 象 外 と し て お り,ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス が 作 る ソ フ ト ウ ェ ア を 担 当 し て

い るo　 　 　 　. 、　 　 　 !　 ・　 　 `　 　 　 　 　 　 "　　 -t　 　 　 　 　 　 ・;　 '

　 コ ン ピ ュ.三夕 ・サ ー ビ ス ・コ ン サ ル タ ン、ト会 社 の ・フ ラ ン ス で の 売 上 げ 高 に つ

い て 調 べ る と,ア メ リ カ の 場 合 に は 受 託 計 算 が 夕6を 占 め て い る の に 対 し て,

売 上 げ の 半 分 は 知 的 サ ー ビ ス で30億 フ ラ ン で 残 り 半 分 位 が ネ ッ ト ワ ー・ク サ ー

.、ビ ス,デ ー タ の 検 索 と か の 機 械 サ ← ビ ス(受 託 計 算)で あ る 。 こ の ほ か,若 干

の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 製 作 等 の エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・シ ス テ ム 関 係 と

な っ て い る 。 会 社 の 数 と し て は 約600社,3万 人 の 従 業 員 で60億 フ ラ ン の

売 上 げ が あ る 。1社 か ら20社 で 売 上 げ の85%・ を.上 げ て い る6'従 業 員 数 の 構

.成 も 大 規 模 な 方 か ら1.位 か ら5位 ま で の 計 で3,　5'qo人 位,6.位 か ら'・10位 ま で

の 計 で1,000人 位 と な っ て い る 。 ・、　 、,_・t・∴ii・tt　 :.・、..t　 ・t,

　 知 的 サ ー ビ ス で 最 も 太 き{い 会 社 と・、し て は.C・ICIが あ げ ら れ,受 託 計 算 サ ー ビ

,・ス で 最 も 大 き い 会 社 はGSCが あ げ ら れ る 。 経 営 は,一 銀 行 や 企 業 に 属 し で い る

1こ.と が 多 い が 株 は ユ 人 で 大 部 分 を 持 つ で い る と い う例 ・が 多 い 。 ・

　 :、・市 場 の 動 向 と・し て は,、 知 的 サ ー・ぐ ス 分 野 の 売 上 げ は 年 間20～25%1程 ・度 伸

　 び て お り,と く に ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 生 産 が 増 え て い る 。.乙1れ に.対 し

　 て,機 械 サ ー ビ ス 分 野,内 容 と し て は 計 算 委 託,機 械 提 供,ネ ッ ト ワ ー ク 提 供

　 な ど が あ る が,ユ ー ザ 自 身 が キ ー を 押 す こ と`が 多 く、弘 売 上 げ の 伸 び は 停 滞 し て

・い る 。 バ ッチ 処 理 の 伸 び は ゆ る や か で あ り ・.ネ・ッ ト ワ、十 ク活 動 ・ イ・ン フ ォ メ ー

、 キ ヨ}之 の 提 供 ☆ す な ね ち;・ 処 理 パ ワ ー や ネ ッ ト ワ 「 ク71プqグ ラ ム を タ ニ ミ・ナ

　 ル,・ マ イ コ ン を接 続 し て 提 供 す る 形 態 が 非 常 に 伸 び て お り,約30%の'伸 び を

　 示 し1て い る 。:ま た ダ エ ン ジ;ア リ ン グ ・サ ー ビ ス も2　15f%程 度 の 伸 び を 示 し て

.、い る 。ゾ 　 　　.　 ・　 　・　 　 ㌧ 　 　 　 ,.づ ∫{:'・　 、・・　 　 "　 '・　 ・　 　 　 　 '・

　 、 こ の テ レ コ ミゴ ニ ケ ー シ ョ ン の 伸 び に 関 連 し て フ ラ ン ス 政 府 は;ソ フ ト ヴ ェ

　 ア の 開 発 に つ1い て 援 助 す る 計 画 を 持 っ て お り ・;申 請 す れ ば 開 発 費 の5Qo/・zま で

　 援 助 し て も よ い と い う 考 え を 持 っ て い る 。・・こ の 援 助 を 行 う ソ フ ト ウ ェ ア と、レ て
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　は,オ リ弓ジ ナ リテ ィ',市 場 性 な ど を重 視 して い る。 ソ フ トウ ェアの 他の 分 野 に

　 つ い て も援 助 す る 計 画 を持 うて お り',研 究 機 関 に 協 力 を指 示 す る こ と を考 え て

"い る
。　　　 ・　 ・':・ 一'

　 　 ゾ フ トウ 土ア要 員 その ・もの に つ い て は,ま だ不 足 してお り,要 員 め 養成 は 大

　学 ・高 等 専 門学 校 で 教 育 を受 け,さ らに 企業 で 実 際 的 教 育 を受 け る とい うの が

L般 的 な 事 例 で あ る
。・その ほか 高等 学 校 にも マ イ コ ンを導 入 し養 成 に 役 立 たせ

　 て い る。 フ ラ ン スで は コ ン ピ ュー タ技 術 を指 導 す る よ うな 専 門学 校 は と』くに な

　 Lh。　 　 　 tt　　　 　 　 　 ・・h　 '　　 　 ・

　 　現 在,分 散 シ ス テ ム に 対 応 す るい くつ か(δDBMSを 結 合 して 検 索 で き る よ

　 うな ジ ス テ ム を開 発 しつ っ あ るが,1っ あDBMSに 変 更 が あ った場 合 な どは

　非 常 に難 しい 問 題 が あ る・。'

　 　 フち シ スで は 米 国 の ソ ラ トウ ェア会社 の進 出 は それ ほ ど問 題 と な 二て いな い

　が,デ ー タベ ー ス,エ ン ジニ ア リン グ ・サ ー ビスの 場 合 は あ る程 度 問題 をか か

　 えて い る。 米 国 との 対応 とい う問 題、は,フ ラ ンスー 国 の レベ ルで は な く ヨ一 口

　 ッパ全 体 が いか1、こ対抗 し てい くか と い うご と であ る。　 　 　 ,

　 　 ヨ ー ロ ッパの 最 大 の サ ー・.ビス会 社 は フ ラ ンスが、買 収 して お り,ス ペ イ ンの 会

社の 買収 を した サ ニ ビス 会 社 もφ る。・・9.　tこ,フ ラ ジ ス国 内 で も合 併 と い う こ と

　が進 ん で 来 てお り,生 きの こ る企業 と し ては デ一 夕 ア プ リケ ー シ ョン あ るい は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 地 方 的 な 色 彩 が 強 い な ど 専 門 性 の 強 い と こ ろ と な'る で あ ろ二う 。

214:iミ'ご コ シ ど 周 辺 機 器 パ11∴"1　 "i':ご`　 　 　 "　1'L'　 　 ・L　';一 ㌧,ψ1

-t'"Rbゴ ン で は,フ ラ ン'ス め 需 要 の 半 分 は 国 産 で あb;シc'irLH66ey㎡ εll-

　 Bullt'T'horri'sbh,・1」(,・gh'ph'b・ ♪t,　hi　rif6:ftもChnli'qu6な …どiが あ:る 。 デ 元 ス ト1)ビ 三 一

'`'シ ・・ ン ・ コ ン ビti　 -L　'Sは ∴GMSl∴ 「rRANSAC'な ど で 製 作 き れ
,.周 辺 機 器

'

は 半 分 は 国 産 で ま か な わ れ で い る.。:L∵ 　 　 `:Ll':t'∴"・t-　 一:.

　 才 フ ・Fイス ・・ コ ジ ピ'・ ・一=　Ss　sa　s　s・%ま で が 舳 製 で あ りth国 産 で{ま ・L。g輌6

が 健 闘 し て い る 。'・NiXd61f,'Oii∨etti'㌍Phn・ips'な ど め も の が 多 い 。
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　 プ リン タ,デ ィス プ レ イ な ど は ス タ ン ダ ー ドの もの は 国 産 の も の は 少 な

い。40%程 度 が 国 産 で あ る。 プ リン タはCII-H・Bが900シ り一 ズと し

て,600行/分 の もの を,Logapacが200字/分 の もの を作 って お り,そ

れ 以 外 は 米 国,ド イ ツ,日 本 製の もの が 多 い 。 磁 気 デ ィス クはCII-H・Bが

がSYINTHIA(G100シ リー ズ)を 発 売 して お り,サ ジ ェ ム も製 作 して

い る。 テ ー プの 巻戻 機 はCII-H・Bが60シ リー ズ,64シ リ ー ズを製 作 し

て い る。 他 の ほ とん どは 米 国 製 で あ る。

　 デ ィス プ レ イ ・コ ンソ ール はThomson,　 Transacな ど が 多 少 製 作 して い る。

バ ンキ ン グ,座 席 予約 な どの 専 用 タ ー ミナル の一 部 は 国産 の もの が あ る。

　 この こ とに 関 す る国 の 援 助 と して は,資 金 援助,興 業 援助,営 業援 助 な どが

あ り,必 要 とす る資金 の50%を 株 主,50%を 政 府 が援 助 方 式 で あ り,次 図

の よ うに 国 の 援 助 が ない 場 合 に は売 上 げ は低 く推 移 す るの が,国 の 援 助 が あ っ

　 　 　 　 　 　 売

　 　 　 　 　 　 上

　 　 　 　 　 　 げ

国か らの援助 があ った場合

国 の援助 がない場合

期間

た場 合 は売 上 げ が伸 び る。 企 業 に よ って成 長率 は違 うが 一 定 の期 間 に 売 上 げ を

これ だ け伸 ばす とい う条件 の契 約 を締 結 し,責 任 契 約 高 に達 しな けれ ば一 部 を

返 金 す る。 ま た,成 功 す れ ば この 補 助 金 は返 す 必 要 が な い とい うもの で1970

年 か らと って い る政 策 で あ る。 この 補助 金 は今 後 も継 続 す る予定 で あ る。1977

年 か ら1979年 ま で の3年 間 で1億5千 万 フ ラ ンを 使 って い る 。 この な か に

はCII-H・Bに 対 す る金 額 は 含 まれ てい な い 。 今 後 の 新 しい 補 助金 契 約 と

して,シ ス テ ム と した もの の 新 しい 製 品 に対 して の製 品 契 約,企 業 の 成 長 を 目
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ざ した 成 長 契約 な ど を考 え て い る。

・



2.フ ラ ン スを 代 表 す る 情 報 処 理 サ ー ビス ・ベ ン ダ一-CISI－

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

Compagnie　 Internationale　 de　 Serricos　 en

　 　 Informatique(CISI)

35,　 Boulevard　 Brune,　 75680,　 Paris-Cedex　 14,

　 　 France

1980年5月6日(火)

Mr.　 Robert　 Jarroux,　 Manager

　 　 International　 Division

、

1.概 　 　況

　 Compagnie　 Internationale　 de　 Services　 en　 Informatique(CISI)

は,1975年 に フ ラ ン ス 原 子 力 委 員 会,CEA(Commissariat　 a　 l'Energie

Atomique)の デ ー タ 処 理 部 門 が 独 立 し て 設 立 さ れ た,広 範 囲 な コ ン ピ ュ ー タ ・

サ ー ビ ス を 行 う 企 業 で あ る 。CISIのCEAか ら の 独 立 は,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の

規 模 が 大 き く な り,外 部 サ ー ビ ス の ウ ェ イ トが 高 く な っ て き た こ と に も よ る が,

基 本 的 に は,む し ろCEAの 活 動 方 針 が,原 子 力 の 軍 事 利 用 目 的 か ら,平 和 利 用

目 的 へ と の 変 更 に よ る も の で あ る 。CISIの 株 は,CEAが100%保 有 し て

い る が,一 方CISIは,　 S　 IA,　 GIXI-Ingeierie　 lnformatique,　 ln-

formatique　 Internationale　 100%子 会 社,ま た は そ の 他 数 社 に つ い て は50

%以 上 の 株 を 保 有 し て お り,こ れ ら を 併 せ てCISIグ ル ー プ と 称 し て い る 。

　 設 立 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は,IBM,CDC,CII-HB,　 ITEL,

ICLな ど,国 産,ヨ ー ロ ッ パ 製,ア メ リ カ 製 な ど,超 大 型6台'を 含 む25台 の

非 常 に バ ラ エ テ ィ に 豊 ん だ 構 成 と な っ て い る 。 こ れ ら の ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の

他,300台 のRJEタ ー ミ ナ ル,800台 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・タ ー ミナ ル か
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ら 成 る ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク の ノ ー ドは,首 都 パ リ の 他 マ

ル セ イ ユ,ボ ル ド ー,サ ク レ ー,リ オ ン な ど の 主 要 都 市 に 分 散 さ れ て い る が,そ

の 他,地 方 都 市,ヨ ー ロ ッ パ 主 要 都 市 と も 結 び,広 範 な ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス

を 実 施 し て い る 。 さ ら に,ア メ リ カ の 代 表 的 ネ ッ ト ワ ー ク,TYMNET,　 DAT-

APACと も 接 続 さ れ て お り,サ ー ビ ス 体 制 は 世 界 に 及 ん で い る 。

　 ソ フ ト ウ ェ ア は,も と も と 高 度 な 技 術 計 算 を 得 意 と し て い る こ と も あ っ て,科

学 技 術 分 野 に お け る ウ ェ イ トが 高 く,中 で も ソ フ ト ウ ェ ア ・シ ス テ ム と し て の,

ATHESA,MISTRAL,MILORな ど に つ い て は 高 い 評 価 を 得 て い る 。

ま た,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス も 力 を 入 れ て い る 分 野 で あ っ て,例 え ば,DL/

1,SYSTEM2000な ど の デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム を 提 供

し て い る 。

　 設 立 当 初 わ ず か362人 で 始 め た 従 業 員 数 も,1975年 に は 千 人 を 超 え,現 在

は,2,500人 に 達 し て い る 。 こ の う ち,約 半 数 は 以 下 の サ ー ビ ス に 従 事 す る 専 門

ス タ ッ フ で あ る 。

　 ・IBM,℃DC,CII-HBな ど,モ デ ル の 異 な る 多 く の ホ ス ト ・ コ ン ビ

　 　 ュ ー タ と500以 」二の リ モ ー ト ・ バ ッ チ ・タ ー ミ ナ ル の オ ペ レ ー シ ョ ン

　 ・ デ ー タ 認 識,デ ー タ ・ プ リ パ レ ー シ ョ ン か ら,最 終 ア ウ ト プ ッ ト ま で の 種 々

　 　 の ビ ジ ネ ス ・デ ー タ処 理 　 　 　 　 　 ・.　 .　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 ・構 造 解 析,数 値 制 御,C.AD,マ ネ 「 ジ メ ン ト ・シ ス デ ム,シ ス テ ム 開 発 な

　 　 ど の ソ フ ト,ウ ェ ア 開 発 お よ び 専 門 サ ー ビ ス 　 '　 　 　 　 　 　 　 :

　 ・・MI・LORソ フ ト ウ ェ ア を 用 い た サ ー ビ ス な ど 広 範 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 含

　 　 む ダ ー ン ・キ ー ・ シ ス テ ム

　 ζ う し た ス タ ッフ は,も と も と 原 子 力 分 野 に ダ ッ チ し て い た こ ど も あ っ で,技

術 的 に 高 度 な レ ベ ル に あ り,熟 練 度 も 高 く,極 め て 生 産 性 が 高 い ど さ れ て い る 。

..設 立 当 初1億 フ ラ ン で あ っ た 売 上 高 も,19　 7、6年 に は3億 フ ラ ン と,わ ず か3

年 間 に ・3倍 以 上 の 売 上 ・を 達 成 す る に 至D'た 。 己 れ ら の 売 上.の う ち,.親 元 で あ る

CEAが 約50%,他 の 政 府 機 関 が20%と,計70%が 政 府 機 関 が 占 め て い る 。
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しか し,民 間分 野 の 売 上,特 に 海 外 市場 で の 売 上が 順 調 に 伸 び て お り,総 売 上 高

も1978年 に は4億5千 万 ドル に達 した 。

2.詳 　 　論

　 CISIの 株 は,100%フ ラ ン ス 原 子 力 委 員 会CEAが 保 有 し て い る が,一

方,CISIは,　 S　 IALtd.　 GIXI,　 Informatique　 Internationaleの

株 を100%所 有 し て い る 。　 ま た,そ の 他INFORの 株 を80%,　 LKSの 株

を85%,Furinforの 株 を72%,そ れ ぞ れ 保 有 し て お り,こ れ らCISIが,

過 半 数 の 株 を 保 有 す る 企 業 を 併 せ てCI'SIグ ル ー プ と 称 し て い る 。CISIが

保 有 す る 株 の 状 況 は,図1に 示 す と お り で あ る 。

　 CISIの 組 織 は,図2に 示 す と お り で あ る が,CISIで は,こ の 図 を 見 て

も分 か る と お り,コ ン ピ ュ ー タ に 関 連 す る 事 業 を,1)ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ビ。ユ ー

タ ・サ ー ビ ス,2)ビ ジ ネ ス ・デ ー タ 処 理,3)研 究 製 造 の3分 野 に 分 け て 活 動 を 行

っ て い る 。 こ れ ら3分 野 の 詳 細 は 以 下 に 示 す と お り で あ る 。

　 一 方,・CISIが 保 有 す る コ ン ピ ュ ー タ は,極 め て バ ラ エ テ ィ に 豊 ん で お り,

こ れ ら の 異 な っ た モ デ ル の コ ン ピ ュ ー タ 群 が ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し て い る 。 コ ン

ピ ュ ー タ の 設 置 状 況 を 図3に 示 し た 。

1)　 ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ピ ュ ー タ ・ザ ー ビ ス

　 　 RTI(Resean　 de　 Traitement　 Informatique)

　 　 CISNETと 呼 ば れ るCISIに よ る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク は,自

　 社 の 持 つ25の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ と300のRJEタ ー ミナ ル,'800のTSS

　 タ ー ミ ナ ル か ら構 成 さ れ て お り,そ の ノ ー ド は,フ ラ ン ス 国 内 だ け で な く,イ

　 ギ リ ス(ロ ン ド ン),ブ ラ ッ セ ル,ア メ リ カ(ロ ス ア ン ジ ェ ル ス)に ま で 及 ん

　 で お り,そ の 構 成 は 図4の とお りで あ る 。 ま た,国 内 のTRANSPAC,　 ヨ ー

　 ロ ッ パ 諸 国 を 結 ぶEURONET,さ ら に ア メ リ カ のTELENET,.TYM

　 NET,DATAPACと も 接 続 さ れ て お り,そ の サ ー ビ ス は 全 世 界 に 及 ん で

　 い る 。
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　 この 分 野 の サ ー ビ スは,CISI全 体 の 売tの60%を 占め て お り,こ の た

めに 構 築 さ れ た ネ ッ トワー クは ヨー ロ ッパ 最 大の もの とな って い る。

2)事 務 デ ー タ処 理

　 　TIG(Traitement　 Information　 de　 Gestion)

　 各 種 事 務 処 理 に関 す る ユ ー ザ の 要 望 を処理 す る部 門 で あ って,そ の サ ー ビス

内容 は非 常 に 広範 囲に わ た って い る。 この た め,10台 の コ ン ビ。ユー タ と前 述

　のRTI部 門 で導 入 して い る各種 機 器 が 使 用 され て い るが,サ ー ビ スの 中 心 と

　な ってい るの は,フ ラ ンス と ドイ ツに 導 入 され てい る もの で あ る。 この 部 門 の

売 上 は,CISI全 体 の20%と な っ て い る。

3)研 究 製 造

　 　 ERI(Etudes　 et　 Realisations　 Informatique　 )

　 　この 部 門 で は,CISI全 体 の売 上の 残 り20%を 占 め るサ ー ビス を行 って

お り,特 に,第2の 事務 デー タ処 理 部 門 で 解 決 で きない 特 別 な デー タ処理 に 対

す るサ ー ビスを 実施 して い る。 こ う した分 野 とは,技 術,科 学,経 済,経 営 な

　 どで あ るが,こ こで は,以 下 に 示 す2つ の 主な活 動 を行 って い る。

　 ・CISIグ ル ー プに 属 す るCIXIに よ って 行 わ れ る プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ「

　 　ジ メ ン トと シス テ ム開 発 。 こ こで は,マ ネ ー ジ メ ン ト,機 器 の 効 果 的 利 用,

　 工 業 用 プ ロセ ス ・コ ン トロ ール の 分 野 にお け る ター ンキ ー をベ ー ス と した シ

　 ス テ ム ・イ ン プ リメ ンテ ー シ ョンが 主 な活 動 とな って い る。

　 ・同 じ くC'ISIグ ル ー プに 属 す るTRANSTECに よ って 開 発 され た技 術'

　 　を利 用 して,他 機種 の コ ン ビ。ユ一 夕 を利 用 す る ソ フ トウ ェア 変 換 を行 う。

　 ・した が って,こ こで はCISIが 導 入 してい る コ ン ピュー タだけ でな く,ユ ニ

　ザ 自身 が持 つ コ ン ピュー タ を利 用 して 高度 な,特 殊 プ ロ グ ラムの 開 発 を行 うた

　めの 専門 家 グル ー プが構 成 され てい る。　 　 　 　 　 　 　 　 `

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )
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3.世 界 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 会 議

　現 在,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 で は,エ レ ク トロ ニ ク ス産 業 を振 興 して,日 米 との格 差

を縮 め るべ く,官 民 一 体 とな っ て その対 策 に 専念 し てい る。 この よ うな機 運 を更

に盛 り上 げ るた め に,イ ギ リスの フ ァイ ナ ソ シ ャル ・タ イム ス と マ ッキ ン トッシ

ュ ・イ ン ター ナ シ ョナ ルが 共 催で,本 年5月7日 か ら3日 間,モ ン テ カル ロに お

い て 「世 界 エ レ ク トロニ クス会 議 」 を開 催 した。 世 界 各 国 か らス ピー カ ーが 招 待

され,本 協 会 か ら も山村 常 務 が 「日本 に お け る 有線 都市 構 想 」 に つい て 講 演 した。

参 加 した130名 の 聴 衆 を 含 め て,終 始 熱 の こ もった 討議 が繰 り拡 げ られ たが,

その 概 要 を以 下 に報 告 す る 。

1.基 調 講 演

　 冒頭,フ ラ ンス の トム ソ ンCSFの 社長 で あ るE.Guigonis氏 が 「ヨー ロ ッ

パ の 挑戦 」 と題 して 個 人 的見 解 と断 りな が ら,ヨ ー ロ ッパ諸 国 が ア メ リカか らな

に を 獲得(Acqusitions)す べ きか に つ い て,以 下の よ うな基 調 講 演 を行 った。

　 その第 一 歩 は ア メ リカの エ レ ク トロニ ク ス産 業 に投 資 す るこ とで あ り,更 に 進

んで ア メ リカで 直 接 企業 活 動 を行 う必 要 性 を述 べ て い る。 しか し,ア メ リカ企 業

の50%以 上 の 株 を保 有 した り, ,丸 ご と合 併 す る とい う方 法 は得 策 と言 え ない 。

持 ち株50%以 下 の ベ ンチ ャ ・ビ ジネス 方 式 が 最 も望 ま し く,し か もア メ リカ

の風土環 境 を十分配慮 した運営 を行 う必要が あ る_と 彼 は強調 してい た。(詳 細

に つ い て は 講 演 録(1)を 参照 の こ と)

　 基 調 講 演 に 引 き続 き,表1の ご と く,3つ の 項 目に 基 き,各 ス ピー カー が それ

ぞれ の テ ー マに つ い て 講 演 し,討 議 が行 わ れ た 。

　 以 下,各 項 日 ご とに その 概 要 を述べ る。
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表1　 世 界 エ レク トロ ニ ク ス 会議 講 演一 覧表

テ　　　　ー　　　　マ ス　 ピ　ー　カ　 ー

　 1.

日 と

米 の

と
ヨ 格

1差

ロ 是

ツ

パ 正

*ヨ ー ロ ッパ市 場 に対 す る ア メ リカ の 見

　 解

R.Heikes(米)

ア メ リ カ　・ナ シ ョ ナ ル ・セ ミ

コ ン ダ ク タ ー 国 際 部 門 担 当 副

社 長

*ヨ ー ロ ッパ に お け る半 導 体 産 業 の 復 活 F.Baur(独)

シ ー メ ン ス 副 社 長

*　 ア メ リ カ に お け る ヨ ー ロ ッ パ の エ レ ク

　 トロ ニ ク ス 製 品 の 販 売

C.Bellisario　 (伊)

オ リ ベ ッ テ ィ ・ア メ リ カ 総 支

配 人

2
　

各

国
の
エ

レ

ク

ト
ロ

ニ

ク
ス

振
興
策

コ ン ピ ュ ー タ 産 業 に 対 す る ヨ ー ロ ッ パ

の 戦 略 、

P.BrUle　 (仏)

ハ ネ ウ ェ ル ・プ ル 社 長

フ ラ ン スに お け る エ レ ク トロニ ク ス産

業 の 非 常 事態

J.Pelissolio(仏)

フ ラ ン ス 産 業 省 エ レ ク トロ ニ

ク ス コ ン ピ ュ ー タ 局 長

日本 の エ レク トロニ ク ス産 業 は い か に

して 現在 の地 位 を確 保 した か

T.Takai(日)

日本 電 子機 械 工 業会 専 務 理 事

*新 興工業国における技術の展望 H.Kim(韓)

韓 国 エ レ ク トロニ ク ス産 業連

盟 会 長

*ア ラ ブ諸 国 に お け る エ レ ク ト ロ ニ ク ス S.Eiden　 (ク ェ ー ト)

ク エ ー ト科 学 技 術 連 盟 会 長

3
　
　
　

情

報

化
　
へ

　
の
　
展

望

情報化社会に対する将来の指標 V.Horn(米)

ヨ ー ロ ッパITT技 術 局 長

ビ デ ィ オ ・デ ィ ス ク:
.コ ン シ ュ マ ー か

EDP製 品 か?

P.Walker(米)

マ ッ キ ン ト ッ シ ュ技 術 部 長

1985年 の オ フ ィ ス M.Moffat・(英)

ネ ク ソ ス 事 務 シ ス テ ム 専 務

日本における有線都市構想 ・S.Yamamura'(日)

日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 常 務

理 事

コ ン シ ュ マ ー に 対 し て コ ン ピ ュ ー タ エ

レ ク トロ ニ ク ス の 意 味 す る もの

J.Rijnierse　 (蘭)

フ ィ リ ッ プ ス ・デ ー タ ・シ ス

テ ム経 営 計 画 部 長

*情 報 化 社 会

　 一 デ ジ タ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク

L.Pouzin(仏)

イ リ ァ研 究 員

*印 は資料 を 参 照 の こ と。
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2.　 日米 と の 格 差 是 正

　 最 初 に,ア メ リカの ナ シ ・ナル ・セ ミコ ンダ ク タ ーのR.Heikes国 際 担 当 副 社

長 が,　 「半 導 体 の 製 造 に 関す る限 り,ア メ リカと日本 が 完 全 に 他 国 を リー ドして い

る。 した が って,ヨ ー ロ ッパ諸 国 が この 分野 に 進 出 す る の は あ ま りに も遅 過 ぎ

る。」 と発言 して論 議 に火 をつ け た 。

　 半導 体 メ ー カー が エ レク トロニ ク ス市 場 に 新 規 参 入 して,利 益 をあ げ る よ うに

な るた めに は,研 究 ・開発 ・生 産 の た め に 莫 大 な 投 資 を必 要 とす るが,こ の こ と

を ヨー ロ ッパ 諸 国 は 過 少 評 価 して い る。 年 間 最 低1億 ドル の 電 子 コ ンポ ー ネ ン ト

需 要 を 自社 内 で 持 ち,20億 ドル を超 え る売 上げ の 見込 み が な い 会 社 は,自 前 で

マ イ ク ロ ・チ ップ を生 産 して も,利 益 を上 げ るこ とはで きな い で あ ろ う。 ヨ一 回

‡
ッパ の 各 国 が,実 績 もな い の に マ イ ク ロ ・チ ップを作 ろ うとす る こと は 間違 って

お り,そ れ はパ ラ ノイ ア(偏 執狂)み たい な もの だ,と 彼 は きめ つ け た。 そ して .,

特 に イ ギ リ'スの 国 策 会 社InmosがVLSIを 製 造 しよ うと して い るこ とに は,

強 い 疑 問 を抱 く,,と 警 告 した 。

　 しか し,彼 の 発 言が 単 に ヨー ロ ッパ の エ レ ク トロ ニ クス熱 に 水 を浴 び せ る こ と

を意 図 した もの で は な い ことは,次 の よ うな適 切 な ア ドバ イ スに裏 付 け られ てい

る こ とに よ って 明 らか に され た 。

　 これ か らマ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ クス市 場 に新 規 参 入 しよ うとす る企 業 は 基 本

的 な サ ー キ ッ トの 製造 は既 存 の メ ー カー に委 せ て ソ フ トウ ェアの 設 計 に 専 念 す べ

きで あ る。 最 近 の エ レ ク トロニ ク ス業 界 は 個 々の デバ イ スや コンポ ー ネ ン トをひ

とつ の シ ス デ ムに組 み 込 む傾 向 を強 め て お り,こ の 方 向 は ソ フ トウ ェアの 開発 と

い う仕 事 を,今 後 ます ます増 大 さ せ る こ とに な るか らだ,と 彼 は 説 明 した。(詳

細 に つ い ては 講 演録(2)を 参 照 の こ と。)

　 この よ うな ソ フ トウ ェア重 視 の傾 向 を一 応 認 めな が ら も,西 ドイ ツの シー メ ン

スのF .Baur副 社 長 は,ヨ ー ロ ッパ の 半 導 体 産 業 は,こ れ か らの10年 間 で,ア

メ リカ よ りも速 い ス ピー ドで 発達 して,現 在 の ア メ リカの 技 術 的,経 済 的 優 位 を
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脅 か す で あ ろ う'と反 論 し た。

　 彼 に よ れ ば,異 種 の コ ン ポ ー ネ ン トを び とつ の シ ス テム と して組 み 合 わ せ る傾

向 が 強 ま る こ とが,む しろ ヨー ロ ッパの メー カーに は 有利 に な る。 その 論 拠 とす る

と こ ろは,ア メ リカの メー カ ーが,通 常 半導体 の み を製造 して競 争 市場 で 販売 し

てい る"一 匹狼"で あ るの に対 して,ヨ ー ロ ッパ の メ ー カー は,こ の よ うな シ ス テ

ム を包 括 的 に作 って い る コ ング リマ ッ ト ・グ ルー プの一 員で あ る場 合 が 多 い か ら

だ,と い うの で あ る。(詳 細 につ い て は 講 演録(3)を 参 照 の こ と。)

　 この 全 く対 照 的 な両 者 の 見 解 に は,参 加 者 か ら も質 疑 や 意 見 が続 出 して,大 い

に会 場 が振 った。

　 以 上の よ うな や りと りが あ った後,イ タ リア の オ リベ ッテ ィLの ア メ リカ総 支

配 人 で あ るBellisar.io女 史 が,ヨ ー ロ ッパ 企 業が ア メ リカ市 場 に 進 出 す るた め

の秘 訣 と し て,次 の よ うな発 表 を行 な い,聴 衆 の関 心 を集 め て い た。

　彼 女 は ア メ リカで オ フ ィス用 の エ レ ク トロニ クス機 器 を販 売 す る た めに は,非

常 に 高 度 な技 術 を盛 り込 ん だ製 品 を提 供 す るよ りも,強 力 な マ ーケ ッテ ィン グ と

セ ール ス ・サ ポ ー トに 徹 す る こ とが 必 要 で あ ると 主張 した。

　 ア メ リカの オ フ ィス用 機 器 は,1日 あ た りの 稼 動 時 間 が ヨー ロ ッパ の2倍 で あ

る こ と,ア メ リカの カ ス トマ ー は製 品 が 宣 伝 どお りの 性能 を持 って お り,信 頼 で

き る もの で な け れ ば 満 足 しない こ と,特 に彼 らは 製 品 の 良 し悪 しを その メ リ ッ ト

と ア フ タ ・ザ ー ビスで 判 断 し,ヨ ー ロ ッパ の カス トマ ーの よ うに 商標 に は あ`ま り

こだ わ らな い こ と等 を 貴 重 な 体験 に 基 い て発 表 した 。

　 彼 女 の所 論 は極 め て 明 快 で,わ れ わ れ 日 本 人に も参 考 とす る と こ ろが 少 な くな

い よ うに思 わ れ た。(詳 細 に つ い て は 講 演録(4)を 参 照 の こと。)』

3.各 国 の エ レ ク トロニ クZ産 業 振 興 策

(1)　 ヨ ー ロ ッパ

　 　 フ ラ ン ス 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー で あ る ハ ネ ウ ェ ル ・ ブ ル(47%の

　 株 は ア メ リ カ の ハ ネ ウ ェ ル が 所 有)のP.BrUle社 長 は,ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は,
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ヨー ロ ッパ の コン ヒoユー タ ・メー カ ー に,ヨ ー ロ ッパ市 場 で,も っ と大 きな シ

ェア を与 え る よ うな 政 策 協 定 を結 ぶ必 要 が あ ると提 案 した 。

　 ヨー ロ ッパ は ヨー ロ ッパの 市 場 を 自 由に コ ン トロー ル で き るよ うに す る こ と

が 必 要 で あ り,こ うす る こ とに よ って,① アメ リ カが政 治 的理 由 で加 え て く る

か もしれ な い 自由 な コ ン ピ ュー タ貿易 に対 す る圧 力 を 排 除 し,② コ ン ピ ュー タ

の アプ リケ ー シ ・ンを ヨー ロ ッパ が必 要 とす る もの に 適 合 させ,③ コ ン ピュー

タ技 術 をベ ー スに し た 製品 や情 報処 理 の 面 で,ア メ リカや 日本 に 引 け を取 らな

い よ うに しな けれ ば な らな い,と 彼 は 主 張 した。

　 そ して,こ の ため の 具 体 策 と して,次 の3つ の 措 置 を提 案 してい る。

① 技 術 革新 を推 進 す るた め の 政府 助 成

　 　 ヨー ロ ッパ 系 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ーに税 制 優 遇 措 置 を と った り,特 殊

　 な パ テ ン トを与 え る。

② ヨー ロ ッパ の メー カ ー相 互 間で 販 路 拡 大 の た め の 協定 を締 結

　 　 ヨー ロ ッパ の メー カー が 同 じ製 品 を作 って競 争 す るの で は な く,コ ン ピ ュ

　 一 夕の心 臓 部 で あ るOS以 外 は,お 互 に補 完 し合 うよ うな製 品 を作 るよ うな

　 協定 を結 ぶ。

③ 　 ヨー ロ ッパ 製 品 を ヨー ロ ッパ で購 入す る運 動 の 促 進

　 　 特 に,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 の 公共 機 関 が,現 在 ヨー ロ ッパ 製 品 を20～40%し か

　 購 入 して いな い の は論 外 で,公 共 機 関 が 率先 して ヨ ー ロ ッパ 製 品 を購 入す る

　 よ うな 政 策 転 換 を行 う。

　 　 次 い で,フ ラ ン ス産 業 省 のJ.Pelissoloエ レク トロニ クス ・コ ン ビ ュー

　 タ産 業 局 長 は,政 府 の 方 針 と して,1985年 まで に フ ラ ンス が必 要 とす る エ

　 レ ク トロニ ク ス製 品 は,フ ラ ンスが コン トロール で き る会 社 で生 産 し,な お

　 か つ,そ の 製 品 の 半分 は 外 国 に輸 出 した い,と 構 想 を発 表 した 。

　 　 従 来,フ ラ ンス は防 衛 と産 業 用 の エ レ ク トロニ ク ス,そ れ に コ ン ピ ュー タ

　 　 サー ビスの 面 に力 を 入れ て きた が,家 庭 用 と事務 用 の 機 器 に弱 く,特 にIC

　 の 生 産 が 立 ち遅 れ て い.た。 ま た,輸 出 の 面 で も東 欧 と発展 途 上 国 に しか 出超
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とな って い な い こ とを反 省 し,こ の 弱 点 を カバ ー す るため の 強 力 な政 策 を推

進 す る。 そ して,今 世 紀 の終 りま で に は,フ ラ ン スの 経 済 活 動 の 中 で8%し

か 占 め て い な い エ レ ク トロニ クス産 業 の比 重 を15%に 倍 増 さ せ た い と彼 は

言 明 した。

　 しか し,こ れ らの 目標 値 を達 成 す るた め の イニ シ アチ ブは,飽 くま で も民

間 企 業 が と るべ きで,政 府 は単 に 支 援 的 な役 割 を 果 たす に過 ぎな い と付 言 し

たた め,折 角 の 雄 大 な構 想 も若干 腰 くだ けの 印 象 を免 か れ な か った。

② 　 日　 本

　 　 日本 電 子 機 械 工 業 会 の 高 井専 務 理 事 は,日 本の エ レ ク トロ ニ ク ス産 業 が 急 速

　 に 成 長 し た原 因 は,当 初,民 生 用 エ レ ク トロニ ク スに ア タ ック し よ う とい うナ

　 シ ・ナル ・コ ンセ ンサ ス が,政 府 と民 間 企業 との 間 に成 立 した こ とに あ る と述

　 べ,そ の理 由 を次 の よ うに 説 明 して い た。

　 　 ① 産 業 用 エ レク トロニ ク スに は,既 に 欧米 が 先 鞭 をつ け て い た こ と,② 民 生

　 用 機 器 は 労 働 集 約 的 で,比 較 的 初 期 投 資が 少 くてす む こ と等 の消 極 的 な理 由 の

　 他 に,③ 民 生 用 機 器 は 日本 人に 適 した組 立生 産 ・大量 生産 が 可能 な こ と,④ そ

　 の た め 低 コ ス トで 大 量 の 需 要 に応 え られ る こ と等 の 積 極 的理 由 を挙 げ て い た 。

　 　 この 戦 略 は 見事 に 的 中 して,民 生 用 エ レ ク トロニ ク スは 大躍 進 を とげ,そ の

　 余 勢 を駆 っ て産 業用 エ レ ク トロニ ク ス に も進 出 し,現 在産 業 用 分 野 で も世 界 第

　 2位 の 地 位 を確 保 す るこ とが で きた 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　 　 ま た,① 日本 の金 融 シ ス テ ム ・経 済 政策 も,目 先 の利益 に と らわ れ ず,長 期

　 的 視 野 に た っ て,こ れ らの 戦 略 を支 え るた めに 重 要 な 役割 を 果 た した し,そ の

　 他 の 成 長 の要 因 と して,② 研 究 開 発 部 門 と営 業 部 門 と生産 部 門 間 の密 接 な 協 力,

　 ③ 要 員 の ス ムー スな 配 置 転換,④ 作 業 員 に よ る品 質 管理 ・生 産 性向 上へ の 自発

　 的 な参 画等 を示・して い た。 特 に,日 本 の 秀 れ た品 質 管理 が作 業 員 に 負 うと こ ろ

　 が 多 い の は,日 本独 自の終 身雇 傭 制 と年 功 序 列 賃 金 が 会社 へ の 帰 属 意 識 と忠 誠

　 心 を 高 め て い るた め だ と指 摘.した。
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　 高井 氏 は 最後 に,日 本 の エ レ ク トロニ ク ス産 業 の 成長 性 が,今 後 国 の 経 済 の

成 熟 に つ れ て,高 い 水 準 を維 持 してい くこ とに は若 干 の 懸念 もあ るが,過 去 の

高度 成 長 を支 え て きた原 動 力 が 消 滅 しな い 限 り,日 本 は この 分 野 で,ま だ ま だ

発 展 を続 け る もの と確 信 して い る と力 強 く締 め く く った。

(3)　発 展 途 上国

　 　韓 国 エ レ ク トロニ クス産 業 連 盟 のH.Kim会 長 と ク ェー ト科学 技 術 連 盟 のS.

　 Eidin所 長 とは,エ レ ク トロニ ク ス 産 業 育 成 に まつ わ る発 展 途 上国 の 悩 み を

　 る る説 明 して,先 進 国 の援 助 を要 請 して い た 。

　 　韓 国 の エ レ ク トロ ニ クス産 業 は,政 府 の 強 力 な推 進 策 に よ って,非 共 産 圏で

　 は10番 目 の生 産力 と11番 目 の 輸 出力 を持 つ まで に 発展 した。 しか し,こ れ

　 は飽 くま で も外 国 企 業 の投 資 と技 術 援 助 に よ る もの で,昨 年 だけ で も5千 万 ド

　 ル,過 去17年 間 で2億5千 万 ドル を越 え る ライ セ ン ス料 を先 進 国 に 支払 って

　 お り,も は や 韓 国 は これ 以 上 外 国 か ら新技 術 を購 入 す る資 金 を持 ち合 わ せ てい

　 な い 。

　 　韓 国 で は 自力 で 最 新 のエ レ ク トロ ニク ス技 術 を開 発 す る た めに,巨 額 の 研 究

　開 発 費 を投 資 す る余 裕 が な い 。 先 進 国 が 進 ん で ノ ウハ ウを公 開 しな い と,現 在

　 の オ イル 供 給 に み られ る よ うな 世 界 的 危 機 が到 来す る,と や や オー バ ーな 表 現

　 で 訴 え てい た。(詳 細 に つ い て は講 演 録 ⑤ を参 照 の こ と。)

　 　 ア ラ ブ諸 国 は こ こ数 年 間,オ イ ル ダ ラー に もの を言 わせ て,エ レ ク トロニ ク

　 ス機 器,特 に 通信 と防 衛 関 係 の そ れ を重 点 的 に買 い ま く って きた。 ア ラ ブ諸 国

　 の エ レ ク トロ ニ クス 機器 の 購 入 総 額 は87～110億 ドルの 巨 額 に 達 す る と試

　 算 され る。

　 　 ア ラ ブ諸 国 と して は 当然 の こ とな が ら,自 分 自身 で エ レ ク トロニ クス産 業 を

　 開 発 した い と望 ん で お り,先 進 国 との ジ ョイン ト・ヴェンチ ャを い くつか 設立 し

　 てき た し,今 後 と も増 や して い きた い と考 えて い る。

　 　 しか し,技 術 的 に は まだ まだ 未 熟 で,彼 らが タ ッチ で き る分 野 はせ い ぜ い 組
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立 作業 か テ ス ト作 業 程 度 で,豊 富 な マ ンパ ワー を持 て 余 して い る。 ア ラ ブ諸 国

で の い ま 一番 大 き な問 題 は,研 究 開 発 の で き る技 術 者 をい か に して 養成 す るか

とい うこ とで あ る,と 苦 衷 を述 べ て い た。(詳 細 に つい て は講 演 録(6)を 参 照 の

こ と。)

4.　 情 報化 社 会へ の 展 望

　 ヨー ロ ッパITTのV.　 Horn技 術 局 長 は,来 た るべ き20年 間 で,エ レ ク トロ

ニ クス技 術 と高速 の 電 気 通 信 が 結 合 し て ,す ば らしい情 報化 社 会 が到 来 す る と述

べ,低 廉 な エ レ ク トロニ ク ス通 信,と りわ け フ ァク シ ミリと光 フ ァイバ の開 発 が

大 い に促 進 され るだ ろ うと 予想 して い た 。

　 マ ッキ ン ト ッシ ュのP.Walker技 術 部 長 は,10年 もた た な い うちに10メ ガ

の マ イ ク ロ ・'プロセ ッサが,僅 か2～3ド ルで 買 え る よ うにな る。 特 に ビデ オ ・

デ ィス クの発 達 に よ り,フ ァイ ル善 積 の分 野 で 多 くの ア プ リケー シ ョン技 術 が 開

発 され る。2年 以 内 に書 き直 しの で きるデ ィス クが実 用 化 され,デ ー タベ ー スや

銀 行 の暑 名 判 定 や 警 察 の 指 紋 照 合 等 の 利用 が 著 し く改 善 され る とい う見 通 しを た

て て い た。

　 イギ リスの ネ ク ソ ス事務 シ ス テム社 のM.Moffat専 務 は,人 件 費 の 上昇 とエ

レ ク トロニ クス機 器 の コス ト低 減 に伴 な い,今 後5年 間 に 多 くの 会 社 が 事 務 用 エ

レク トロニ クス を導 入 す る よ うに な る。 そ して ,テ キ ス トと デ ー タ画 像 と 音 声 と

が混 然 一 体 とな った統 合 シ ス テ ムが構 築 され るで あ ろ うと 予言 した 。

　 当協会の 山村 常務理 事 は,日 本の有線 都市構想 とい うテー マーを与え られたが,

多摩 のCCISと 東生 駒 のHi-OVISの 実験 シス テ ム の 紹介 に 止 ま らず,問 題

の 巾 を広 げ て,誰 で も,何 時 で も,何 処 か らで も,自 分 の 欲 す る情 報 を 手軽 に 入

手 で き る理 想 的 な コ ミュニ テ ィを実現 す るた めの シ ス テ ム と して,① 画像 サ ー ビ

ス(CApTAINS,VRS)② デー タ通 信 サ ー ビス(急 救 医 療 ,生 鮮 食 量,

気 象情 報)等 の 説 明 を行 った 。特 にCAPTAINSに つ い て は,単 にPRES-

TELやTELETELの 模 倣 で は な く,漢 字 伝送 の た め に 日本 で独 自 に 開発 し
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た パ タ ー ン伝 送技 術 に つい て,詳 し く解説 した 。

　そ して,こ れ らの 実 験 シ ス テ ムの 将 来 は必 ず し もバ ラ色 で は な く,一 般 に 普 及

させ るた め に必 要 な コ ス ト低 減 の 問題,多 様 な シ ス テ ム を統 合 す るた め の コ ンパ

テ ィビ リテ ィの問題 等,今 後 解 決 すべ き問題 が少 な くな い こ とを指 摘 した 。

　 フ ィリ ップ ス ・デー タ ・シス テ ム社 のJ.Rijnierse経 営 計 画 部 長 は,技 術 的

な専門 家 で な くて も自 由 に 利 用 で きる情 報 シス テ ム を開 発 す るこ との 必 要 性 に つ

い て強 調 した。 つ ま り,普 通 の ユ ーザ に と って ボ ッ.クス の中 に あ るエ レ ク トロニ

ク スは,家 庭 電 器 製品 の 中 に あ る少 さな モ ー タ ーの よ うな存 在 に な らな けれ ば な

らな い,と い うの で あ る。

　 最 後 に,フ ラ ンスのIRIAのL.　 Pouzin氏 は 情 報 化 社 会 の 進 展 は,い つ に

エ レ ク トロニ クス ・メ ー カー と コモ ン ・キ ャ リヤー との 協 調 にか か ってい る。 し

か るに,ヨ ー ロ ッパ の 国 営 電 気 通 信 当局(PTT)は 通 信 サ ー ビスの分 野 で,情

報 革 新 の首 を締 め つ け る た め に独 占権 を行 使 して い る,と 批 判 した。

　 彼 に よれ ば,最 近 の 先 進 国 に お け る通 信 サ ー ビスの 開 発 状 況 をみ る と,変 貌 し

つつ あ るニー ズに 敏 速 か つ 大 量 に 即 応 す るた め にPTTは 変 身 す る必 要 が あ るが,

この よ うな 事 態 を予 想 す る こ と は極 め て 困難 で あ る。 何 故 か とい えば,民 間 の 企

業家 はPTTが 反 対 す るで あ ろ う と予想 す る技 術 革 新 に は 尻込 みす る性 癖 が あ る

か らだ,と 皮 肉 って い た 。'(詳 細 につ い ては 講演 録(7)を 参 照 の こ と。・)

　 以 上で,こ の国際会議 は3日 間の 日程 を成功 裡に終 了 したが,総 体的に印象 に

残 った こ とは,ヨ ー ロ ッパ全 体 が情 報 化 とい うバ ス に乗 り遅 れ ま い,ど す るあせ

りに も似 た熱 意 に燃 え て い る こ と と,ア メ リカの 水準 に 迫 りつ つ あ る日本 に対 し

て異 常 な まで に関 心 を高 め て い る こ とで あ った 。
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・4.東 欧 諸 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 産 業 ・

　　　　　　 :一 ウ.イ、一 ・ンJETRO－

調 査"先:日 本 貿 易 振 興 会(JETRO)ウ ィー ン ・ジ ャパ ン ・ ト レ ー ド ・

　 　 　 　 　 セ ン タ ー 　 　.　 "'

所 在 地:1010Wi・en,　 Auerspergstrasse　 6　 Austria・

調 査 期 日:1'980年5月8日

面 接 者:小 牟 田 陽 一(ウ イ ー ン ・ ジ ャ パ ン ・ ト レ ー ド ・セ ン タ ー 所 長)

　 　 　 　 　 丸 川 章(ウ ィー ン ・ジ ャ パ ン ・ ト レ ー ド ・セ ン タ ー 課 長)

1.　 概 要 お よ び 所 感

　 第2次 大 戦 後 の 東 西 両 世 界 の 形 成 過 程 に お い て 出 現 し た コ メ コ ン も1979年 で

30周 年 を 迎 え,ま た1955年 以 後 推 移 さ れ て き た コ メ コ ン域 内 の 国 際 分 業 の 一

環 と し て 特 に 重 視 さ れ て い る 「Rjadコ ン ビ。ユ 一 夕 共 同 開 発 計 画 」 も10周 年 を

迎 え る ご と に な る 。1t・ 　 ・.

　 コ メ コ ン は,19・4　 9年1月 に,ソ 連 東 欧 諸 国(ポ ー ラ ン ド,チ ェ コ ス ロ バ キ ア,

ハ ・ン ガ リ.一,ル ー・マ ニ ア お よ .び ブ ル ガ リ ア)に よ っ て 創 設 さ れ,そ の 後 ア・ル バ ニ

ア,・ 東 独ltモ ン ゴ ル,キ ュ ← バ お'よ び ベ ト・ナ ム が 加 盟 し,ユ[ゴ ス ラ ゼ ア が 準 加

盟 国 的 ・立 場 で 関 与 ・し て い.る 。　 '　 　 　 　 　 　 　 　 .:l　 l

　 コ メ コ ン 諸 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 開 発 計 画.はRjad(ロ シ:ア 語 で 統 合 ど い う

意)計 画 と 呼 ば れ ∵ そ の 名 の ご と く コ メ ゴ ン 各 国 の 分 担 に よ り 開 発 さ れ て い る 。

19・70i年 代 の 第 、r次Rjad計 画 の 進 展 に 伴 な い ソ 連 東 欧 の コ
.ン ピ=。:　一'タ'リ.ゼLジ

ョ・ン は か な り進 み ∵総 設 置 台 数 も ミ ン ズ ク と・い わ れ る ソ連 製 の ミ'ニ コ ン.も 含 め て

2万,5千 台 か ・ら3万 台 に 達 し て い る も の ど み ら'れ る 。,・ 　 　 　 　 .'

';第1
,'次.Rjad-'計 画 がIBM3・60シ リ ー ズ を 開 発 の イ メ ー ジ と し て 想 定 して い た
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の に 対 して,第2次Rjad計 画 はIBM370シ リー ズを 開 発 イメ ー ジと して お

り,メ モ リーの 大容 量 化,IC化,仮 想 メ モ リー の 採用,ブ ロ ック.・マル チ プ レ

クサ あ るい は周 辺 端 末 機 器 の 改 良 な ど,第1次Rjad計 画 の もの と比 較 す る と優

れ た もの で あ る とい え よ う。 第2次Rjad計 画の コン ピュータ も第1次Rjad計 画

と同様 各 国 が分 担 して 開発 を行 って い る。 大 型 機 を ソ連 が,そ の次 に 大 きな もの

を東 ドイ ツが,そ れ 以 外 は 各 国 が 分担 し,そ れ を ソ連 が 協 力 す る体 制 を と っ て い

る。 その ほ か,周 辺 端 末 装 置 も各 国 が分 担 して 開 発 して お り,例 えば ポ ー ラ ン ド

はEC1045と い う中 型 コン・ピ ュ一 夕 を 分 担 す る と と もに,・100MBの デ ィ

ス ク開発 を分 担 してい ると言 わ れ る。 全 体 的 に は第1次Rjad計 画 に 比 較 し,東

独 が ソ連 の肩 代 りをす るこ とが 多 くな って きて い る。 当初 チ ェ コ ス ロ バ キ ア が

ICの 生 産 を分 担 す る もの と期 待 され て い た が,う ま くゆか ず,チ ェ コス ロバ キ

アに か わ り,東 ドイ ツが 成 果 を 上 げつ つ あ る。

　 第2次Rjad計 画 の コ ン ピ ュー タは,東 ドイ ツが 分担 す るEC1'055が もっ と

も早 く,1978年 の 東 ドイツ ・ライ プチ ヒ見 本 市 で 展 示 さ れ た。 東独 で は国 立 の

Robotron工 場 で 本格 的 な生 産体 制 に 入 って お り,実 習 用 トレ ーニ ン グセ ン タ を

作 り,積 極 的 に コ メ コ ン諸 国 以 外 に売 って 行 く姿 勢 が 見 られ,イ ン ドな どに も売

られ て い る。 第2次Rjad計 画 の6モ デル の うち最 大級 のEC1065を 除 く5モ

デル は1979年 モ ス ク ワで 開 催 され た 「共 産 圏 コ ン ピ ュー タ ・シ ョー 」 で 出 揃 っ

た。 この うちEC1060は デ ュアル ・プ ロセ ッサ ー構 成 で2台 のEC、1060を 稼

動 さ・せ て い'るの が 注 目 され た。.EC1065は 当初1979年 中 に 生 産 開 始 を「目 ざ

してい たが,遅 れ て1980年 後 半以 降 に な るの で は な いか と推 測 さ'れてい る。.

　 第2次Rjad計 画 の 各 モ デル の技 術 的仕 様 は 表1の とお りで あ るが,こ の シ リ

ー ズがIBM370に 近 い 性 能 を 有 し て い る とい うこ とで あ れ ば,　 IBM370シ

リー ズが 発表 されrこの が1'97Q年 で あ り,第2次Rjad計 画 の 最初 の モ デル で

あ るEC・1055が 発 表 され たの が1978年 で あ る の で,大 雑 把 に 言 って,ソ 連

東 欧 諸 国 の コ ン ピュー タ技 術 は米 国 を中 心 とす る西側 世界 か ら約8年 遅 れ て い る

という 見方 もで きよ う。 コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェアに つ い ての 情 報 は,見 本 市
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仏

等 を通 じで あ る程 度 把 握 で き るが,ソ フ トウ ェアに つ い ての 情 報 は ほ とん ど入 手

す る こ とが で きな い状 況 で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 表1　 第2次Rjadシ リー ズの技 術 的仕 様

Model

　 　 　 　 　 　 　 　 εC　　|055　 　εC　　lO55

εC　1025　 EC　 1035　 EC　 1045　 (wilhou`　 (wi,h　　　 EC　 1065　 EC　 1060　 EC　 1015

　 　 　 　 　 　 　 　 bunel)　 　　bvffer)

R・・P・酪ibl・C。 ・・1・y　 　 　 C・e・・・・・・・・… 鵠8:「i。 ・・…d　 Gpa　 G・ ・U… 　 U・… 　 "g…

ドゆ ぐどおび

Oρ,・。・i・g,P。ed(k。P・ ・,'・⑲c)　 　 　 30/40100-|40400-500　 450　 7504000-50002000　 15

S・;eCled　perlormo"eo　 ,imo$(St$ec)

　 Shもrl　oρerotiofi$　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5-18　 　　2.6-4.5　 　0.6-2.2!0　 　-3.0　 0.3-2　 2　　　　0.12　 　　　0　25-0.30

　 rl?。1・叩P。 ・・口dd/・ ・b　 　 　 50-55　 9・71・9'2・ 　3　1-3・61・3-16　 ・2408-・0　 層ri
.,d　p。i,l　m・11iply　 　 　 　 　 5-220　 23　 2・8-3・43-5・2　 31　 ・6　 15-・8

　 rl。・ri,g　P・i・`dMd。 　 　 　 　 25-235　 32　 8・4-114-6・0　 39　 ・2　 30-・O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lBM　S/360　 tnstruct　o　 S　t
ln$`「UC`ion　set　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S

ome　 odditlond旧M　 S/370-like　 commo　 d5

Prlnciplo　of　processor　 conlrol　 　　　　　　　　　　　 Mic'oprog　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H　 d

Wor`ing　 m師orγ

P'im。・y　m・m。・y・叩 。・ity(`byt・・)　 128-256256-512256-3072256-4096256-4096　 H6Mby,。256-2048160

Vi,・、。1肺m。,y　 　 　 　 　 　 　 　 ・p・。16Mbシ ・・

晒 一 ・rY
,　 　 .　 　 　 　 　 6　kbyt'lebl

生 産 開 始 時 期 　 　 　 　 　 　 　 　 1979　 1979　 1976　 197e　 1978　 1980　 1979　 1979

　 S・u価 額^了76.GDe・7S.　 D・・Wi・1・ch。IIぷ/`97S・EC　 1・5S・Ee　 hD　 b/gSγ'tSm・Ctech。sb'ok「 。「'1叩Tt。d'"・197,

　 　 　 等より作成

(注)　 資料 相互間 の整 合性は必 らず し もない。

と くに,電 子 技 術 は 軍 需産 業 と一 体 の もの で あ るた め ま す ます 困難 と な っ てい る。

日本 の 技 術 は民 間企 業 が保 持 して お り,技 術 協 力 は ギ ブ ・ア ン ド ・テー クが原 則

で あ るが,,ソ 連 ・東 欧 諸 国 は 一 方 的 で・あ り,技 術 協 力 の成 果 は あ げ に くい 。

　 ま た,コ ン ピュー タ以外 の モ デル な どの 周 辺技 術 が 遅 れ て お り,通 信 回 線 も電

話 を始 め事 情 が 悪 く,品 質 もよ くな い 。.この こ と もあ るか も知 れ な い が,EU-

RONETの よ.うな ソ連 東 欧 諸 国 間 で の ネ ッ トワー ク計 画 に つ い て は現 在 の と こ

ろな い よ うで あ る。.

2・ 詳 　 論 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

2.1　 Rjad計 画以 前の ソ連東欧の コンピュータ開発動向

　　ソ連東欧諸 国で 最初の コン ピュータは,ソ 連 ウクライナ科学 アカ デ ミーで,
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1951年 に 作 ら れ たENIACタ イ プ のME、SMで あ っ た 。 他 の 東 欧 諸 国 で 比

較 的 コ ン ピ ュ ー タ 開 発 が 早 く 行 わ れ た の は,ポ ー ラ ン ド,チ ェ コ ス ロ バ キ ア パ

東 独 で1958年 頃 コ ン ピ ュ ー タ 製 作 を 開 始 し た と 伝 え ら れ る 。 ル ー マ ニ ア,

ハ ン ガ リ ー,ブ ル ガ リ ア は1960年 代 に'な っ て 仏CIIや 西 独Siemens等 ,

西側 コ ン ピュー タ ・メ ー カか らの 技 術 的 援 助 を得 つ つ,コ ン ピ ュー タ製作 を開

始 レた。 子 一 ゴ ス ラ ビアは 国 産 コ ン ピユニ タ産 業 の育 成 の 意 志 は持 ちなが ら も・

後 のRjad計 画 に も参 画 せ ず,全 て(1)コ ン ビ子一 夕 を輸入 して きたが1970年

代 後 半 に到 って ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 総 合 メrカ のISKRAが フ ィ リ ッ プスの

援 助 に よ り小 型 コ ン ピ ュー タの ア セ ンブル を 行 うな ど,遅 れ ばせ な が らコ ン ピ

ュー タ生 産 へ の 具体 的 動 き を 見せ 始 め て い る。(注1)

　 Rjad計 画以 前 の ソ連 東 欧 地 区 の コ ン ピ ュー タ開発 の歴 史 を 見 よ うとす る と

き,ソ 連 の開 発 の 歴 史 を概 観 す る こ ζで骨 格 を知 る こ とが 可 能 で あ る。1951

年 に ス タ ー トし た ソ連 の コ ン ピュー タ開発 の 概 要 を第1図 に 示 す 。

　 1951年 か ら1969年 ま で の 約20年 間 で60種 類 に近 い1ン ピ ュ一 夕 が

開 発 さ れ た 模 様 で あ る が,そ の 内200台 以 上 生 産 さ れ た も の は20種 類 足 ら

ず と 推 測 さ れ る 。 第3表 に そ の 内,比 較 的 評 価 の 高 い 機 種 を 例 示 的 に 掲 げ た 。

　 ソ 連 の コ ツ ピ ュ 一 夕 開 発 は,ラ ジ オ 産 業 省,Minpribor・(Ministry　 of

tInstrument　 Constructi'on、 　 Means　 of　 Aut　 om　a・t　i　on　 and　 Control　 Sys-

tems)省,エ.レ ク ト ロ ニ ク ス 産 業 省,　 Gosplan(State・ 　Planning　 Commi・-

ttee、)の 他,科 学 技 術 委,軍 事 産 業 委,中 央 統 計 局 等 の 各 種 機 関 に よ.っ て 当

初 行 わ れ て.い た が,次 第 に 組 織 の 統 合 が 進 み',1960年 代 後,半 に.は ラ ジ ・オ'産.

業 省 とMi'npribor.省 が 中 心 と な っ て い る コ ン ・ピ ュ ー タ 開 発 が 進 め られ る よ う.

に な り,第2表 に 見 る よ う な 比 較 的 評 判 の 高 い,い く つ か の コツ ピ ュ ・・一:タを 生

産 す る こ と と な る 。

　 1960年 代 に 最 も 普 及 し て い た 汎 用 機 と し てMinsk2とMins`k　 22を あ げ

る こ と が で き る 。Mi・nskは,ラ ジ オ 産 業 省 所 管 のMinsk、Ordzhon・ikidze工

場 で 生 産 さ れ た 。Minsk　 2'2はMinsk　 2とCPUは 同 じ だ が 改 良.さ れ た1/O
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と,よ り大 きい 外 部 メモ リー を利 用 して 機能 ア ッ プを図 った よ うで あ る。 両 者

は,東 欧 諸 国 で 最 初 に 使 用 され た ソ連製 の コ ン ピ ュー タで もあ る。Minsk　 23

は 可変 語 長 方式 の コ ン ビ。ユ一 夕で あ るが,基 本 的 に は失 敗 に近 い評 価 を受 けて

お り,ほ とん ど生産 され な い で終 った。Minsk　 32はMinsk　 22の 改良 機 とし

て位 置 づ け られ る もの で あ る。1962年 か ら1975年 ま で の 間 生 産 さ れ た

Minskは,　 Rjadコ ン ピ ュー タが 出現 す る までの 期 間,ソ 連 で 最 も一般 的に利

用 され てお り,約2000台 生 産 さ れ た と言 われ,こ の 中,大 部 分 の もの は現 在

で も使 用 され て い る模 様 で あ る6し か しな が ら,こ の よ うに 広 く普 及 してい っ

たMinskも,相 互 間 の 互 換 性 はMinsk　 32がMinsk　 22M(Minsk　 22の 改 良

機i)と エ ミュ レー タ(PYKH69)に よ って プ ログ ラム ・コ ンパ チ ブル で あっ

た他 は,ま った く無 い。

　 ,最 初 の フ ァ ミ リ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ は1965年 に 生 産 が 始 っ た と 見 ら れ る

Ura110シ リ ー ズ(Ural　 ll,14,16の モ デ ル で 構 成)で,ラ ジ オ 産 業

省 所 管 のPenza計 算 機 械 工 場 で 生 産 さ れ,主 と し て 鉄 道 管 理 用 に 利 用 さ れ て い

る 。

　 他 の フ ァ ミ リ ー ・ コ ン ヒ。ユ 一 夕 と し て は,M1000,2000,3000,が あ る 。

こ れ はMinpribor省 所 管 のSeverodonetSk計 算 機 科 学 研 究 所 で 開 発 さ れ,'

1.968年 に 生 産 開 始 さ れ た も の で あ る 。

　 そ の 他 に,軍 用 等 特 殊 用 途 に 使 用 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ と し てM20,220,

222が あ る 。M20は1957に 製 造 さ れ た20KOperations/secの 能 力 を

有 す る 第1世 代 の コ ン ピ ュ.一 夕 で,M220は ト ラ ン ジ ス ダ ー 化 さ れ,M222

は220を 改 良 し た も の で あ る 。 こ'れ ら3機 種 は,ラ ジ オ 産 業 省 所 管 のKaZan

工 場 で 生 産 さ れ た 。

　 こ の 時 期 の 周 辺 端 末 機 器 で 比 較 的 信 頼 性 の あ る も の は,テ ー プ ・'リー ダ,}

タ イ プ ・'ラ イ タ ー'程 度 し か な い と 言 わ れ る 。 ま たCRTが 出 現 す る の は1960

年 代 半 ば 以 降 の こ と で あ り,デ ィ ス ク は1973年 の こ と で あ っ た 。

　 ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て も,て の 時 期 が か な り 後 退 的 状 況 に あ っ た 。 プ ロ グ ラ
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ム は 機 械 語 若 し く はAssemblyで 書 か れ る こ と が 一 般 的 で あ り,高 級 言 語 が 使

用 で き る よ う に な る の は1960年 代 末 に な っ て か ら の こ と で あ る 。 こ の と き

ソ 連 製 コ ン ビ。ユ 一 夕 にAlgo1-60と ソ 連 が 開 発 し たAlpha,Algec,Algams

等 の 使 用 が 可 能 と な っ た 。Fortran,　 Cobolも1960年 代 に 出 現 は し た 模 様

で あ る が,一 般 化 し た の は1970年 代 に 入 っ て か らで あ る と さ れ る 。

2.2　 第1次Rjadシ リー ズ開 発 段 階(1969～1973年)

　 　 一 第1次Rjad計 画 の ス タ ー トか ら完 成 まで 一

　 　 1960年 代 に 入 って ソ 連 は,互 換 性 の あ る汎 用 コ ン ピュー タ ・シ リー ズの

必 要性 を認 識 しUral　 10シ リー ズ開 発 に 着 手 す る と共 に,コ メ コ ン諸 国 で 共

同 して 互換 性 あ る コン ピ ュー タ 開発 及 び生 産 を行 うこ との 重 要 性 を痛 感 す るよ

　うに な った 。 そ して,こ の 着 想 が 形 を整 え 「Rjadコ ン ピュー タ共 同 開 発言†画」

　と して 初 め て 公 けに され たの は,ソ 連 が 独 自に 行 って い たUral　 10シ リー ズ開

発 が 充分 な 成 果 を 上げ る こ とが 困 難 と判 断 され た 直後,1967年12月 の ラジ

　オ産業 省 次官Kazanskiyに よ る ス テ ー トメ ン トに 於 い てで あ った。

　 　その 当時,コ メ コ ン全 域 で 相 互 に 互 換 性 のな い30種 類 近 い コン ピ ュータ と

　 600種 類 の 周辺 端 末 機 器 が生 産 され て い たの が,こ れ を統 合 して一 種 類の ファ

　ミ リー ・コ ン ピ ュー タ と約120種 類 の 周 辺 端 末 装 置 と しよ うとす る本共同開発

計 画 は、,極 め て 画 期 的 で あ る と同 時 に 各 国 に大 きな 衝 撃 を与 え た。

　 　ソ連 に よ る本 共 同 開 発 に 関 す る提 案 に 対 して,ル ー マ ニ アは 仏 のCII援 助の

下 にM。 計 画 を 有 し てい るこ とカこら(注2)ポ ー ラン ドは英 のIC、L援 助 の

　下にODRA計 画 を 有 して い る こ とか ら(,注3)ま たチ ェコス ロバ キ ア も独 自の

開 発 計 画 を有 して い る こ とか ら消 極 的 立 場 を ど ってい た。 本 計 画 に 比 較 的 協 力

的 立場 を表 明 し てい たの は,東 独,ハ ン ガ リー,ブ ル ガ リアで あ った が,こ れ

　 ら諸国 と言 え ど も,そ れ ま で 持 ってい た 独 自の コン ビ ュー汐 計 画 との 必 らず し

　も容易 で な い 調 整 を行 わ ね ば な らな か っ た。

　 結 局 い くつ か の 紆 余 曲 折 は あ った もの の1969年12月 に到 って,ソ 連 と他
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の 東欧 諸 国 との 間 に 相 互 協 定 が成 立 し,翌1970年1月 の コ メ コ ン8ケ 国 会 議

の 場 で 「Rjadコ ン ピュ ー タ共 同 開 発 計 画 」 が 正式 に 承 認 され るこ とに な った。

しか し本 計 画 へ の 参 加 国 は,ソ 連,ポ ー ラ ン ド,東 独,チ ェ コ ス ロバ キ ア ,ハ

ンガ リー,ブ ル ガ リ アの6ケ 国 とな り,い くつ か の 妥 協 が な され た。

　妥 協の第1は,各 国が独 自に行 って きた開発計 画 をRjad計 画 と平行 して行

な うこ とに対 して 是 とす る こ とで あ る。 これ に よ って,ポ ー ラ ン ドはODRA

計 画 をRjadと 平 行 して 堂 々 と遂 行 す る こ と がで き,ま た ソ連 自身 もMi　npri-

bor省 が 中 心 とな って推 進 しよ うと して い た コン ビ。ユ一 夕 ・シ リー ズ開 発 計 画

(ASVT計 画)を 引 き続 い て進 め る こ とが 出 来 る こ と とな っ た。

　 妥協 の第2は,完 全 な 互換 性 に 対 す る もの で あ る。 当 初 はIBM360シ リー

ズを念 頭 に 置 い た完 全 な 互 換 性 が追 求 され て い たが ,各 国 の特 殊 な事 情 に よ り

困難 な場 合 に は,完 全 な 互 換 性 が無 くて もRjadシ リー ズに属 す る コ ン ピ ュー

タ と して 認 め る と 言 う もの で あ る。 これ に よ って ハ ン ガ リー とチ ェ コ ス ロバ キ

アが 救 済 され る こ とに な り,ハ ンガ リー は 仏CIIのMitra　 15をEC　 1010

と して!注4Lコ ス ・バ キ アは1969年 ・・生 産 を開 始 したEP。S-、(ZP

A6000-20)のIBM360的 修 正 機 をEC1021と し てRjadコ ン ピ ュ

ー タ の 中 に 組 み 入 れ る こ と が 可 能 と な
っ た と 言 わ れ て い る 。

　 Rjadコ ン ビ。ユ 一 夕 をIBM360コ ン パ チ ブ ル と し た こ と も 一 つ の 妥 協 の

産 物 と 言 え な い こ と も な い 。 東 独 の コ ン ピ ュ ー タ 組 織 で あ るRobotronは ,そ

れ ま で にIBM1401を コ ピ ー し てR-300シ リ ー ズ を,ま た1 .BM360

を ベ ー ス と し てR-21を 作 っ て お り,1968～9年 に は,IBM360と 完 全

に 互 換 性 の あ るR-40を 作 り つ つ あ っ た
.と さ れ る 。 こ の た め 東 独 はRjad・ コ

ン ピ ュ 〒 タ をIBM360コ ン パ チ ブ ル と す る 様 に 主 張 し.そ う す る こ と で
,

そ れ ま で 進 め て き て い た 独 自 開 発 の 道 をRjad計 画 の 中 に ス ム ー ズ に 取 り 込 ん

で 行 く こ と が で き た 訳 だ 。

　以 上Qよ うに い くつ か の 現 実 的 妥協 を しなが らス ター トしたRjad計 画 は,

1970年 代 半 ば ま で にIBM360シ リ ー ズ 相 当 の'コ ン ピ ュ ー タ と ,.関 連 機 器
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及 び ソ フ ト ウ ェ ア を,本 計 画 参 加 国 間 の 分 担 に よ っ て 開 発,生 産 し よ う と い う

.も の で あ っ.た 。 各 モ デ ル の 分 担 は,第4表 に 見 る 通 り,EC1010を ハ ン ガ

り 一 が,EC1020を ブ ル ガ リ ア と ソ 連 が 共 同 で,EC1021(又 は1020

A)を チ ェコ ス ロ バ.キ ァ が,EC1030を ポ ー ラ ン ド と ソ 連 が 共 同 で,EC

1040を 東 独 が,ECIOsO.を ソ連 が 開 発 生 産 す る こ と が 取 り 決 め ら れ た 。

　 最 初 に 姿 を 見 せ たRjadコ ン ビo'ユ一 夕 は.,ハ ン ガ リ 「 に よ るEC1010で

あ っ・た 。1971年 秋 に ブ ル ガ リ ア のPlovdic(プ ロ ビ デ ク)見 本 市 で のEc

1010の 顔 見 せ に 次 い でRjadコ ・ン ピ ュ 一 夕 は 続 々 と 姿 を 見 せ る こ と に な る 。

即 ちEC1030が1972年6月 の ポ ー ラ ン ドのPosen(ポ ズ ナ ン)見 本 市 に

お い て,EC'1040とEC1020が1973年 春 の 東 独 のLeipzig(ラ イ プ チ

ッ ヒ)見 本 市 で,そ し て 最 後 にEC1021とEC1050が,コ メ コ ン 第10

回 総 会 と 併 行 し で モ ス ク ワ に お い て1973.年5月 に 開 催 さ れ た 「Rjad'73展1

で 姿 を 見 せ た 。

　 こ うし て 予 定 のRjadコ ン.ピ ュ 一 夕 の6モ デ ル は1973年5月 に 勢 揃 い し

た 訳 で あ る が .いEC10　 10,1020,1030が 既 に 生 産 が 開 始 さ れ て い る と す

る 当 局 側 の 発 表 に も か か わ ら ず,同 見 本 市 参 加 者 の 眼 に は,EC1030は 末 だ

プ ロ ト タ イ プ の よ う に 映 っ て い た 。 ま たEC1050も プ ロ ト タ イ プ で あ り,本 格

・的 生 産 に は,同 モ デ ル が 使 用 し て い るECLの 熱 問 題 の 解 決 が 必 要 で あ る と さ

れ て い た 。(注5.)・

　 EC1060が 第1次Rjadコ ン ピ ュ'一 夕 の 最 大 モ デ ル ど し て ・開 発 さ れ つ つ あ

る と 公 表 さ れ た の も,『 こ の 「R.jad'7'3展 」に お い て で あ っ た'。 し か し,本 モ デ

ル は 翌 年 に な っ て も 姿 を 見 せ ず,結 局1975年 末 に 到 、っ て,.第2次Rjadシ リ

ー ズ に 移 行 し て 開 発 生 産 さ れ る こ と に な っ た 。

　 第1次Rjadコ ン ピ ュ ー タ の 技 術 的 仕 様 は 第3表 に 示 す 通 り で あ る が,以 下,

各 モ デ ル に つ い て 若 干 の コ メ ン ト を 行 う こ と と し よ う 。

　 ハ ン ガ リ ー が 分 担 し たEC1010は,前 に も述 べ た 通 り,Rjadコ ン ビ ュ ー

　 タ の 一 翼 を な し て は い る が,実 は 仏 のCIIの ラ イ セ ン ス を 得 て 作 ら れ るMi－
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tra　 15と 同 じ も の で あ る 。 そ こ に 使 用 さ れ るICの 大 部 分 はTIを 始 め と す

'

る 米 国 チ ッ プ で あ り,1973年 央 にVideoton工 場 に 於 い て 生 産 が 開 始 さ れ,

か な りの 部 分 が ソ 連 に 輸 出 さ れ て い る 模 様 で あ る 。(注6)

　 EC1021(1020A)もEC1010と 同 様 に,Rjadコ ン ヒ。ユ 一 夕 と し

て 名 は 連 ら ね て は い る が,厳 密 に はRjadフ ァ ミ リ ー と は 言 え な い 。 す な わ ち

1969年 に チ ェ コ ス ロ バ キ ア は 既 に 国 産 コ ン ピ ュ ー タEPOS-2の 生 産 を

始 め よ う と し て い た 。 こ の た めRjad計 画 に 参 加 す る に 当 っ て 同 コ ン ビ。ユ 一 夕

を 何 と か 取 り込 ん だ 方 向 で 計 画 に 参 加 し よ う と し た 。 そ こ で 考 え ら れ た 方 法 が

EPOS-2にIBM360的 修 正 を 行 な いEClO21と す る こ と で あ っ た 。

生 産 はZPA(Zauody　 Pramyslore　 Automatizace)のKosire工 場 が こ

れ に 当 た り1973年 か ら開 始 され た ∫注7)

　 EC1020は 小 ～ 中型 の ブル ガ リア と ソ連 の 共 同 開発 生 産 に よ る コン ビ。ユー

タで あ る。 当 初 出荷 は1972年 と され て い た が,い くつ か の トラ ブル が 発生 し,

生 産 は1973年 以 降 に ず れ込 んで い る。 最 盛 期 の1975年 に は,年 産500

台 中60%を ソ連 のMinsk　 Ordzhomikidze工 場 が,残 り40%を ブル ガ リ

アのBrest工 場 が 生 産 し た と伝 え られ る。

　 EC　 1030は,ポ ー ラ ン ドと ソ連 の 共 同 開発 生 産 に係 る もの で あ り,CPU

ス ピー ドだ けか ら見 る とIBM360/50に 同等 とな るが,総 合 的 に評 価 す

るとIBM360/40に 近 い と す る 方 が 正 しい と され る。 同 コン ピュー タは,

ソ連 の ア～レメ ニ ア地 区Yeveran数 理 機 械研 究 所 で研 究 開 発 され1972年 に プ

ロ トタ イ プが 作 られ た。 そo'後,Yeveran　 Electrbn工 場 に お い て生 産 が 始

め られ る予 定 で あ った が,い くつか の 改 善 すべ き技 術 的 問 題 を 克服 す るこ とが

で きな か った た め,1976年 に はM-20,220,222で 実 績 を持 つKazau

工場 に 移 管 され生 産 され て い る。1976年 の 生 産 台 数 は,数 百台 の 規 模 に 達

してい る と予 測 す る者 もあ る。

　 EC1040は,t第1次Rjadコ ン ビ。ユー タ ・シ リー ズのkey　 machineと の

評判 が 高 い。 同 コ ン ピ ュー タ は1973年 末 は 東 独Robotron(ロ ボ トロ ン)
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工場 に お い て生 産 開 始 とな り,以 後,年 間 百 台 前後 の コン ピ ュー タが 生 産 され

て い る もの と見 られ る。 生 産 され たEC1040は,国 内,ソ 連 その 他 の コメコ

ン諸 国 に,そ れ ぞ れ%ず つ 出 荷 され て い る と言 う!注8)同 ・ ン ピ_タ は,

1975年 にCDCが テ ス ト購 入 したの で,そ の 技 術 的 性能 は 西 側 で 良 く知 られ

る と こ ろ とな った が,そ こで も予想 以 上の 評 価 を得 て い る。

　 1973年5月 の モ ス ク ワ での 「Rjad'73展 」 で 姿 を見 せ たEC1050は,

モ ス クワの計 算 機械 工場 に よ る プ ロ トタイ プだ った。 その 後Penza工 場 で生 産

が 開 始 され た と され て い るが,翌1974年 及 び1975年 のLaipzig(ラ イプチ

ッヒ)見 本 市 で も模 型 に よ る展 示 しか な く,末 だ本 格 的生 産 段 階 に 入 って い な

い 様 子 で あ った 。一 説 に はMotorola　 134シ リー ズECLを ベ ー ス とするECL

の 熱 処理 問 題 で 苦労 してい る との 指 摘 もあ る。

　 周 辺 端 末 機 器 も新 しいRjadコ ン ヒ。ユ一 夕 の ため に 用 意 され るこ とに な った。

約 百種 にのぼ ると見 られ る!注9)

　 さ ら に ソ フ ト ウ ェ ア も 新 た に 開 発 さ れ た 。 プ ロ グ ラ ム 言 語 と し て は,通 常 の

言 語 で あ るAlgol,　 Cobol,　 Fortran,　 PL/1がRjadコ ン ピ ュ ー タ に 利 用 で

き る 。 ま た 次 の 様 な オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム(OS)も 新 た に 開 発 さ れ て い

る 。

　 「OS-10/ES」 … … ・・EC1010用OS

「MOS/ES」

「DOS/ES」

「OS/ESＬ

EC　 1021用OS

EC1020,1030用OS

EC1040,1050用OS

,

2.3　 第1a次Rjadシ り 一 ズ 改 良 段 階(1973～77年)

　 　 一 第1次Rjadシ リ ー ズ の 改 良 及 び 第2次Rjad計 画 へ の 動 き 一

　 第1次Rjadコ ン ビ。ユ 一 夕 ・ シ リ ー ズ は,1973年5月 の モ ス ク ワ に お け る

　 「Rjad'73展 」 で 一 応 終 了 し た 訳 で あ る が,そ の 前 年1972年7月 に,第9

　 番 目 の コ メ コ ン 加 盟 国 と な っ た キ ュ ー バ が そ の 年1973年 にRjad計 画 に 参 加
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す るこ と とな り,ポ ス ト第1次Rjad計 画 に つ い て議 論 が に わか に 開 始 され る

こ と とな った。 こ うして1973年 の 第10回 コ メ コン総 会 で 始 った,コ メ コ ン

内 の コン ビ。ユ一 夕分 業 体 制 に関 す る討 議 は,翌1974年11月 に開 催 され た プ

ラハ に お け る第11回 コ メ コ ン総 会 で も引 き続 き討 議 され,そ の 話 し合 い の 成

果 として,1980年 ま での 間 に,第1次Rjad計 画 で達 成 で きた開 発 成 果 を 各

国 の コ ン ピ ュー タ技 術 の 中 に と り込 ん で い くと共 に,さ らに,こ れ らの 技 術 の

改良 完 成 を 目 ざ して コメ コ ン内 で一 層 の協 力体 制 を継 続 す る こ とで基 本 的 合 意

が得 られ た。 これ に 基 づ き,第1次Rjadコ ン ピュ ー タ改 良 の作 業 と,第2次

Rjadコ ン ピ ュー タ開 発 計 画 の 青写 真 作 りが急 ヒ。ッチで 進 め られ る こ と とな っ

た。 そ して,も う1つ 画 期 的 な コ ン ビ。ユー タ開 発 計 画が ス タ ー トす る こ とに な

った。 それ は従 来 のRjadコ ン ビ。ユー タ開 発 グル ー プの 他 に キ ュー バ と後 に ル

ー マ ニ ア も参加(1976年 初)し た
,ミ ニ ・コ ン ビ。ユー タ開 発計 画(SM計 画)

で あ った 。

　 第1次Rjadシ リー ズの 内,ど の コ ン ピ ュー タ を改 良 の 対 象 とす るか につ いて

検 討 が な され,EC1010,1020,1030の3機 種 を改 良 す るこ と にな っ た。

その結 果 と し'て開 発 され たの が,第5表 に 示 すEC1012,1022,1032,

1033の4モ デ ルで あ る。

　 EC1010の 改 良 機EClO12は,ハ ン ガ リー のVideoton社 に よ って開

発 生 産 され る こ とに な っ た。他 のRjadコ ン ピュー タ との 互換 性 に つ い て は,

内部 機 構 の 一 部 修 正 及 び 周 辺 装置 等 の 工 夫 に よ って 可能 とな ってい る。

　 EC1020の 改良 機 で あ るEC1022は,第1次Rjadシ リー ズ改 良 コ ン

ピュー タの 第1号 機 と し て1975年 に,ソ 連 のMinsk工 場 に お い て 発 表 さ れ

た。 本 改 良'に よ ってEC　 1020の 機 能 を数10%改 良 で き ると され て い るが,

最 も注 目す べ き点 は,こ こで初 め て ソ連 製 半導 体 主 メモ リーが 出現 した こ とで

あ ろ う。 本 コ ン ピュー タは ユ ー ザ に も評 判 が 結 構 良 い よ うで,1976年 以 降,

EC　 1020に 完 全 に置 き換 って生 産 され るよ うに な った 。 これ に伴 な い 、 ブル

ガ リアのZIT工 場 も1022生 産 体 制 に 移 行 してい る。
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　 EC1030の 改 良 機 に は,ポ ー ラ ン ドに よ るEC1032と ソ 連 に よ るEC

1032の2種 類 の モ デ ルが あ る。 ポ ー ラ ン ドは従 来 か ら,英 のICLの 援 助

に よ るODRA計 画 を 有 して い る こ とか ら,Rjad計 画へ の協 力 は消 極 的 で あ

った。 従 って今 回のEC1030改 良 に つ い て も,本 格 的 生 産 販売 をね ら った も

の と 言 うよ りは,プ ロ トタ イ プ と して 開 発 した とい う性 格 が 強 い と指 摘 す る者

も多 い 。現 に,1974年 にEC1032を 開 発 した とは 言 う もの の,そ の 後,生

産 が どの 程 度 に な って い るか を積 極 的 に 示 す 情 報 は極 め て 少 ない 。 一 方,EC

1033は,ソ 連 のKazan工 場 で,そ れ まで 生 産 され て い たEC1030に 代 って

1978年 か ら本 格 的 な生 産 が 行 われ る よ うに な った 。

　 周 辺 端 末 装 置 や ソ フ ト ウ ェア も,こ れ に伴 って 改 良 や 開 発 が行 われ た。 周辺

端 末 装 置 で は,MTやCRT等 の 改 良,開 発 が 進 め られ た反 面,い くつか の製

造 中 止 とな った機 器 もあ る。(例 え ば可 換 性 磁気 デ ィス クEC5050等)ソ フ

トウ ェアの 分 野 で は,1973年 以 降,ソ 連 と東 独 の 共 同開 発 作 業 に よ ってOS

/ESが 大幅 に 改 良 され た 。 ま た ハ ン ガ リー のVideoton社 の 手 に よ って 改良

機EC1012用 のOS-12/ESが 新 た に開 発 され た。

　 第2次Rjad計 画 が 明 らか に され た の は,1975年11月,東 独 ドレ ス デ ン

(Dresden)で 開 催 され た 「東独 に お け る コ ン ピュー タ技 術 動 向 」 に 関 す る専

門 家 会 議 の場 で あ った。 そ こで は計 画 の詳 細 は未 だ は っ き りして い な か ったが,

今 回 開 発 さるべ き シ リー ズ が,完 全 な プ ロ グ ラ ム ・コンパ チ ブル で あ るこ と,

開 発 さ るべ き シ リー ズは7モ デル す な わ ちEC　 1015,1025,1035,1045,

1055,1060,1065に よ って 構 成 され る こ とお よ び開 発 の スタートは1976

年 とす る こ とが 決 って い た。

この 時 期 に ス タ ー トし たRjad計 画・の ミニ コ ン ピ ュー タ版 が 「SM計 画 」 と言

え よ う。 ソ連 は それ まで,汎 用 コ ン ピ ュー タ開 発 は ラ ジオ産 業 省 が中 心 とな っ

て進 め て きてお り,し たが ってRjad計 画 は 同省 が 主役 とな って い た 訳 だ が,

第1次Rjad計 画 ス ター ト時 の妥 協 の産 物 と して,各 国 が従 来 よ り行 って 来 て

い る独 自の コ ン ピュー タ 開発 も平 行 的 に 進 め る こ とが 認 め られ た 。 そ こで ソ連
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は,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ を 対 象 と す るMinpribor省 に よ る 開 発 計 画(ASV

T計 画)を 引 き 続 き 推 進 す る こ と が 出 来 た 。1960年 代 にM1000,2000,

3000と い っ た フ ァ ミ リ ー ・コ ン ピ ュ ー タ を 生 み 出 し て い っ たASVT計 画 は,

1970年 代 に 入 っ て 第1次Rjad計 画 と 平 行 し な が らM4000,5000,6000,

7000,M-　 400,40と 言 っ た 第3世 代 の コ ン ヒ。ユ 一 夕 を 開 発 生 産 し て き て い

る 。 こ の 間,ソ 連 国 内 の 各 産 業 分 野 か ら の ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 強 い 需

要,或 い は 他 の コ メ コ ン 諸 国 か ら 寄 せ ら れ る 共 同 開 発 へ の 要 請 等 か ら,急 速 に

コ メ コ ン に よ る ミ ニ ・ コ ン ビ。ユ ー タ 共 同 開 発 計 画 の 発 足 に 気 運 が 高 ま り,1974

年 に 従 来 のRjad加 盟 国 に キ ュ ー バ が 加 わ っ た7ケ 国 体 制 で 「コ メ コ ン ・ ミ ニ

コ ン ピ ュ ー タ 共 同 開 発 計 画 」(SM計 画)が ス タ ー トす る こ と に な っ た 。 こ れ

に は,1976年 に な っ て 第1次Rjad計 画 で は 参 加 し な か っ た ル ー マ ニ ア も参

加 す る こ と と な っ た 。 本 計 画 は1980年 を 生 産 関 始 目 標 と し て,4機 種 の ミニ

コ ン ピ ュ ー タ ・シ リ ー ズ を 開 発 し よ う と す る も の で あ り,ソ 連 のMinpribor

省 傘 下 の 電 子 制 御 機 械 研 究 所 の 総 指 揮 の 下 に 開 発 が 行 な わ れ る こ と に な っ て い

る よ う で あ る 。 本 計 画 に 関 す る 詳 細 情 報 は 手 元 に な い が,SM-1,2はHP

2000を,SM3・,4はPDP11を 念 頭 に 置 い て 開 発 さ れ て い る と 言 わ れ る 。

　 な お,第2次Rjadシ リ ー ズ 開 発 の 詳 細 に つ い て は,　 JETRO機 械 ニ ュ ー

ス(170号)に そ の 詳 細 が 記 載 さ れ て い る の で,こ こ で は 省 略 す る 。

(注1)　 VWD共 同 が 伝 え る と こ ろに よ る と,1979年 サ グ レプ市 に あ る,ブ ーユ,テ ク ニ

クル社 が 共 同 で初 の 国 産 電 算 機 を 開 発 し た。

(注2)　 仏CIIの ラ ィ,セ ン ス で1970年 以降,　 Felix　 256,32,512の3モ デ ル を生

産 して い る 。周 辺 装 置 の 製 造 は,主 と してCDCと の合 併 会 社Rρm　 Control　 Dataが 担 当

し て い る 。

(注3)　 英ICLの ラ イ セ ン ス(ICL1900)に よ り,ODRA1305,1032,1325

を 生 産 し て き て い る 。

(注5)　 ハ ン ガ リ ー で は,1968年 に 関 係 省 庁 に よ る 「コ ンte!一 夕 技 術 委 員 会 」 が 設 置 さ

れ,同 委 員 会 が コ ン ピ ュ ー タ 関 係 計 画 の 推 進i機 関 と され た 。 こ れ に 対 応 し て1970年2月 に 発

表 さ れ た 。 ハ ン ガ リ ー の1971～5年 ま で の5ケ 年 計 画 のd:1に,電 子:1二業 基 盤 強 化 策 と し て70

億 フ ォリ ジ トが 計 上 さ れ た 。 こ う し て 同 国 の コ ン ピ ュ ー タ 政 策 は 独 自 に 動 き始 め よ う と し て い

た 。
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た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

(注5)　 1976年 春 の ラ イ プチ ッ ヒ見 本 市 に関 す る レ ポー トの 中 で,EC1050が トラ ブル

の ため に,一 度 輸 出 され た に もか か わ らず,ソ 連 に送 り返 され た とす る情 報 も見 られ,同 機 の

欠 陥 が完 全 に修 正 され,生 産 に入 って い る とす る積 極 的 情 報 は少 な い 。

(注6)　 1977年 の ソ連 向 けEC1010は50Gと 見 られ る 。　 〔FSAnalysen:197&

7Forschnngsstelle　 fur　 Gesauetdautsclae　 Wirtschaltliche　 und　 Soziale

Fragen〕

(注7)　 同 モ デル は本 格 的 生産 が な され て お らず,し た が っ て輸 出 は 無 い と西側 で憶 測 され

る が,チ ェ コ ス ロバ キ ア側 は,同 機 の最 初 の輸 出 国 は ポ ー ラ ン ドで あ り輸 出 が 行 われ てい る と

して い る。　〔(Czechoslovak　 Foreign　 Trade,1979.　 11〕

(注8)　 1978年 に150台 のEC　 1040が 生産 され,内,80省 が ソ連 に輸 出 され た模 様 で

あ る。　〔出 所 は 注6に 同 じ〕

(注9)　 周 辺端 末装 置 がRjad計 画 の弱 点 だ とす る西側 専 門 家 の指 摘 は多 い。 第1次Rjad

シ リー ズ用 と して 用意 され た周 辺 端 末 装 置 の大 部 分 は1960年 代 半 ば のIBMの 製 品 レベル で

あ り,特 に端 末 装 置 は,ソ 連 東 欧 の 通 信 事 情 が 遅 れ てい る こ と もあ って後 進 的 であ る と され

る。 また,ソ 連 東 欧諸 国 間 での 周 辺 端 末 技 術 レベル は,ハ ン ガ リーが か な り高 く,ソ 連 が 最 も

低 いの で は な い か と 言 うむ き もあ る。

■

●

19Sl　　1952　　1953　　|954　　1955　　1956　　,957　 　tg58　 　1959　 　1960　 　1961　　1962

ME　s、M

VRAL-}

㌫,τ=

　 　 　 　 　 　 1963・1964　 !%:じ　 1966　 196'　 1968　 1969

・r三 －u-一 ・麗 ≡ii

　 　 　 　 　 　 　 BEiM`3
　 　 　 　 　 　 　 艇SMr4-c-EESM・Jl

L-__… 一志 蒜=E三 三 籔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ー … 一ーーー一〔一ーー－PROMIN-〔竺 ㌫ 蜘,-2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1-一 一一一.LMINSK-1一 刷NSK-2-MINSK-22　 Mlt　Sk-23　MINSK"2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ
.M-1-M-2　 　　　　　　　　　　　　　　M■」'-t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.UM－トNKh

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .L　 　 　 _L___vN:IEM.1・.-VNISEi,S.3'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5〔了UN'

　 　 　 　 　 'LEM亀1_しEM,1-16_」 一し【M・1,24

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 RAIDAN-1　 RAZOAN-2-「 一一一一 ・RAZDAN-3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
L込 ひCATS　 　 　 l._.NAIM-!NAIR卜2._NAtRl.3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

貝εV州

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 RUTA⇔11e・-RUTA-11eD

　 　 　 　 直 接 的 関 連 性

　 　 　 　 間 接 的.〃

(出 所)　 Computing　 Surveys,　 vo1.10,%2,　 June　 1978

(第1図)　 Rjad計 画 以 前 の ソ連 の コン ピュー タ(1951～1979年)
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(第2表)　 Rjad計 画 以前 の ソ連 の 代 表 的 コ ン ピ ュー タ例

Afodct _ltinsh　2!22　 　　　　　2しfinslt・23 』finslt・32
　 　 　 　 ASVTU
rat'・tD　 　 　 　 M ・2000

ASVT　 　 　 M .222M
・3000

Number　 of　lnstructions

、Vprld　Length(bi鶴}

Instruction　 Format-Number　 of　Addresses

Perfermance　 Ck叩erations!sec。nd}

E:eCution　 Time⑨(μsec,

Addition

,器 荒 鵬 、、輌{、 。.途、
Da㎏of　 lnitial　Production

・107

37　 　　　　　　　Variable

　 　 　 　 8blt　 char.

　 …　　　　　　　　　Va//able'

12-72　 　　　　　　300-700

200　 　　　　　　　　12CO-1500　 「

4-8　 　　　　　　　　40(char.}

62/65　 　 　 67

160　 　 　 　 　220

37　 　 　 　 　 24

、;ゴ。 　 、1

15-40　 　 　 　 22

i5-140　 　 　 270

16-64　 　　　　　　　　16-32

63　 　 　 　 　 65
》

IBM　 S/3605et

32　 　 　 　 32

,,1BMS/360蒜

10-40　 　 　 　4-12

70-90　 　　　　　　46-56

24-48　 　　　　　32-88

68　 　 　 　 68

60
45

3
27

29

52

16-32

69

(出 所)　 MINS65,68,　 MAYO75

■

(第3表)　 第1次Rjadシ リー ズの 技 術 的仕 様

MOdet 、ESIOIO 認⌒r卿, es・ioro　 　 E6iaSO

　 　 Resp。 面ble　 c?u晦

　 　 Processor

　 　 　 Op…t迦 ・pe・ab(k。W、 ㏄}　 　 　 S
・1・・t・d師 。垣 。nce・tim・・ts,。)'

　 　 　 Short　 eperatiOt:s

　 　 　 Moating　 poilt　8dd!sub.　 　 　 F
▲xed　po口☆mUltipry

　 　 　 Flea.ting　point　diVide

　 　 血rstruction　 set

　 　 P血ciple　 of　pr。ces∞r　control

　 　 Priniary　 memo:ツ

　 　 Copacity(kbytes}

　 　 Cyd■tine{μ5ec}

　 　 Length　 oraccess8d　 word(byte3}　 　 Ch
annds

　 　 Sel"tOr　 channets
　 　 　 Nurnber

　 　 　 Transmission　 rate(kbyte!sec}　 　 M
ultiplt.xer　channe!

　 　 　 Transm』sion　 rate　in　multiplex　 　 　
・m。de(kbytc!sec}

　 　 B8sic　penPheral　 confi{puration5　 　 M
agne　 c　t叩e　unitS

　 　 Magne　 c　tape　co加 。1　uni・LS

　 　 Magnetic　 clisk　units　 　 '
Magne　 c　disk　control　 units

　 　 Punch　 d　card　 reader⑨

　 　 Punch　 d　tape　reade時 　　　　　　　・　 　 C
町dpunches

　 　 'Tapo　 punche5.
　 　 Printe■

　 　 TJ?ewriter8

　　 互庖m{台 酋抽

　 　 　 　 　 　 　 　 、　　　　　　　　　、

(出 所)　 ESEV73,

Hungarγ 　 　 Czech。st。v註da

・10　 　 　 　 　 4G
.

　 膓〔×3.0　　　　　　　　　15-30

2.6-3.6　 　 　 n/a

4.《)-38　 　 　 　 80_!20

n/a　 　 　 　 　 n/a

Special　 　　　　 Partial

liistr・Set　　　 Cempat三b山ty

55(86)　 　　　　 Special　 Instr.

InstrucL　 　 66(71}　 lnstrucL

Butgaria　 　　 Poland

USSR　 　　　　USSR

20　 　 　 　100

20-30　 　 　 5-11

50L?0　 　 　10_16

220-3SO　 　 35

400　 　 　 　 50

Micreprogrnm-〔.一 一ー一

　 　 GDR　 　 　 　 USSR

　 　 　 320　 　 　 　 500

　 　 　 0.9-1.8　 　　　　　　　.6ふ2.0

　 　 　 2.6-3、5　　　　　　　L4-2.4

　 　 　 5.5-13.1　 　　　　　2.0-2.4

　 　 　 10.4-20S　 　 　 7.2

　 　 　 Comptete　 Pぎogram　 Compatibility
-　 　　　　IBM　 S/360　 Instruction　 Set_._

瀞

、

-
蜘

40

.1

　 1

　 1

　 1

　 ユ

Aq']L3

16-64

互.5

1

2

120-300

35

り
●

1

1

　 1
　 1

iR33…tt

　 G4^25r,

　 2.0

　 2

　 2

　 120-300

'
10_16

　 4'

、　 1

　 2

　 ;

　 1

　 1

　 1

　 1

　 1

　 1

19〒3

128-512

1.25

4

3　 .

600

40

4

.2

1

4gw⇔ ㌃

Miereprog.

Hardw町6

i28,1〔M4

　 135

　 8

　 6
1200

110

　 8

　 11
6

　 1

　 1

　 1

　 1

　 1

　 1

　 1

d973

Hardware

12S-1024

　 1.25

　 8

　 6

1300

110

　 8

　 1

　 5

　 1

2

2

2

2

2

2 .

イ¶子 午

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 UCS73,　 SCR74,　 MAYO75,　 BRAT76,

　 　 　 GDR76等 よ り 作 成

*資 料 相 互 間 の 整 合 性 は な く,例 え ばDie　 WirtshaftMa4/1978に

　 　よ る と,EC1010;3kopns/sec,　 ECIO21=20　 kopns/sec,

　 　 Eclo20=10kopns/secと な っ て い る 。

**1976年 以 降 は 生 産 さ れ て い な い,EC　 1022が 後 継 機 と し て 生 産

　 　さ れ て い る 。
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(第4表)　 第1次Rjadシ リー ズ 　改 良 モ デル の技 術 的 仕 様

ilfodet
』ES ・1022　　　　　　ES1032　 　　　　　E6」1033 E51012

ResponSible　 Country

Processor

Op・ ・ati・g・peed●(k・P・ ・/・㏄}』

Selected　 peイ ・rmance　 timesいsec)

識 ㌃蒜 嘉、ン、u。
　 恥 【ed　point　 mul晦Iy

　 Floating　 po輌nt　divide

Instruction　 set

.Principle　 of　processor　 control

primary　 melnory

Capacity(kbytes)

Cycle　 time(μsec}
』Len8詫h　 of　accessed　 word(bytes)

Channels

Selector　 channelS

　 Number

　 T,。n。mU。 輪(kbyt,ノ 、e、}

Multiplexor　 channel

　 Tra【 岱misis。n　 r∴te　in　multiplex

　 　 mode(kbyte/sec)

　 生 産 開 始 時 期

8懸a　 p・1…　 USSR

80　 　 　 　 　 2CO　 　 　 　 　 200.

　 y　 　　　　　　　　　2.5-4.0　 　　　　　1.4-2.7

30　 　　　　　　　　　　4.5　 　　　　　　　　4.5

80　 　　　　　　　　　　9.0　 　　　　　　　　8.5

100　 　　　　　　　　　i4.0　 　　　　　　　　17.7

-… 一・1BM　 S/360　 lnst!yction　 Set-一

.・一一 －Rigid　 Micr◎program・ ・一 … 一 ・'

・128-512 _　　　　　i28-1024　 　　　　256-512

　 2.0　 　　　　　　　　1.2　 　　　　　　　　L2

　 4　 　 　 　 　 　 4　 　 　 　 　 　 4

、。Z　 -11。9、 　 8di

　 40　 　　 　　 110　 　　 　　 70

1976　 　 　1976　 　 　　1978

　 Hungary

　 2.6.

　 n/a

　 8.5

　 n/a

SPeci証

1091nstructions

　 8-64

　 　 1.0

　 2

　 40

　 1976

'

》

(出 所)　 KAMB75,BRAT'76・GDR76・BUDA77・Die　 Wir-

　 　 　 　 tschaft　 Nr.4,1978他

　(注)　 資料 相 互間 の 整 合 性 は必 らず し もな い 。

2.4　 ル ー マ ニ アに 於 け る情 報 処 理 の現 状

　 　 ル ー マ ニ ア は,1970年 仏CIIと の 間 にIRIS50(FE　 L'　IXシ リー ズ)

　の製造 技術契約 を結 び,早 くか ら情報技術の 高度 化を進 めてきてい るが,そ の

　利用面である情報処理分野においても早 くからその体制整備を図二そきた。以

下同嘩 おける騨 鯉 分野の埋樋 簡単に紹介することとしたい・

1)ル ーマニアにおける麟 関連分野を締 する醐 機殿 科学端 頚 会(c

　　NTS)で ある.・ 順 員却 国家締 の主要部門を代表す る12の 研 究所

　 　 と3つ の ア カ デ ミーに よ って構 成 され て い る。 こめ12の 研 究 所 の 内 の1つ

　 　で あ る 「管 理 と情 報 技術 イ ンス テ ィテ ユー ト ・センター」(略 称1,CI)が 情

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一48一



ら

　報 処 理 分 野 を 直接 所 管 して い る。

2)ICIは,i'970年7月'1日,'情 報処 理技 術の 導 入 に よ りル ー マ ニ ア国

　家 経 済 の 健 全 な る発 展 を実 現 す る こ と を 目的 と して,閣 議 決 定 に よ って 設 立

　され た 研 究 所 で あ る。 同 研 究 所 に は 本 目的 を達 成 す べ く,① 情 報 技 術 の 開 発

　と研 究 　② 財 政 管理 と技 術 チ ェ ック ・プ ロ セ スのた め の 情 報 技 術 シ ス テ ム導

入 と開 発 　 ③ 組 織 研究 と管 理 シ ステ ム　 ④ 国 家 経 済 中 枢へ の 計 算 シ ス テム の

導 入　 ⑤ 情 報技 術 の 国 際 協 力　 ⑥ 情 報 技 術 ⑦ プ ロ グ ラ ム国 立 図 書 館 　 ⑧ 計

算 セ ン ター 管理 と言 っ た8つ の 分 野 に対 応 して部 が設 置 され て い る。

3)ル ー マ ニ アの麟 処 理 産 業 は約'1。 。の 計 算 セ ン タ」 注1㎏7。 。の計算 オ

　フ ィス及 び約400の 計 算 ス テ ー シ ョンか ら構 成 さ れ る。(も っ と も情 報 処

理 産 業 とい う概 念 か らす れ ば もっ と広 い 分 野 が 含 まれ よ うが,こ こで は 狭 い

意 味 で計 算 セ ン ター業 務 を 考 え る。)な お,こ こで い う計 算 セ ン ター とは1

台 以 」二の 電 算 機 を保 有 して計 算 業 務 を行 うセ ン ターで あ り,計 算 オ フ ィ スは

　自 らに電 算 機 を保 有 しな い が,そ こで か な りの 計 算 業 務 が 可 能 な もの で あ り,

計 算 ス テ ー シ ョン とは,簡 単 な 入 出 力 装 置 だ け を保 有 してい る もの で あ る。

　 　 ICIは これ らの 頂 点 に位 して お り,セ ン ター,オ フ ィス,ス テ ー シ ・ン

の順 で 完 全 な ヒエ ラル キ ー が で き」二って い る。

4)IC'1が 行 う計 算 セ ン タ ー業 務 は　 ① ハ ー ドウ ェア的 な もの と　 ② ソ フ ト

　ウ ェア的 な もの に 大 別 され る。

　 先 ず ハ ー ドウ ェア的 な 業 務 は 計 算 セ ン タ ーを始 め とす る組 織 の 設 置 及 び

強 化 で あ る。特 に計 算 セ ン タ ーの 設 置 に つい て は 県 ご との バ ラ ン ス を考 慮 し,

　その 数 をICIが 決 め て い るが,新 たな もの を必 要 とす る場 合 に はICIの

　 リー ダー シ ップの 下に 標 準 的 計 算 セ ンタ ーが設 立 さ れ る。 その 際 電 算 機 等 の

機 械 の 提 供 の他,人 的 資材 の 提供 もICIに よ って な され る。 こ うして 出 来

上 った セ ン ター は業 務 が 軌道 に乗 っ た後,当 初 の標 準 的 計 算 セ ン ター か ら脱

皮 して新 た な機 能 強 化 を進 め る こ とに な る。 この 場 合 もICIの サ ポー トが

様 々な 形 で 与 え られ る こ とは勿 論 で あ る。
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5)一 方,ICIの ソ フ トウ ェア 的 業 務 は ユ ニ ー ク で あ る 。ICIの 中 に 設

　け られ て い る プ ロ グ ラ ムの 国 立 図 書館(BNP)が 一 元 的 に ル ー マニ ア国 内

で 入 手 可能 な全 て の プ 。 グ ラム(注3)を 管理 して お り,そ の 内 容,言 語 を付

記 し た プ ロ グ ラム 目録 が年 に1度 出版 され る。

　 各 セ ン ター は コ ピー 代 の み を支払 って 自 由 にBNPか ら プ ロ グ ラム を 入 手

　し使 用 す る こ とが で き る。 そ して,こ れ を使 用 して い る中 に,そ の プ ロ グ ラ

ム を改 良 す るた め に 変 甦 加 えた い とす る と き(注4)あ る い は新 しい プ 。 グ

　ラム を開 発 した と きはICIに 申 請 す る こ とが 出来,ICIが これ を妥 当 と

認 め た場 合 は,BNPに 登 録 され る と共 に,そ れ が貸 出 中 の プ ロ グ ラ ムの 変

　更 で あ る場 合 は 借 用 セ ンター に 対 して す み や か に 連絡 が な され る。

6)計 算 セ ン タ ー は前 述 の 通 り県 別 に 割 り当 て られ て い るが,こ れ の 利用 者 は

一 般 的 に は 当 該 県 に所 在 す る企 業 及 び地 方 公 共 団体 で あ る。

　 　しか し高 度 の 情 報 処 理 を必 要 とす る顧 客 に対 して は,こ う した 計 算 セ ン タ

　ー の全 て が これ に応 ず るこ とが 困 難 とな る。 そ こで一 般 の 計 算 セ ン タ ーの 他

　に特 殊 か つ 高 度 の 情 報処 理 を必 要 とす る顧 客 に 対 す る計 算 セ ン ターが 必 要 と

　な って 来 る。 これ が特 殊 計 算 セ ン ター と称 す る もの で あ る。

　 　本特 殊 計 算 セ ン ター は銀 行 及 び財 政 業 務 を処 理 す るこ と を 目的 とす る もの

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(注5)
　で あ り,1972年 に 設 立 さ れ た 計 算 セ ン タ ー であ る。 大 蔵 省,ル ー マ ニ ア

　国 立 銀 行,投 資銀 行,ル ー マニ ア輸 出 入 銀 行,貯 蓄 金 庫,供 託 金 庫,食 料 農

　業 銀 行,国 立保 険 機 構が その 顧 客 とな って い る

(注1)　 電 算 機 は約150台 内FELIX製 が130～140台 と言 わ れ る。

(注2)　 標 準的 計 算 セ ン タ ーの シ ステ ム は 以 下 の 通 り。
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図2　 configuration　 standard

(注3)　 ICIが 自 ら作 成 した もの 及 び ル ー マ ニ アの 計 算 セ ン ター が 独 自に 開 発 した もの で

あ る。

(注4)　 県 単 位 で計 算 セ ン タ ー所 長 会 議が 月1回 開 かれ,そ の 場 で プ ロ グラ ム変 更 提 案 が 議

論 され,そ こで 了 承 され た もの がICIの 認 可 を得 るべ く申 請 さ れ る。

(注5)　 1968年 か ら1971年 まで の 間 に 予備 研 究 と人 材 養 成 が な され,1972年 か ら1975

年 の 間}・セ ン タ ー の設 定 及 び 。 プ リケ ー ・ 。 ぷ 完 成 され た。1976働 、ら1978年},か け て

120の ア プ リケ ー シ ョン の開 発 が な され,今 後1980年 代 以 降 にか け て,銀 行 金 融 コン ピ ュ

ー タ ー全 国網 デ ー タ ーの 実 時 間 管 理 ,経 済 シス テ ム へ の利 用 等 を実 現 しよ うと してい る。

　 人 員 は,200名 で内80名 が プ ロ グ ラマ ー とな っ て い る。

*例 えば,決 算 報 告 処 理,予 算 編 成 用 デ ー タ ー処 理 銀 行 窓 口 用 試 験 的 ア プ リケ ー シ ョン,住

　宅 ロ ー ン返 済 プ ラ ン,保 険 カ ー ド整 理,etc

2.5　 東 独 に お け るRjadコ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 体 制 に つ い て

　 　 コ メ コ ン 共 同 開 発 に よ る 統 一 コ ン ピ ュ ー タ ・ シ リ ー ズ 「Rjad」 は 第 一 次 計
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画 を終 え,現 在 第 二次 計 画 を遂 行 中 で あ り,東 独 が 分 担 したEC-1055は 第

2次Rjadシ リー ズ第1弾 と して1978年 春 の ライ プ チ ッ ヒ見本 市 で姿 を 見せ

た 後 販売 活動 に 入 って い る。 第 二次 計 画 が 予 定 通 り進 行 して い る とす れ ば,シ

リー ズの他 の モ デル も遠 くな い将 来 姿 を 見せ るで あ ろ う。

　 これ まで にRjadシ リー ズが 何 台 販 売 され た か に つ い て は 確 実 な数 字が 得 ら

れ な い が,第 一 次Rjadシ リ ー ズ 中 のEC-1040に つ い て は,コ メ コ ン 域 内

で 多 数 販 売 さ れ た の み な ら ず,ギ リ シ ャ,イ ン ド,イ ラ ク,中 国 そ し て 米 国 に

も 販 売 さ れ た と 言 わ れ,第 一 次Rjadシ リ ー ズ の 中 で 最 も 評 価 の 高 い モ デ ル

の1つ と さ れ る 。 第 二 次Rjadシ リ ー ズ は 末 だ 他 の モ デ ル が 出 揃 っ て い な い の

で,今 時 点 で 評 価 を 行 う の は 困 難 で は あ る が,東 独 のEC-1055が 同 シ リ ー

ズ 中 で 高 い 評 価 を 得 ・ 多 数 販 売 さ れ る と 見 る 向 き が 多 い 。

　 こ う し た こ と か ら,東 独 製Bjadコ ン ピ ュ ー タ が 多 数 広 範 囲 に わ た っ て 販 売

普 及 す る こ と が 予 想 さ れ る た め,東 独 が こ れ らRjadコ ン ピ ュ ー タ の サ ー ビ ス

体 制 確 立 に か け る 意 欲 は 相 当 な も の で あ る 。

　 東 独 製 のRjadコ ン ピ ュ ー タ に 対 す る 各 種 サ ー ビ ス はVereinigung　 Vol-

ksigener　 Betriebe　 Maschinelles　 Rechnen(VVBMRと 略 称)が 中 心

と な っ て 行 な う 。 同 社 は 従 業 員13,000人 の 規 模 を 誇 る 大 組 織 で あ り,現 在

110台 の コ ン ピ ュ ー タ の 管 理 運 用 を 行 っ て い る 。 同 社 は2つ の 重 要 な 部 門 を

有 し て い る 。 第1の 部 門 はLeitzentrum　 fUr　 Forschung　 und　 Auwendung

(略 称LFA)で あQ,R&Dを 行 う 。　 LFAは600人 の 研 究 員 を.か か え て わ

り,当 面 す る 重 要 課 題 は 通 信 と コ ン ピ ュ ー タ の 結 合 問 題,未 来 シ ス テ ム の 開 発,

そ の 他 仮 想 メ モ リ ー ・シ ス デ ム の 研 究,デ ー タ ー ・ベ ー ス ・シ ス テ ム の 研 究 等

で あ る 。

　 第2の 部 門 はWeiferbildungsakademieと 称 す る ト レ ー ニ ン グ 組 織 で あ る 。

同 部 門 はRjadコ ン ピ ュ ー タ の 顧 客 に 対 し て 教 育 を 行 う も の で,特 に 東 独Mag-

debUrgに あ る セ ン タ ー は 極 め て 大 規 模 の も の で あ る 。 ζ二こ に・は1000名 の 職

員 とRobotron300が4台,ソ 連 製1022が3台,東 独 製1040が1台 配 置
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され て い て,Rjadコ ン ピ ュー タの エ ン ド ・ユ ー ザ を対 象 と し て,情 報 処 理

に関 す る様 々 な教 育 が行 え る様 に な って い る。
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5.オ ラ ン ダ に お け る 情 報 処 理 要 員 教 育

一 オ ラ ン ダ情 報 処 理 セ ン タ ー;NOVI－

調 査 先;

所 在 地;

調 査期El;

面 接 者;

Studiecentrum　 NOVI

6Stadhouderskade　 Amsterdam　 W.1,　 Holland

1980年5月12日

ir.　 A　 C　 Groothoff,　 Director

　 今 回 訪 問 した オ ラ ン ダ情 報 セ ン タ ー(Studiecentrum　 NOVI)は,オ ラ ン

ダ に お け る情 報処 理 に 関す る知 識 の 普 及 と効 果 的 ア プ リケ ー シ ョンの 促 進 を その

活 動 の 大 きな 柱 と して い るが,中 で も情 報 処 理 要 員 の 教 育 に 対 して 積 極 的 に取 り

組 ん で い る。 同 セ ン ター で は,モ ジ ュー ル構 造 に よ る教 育 カ リキ ュラ ム を長 年 に

わ た って研 究 し,こ の度 完 成 した が,こ れ につ い ての 説 明 を詳 し く受 けた の で,

そ の 概略 に つ い て 後述 す る。 その 他,情 報 処 理 分 野 の 文 献 の 収 集,各 種 刊 行 物 の

発 行 な ど も行 って お り,政 府 も積 極 的 に 支 援 してい る。 現 在 新 しい ビル を建 築 中

で,間 もな く完 成 す る との こ とで あ る。 予算 は,政 府 援 助 と,そ の他 メ ンバ ーの

会 費 に よ って い るが,年 間 予 算 は 約7百 万 フ ロー リン(1フ ロー リン=105円)

7億3,500万 円 と な っ て い る。 今 回 面 接 し たGroothoff氏 は,オ ラ ン ダの 名

士 で もあ り,オ ラ ンダ王 国 の 現 在 ま での 成 り立 ち,経 済 情 勢 な ど幅 広 い 説 明 を行

って くれ た 。

　 周 知の とお り,オ ラン ダは17世 紀 前 半 は海 外 に発 展,商 業 も栄 え て全 盛 時 代

を迎 えた が,そ の 後 は イ ギ リス との 戦 争 に 敗 退,フ ラ ン ス革 命 軍 に よ る 占領,第

2次 大 戦 で は ナ チ スに よ る 占領 な ど,屈 辱 的 な時 代 を経 て きた。 オ ラ ン ダの政 治

は2院 制 で 立 法権 は 国 王 と議 会 に属 して い るが,現 在5年 ぶ りに キ リ ス ト教 民 主

ア ピー ル と 自民 党 の2,3位 連 合 に よ る保 守 政権 が 成 立 して い る。 オ ラ ン ダは,
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国 士 の4分 の1が 海 面 よ り低 く,土 地 利 用 の ため 干拓 が進 ん で お り,酪 農 を中 心

と した農 業 が盛 ん で あ った が,農 業 人 口は 次 第 に 減少 して い る。 これ と換 って,

製 鉄,造 船,機 械,電 子 工 業,石 油産 業 の 伸 びが 著 しい。 資 本,貿 易 の 自由 化 に

よ って外 国 企業 が進 出 して い るが,特 に 自動 車 は 自 国 で生 産 してい な い こ と もあ

って,海 外 メ ー カー の競 合 が 厳 し く,わ が 国 メー カー も次 第 に この マ ー ケ ッ トに

進 出 しつ つ あ る こと が うか が え た 。一 方,堅 実 な中 産 階 級 が 多 く,医 療,失 業,

社 会 保 険 が 充 実 して い る もの の,高 い 税 金 な ど抱 え る問 題 も多 い 。

1.　 モ ジ ュー ル 構造 によ る情 報 処 理要 員教 育 コー ス

　 オ ラ ン ダで は,通 常 の 学 校 教 育 で行 わ れ る教 育 訓 練 とは別 に,情 報処 理 分 野 に

お け る教 育 を 見直 し,オ ラ ンダ情 報処 理 セ ンタ ーに 設 け られ た教 育 諮 問委 員会,

EAC(Educational　 Advisory　 Committee)に よ って 新 た な カ リキ ュ ラム

が作 成 さ れ た。 この カ リキ ュラ ム は,内 容 の 重 複 を 避 け た 単位 ご との 知 識 分 野,

い わゆ るモ ジ ュ ール構 造 に な っ てい るの が 大 きな特 徴 とな って い る 。

O訓 練 コー スの レベ ル

　 この か リキ ュ ラム に基 く教 育 は,高 度 な 職 業教 育 で あ って,わ が 国 の 情 報処 理

教 育 セ ンタ ー と似 て い る。 この コー スの 参加 者 は,各 科 目の 中 で も特 に 数 学 と英

語 の 最終 試験 に 受 か って取 得 す る中 等 学 校 の 卒業 証 明 書 を持 って い な けれ ば な ら

な い。

。対 象 者

　 この カ リキ ュラ ムは,す で に産 業 界 も し くは官 庁 等 で仕 事 に従 事 して い る人 々

お よ び,現 在 の 仕 事 の能 率 向 上 や新 しい 仕 事 を始 め るた め に 受講 を 希 望 す る人 を

対 象 と して い る。 コ ー スは,夜 間 と昼 間 の コー スが あ るが,ほ とん どは 夜 間 を希

希 望 して い る。

o速 成 教 育

　 この カ リキ ュ ラム が 目 ざす教 育形 態 は,オ ラ ン ダで 言 わ れ る 「速 成 教 育jで あ

って,国 内 の 教 育 シ ステ ム の枠 内 で行 わ れ て い る教 育 と区別 す るため に この よ う
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な 形 態 が と られ て い る。

　 最近,教 育 諮 問委 員 会EACは,情 報 処理 速 成 教 育 の た め の カ リキ ュ ラム委 員

会CCCEI(Curriculum　 Commitlee　 for　 the　 Cursory　 Education　 in

Informatics)と 名 称 が 変 更 した 。 同 委 員 会 で は,各 モ ジ ュー ル ・カ テ ゴ リー

毎 に作 業 部 会 が作 られ,各 作 業 部 会 は 代 表1名 を運 営 グ ル ー プに 派 遣 して い る。

カ リキ ュ ラム 開発 の実 際 的 な 仕 事 は,こ れ らの 作 業 部 会 が行 って い るが,こ の 部

会 が活 動 を 始 め て か らとい う もの は,豊 富 な アイ デ ィア が生 まれ てい る。 カ リ キ

ュラム の 開発 は,当 然 の こ とな が ら流 動 的 な作 業 で あ る こ とか ら,教 育 サ ー クル

や 実験 か らの フ ィー ドバ ック と しての 科 学 の 進 歩 に よ って,カ リキ ュ ラムは 定 期

的 に 改 訂 され な けれ ば な らない 。

　 この カ リキ ュ ラムは,1,L,F,M,S,P,　 IP,Uの8つ の カ テ ゴ リー

に分 か れ て い るが,こ の カ テ ゴ リーの 詳 細 は,別 表 に示 す とお りで あ る。 ま た,

別 図 に は,代 表 的 な モ ジ ュール の 流 れ につ い て示 した。 各 カテ ゴ リーに 対 して試

験 が 行 わ れ,最 終 的 に,CQBOL,　 ALGOL/FORTRAN,マ ネー ジメ ン

ト情 報処 理 の 自動 化 と機 構,AMBI(Automation　 and　 Me　c.h　ani　sat　i　on　 of

Management　 Information　 Processing);お よび プ ロ グ ラ ミング と ソ フ トウ

ェア に関 して各 々資格 が 与 え られ る。

　 なお,表 　の 右 側 に 示 し た数 字 は,モ ジ ュ ラー構 造 に よ る試験 の ポ イ ン ト数 で

あ る。

　 全 体 の モ ジ ュー ル構 成 の 中 で,カ テ ゴ リーIPとUは,独 特 の グル ー プを構 成

して お り,こ れ らの カ テ ゴ リー は これ ま で 論 じて きたの とは違 った人 々を対 象 と

して い る。 ユ ー ザ は情 報 処 理 分 野 の専 門家 で は な い 場合 が 多 い。 ユ ー ザが 情 報 処

理 につ い て何 を知 らな けれ ば な らな いか とい うこ とは,専 門家 の た めの カ リキ ュ

ラム か ら単 純 に は引 出せ な い。 従 ってUモ ジ ュー ル の 作業 部会 は,現 在,ユ ー ザ

に必 要 な知 識 を分 析 して,ユ ー ザ が 自分 の 専 門外 の知 識 を習得 しな けれ ば な らな

い とい う負担 を感 じな くて も済 む よ うな カ リキ ュ ラ ムづ く りを進 め て い る。

　 この こ とは ま た,IPモ ジ ュー ル に も多 少 あ て は ま る。 この モ ジ ュー ル は専 門
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家 向 けの もの で あ るが,専 門 家 に もい ろい ろな レベ ルが あ る。 これ まで に開 発 さ

れ て き た モ ジ ュー ルか ら見 境 い な く・教 材 を 見つ け て コ ピー して も ,良 い カ リキ ュ

ラ ムは つ くれ な い 。 従 って こ こで も,実 際 に どんな知 識 が必 要 か に つ い ての分 析

が 行 な わ れ な け れ ば な らな い 。 作 業 部 会 は 目 下 ,こ の分 析 に余 念 が な い 。

　 モ ジ ュー ル ・カ リ キ ュラ ムはADP'関 係の ジ ョブをベー スに して設 計 され てい

るわ けで は ない 。 これ が設 計 され た時 点 では,ADP関 係 の す べ て の 部 門 に あ て

は ま る よ うな ジ ・ブの 内 容 を 明 確 に 規 定 す る こ とは 不 可能 と考 え られ た
。 この 考

え 方 は,Uお よ びIPモ ジ ュー ル の 開 発 に よ って ,実 際 に 否定 され る こ とに な っ

た。 今 こそADPジ ョブを も とに して カ リキ ュ ラムを全 面的 に改 正 す る時 で あ る

と い う意 見 もあ る。 これ は つ ま り,特 定 の ジ ョブを首 尾 よ くな し遂 げ るた めに .

何 を知 らな けれ ばな らな い か,何 が で きな けれ ばな らな い か を もとに して ,今 ま

で の カ リキ ュラ ム を改 正 しな け れ ばな らな い とい うこ とで あ る。

　 あ るい は,し ば ら くは 改 正 せ ず に従 来 の 立場 に 固 執 した 方 が よ い とす る意 見 も

あ る。 そ こに は い くつ か 妥 協 の 余 地 は あ る。 例 えば,Sカ リキ ュ ラム ,　Pカ リキ

ュ ラムお よ び フ リーの カ リ キ ュ ラムな ど2～3の カ リキ ュ ラム だ け を改 正す る と

し、うよ う{こo

　 モ ジ ュー ル の作 業 部 会 に よ る と,コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム の学 習 は 単 に プ ロ

グ ラム 言 語 の学 習 だ けで は 済 ませ られ な い。 例 えば ,ス トラ クチ ュ ア ド ・プ ログ

ラ ミング(構 造 化 プ ロ グ ラ ミン グ)の よ うな新 しい理 論 の 影 響 は こ こに も及 ん で

い る と言 え よ う。 最 近,プ ロ グ ラ ミング 言語 コー ス を その よ うな 観 点 か ら見た 場

合 ど うな るか とい う点 に 関 す る研 究 が 行 なわ れ てい る。

　 2つ のFモ ジ ュール は,そ の 当時 と して は きわめ て近 代 的 な ドキ ュメ ン トで あ

ったCODASYL　 Data　 Base　 Task　 Group　 Reportに 基 い て つ く られ た。

それ 以 降,デ ー タベ ー ス分 野 に 開 発 の 波 がお し寄 せ,大 々的 な 改 正 の 必 要 性 が叫

ば れ た 。Fモ ジ ュール が一 個 の カ テ ゴ り一 として今 後 も存続 す るか ど うか ,今 だ

に定 か で はな い 。Pカ リキ ュ ラム の修 了者 やSカ リキ ュラム の 修 了者 は,デ ー タ



ベ ー スの 知 識 を持 って い な けれ ば な らな い が,そ れ は異 な る角度'か らの 知 識 で あ

る。 以 上 の点 か ら,PとSの2つ の モ ジ ュー ルの 中 にFモ ジ ュール を統 合 す る こ

と も可能 で あ る。

　 Mモ ジ ュー ル の 作 業 部会 は,数 学 教 育 と情 報処 理 に お け る実地 教 育 を よ り有効

に結 び付 け る方 法 を模 索 してい る。 この場 合の数 学 教 育 とはADP専 門 家 を対 象

とした もの で あ る。 こ の ア イ デ ィアの 具体 化 に つ い ては ま だ検 討 中 で あ るが,数

学 教 育 をす べ ての 訓 練 コー スで 行 な うこ とに つ い て,か な り賛成 意 見 が あ る よ う

だ。

　 全体 と して言 え る こ と は,近 い将 来 カ リキ ュ ラム は情 報 科学 の学 際的 な性 質 に

よ り多 く重 点 が置 か れ る よ うに な るだ ろ う。 従 来 の カ リキ ュ ラムの 中 で,コ ン ピ

ュー タが 占 め て い た 中 心 的 な位 置 は(実 際 の カ リキ ュラ ム で は この位 置 は す で に

それ ほ ど中 心 的 な もの で は な くな って い るが … …)低 下す るだ ろ う。 コ ン ピ ュー

タは 重要 な 機 械 で あ るが,機 械 で あ る こ とに変 りはな い。 情 報 処 理 は,単 な る機

械 に 関 す る科 学 で は あ りえ な い。

　 我 々 の 中 に は,イ ン フ ォ マ テ ィ ックスの 種 々の 要素 を セ ッ ト ・セ オ リー や フ

ォー マル ・ロ ジ ック(シ ンボ リ ック ・ロ ジ ック,数 学 論 理)を 用 い て統 合 し,よ

り均 一 な構 造 を形 成 で き る と考 えて い る者 もい る。 これ らの 科学 は教 育 と イ ン フ

ォマテ ィ ック スの 学 際 的 な 性質 の 開発 の 両 面 で,我 々(人 間の 思 考)を 助 けて く

れ る と思 う。 セ ッ ト ・セ オ リー と フ ォー マル ・ロジ ックは,デ ー タベ ー ス,プ ロ

グ ラ ミング 言語,お よ び 上級 プ ログ ラ ミン グに 関 す る新 しい 文献 の中 で 扱 われ る

こ とは確 実 で あ る。 我 々は一 歩 先 へ 進 み,セ ッ ト ・セ オ リー と フ ォー マル ・ロ ジ

ックを コ ミュ ニケ ー シ ・ン手 段 に して,ADP分 野 全 体 を説 明 す る こ とが で き る

だ ろ うか ・?よ く聞 か れ る形式 化 を求 め る声へ の答 え と して,こ れ を その ま まあ て

は め るこ とが で き るか も しれ な い。 しか し,こ の 問 題 は真 剣 に考 え るに 値 す る重

要 な問題 で あ る。
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　 　 　 　 　 表 各 カ テ ゴ リ ー の 説 明

情 報処 理 の一 般 的 知 識

情 報 処 理 の一 般 的 知 識　 1

　 　 　 　 〃　　　　　　　2

言 　　三五ロ　　　口口

手続指向型言語の基礎知識

COBOL

ALGOL

(試 験 のポ イン ト数)

　 　 　 　 　 　 3

　 　 　 　 　 　 5

　 　 　 　 　 　 2

フ ァイル組織の基 礎知識

　 　 　 　 　 60

FORTRAN

フ ァイ ル組 織

フ ァイル 組 織

数 学,統 計,オ ペ レ ー シ ・ ン ズ ・ リ サ ー チ

高度な数学

数学 お よ び統 計

オペ レー シ ョン ズ　 リサ ー チ

シ ステ ム分 析 お よ び 今DP組 織

組 織 の 構 造 お よ び 手 続 き

イ ン プ ッ ト/ア ウ ト プ ッ ト

デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

シ ステ ム分 析

情 報 シ ス テ ム

トンメジーネマの理処報精
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　 P:　 高級 プ ロ グ ラ ミン グ

P・1　 高級 プ ロ グ ラ ミング　 1

P・2　 　　　　　　〃　　　　　　 2

IP　 :情 報 処 理

IP・1:　 イ ン プ ッ ト ・コ ン ト ロ ー ル

IP・2:イ ン プ ッ ト ・ レ コ ー デ ィ ン グ

IP・3:セ ン ト ラ ル ・ ユ ニ ッ ト の オ ペ レ ー シ ョ ン

IP・4:周 辺 装 置 オ ペ レ ー シ ョ ン

IP・5:　 ア ウ ト プ ッ ト ・ コ ン ト ロ.一 ル

IP・6:補 助 的 処 理

　 U:　 情 報 の 利 用

U・1:ス ペ シ ャ ル/自 動 に 関 す る も の

U・2:デ ザ イ ン/利 用 に 関 す る も の

U・3:処 理/利 用 に 関 す る も の

U・4:情 報 の 利 用

U・5:イ ン プ ッ ト ・プ リパ レ ー シ ョ ン
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6.　 オ ラ ン ダ を 代 表 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー

　　 　 　　 　　 　　 　 -Philips－

調 査 先;

所 在 地;

調 査 期 日;

面 接 者;

Philips

P.O.Box　 245　 Apeldoom　 Netherland

1980年5月13日

Dr.　 P.　 T.　 Rijnierse

1.概 　 　要

　 1891年 に 白熱 球 ラ ン プ工 場("gloeilampen-fabrieke.n"は わ が 社 の 公

式 名 称 の一 部 に ま だ 残 って い る)と しそPhilipsが 創 立 され て以 来 この か た,当

社 は 事物 に 光 をあ てるこ とにかか わ って き た。 文字 通 りの 意 味 で は,照 明 の テ ク ノ

ロ ジー を拡 大 し,そ れ を適 用 す る こ'とに よ って,ま た比 喩的 な意 味 で は,情 報 テ

ク ノ ロジー との か か わ りを広 げ,常 に 発 展 す る こ とに よ って,と い うこ とに な る。

　 事実,情 報 の 取 得,蓄 積,処 理 お よ び伝 達 の た め の ツー ル の 開発 とマ ー ケ ッテ

ィン グは,全 体 と してPhilipsの 主 要 な 活 動 の一 部 とな って きて い る。 一 口に

言 って,当 社 は情 報 お よ び 通信 チ ャネル の メ ンテ ナ ン ス を 自分 た ちの ビジ ネ ス と

して きてい るの で あ る。

　 1891年 当 初 は 二 人 兄 弟 が組 ん で従 業 員30名 の 会 社 で あ った もの が,現 在 で

は100か 国 以 上 の 国 々 で 活 躍 す る連 合 会 社 に まで 成 長 し た 。　 全 雇 用 者 数 は

400,000名,年 間 売 上 げ は 最 新 の デ ー タで1　6,00　O,OO　O,OOO米 ドル以 上 とな って

い る。

　 情 報 テ ク ノ ロ ジーが 中 心 的 役 割 を果 す 家 庭 用 エ レ ク トロ ニ クス,専 用 プ ロ ダ ク

ツ,お よ び シ ステ ム部 門 が全 体 の 半分 以 」二を 占め てい る。 この こ とは,表1に よ

って 明 らか で あ る。
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表1 製 品 毎 の 売 上

■

製　　品 売　 上 % 成長率1979

1979 計 %

照 明 お よび バ ッテ リ 3,720 11 325 10

音響お よび映 像関 係の 家 庭 用 9,207 28 149 2
エ レ ク ト ロ ニ ク ス

●

家 庭用 ア プ リケ ー シ ョン と個 人 3,790 11 309 9

用製品

'　　　　 専 用
ア プ リケ ー シ ョンの た め の 9,415 28 L261 15

製 品 と シ ス テ ム

産業用製品 3920 12
一46 一1

その他種 々の活 動 3,186 10 .36 1

33238 100 2,031 7

表2 地 域 別 売 上

地　　域 売　　上 % 成長率1979

1979 計 %
1

オ ラン ダ 3018層 9 一136 一4

オラ ンダ を除 くEEC 14,435 43 1,550 12
'

EECを 除 く ヨ ー ロ ッパ 竃903 12 220 6

)

　 　 　 　 ア メ リカ と カ ナ ダ
・

5,540 17 197 4

ラ テ ン ・ ア メ リ カ 2336 7 99 4

　 　 　 　 ア フ リカ・ 739層 2 一48 一6

ア ジ ア 2,178 7 177 9

オ ー ス ト ラ リ ア お よ び ニ ュ ニ ジ ラ ン ド
'1

.089・ 3 二25 一2

3a238 100 2,034 7
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　年 と共 に,当 社 は技 術 的 に も地理 的 に も発 展 を遂 げ た 。

　現 在 わ が社 に は14の 生 産 部 門 と64か 国 の 各 国 組 織 が あ る。 これ らが組 織 化

さ れ て い る 方 法 こ そ,国 境 が 人 々の 間 の仕 切 りと し て有 効 に作 用 す る こ とが な

くな り,地 図 の 上 の 単 な る線 とな っ て しま う来 るべ き情 報 社 会 の 挑 戦 に あ った と

きに,そ の 根 源 的 な 強 さ を発 揮 す るの で あ る。

　 その 秘 密 は図1に 示 した よ うな'マ ト リ ックス"的 な組 織 構 造 に あ る。

　 水 平 軸 に そ って,各 国 の組 織 が 並 んで い る。 各 組 織 と も各 々の テ リ トリー内 に

お け る 商業 活動 に 責 任 を持 ち,各 国 経 済 と密 接 に結 び つ い た特 殊 性 を保 つため,

これ らの 活 動 を それ ぞ れ の国 の 経 済 的,技 術 的,社 会 的 条件 に結 びつ け て行 な わ

な け れ ば な らな い 。

令

生

産

部

門

～　　

図1

　 垂 直軸 に 沿 って 種 々の 生 産 部 門 が あ る。 これ らの 部 門 は それ ぞれ 世 界 的 な 密度

の 高 い 製 品 レ ンジの 開 発,生 産 お よ び マ ー ケ ッテ ィ ン グに責 任 を持 つ 。

　 これ らの 各 国組 織 と生 産 部 門 は,各 市場 で どの 製 品 をいか に供 給 し てい くか,

そ して どの よ うに 営 業 活 動 を組 織 して い くか とい うこ と を協 議 す る。

　 両者 は 実 際 の と こ ろ,"対 等 の パ ー トナ ー"と して活 動 して い る。
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　 必 然 的 に,特 定 の市 場 区 分 の 中 で特 別 な 行為 能 力 を持 つ セ ン ターが 生 まれ る。

他 の 諸 国 で も この よ うな セ ン タ ーの 存 在価 値 が あ る と思 わ れ る場 合,国 際 的 な 製

品 セ ン ター と しての 製 品 供 給 の責 任 は 各 国組 織 に 委 ね られ る。

　 結 局,生 産 部 門は複 数 の 専 門 分 野 の知 識 を必 要 とす る製 品 づ く りに協 力 して あ

た る こ とが 多 い。 この た め に は,包 括 的 な情 報 管 理 ネ ッ トワー ク を建 設 す るこ と

が 有 効 で あ る。

　 す べ て の 活 動 の 中 枢 は,オ ラ ン ダの エ イ ン ドホ ー ヘ ン に あ る 事 業 セ ン タ ー

(Concern　 Centre)で あ る。

　 この よ うな 方法 で 当 社 の リ ソー スを組 織 化 す るこ とに よ り,我 々は顧 客 のい か

な るニ ー ズに もあ うよ う当 社 組 織 を最 適 化 で き るの で あ る。

　 あ る場 合 に は,Philipsは ロ ー カル ・カ ス トマ ーの た めに た った一 つ の 問 題

や プ ロ ジ ェク トに取 り組 む,比 較 的 小 規模 な個 人 的 な 会 社 に もな れ る し,ま た あ

る場 合 に は,一 大 プ ロジ ェ ク トの た め に全 リソー ス を投 下す る,大 規 模 な 多 分 野

に わ た る多 国 籍 企 業 に もな れ る。 しか し普 通 は,こ れ ら両極 端 の 中 間 で 活 動 して

い る。

'こ れ らの リ ソー スの うち ,Philips　 Research　 Laboratoriesは 独 立 企業 に

所 属 す る欧 州 最 大 の 進 歩 的 な研 究 組 織 で あ る。 この経 営 資 源 を もとに して,当 社

は情 報 テ ク ノ ロ ジー を含 む 多 くの 分 野 で,将 来 の リー ダー シ ップ を握 ろ う と して

い るの で あ る。

　 最 初 のPhilips　 Research　 Labaratoryは1941年,　 G.ホ ル ス ト博士 と各

分 野 か らの優 秀 な科 学 者 チ ー ムに よ って 設 立 され た。 主 な 目的 は,Philipsの 製

品 づ く りに 役 立 つ基 本 的 な現 象 や 基 礎 とな る材 料 に つ い て の 理 解 を広 め る こ とで

あ った。

　 1979年1月,1日 か ら,50%の 経 営 参 加 に関 す る新 設 合 併 の 判 定 基 準 が変 わ

った。 従 来,50%の 経 営 参 加 は 新設 合 併の 一 つ と考 え られ てい た。 しか し,こ

の 手 続 きは次 第 に技 術 的 な 問 題 を は らむ よ うにな り,さ らに その 多 くは 国 際 的 な

慣 習 か らはず れ る もの で あ った。
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　 1979年1月1日 か ら,当 社 が50%の 経 営 参加 を した 会社 は,追 加 協 定 に よ

り子会 社 とみ な され な い 限 り,合 併 され て い な い 関連 会 社 と して扱 わ れ る。 この

場 合,そ の 関 連 会 社 の デ ー タは50%の 株 主 権 を顧 慮 した連 結 計 算 書 の 中 に す べ

て記載 され る。

　 新設 合 併 に関 す る判 定 基 準 が変 った こ とに よ り合 併 会 社 と見 な され な くな った

当社 の50%経 営 参 加 会 社 の 中 で最 も重要 なの はPolygram社 で あ る。1978年

の 連結 計算 書 と比 較 す る た め,こ の 判 定 基 準 の変 更 を78年 に し た か の よ うに,

以 下の報 告 書 と年 次 計 算 書 の 中 で再 計算 して み た。 言 うまで もな い が,こ の 変 更

は純 益 に何 の影 響 も及 ぼ して は い な い。

　 1979年 の 経 営 内容 は期 待 通 りに は い か な か った。 売 上 げは 思 ってい た よ りも

伸 びず,業 績 も期 待 以 下 で あ った。 主 な原 因 の一 つ と して,カ ラー テ レ ビの 消 費

者 とその 部品 の 市場 の 成 長 が ゆ っく りと 下降 した こ とが 考 え られ る。 こ の成 長低

下が'音 響 な らび に 映 像 関係 の 家電"お よび'産 業 製 品 用"の 製 品 分 野 の 事 業 に

及 ぼ した 好 ま し くな い 影 響 の方 が,そ れ 以 外 の 製 品 分 野 に 見 られ た 持 続 的 な成 長

に よ る好 ま しい 影 響 を 上回 った。1979年 の 業 績 の 低 下 は この 他 に,再 編 計 画 に

関連 した準 備 か ら も影 響 を受 け た。

　売 上 げ は 前 年 よ り6%伸 び,ギ ル ダ ーに 換 算 す る と7%伸 び た こ と に な る

(1978年 の 場 合 ギル ダ ーに 換 算 して4%の ア ップ)。 税 引 後 の利 益 は1978年

の2.2%か ら1979年 に は2.0%と 伸 び率 が 鈍 化 して い る。 純 益 は株 主 所 有 権 の

利 益 の5.5%で あ り,1978年 に は これ は6.5%で あ った。 普 通株1株 当 りの 純

益 は1979年 は3.29フ ロー リ ン とな った 。

　 同 社 の主 要 な 販売 拠 点 で あ る西 欧の 経 済 成 長 率 は,1979年 の場 合,約3%で

あ った 。 この 成長 を刺 激 した の は 主 に 個 人 消 費 で あ る。

　 わ ず か に ドィ ッ連 邦共 和 国 と それ よ り も少 し劣 るが イ タ リアで,投 資 の増 額 に

よ る経 済 成 長 が 見 られ た 。 ア メ リカ合 衆 国 で は,個 人 消 費 と投 資 活 動 が か な りの

増TJNを 示 し,経 済成 長率 は 約2%と な っ た。

　 鉱工 業生 産 の増 加 は一 般 的 に,顧 用 不 安 を い く らか で も解 消 す るま で に は いか
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なか った。 失 業 率 の わず か な低 下は ドイ ツ連 邦 共 和 国 で の み 見 られ た。 この 現 象

は部 分 的 には 支 出 を刺 激 す る こ と を狙 った政 府 の 政 策 に よ る もの で あ る。1979

年 の 後 半 は ・中 東 の 不 安 定 な政 局 と燃 料 費の 著 しい 高騰 の結 果 と して ・国 際 経 済

は悪 化 した。 経 済 成 長 の鈍 化 は イ ンフ レの 復活 と歩 調 が合 って い る。 イ ンフ レ抑

制 を狙 っ た金 融 政 策 に よ り,金 利 が 急 騰 した。

　 工業 界 にお い て は,Philipsが 開 発 した ツール は 工場 お よ び製 造 工 程 を コ ン

トロー ルす る情 報 提 供 に 活 躍 して い る。 すな わ ち材 料 の 構 成 を決 め,電 気 量 を測

定 し,自 動 的 に 重 さ を測 り,混 合 し,ま た,環 境 を汚 染 す る恐 れの あ る物 質 を監

視 す る。 商業 界 に お い て は,当 社 の 装置 とシ ス テム は ホ テル業 務 の 能 率 向 」二に 役

立 って い る。 計 算 を 行 ない,在 庫 管理 を し,銀 行 で の 待 ち行 列 を減 ら し,無 数 の

方 法 で 通 信の 迅 速 化 と簡易 化 を は か っ てい る。

　 家 庭 お よ び学 校 で は,当 社 はTV,テ レテ キス ト,ス タ ジ オや教 育実 験 室,さ

らに は プ ライベ イ ト,コ ン ピュー タと も関 りを持 って い る。

　 これ らの ツール の 一 つ と して,オ フ ィス ・コ ン ビ。ユ一 夕や ス モ ール ・ビジ ネ ス

・コ ン ビ。ユ一 夕が あ る。

　 Philipsの オ フ ィ ス ・コン ピ ュー タお よ び ス モ ー ル ・ビジ ネ ス ・シ ステ ム は

1969年 に 発 表 され た。 これ らの 製 品 は,26か 国 の 主 と して工業 お よ び 商業

分 野 に お け る中小 規 模 の オ フ ィスの 需 要 を満 た す こ とに よ り,ま た た く間 に成 功

を収 め た。

　 1970年 前 半 ま で に,こ れ らの,小型 コ ン ピ ュー タの 演 算 能 力 は,1960年 代半

ば頃 の 最 大 の 装置 の それ に 匹 敵 す るま で に発達 した。 ア プ リケ ー シ ・ンと製 品 レ

ン ジの 広 さに お い て も同様 の 域 に達 した。 その こ とは それ ぞれ の オ フ ィスの 特 殊

な 需 要 を満 た し,こ れ らの 需 要 が 変 化 して も,そ の変 化 に 合 わ せ て段 階 的 に機 種

を変 えて い く こ と も可 能 にな った こ と を意 味 す る。

　 1970年 代 後 半 に は,"分 散 型 イLンテ リジ ェン ス"へ の躍 進 が 始 まった 。 要 す

るに,コ ン ピュー タ ・パ ワーが オ フ ィス労 働 者 の 働 きた い 場 所 へ と広 げ られ る こ

とにな ったのだ。この点 に お い て"将 来の オ フ ィス"へ の道 は よ り明確 に示 され る
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こ とに な った。

　 その 間 に も,オ フ ィス ・イ ン フ ォメ ー シ ョン と通信 の 別 の 面 に お け る 進 歩 が

Philips内 で 進 め られ て い た。

　 画 期 的 な ミニ カセ ッ トの 発 表 に よ って,携 帯用 の,バ ッテ リーで 動 くメ モ取 り

器 を生 み 出 した。 この 機 械 は,大 幅 に改 良 さ れた 書取 り装 置 の 中 に 組 み 込 まれ た。

"Visual　 Mark -and-Find"カ セ ッ トの 発 表 は ,ワ ー ド ・イ ンプ ットを飛 躍 さ

せ る大 きな契 機 とな った 。

　 現 在,Philipsの ミニ コ ン ビ。ユ一 夕 は世 界中 で使 わ れ て い る文 字 通 り何 千 と

い う自動 情報 処 理 シ ス テ ムの 中 核 を な して い る。

　 ア プ リケー シ ョ ンに は 次 の 種 類 が あ る。 浄 水 設 備,大 気 汚 染監 視 ネ ッ トワー ク,

生 産 工程 の 自動 化,工 業用 実 験 室 の た めの 統 合情 報 シ ス テ ム,放 射 線 処 理 の 日程

計 画 シ ステ ム,健 康 管 理 シス テ ム,病 院実 験 室用 自動 シ ス テ ム,患 者 の管 理 シス

テ ム,テ レ ック ス ・メ ッセ ー ジ交 換 シ ステ ム,X線 お よ び 放 出 スペ ク トルの 自動

分 光 計,X線 診 断 ス キ ャナ ー,高 速道 路 の モ ニ ターお よび コ ン トロ ール ・シス テ

ム,パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ ト ワー ク,株 式取 引 所 の 自動 シス テム,銀 行 業 務 の バ ック

オ フ ィス ・シス テ ム,ビ ル の温 度 調 節 シス テ ム。

　 一 方,当 社 内 で も自社 製 ミニ コ ン ビ。ユ一 夕 を オ フ ィスや 工場 で 利用 して お り,

コ ン ピ ュー タに よ るテ ステ ィン グ,設 計,事 務 管理,お よ び生 産 管理 とい った 種

々の ア プ リケ ー シ ・ン を行 な っ て い る。

　 Philipsは ま た,オ フ ィス に お け る電 子 情 報処 理 の パ イ オ ニ アで もあ る。

　 この 分 野 に お け る当社 の 歩 み は,P350シ リー ズの オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ と

して大 成 功 を収 め る こ とに な った,初 め て の モ デ ル を発 表 した1969年 に始 ま る。

　 この よ うな コ ン ヒ。ユー タ が発 表 され るまで は,中 小 企 業 の 役 職 者 の 間 で は,コ

ン ピュー タ とは 大 企 業 の もの で あ って,小 企 業 の ため の もの で は な い とい う見 方

が 大 半 を占 め てい た。P350とP300レ ン ジの そ の後 に続 くモ デル は その よ う

な 見 方 が間 違 って い るこ と を証 明 し た。

　 現 在,同 社 の中 小 規 模 オ フ ィス用 コン ピ ュー タ情 報 処理 シ ス テ ムの 設置 台数 は,
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90,000台 以 上 で あ る。

　 同 社 の 最 新 シス テ ムは,コ ン ピ ュー タ を オ フ ィス 内 に置 か ず に,オ フ ィス労 働

者 の デス ク に 強 大 な コ ン ピ ュー テ ィン グ ・パ ワー を 提供 して い る。

　 同 社 は カ ス トマー との協 力 の もとに,'将 来 の オ フ ィス"の 実現 化 を進 め て い

る。

　 一 世 紀 と少 し前,ベ ル の電 話 と エ ジ ソ ンの 録 音機 の 発 明 は,空 間 と時 間 の 枠 を

の り越 え る こ とに よ り,音 声 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョンを変 革 した。 この2つ の

小 さな 発 明 は,家 庭 と オ フ ィス に 大 きな 影 響 を もた ら した。

　 10年 と少 し前,Philipsの ミニ カ セ ッ トの 発 表 は,携 帯 性 と互 換 性の問 題

を解 決 す るこ とに よ って,再 び音 声 に よ る コ ミュニ ケ ー シ ョン を変 革 した 。

　 それ 以前 は,ワ ー ド ・イ ン プ ッ トを迅速 化 か つ 簡 易 化 す る書 取 り装置 が使 わ れ

て い た が,こ れ に は2つ の 問 題 が あ った 。 その 一 つ は,ユ ー ザ は コ ンセ ン トの 近

くに置 か れ て あ る機 械 の所 ま で行 か な けれ ば な らな か った こ と,も う一 つ は 記 録

メ デ ィアに 互 換 性 が な か った こ とで あ る。 あ らゆ る型,サ イ ズ,性 能 の テ ー プ ・

カセ ッ トお よ び カ ー ト リ ッジは そ れ ぞれ,同 じ位 種 々 雑 多 な 磁気 テ ー プや デ ィ

ス ク,箔 その 他 の メ デ ィア と結 び つ い て い た。

　 Philipsは,1970年 代 半 ば にP5000シ リー ズの発 表 を もって ワー ド ・プ

ロセ ッサ市 場 に参 入 した。

　 初期 の モ デル は,い くつ か の 特 殊 な キー の あ る標 準 キ ーボ ー ドを オペ レー タが

打 つ と,ビ デ オ ス ク リー ン上 に テ キ ス ト を うつ し出 した。 すべ て の情 報 は磁 気 カ

ー ド ・メ モ リに 蓄 積 され ,テ キ ス トの訂 正 は も う一 度 訂 正 した い部 分 に重 ね て タ

イ プす るだ け で 済 ん だ。 テキ ス トの挿 入 や 削除 ま たは 移動 は,単 に キー を押 す だ

け で よ か った 。 そ して も う一 つ の キー を 押 す と,間 違 い のな い コ ピー か 好 きな だ

け,1分 間 に550語 以 上 の 速 さ で 自動 的 に 印 刷 され た。

　 も っ と後 に 発 表 され た モ デル に は,多 くの ユ ニ ー クな 新 しい 特徴 を幅 広 く選 べ

る,高 性 能 フレ キ シ ブル ・デ ィス ク ・ス トレ ッ ジが 補 充 され た。

　 P5002(図2)は,柔 軟 性 のあ るプログラ ミング ・デ ィスクの簡 単 な 挿 入 と ポ タ

ー69一



ンを押 す だけで システム全 体 を一 つ の 利用 か ら別 の利 用 へ30秒 もかか らず に 変 換

す る こ とが で き る。 ス トレ ッジ ・デ ィス クはA4の テ キス ト128頁 まで 処 理 で き

る。

　図2に 示 され て い るよ うに,い くつか の 大 手 金 融 機 関 を含 む これ らの ア プ リケ

ー シ ョン ・ネ ッ トワー クは ,近 代 的 な オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ ・デー タ ・エ ン ト

リー ・ス テー シ ョン,メ ッセ ー ジ交 換 シ ス テ ム,高 速 プ リ ンタ ー,お よ び大 型 メ

イ ン フ レー ム ・コ ン ピュー タを あ らゆ る サ イ ズ と複 雑 さ の レベ ル を備 え た 目的 に

合 う通 信 シ ス テ ム と連結 す る こ とに よ って組 む こ とが で き る。

　 あ らゆ る レベ ル の 意 思 決 定 者 を助 け る この よ うな イ ンテ リジ ェ ンス ・ネ ッ トワ

ー クは ,よ り速 く,よ り適 確 に反 応 し,こ れ に よ って 顧 客 サ ー ビス,マ ー ケ ッテ

ィン グ管 理,そ れに 新 製品 の 開 発 に 至 る業 務 を大 幅 に改善 す る。 改 善 され た仕 事

に 対 す る満 足 感 も含 め て,小 型 で あ る こ との 良 さの す べ て を フル に 発 揮 す る こ と

が で き るの で あ る。
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　効 果 的 な ソ フ トウ ェ アを作 成 す るに は,高 度 な 特 殊能 力 が 豊 富 に必 要 と され る。

　 Philipsは 欧 州 最 大 の"ソ フ ト.ウェア会 社"で あ り,3,000人 以 上 の 高度 な

訓練 を受 け た スペ シ ャ リス トた ち が この た め に働 い て い る。 その う ち約1,800名

が 同 社 の デ ー タ ・シス テ ム にか か わ って い る。

　 ソ フ トウ ェアの 場 合,そ の 目標 は 品質 と経 済性 とい う一 見矛 盾 し合 う二 点 に あ

る。 この 目的 の た めに 我 々は 多 大 の 努 力 を払 い,成 功 を勝 ち得 たの で あ る。

　 早 く も1974年 に,同 社 は ソ フ トウ ± ア ・コス トは.コ ン トロー ル で ぎ な くな

りつ つ あ る こ とに 気 が つ い た。 そこ で こ の問 題 と取 り組 み,P300シ リー]ズ ・オ

フ ィス ・コン ピ ュー タ用 の ア プ リケ ー シ ・ン ・プ ログ ラム を作 成 す る低価 格 の プ

ロ グ ラム ・ジ ェ ネ レー タ を開発 して,そ の 問 題の 大 半 を 解 決 した。 この ソ フ トウ

ェア ・パ ッケ ー ジはGENIALと 名 付 け られ た。

　 これ が 開 発 され て か ら,Philipsの オ フ ィス ・コン ピ ュー タ と ス モー ル ・ビジ

ネ ス ・シ ス テ ム(こ の 中 に は 専用 ア プ リケ ー シ ョンを必 要 とす る もの も含 まれる)

の3台 に ほ ぼ2台 はGENIALパ ッケ ー ジ を使 用 して い る こ とを見 て も,GE

NIALが いか に 広 く受 け 入 れ られ てい るか が わ か る。

　 コ ン ピュ ー タを動 か す 基 本 的 な"ル ー ル"と も言 うべ き 効果 的 な シス テ ム ・ソ

フ トウ ェアの 開 発 能 力 は,P400/450シ リー ズ用 のDOS400パ ッケ ー ジ

お よ び分 散 型 の イ ン タ ラ クテ ィブ シ ス テ ムP4500用 のDINOS4500パ ッケ

ー ジを完 全 に社 内 だ け で 開発 した こ とに よ って 証 明 され た。

　 当社 の ミニ コン ビ。ユ一 夕 をベ ー ス と したPhilipsシ ス テ ム で の 利 用 を考 えて,

同 社 の スペ シ ャ リス トた ちは現 在 世 界 中 で広 く使 われ てい るマ ル チ ・ア プ リケ ー

シ ョン ・シ ス テム(MAS)を 開 発 した 。

　 ま た,教 師の 各教 科 に 関 す る コン ピュー タ化 され た コ ー スづ く りに 役 立 て よ う

と,同 社 ソ フ トウ ェア ・訓 練 部門 の ス タ ッフは コ ン ピ ュー タに よ る学 習 シ ステ ム

CALSYSを 生 み 出 した 。
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7.　 ECに お け る 情 報 処 理 施 策

　 －EC本 部(ブ テ ッ セ ル)一

調 査 先;

所 在 地;

調 査期 日;

面 接 者;

EC　 　(European　 Communities　 )

Brussels.

1980年5月15日

Mr.　 Ristle　 Nα3　 A-H

Data　 Processing,　 Felematic,　 Telecommunication

Mr.　 Be
.rnshein　 Na9:D-10

CIRCE　 (Information　 &Documentationl

Research　 Centre)

1.　 概 　 　 要

　 欧 州 共 同 体,EC(European　 Communities)は,ベ ル ギ ー,デ ン マ ー ク,

フ ラ ン ス,ド イ ツ,ア イ ル ラ ン ド,イ タ リ ア,ル ク セ ン ブ ル グ,オ ラ ン ダ,イ ギ

リ ス の9カ 国 か ら 構 成 さ れ,経 済 を 中 心 に し た 共 同 市 場 で 結 ば れ て い る こ と は,

す で に 周 知 の 事 実 で あ る が,こ こ で,ECに つ い て 簡 単 に 触 れ て わ く こ と に す る。

ECは,も と も と 欧 州 経 済 共 同 体,　 EEC(European　 Economic　 Community)

欧 州 石 炭 鉄 鋼 共 同 体,ECSC(European　 Coal&Steel　 Community);欧

州 原 子 力 共 同 体,EURATOMの3つ の 共 同 体 の 総 称 で あ っ て,各 国 間 の 差 別,

偏 見,争 い を な く し,1つ の 経 済 圏 と し て,社 会 面,科 学 技 術 面 で 進 歩 す る と 共

に,産 業 や 農 業 の 資 源 を 効 果 的 に 使 用 す る こ と を 目 的 と し て い る 。ECの 行 政 機

構 と し て は,法 規,政 策 の 提 案 と そ の 施 行 を 監 督 す る 委 員 会(Commission)と,

委 員 会 の 提 案 に 基 づ き,法 律 の 制 定 と,政 策 や 計 画 を 決 定 す る 閣 僚 理 事 会(Cou-

ncil　 of　 Ministers)の2つ が あ る 。 ま た,そ の 他,欧 州 議 会,欧 州 裁 判 所,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -73一



経 済 社 会評 議 会 お よび数 多 くの 専 門委 員 会 な どが 共 同体 機 関 と しで 活 動 を行 って

い る。

　 ECの 予 算 は,加 盟国 の 農 産 物 課徴 金,関 税 お よ び付 加価 値 税 に よ る収 入 に よ

って まか な わ れ てい るが,通 貨 単 位 は独 特 の もの を使用 して い る。 これ は 「ス タ

ンダ ー ド ・バ ス ケ ット方 式 」 に よ る もの で,EC共 同 体 のNNW(国 民 福 祉 指 標)

と域 内 に お け る貿易 量 に 関 連 づ け た 各 国通 貨 の構 成 比 率 に よ ってい る。1計 算 単

位(U.A.)は,最 初1.20635米 ドル と決 め られ た が,こ れ はIMFに よ る

もの で,そ の 後 は,こ の 単 位 は為 替 市場 の変 動 に よ って計 算 され て い る。 したが

って,各 国 の 平 価 とそれ ぞれ の 構 成 比 率 に よ って その 日のU.A.価 が 決 定 す る

が,い ず れ に し ろ1U.　 A.は 約1.2ド ル とい う ことで 大 した 変 わ りは な い。

　 1979年9月13日,こ こ ブ ラ ッセル で開 かれ たEC閣 僚 理 事 会 で は,1979

年 か ら1983年 ま での5年 間,実 質 的 に は4年 間 に お よぶECに よ る情 報処 理 開

発4カ 年 計 画(Multiannual　 Programme　 in　 the　 Field　 of　 data　 Proce-

ssing)を 承 認 す る こ とで 合意 した。 計 画 の 内容 は,一 般 的 対 策 に 関 す る もの と,

重 点 対 策 に 関 す る もの の2つ に 大 き く分 け る こ とが で き る。 まず 第1の 一 般 的対

策 に つ い て は,標 準 化,公 共 部 門 に お け る調 達,高 度 技 術 開発(研 究 セ ン ター,

部門 別研 究,雇 用 状 況 調 査,デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ,ソ フ トウ ェ ア保 護)と い っ

た項 目 とな って お り,一 方,第2の 重 点対 策 に つ い て は,プ ロ グ ラム管 理,ソ フ

トウ ェア,ア プ リケ ー シ ョン,ミ ニ コ ン ピ ュー タ,周 辺 装 置 お よびIC,LSI

とい った 項 目か ら成 って い るが,こ れ ら対 策 に つ い て は後 に 詳 述 す る こ とに す る。

予算 に つい て は,第1の 対 策 に対 して1千 万U.A.(約1200万 米 ドル)が,

第2の 対策 に対 して は,1,500万U.A.(約1,800万 米 ドル)が,そ れ ぞ れ

に 決 定 され た。ECで は,電 子 ・電 気機 械 お よび 情 報産 業 は,高 い 付加 価 値,技

術集 約 型 産 業 を代表 す る もの で あ り,今 後 高度 の 発 展 が期 待 され るだ け で な く,

この 分 野 で 実現 され る技 術 開 発 は,経 済 社 会 の 情 報 化,省 資 源,省 エ ネル ギ ー型

経 済構 造 へ の 転 換,国 民 生 活 の 質 的 向 上 に不 可 欠 の要 素 と して,ま す ます 重 要 性

を増 して く る との 判断 が その背 景 に あ った。EC諸 国 は,す で に ハ ー ドウ ェア,
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ソ フ トウ ェアの 両 面 に おい て 米 国か ら立 ち遅 れ,ま た 日本 に も追 い越 され よ うと

し てい る。 しか し,情 報 処 理 分野 の マ ー ケ ッ トは 巨 大で あ り,産 業 と して の 雇 用

吸 収 力 も高 い 上,こ れ らの 分 野 での 技 術 水準 お よび 提供 サ ー ビスの 維持 向 上は,

国 民生 活 の 向 上 だ け で な く,ECの あ らゆ る産 業 で の 国 際 競 争 力 に 大 きな 影 響 を

与 え る。 した が って,歴 史 も浅 く,産 業 と して の基 盤 も相 対 的に 弱 い 情 報 産 業 に

対 して,技 術 開 発,基 盤 の 整備 な ど,各 種 の助 成 振 興 策 が必 要 で あ る とい うの が,

ECの 基 本 的 な 考 え方 で あ る。

　 この 計 画 内 容 で は,ま ず ア プ リケ ー シ ョン,ソ フ トウ ェ ア開 発 お よび 標 準 化 の

推 進 とい う基 礎 的 分 野 を取 り上 げ,ま た ハ ー ドウ ェア分野 にお いて も,ミ ニ コ ン

ヒ。ユー タや周 辺 機 器,ICお よ びLSIの 開 発 ・振 興 に重 点 が置 かれ てい るの は,

こ うした 理 由 に よ る もの と考 え られ る。 デー タ ・セ キ ュ リ テ ィや ソ フ トウ ェア保

護 対 策 を打 ち出 し,雇 用 状 況 調 査 も加 えて い るの は,1つ に は雇 用 吸 収 力 とい っ

た観 点 か らで もあ る。 ま た 情 報処 理 サ ー ビス業 につ い て は,計 算 機 室 の運 用 技 術,

オ ン ライ ン化,TSS技 術,ネ ッ トワー ク技 術 な どの 技 術開 発 促 進 が うたわ れ て

お り,デ ー タ保 護 な どの コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム の安 全 対策 の強 化 と社 会 的 信 用

の 維持 向 上 が その 重要 課 題 と して 提示 され て い る。

　 しか し,こ う したEC委 員 会 の 意 欲 的 な計 画案 に対 してEC各 国 は,そ れ ぞれ

の 国 内事 情 な どか ら意 目の対 立 が 見 られ るが,特 に フラ ン スで は,同 計 画 の遂 行

に 当 た り,EC委 員 会 の 裁 量 を与 え す ぎ る 上に,予 算 が掛 か り過 ぎ るこ と を理 由

に 強 力 に 反 対 してい る。 した が って,今 回 の合 意 は,当 初 の計 画 を 大幅 に 修 正,

減 額 して 始 め て成 立 した もの で あ る。 同計 画 は,引 き続 きEC委 員 会 の 場 で さ ら

に検 討が 行 わ れ て お り,こ れ をEC理 事会 で議 論 され た 上 で計 画 を実 行 に 移 す こ

とに な る。 しか し,こ れ ま で の と こ ろ,同 計 画 を遂行 す る上 で必 要 な専 門 委 員 会

の 設 立 が,基 本 計 画 の 閣僚 理 事 会 の 承認 に もか か わ らず,い ぜ ん と して その 設 置

に つ い て の ア ナ ウ ンス が な され て お らず,よ うや く合 意 を と りつ け た基 本 計 画 の

前 途 は決 して 明 るい もの で は な い と も言 え よ う。

　 一方,EC諸 国 は,最 近 に な って情 報処 理 の 高 度利 用 に よ って,産 業 の あ らゆ
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る 面 で そ の 恩 専 に 浴 し て い る も の の 失 業 問 題 な ど 社 会 的 な 問 題 も グ ロ ー ズ ア ッ プ

さ れ で き て い る こ と か ら,昨 年(1979年)の 暮,「 ヨ ー ロ ッ パ 社 会 は,新 し い

情 報 技 術 の チ ャ レ ン ジ に 直 面 し て い る(European　 Society　 Faced　 with　 the

Challenge　 of　 New　 Information　 Technologies)」 ど 題 す る50頁 か ら な

るECの 答 申 を 発 表 し た 。

　 米 国 お よ び 日 本 の 情 報 産 業 分 野 に お け る 進 展 の 事 実 は,ECに と っ て 極 め て 脅

威 で あ り,ヨ ー ロ ッパ に お け る,ヨ ー ロ ッ パ 産 コ ン ピ ュ ー タ の シ ェ ア は16%に

し か 過 ぎ な い 。 ま た,キ ー ・イ ン ダ ス ト リ で あ る 周 辺 端 末 分 野 で さ え,1973年

に は3分 の1の シ エ ァ で あ っ た も の が1978年 に は4分 の1に な っ て い る 。 一 方,

比 較 的 強 い マ ー ケ ッ トカ を 持 っ て い た ソ フ ト ウ ェ ア と か テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の 分 野 で さ え 最 近 で は ア メ リ カ と か 日 本 の 侵 出 に よ る 影 響 が 出 始 め て い る 。

　 情 報 処 理(ゴ ン ピ ュ一 夕)と テ レ コ ミュニケ ー シ ・ンの 結合 は,産 業 界 だ けで

な く,家 庭 生活 に ま で電 子技 術 の侵 透 を可 能 に して お り,ま た 前 に も述 べ た新 し

い雇 用 機会 とか失 業 問題 な ど多 くの イ ンパ ク トを与 え てい る。 こ うし た問 題 に 対

処 し,今 後 ヨー 『 ッパ内 で 新 し い マ ーケ ッ トを生 み 出 して い くた め に は,メ ンバ

ー 諸 国 の強 力 な 協 調 を必 要 と し てい る。 ま た,幅 広 い フ レー ム ワー クを実 施 す る

た め に は,多 くの 国 際 機 関 の 協 力 を あ お ぐこ と も必 要 とな ろ う。 こ う した観 点 か

ら,ECで は,ECの 取 るべ き対 策 お よ び 活 動 に つ い て,以 下の 点 に つ き強 調 し

て い る。

・新 し い 情 報 技 術 に よ る革新 に対 処 す るた めの 社 会施 策 を確 立 す るた め,社 会

　 と か 雇 用 に 与 え る イ ンパ ク トに 関 す る調 査 を広 範 囲 に 実 施 す る。

・教 育,訓 練,新 知 識 の 普 及 とい った重 要 な分 野 に お け るプ ロ グ ラ ム を新 た に

　 設 け る 。

・調 和 の とれ た ヨー ロ ッパ 内の マー ケ ッ トを創 り,効 果 的 サ ー ビス を実 施 す るた

　 め に,新 しい デ ジタ ル ・ネ ッ トワ ー ク を1983年 か ら始 め る。

・ヨー ロ ッパ 内 で の情 報産 業 を振 興 させ るた めに,デ ー タベ ー ス と これ に 関 す る

　 サ ー ビスの特 に民 間ベ ー スで の 体 制 を強 化 す る。 ま た,今 ま で の 公 共 デ一 夕ベ
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　 一 スに つ い て は今 後 も力 を 入 れ る。

・ヨー ロ ッパ産 の 情 報 産 業 分 野 で の 製 品 の 輸 出 を強 化 す る。

・周 辺端 末 な ど今 後 主 要 と思 わ れ る製 品 に つ い ては ,2者 以 上の メ ンバ ー 諸 国 の

　 協 調 を得 て,広 範 囲 な フ レー ム ワー ク を行 う。

・マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ クスの 進 展 に伴 う新 しい 情 報 技 術 の 利 用 ,特 にCADな

　 どに 力 を入 れ る。

・サ テ ライ ト ・コ ミュニ ケ ー シ ョン分 野 の研 究 開 発 に 力 を入 れ ,今 後 は,地 球 局

　 の 標 準 イ ン タ フ ェー スの 設 置,ヨ ー ロ ッパ内 の サ テ ラ イ トの利 用 に 関 す る効 果

　 的体 制 の準 備,効 果的 コ ミ ュニケ ー シ ョン利 用の た めの 法 的 お よ び政 策 的 フ レ

　 ー ム ワー クの実 施 な どに 努 力 す る。

'EURONETを 通 じ て ,世 界 各 国 が これ に つ なが る デ ー タベ ー スを利 用 で き

　 るよ うにす る と共 に,EC諸 国 の 各 種 研究 所 とか 官 庁 機 関 が これ に よ り リン ク

　 で き る。 新 しい テ レ マ テ ィ ック ・サ ー ビスにつ い て 考 え る。

　 こ う した対 策 を行 うため,メ ンバ ー 諸 国 の協 力 を得 て,実 際 に プ ロ ジ ェ ク トを

実 施 して行 くと して い るが,メ ンバ ー 諸 国 間 の コン セ ンサ スを 得 る必 要 か ら も,

まだ 時 間 が掛 か りそ うで あ る。 しか し,日 本,米 国 に対 す る脅 威 は極 めて 切 実 な

もの とな って い るの は 事実 で あ る。

2.詳 　 　 論

　以 上 述 べ たECの 最 近 の 活 動 状 況 に つ い て 説 明 を受 け た後,現 在ECで 使 用 さ

れ て い る ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・シ ス テ ムCIRCEに つ き,デ モ ンス トレー シ

ョンを ま じえ なが ら説 明 を受 け た 。CIRCE自 身 は それ ほ ど新 しい 技 術 が利 用

され てい る もの で は な い が,ECが 事務 の合 理 化 と コン ビ。ユ 一 夕化 に積 極 的 に取

り組 ん で い る姿 勢 を うか が え る。 以 下にCIRCEに つ い て を,昨 年 暮れ 発表 さ

れ た 情 報 処理 開 発4カ 年 計 画 に つ い て の 詳細 を述べ る こ とに す る。

　 CIRCE

　 CIRCE(European　 Communities　 Information　 and　 Documentary
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Research　 Centre)は,以 前 サ ー ビスが 行 わ れ て い たECDOd(EC事 務 局

で行 わ れ て い た 内 部用 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン ・シ ス テ ム)とCELEX(ECで 制

定 され た 規約 とか 法 律 に 関す る国際 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・シス テ ム)の2つ を

統 合 した コン ピ ュー タ を ベ ー ス と した シ ス テ ム と してECが1976年12月15

日に完 成 した もの で あ る。 な お,CIRCEに よ って行 わ れ る サー ビス は,以 下

に示 す範 囲 が カ バ ー され て い る。

・EC関 連 ドキ ュ メ ン ト記 録

　 ECに 関 連 す る過 去 の 全 ゆ る記 録 が フ ァイル され て お り,質 問に 応 じて,タ イ

トル ・サ マ リー,リ フ ァレ ン スな どが プ リン ト ・アウ トされ る。要求 に 応 じた正 確

な 回答 が 得 られ るま で,ビ デ オ ス グ リー ンを通 じて フ ァイル との や りと りが 行 わ

れ る。

・人 事記 録

　 EC関 係 者 の プ ロ フ ィール,人 事 記 録 の フZイ ル で 要 求 に応 じてサ ー ビス を受

け るこ とが で き る。

・定 期 刊 行物

　 あ らゆ る分 野 に わ た るEC刊 行物 の定 期 刊 行 物 の フ ァイル

・マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ ・サ ー ビス

　 デ ィス プ レ イ と マ イ ク ロ フ ィル ム を用 い た サ ー ビス。

一な お ,最 初 に 述 べ たEC関 連 ドキ ュメ ン ト記 録 に は,か ってECDOCと して

サ ー ビスが 行 わ れ て い た。ECの 全 会 議 録,理 事 会 決 定 事 項,事 務 局 に よる 会 議

の議 事 録 お よ び サ マ リー,ECが 行 った調 査,面 接(各 国'政府 役 人 との)な ど全

ゆ る もの が 含 ま れ て い る。 ま た,CELEXで サ ー ビスが 行 わ れ て い たEC関 連

の 条約,規 約,法 律,ECと 外 部 団 体 との 関係,EC裁 判 所 記 録 ・議 会 に お け る

質 疑 応答 な どが コ ン ビ。ユ一 夕 に よ って フ ァイル され て い る。

　 ECの オ フ ィシ ャル は,自 分 の 部屋 に あ るタ ー ミナ ル を通 じて何 時 で もCIR

CEに ア クセ スす る こ とが で きる。 シ ステ ム は 会 話 モ ー ドとな ってい るた め,ア

クセ スを行 う者 は 自分 の 要 求 す る解 答 を得 る まで く り返 しア ク セ スす る こ とが で
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きる。 ま た,会 議 で の や り と り,議 事 録,要 求 され た ドキ ュメ ン トな ど を コ ピー

す るた めの プ リン ター お よ び マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ装置 が,セ ンタ ーに 設 置 され て

お り,何 時 で も要 望 に 応 じて ハー ド・コピーを入手す る こ とが で き る。 この ハ ー ド

・コピー ・サ ー ビスは ,ブ ラ ッセ ル とル クセ ン ブル グの 両 方 で 行 われ て い る。

　 一 方,こ の シス テ ム に対 す るセ キ ュ リテ ィは,あ らゆ る方 法 に よ って 行 わ れ て

い るが,こ れ は,シ ス テム 側 で行 うもの,ユ ー ザ ー側 で 行 う もの に 分 け られ る。

特定 の デー タベ ー ス に は,特 定 の 者 しか ア クセ スで きな い仕 組 に な って い るが,

これ には 利 用 者 の 暗 号 パ ス ワー ドが 使用 され て い る。

　 説 明 と デモ ンス トレー シ ョ ンを受 け たCIRCEサ ー ビ スは,技 術 的 に は 決 し

て新 しい もの で は な いが,こ う した コ ン ピュー タ化 に よ って サ ー ビスの 向 上 を積

極的 に 計 ろ うとす るECの 姿 勢 を うか が うこ とがで きた。 ま た,複 雑 な組 織 と膨

大な 情 報,異 な った 言 語 な ど を考 えた場 合,コ ン ピ ュー タ を利 用 しな けれ ば,と

て も効率 よ く ドキ ュメ ン トの 整 理 を行 うこ とがで きな い だ ろ う。

3.デ ー タ処 理 に 関 す る長 期 計 画(1979～1983)

1.一 般 対策

1)標 準 化

　 　ユ ー ザ ー お よ び業 界 と密 接 に連 絡 を と る こ とに よ っ て,標 準 化 項 目の 優先 順

位 を設 定 し,こ れ に従 っ て順 次 標 準 化 を行 って い く。 特 に,国 際標 準 化 に 向 け

て,で き る だ け標 準 化 を押 し進 め て行 くと と もに,EC諸 国 に お い て は,EC

　レベ ル で この 標 準 化 に従 うよ う努力 を要 請 す る こ と と して い る。 その他,標 準

化 に関 す る情 報 を メ ンバ ー諸 国 に知 らせ る こ とな どが,こ の 分 野 の 目標 とな っ

　てい る。

2)公 共 部 門 に お け る調 達

　 公共 部 門 に お け る調達 に 関 す る最 も効 果 的 な方 法 に よ る標 準 的 な契 約 書 式 を

用 意 す る。 この た めECの 規 約 が ヨー ロ ッパ産 業 界 で ど う受 け とめ られ るか の

検 討 を行 って い る。 また,デ ー タ ・プロセ ッシングに関 す る国 立研 究 機 関 と協力 し
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て,一 般 的 な シ ス テ ム評 価 の ル ー ル を 設 定す る。 この た め,適 当 な 評 価 の 傾 向

　を研 究 した り,標 準 的 な 契 約 書 式 の作 成の 可 能 性 に つ い て検 討 を行 った りして

い る。 こ うした 調 査 研 究 を行 うた め に,メ ンバ ー諸 国 間 で一 般 調 達 に 関 す る情

報 とか 技 術 的 な 成 果 お よ び経 験 に つ い て の意 見 交 換 を行 う他,必 要 な統 計 デー

　 タの 収 集 を行 っ てい る。 い つ れ に し ろ,こ の分 野 の 目 的 は,EC圏 内 で あ らゆ

　る調 達 に 関 し,正 式 の 標 準 書 式 に 基 づ く,契 約 が行 え る よ う努 力 す る こ とに あ

　 るよ うだ。

3)デ ー タ処 理 政 策

　 (1)共 同研 究 開 発

　 　 　各 研 究 機 関 とか セ ン タ ー間 が お 互 に 協 力 す るよ う積 極 的 に押 し進 め る と共

　 　に,こ れ に係 る手 続 を設 定 す る。ECの 会 議 で決 定 され た情 報 処 理 関 連 事 項

　 　に で き るだ け従 うよ うに す る。 この た め,現 在進 行 中 の ソ フ トウ ェ ア ・ポ ー

　 　タ ビ リテ ィに関 す る プ ロジ ェク トに協 力 した り,技 術 文書 の 実 施 につ い て専

　 　門 家 の 派 遣 を行 った りす る。 ま た,研 究 成 果 に つ い ての 情 報 交 換,成 果の プ

　 　 ール,国 際 間 に ま た が る 問題 の解 決,成 果 の 業 界 への トランスフ ァ,標 準 化の

　 　促 進 な どに つ い て お 互 い が 協 力 し,効 果 を得 る よ う努 力 す る。 と りわ け,各

　 　 国 間 を結 ぶ ネ ッ トワー ク技 術 に 関 す る メ ンバ ー諸 国 の研 究 に つ い て は,こ れ

　 　 をで きる だ け援 助 す る。

　⑪ 　 デー タ処 理 分 野 に お け る中 期 研究

　 　 　 1974年7月 決 定 の デ ー タ処 理 に 関 す るEC政 策 に 基 づ くデ ー タ処 理分 野

　 　 の研 究 開 発 に関 す る レ ポ ー ト作 成 。 この ため,特 に 周 辺 端 末 分 野 に お け る共

　 　 通尺 度 を用 意 す るた め の 研 究,ま た各 プ ロジ ェ ク トの プ ライ オ リテ ィ,デ ー

　 　 タ を中 期 お よ び長 期 に わ た って保 存 す る ため の 方 法 な どに 関す る検 討 を行 っ

　 　 てい る。 ま た,EC諸 国 内 で類 似 の 研 究 を行 って い る場 合 に は,そ の研 究 成

　 　 果 とか 進 行 中 の プ ロ ジ ェク トにつ き,2重 投 資 を さ け る意 味か ら も意 見交 換

　 　 を行 うこ と と して い る。 最 近 の 活動 と して は,今 回 の 理 事 会決 定 に 基 づ く プ

　 　 ロ ジ ェ ク ト',特 に マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ クス技 術 に つ い て の研 究 を進 め る上
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　 で重 要 とされ る電 子 部 品技 術 分 野 の シ ステ マ テ ィ ックな調 査研 究 が あ る。

佃 　 デ ー タ処理 の 雇 用 に 与 え る影 響 と社 会 に対 す るその イ ン パ ク ト

　 　 EC諸 国 の 政 府 お よ び産 業 界 が 共 同で デ ー タ処 理 の 社 会 に与 え る イ ンパ ク

　 トに つ き効 果 的 な方 法 で デー タを収 集 す る。地 域 的 な 問 題 も含 め て,雇 用 問

　 題 に 関 す る調 査 を中 期 お よ び長 期 プ ロジ ェ ク トと して 行 う。特 に社 会 に わ け

　 る デー タ処 理 の 位 置付,将 来 の 失 業 問 題 等 に か らみ,訓 練 の 問題 を 重点 的 に

　 取 り上げ る。

⑩ 　デー タの 秘 密 保 持 と セ キ ュ リデ ィ

　 　 EC諸 国 内 で デ ー タの 機 密 保 持 とセ キ ュ リテ ィに関 す る可 能 な範 囲 で の 規

　 制 を 設 け る。 ま た,こ の 分 野 に お い て,EC外 の 諸 国 と も情 報,知 識,経 験,

　成 果 等 の 交 換 を行 うな ど,引 き続 き積 極 的 に 調 査 を行 う。

(V)　 コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ ムの法 的 保 護

　 　 この 問 題 に つ・い て,関 連 す る機 関 と連 絡 をと り,こ れ ま での 成 果 に つ い て

　 報告 を受 け る。 ま た,メ ンバ ー諸 国 だ け でな くその 他 国 際 的 な 母体 と この 問

　題 に つ きお 互 い に 検 討 を行 う。

2.重 点 振 興 施 策

1)一 段 目標

　 今後 実 施 され る プ ログ ラム は全 て,ECの プ ロ ジ ェ ク トを振 興 す る こ とで 合

意 に達 して い る以 下の 項 目 を満 足す る もの で な け れ ばな らな い 。

　 ・標 準 化 ソ フ トウ ェア ・ポ ー タ ビ リテ ィを指 向 す る もの

　・デー タ処 理 の 効 果 的利 用 と,よ り統 一 的 マ ー ケ ッ トの創 造

　・公共 支 出 の 削減

　・強 力 か つ 競 合 力 を持 った ヨー ロ ッパ の デー タ処 理 産 業 の 育 成

　・ヨー ロ ッパ 産業 の 競 合 力 を増 大 させ る アプ リケ ー シ ョンの 開 発 と非EC諸 国

　 へ の 輸 出の 拡 大

こ うし た背 景 に 基 づ い た プ ログ ラム は,ECの サ ポー トを得 て 実行 され るが ,
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特 に私 企業 にい て 自社 の リス クが掛 か り過 ぎる よ うな もの に つい て強 力 な 支 援

を得 るこ とが で き る。 ま た,各 国独 自の プ ロ ジ ェク トは,EC諸 国 の共 通 の も

の と して の観 点 か らお 互 い に協 力 し,よ り効 果 的 な もの に仕 上 げ る よ う努 力 す

る。

　 一 方,全 ての プ ロジ ェ ク トは,以 下 に示 す 規 準 を満 たす もの で な けれ ば な ら

な い 。

　・調 査 お よ び研 究 開 発 は,4年 以 内 に 完 了 す る もの で な け れ ば な らな い 。

　・プ ロ ジ ェク トは,前 も ってECの 規 定 に 合 う もの で あ るか,ま た調 整 が 行 わ

　 れ た もの で あ るか が 検 討 され た 後,開 始・され な けれ ばな らな い 。

　・実 施 さ れ るプ ロ ジ ェク,トは,ECに 対 し経 済 的 か つ技 術 的利 益 を持 た らす も

　 の で あ り,こ の 利 益 は 各国 レベ ルの もの よ り大 で な け れ ばな らな い 。

　 ・EC諸 国 内 の 各産 業 界 の 協力 を 得 るた め 何 らか の 方 法 を考 え る。

　・ユ ー ザ ー に よ って プ ロ ポー ズされ た プ ロ ジ ェ ク トは,1国 以 上の メ ンバ ー ・

　 　ス ケー ル で 測 られ る もの で な けれ ば な らな い。

　 ・この プ ロジ.エ ク トの 基 で開 発 さ れ るあ らゆ る ソ フ トウ ェア は,ポ ー タ ブル な

　 　もの で な け れ ば な らな い。

2)ソ フ トウ ェアお よび ア プ リケ ー シ ョン

① 一 般 ソ フ トウ ェア

　 　 一 般 ソ フ トウ ェアの 開 発 に関 す る研 究 プ ロ ジ ェ ク トにつ い て は,(1)一 段 目

　 標 の 項 で 述 べ た規 準 を満 た す と共 に 以 下 の項 目の少 な くと も1つ を満 足 す る

　 　 もの で な けれ ば な らな い。

　 ・標 準 とか 規 準 の イ ン プ リメ ン テ ー シ ョンお よ び普 及

　 ・ポ ー タ ビ リテ ィの 促 進

　 ・デー タ処 理 シ ス テ ム の利 用 効 果 を上 げ る

　 ・EC標 準 とか 規 準 の 広範 な普 及 とい う観 点 か らの ネ ッ トワー ク ・マ ネ ー ジ メ

　 　 ン ト技 術 の開 発 とか 分 散 デー タ処 理 に 関 す る技 術 の 開 発
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② ア プ リケ ー シ ・ン

　 　 　同 様 に(D－ 般 目標 の 項 で 述 べ た 規 準 を満 た す と共 に以 下に述 べ た項 目の 少

　 　な く.とも'1つ を満 足 す る ア プ リケ ー シ ョ ンに対 して 支 援 を 行 う6

　 ・多 国 間 に ま た が る特 徴 を持 つ ア プ リケ ー シ ョン(例 えば;環 境 モ ニ タ リン グ

　 　 ;空 気,海,陸 の 交 通 コ ン トロー ル;国 際 交 通 オペ レー シ ・ン;税 関 な ど)

　 ・デー タ処 理 を通 じてEECの 政 策 を満 足 させ るの に 役 立 つ よ うな ア プ リケ ー

　 　シ ョン(例 えば,労 働 とか 資本 の 自由 な 移 動;国 際 通信;農 業 とか 地 域 政 策

　 　 ;エ ネ ル ギ ー 政 策;環 境 保 護;社 会 施 策)

　 ・共 同 研 究 とか 共 同 開発 を通 じて公 共 支 出 を明 らか に押 え る と考 え られ る よ う

　 　な ア プ リケ ー シ ョン(例 えば;保 健,医 療,教 育 な ど,1国 だ けで な く メ ン

　 　バ ー諸 国 共 通 に掛 る プ ロ ジ ェク ト)

　 ・標 準 化 とか デー タ処 理 技 術 に 関連 す る効 果 的 な ア プ リケ ー シ ョンを通 じてE

　 　 Cの 経 済 をベ ー ス と した生 産 性 を向 上 し,競 合 力 をつ け る ア プ リケ ー シ ョン

　 　 (例 えば;CAD;プ ロ セ スお よび イ ン ダ ス トリアル ・コ ン トロー ル ・シ ス

　 　テ ム;共 通 分 野 で必 要 とな る 自動 監 視 シ ス テ ムな ど)・

　 ・ECレ ベ ル で重 要 とさ れ る,標 準化 とか研 究 開発,ネ ッ トワー クとか デー タ

　 　 　 コ ミュニ ケ ー シ ・ンな ど特 に分 散 デー タ処 理 に関 連 した ア プ リケ ー シ ・ン

3)周 辺 端 末 お よ び マ イ ク ロ エ レ ク トロニ ック技 術

　 　 1.一 般 対 策 の 項 で述べ た 中期 計 画 プロジ ェク トに基 づ き,周 辺 端 末 お よ び マ

　イ ク ロ エ レ ク トロニ ック技 術 の 調 査研 究 の サ ポ ー トに関 しEC理 事 会 の プ ロ ポ

　ーザ ル を用 意 す る。 この た め,デ ー タ処 理 プ ログ ラムの マ ネー ジ メ ン ト調 査 の

た め の 諮問 委 員 会 を通 じ,メ ンバ ー諸 国 間 で行 わ れ て い る調 査 研 究 とか コ ンサ

　ル テ.一シ ョ ンの た め に,よ り正確 か つ,詳 細 にECの 目標 を明 らか に す る。 こ

　 うした コ ンサ ル テ ー シ ョンは,EC諸 国 が 必 要 と して い る プ ログ ラムの プ ロモ

ー シ ョンの フ レー ム ワー クに 関連 す るばか りで な く ,EC諸 国 間 の お 互 い の 意

識 を高 め る もの で あ る。 今 回 は,特 に周 辺 端 末 とマ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ック技

　術 の分 野 が 大 き く ク ロー ズ ア ップ され た。
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。 デー タ処 理 分 野 にお け る助 政 援 助 の 一環 と して の 補助 金 に 関 す るECか らの

連 絡

　 ECに よ るデ ー タ処 理 分 野 に お け る振 興 策 の 決定 に基 づ き,EC規 約 に よ る

補助 金 の 交 付 が 業 界 も し くはユ ー ザ ー に よ って 開発 され る ソ フ トウ ェアお よ び

ア プ リケ ー シ ・ンに 対 して行 わ れ る。 これ は,助 政 に 対 す る最 初 の プ ロ ポ ーザ

ルの 受 付 けで あ って,次 回 は,多 分1981年 初 めに 行 わ れ る こ とに な ろ うとの

ことであ ・た・ このプロ世 ぴ 隈 峠5E哩 約に基づき・以下の形式で

行 わ れ な けれ ば な らな い。 な お,プ ロ ポー ズされ る プ ロ ジ ェク トは,少 な くと

も2つ 以 上の メ ンバ ー諸 国 に お い て利 用 され うる もの;つ ま り,マ ル チ ・ナ シ

ョナル な もの で な けれ ばな らな い。

① 援 助 計 画

　 　 援 助 は,通 常 ロー ンの 形 を と り,プ ロ ジ ェク トに掛 る10万EUAを 越 え

　 ない 総 コス トの50%に 対 し て行 わ れ る。 この50%は,開 発終 了後,最

　 初 の2年 目 ま で は利 子 は つ か な い が,こ れ に よ って利 益 が得 られ た 場 合 は,

　 利 子 を つ け て返 還 され な け れ ば な らな い 。

② プ ロ ポー ザ ルの 提 出

　 　 提 出 の 〆切 は,1980年6.月1日 で,同 じ年 の9月 まで は,最 終 審 査 結

　 果 は発 表 され な い。 ま た,プ ロ ポ ーザ ル は,タ イ トル を付 け,ECの2カ 国

　 語 で(こ の2カ 国 語 の う ちの1つ は フ ラ ンス語 か 英 語 が望 ま しい)10部

　 の コ ピー を付 け提 出 され な け れ ば な らな い 。 ま た,プ ロポ ーザ ル に対 す る機

　 密 は保 た れ,6月1日 ま で は 開 示 され な い。

一84一



3.資 料 編
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　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノ

(1)　 Le　 Defi　 Europeen　 (ヨ ー ロ ッ パ の 挑 戦)

　 　 ヨ ー ロ ッ パ が ア メ リ カ か ら獲 得 す る も の(Acquisitions)

E.guigonis氏

■ 　 この フ ラ ン ス語 と英 語 の 混 じ った タイ トル は 奇 妙 な印 象 を与 え るか も しれ な い。

この タ イ トル を きめ た の は す べ て フ ァイ ナ ソシ ャル ・タ イ ム スの友 人 の せ い だが,

正 直 い って,私 自身 い くつ か の 疑 問 を持 ってい る。 そ れ は,何 故 英 語 の タ イ トル

の 中 にttd6fi　 Europごen"と い うフ ラ ン ス語の 表 現 が残 され た の か?ド イ ツや イ

ギ リス が この 分 野 で,は る か に フ ラ ンス を凌 駕 して い る時 代 に,"ヨ ー ロ ッパ が

ア メ リカで獲 得 す る もの"に つ い て フ ラ ンス人 に 話 を させ よ う とす る意 図の 裏 に

は,何 か 含 む と こ ろ が あ るの で は な い か?と い った 疑 問 で あ る。

　 この よ うに 考 え る と私 は 幾 分用 心 せ ざ るを得 な く な る。 そ こで,ヨ ー ロ ッパ の

エ レ ク トロニ クス産 業 が,ア メ リ カで莫 大 な投 資 を行 ってい る問 題 につ い て ,私

が一 般 論 と して話 す こ とに は,特 に問 題 が ない こ と を,最 初 に お 断 わ り してお き

た い 。 それ は,こ の よ うな投 資 に関 して私 が 述べ 得 る最 善 の 見 解 は,私 の 所 属 し

て い る トム ソン ・グ ル ー プの 活動 か ら得 た 個 人 的 な見 解 を主 な 前 提 と し てい るか

らで あ る。

　 ヨー ロ ッパ の挑 戦

　 恐 らく今 回,こ の タ イ トル が使 わ れ た主 な 理 由は,J.　 Servan-Schreiber

の 書 い た ひア メ リカの 挑 戦"と い う本 が 昔,好 評 を得 たか らで あ ろ う。 その 本 の

中 で,著 者 は フ ラ ンス の 産 業 が 高度 な技 術分 野 に お い て 自力 で 近 代 化 を推 進 し,

競争 力 を 回 復 しな けれ ば,ア メ リ カの 多 国 籍 産 業 に よ って,フ ラ ンスの 経 済 は 必

ず征 服 され る よ うに な るで あ ろ う,と 述 べ てい る。

　 当時 か な り熱 の 上 った この 議 論 を,私 は む し返 す つ も りは 毛 頭 な い。 も し もこ

の 会 議 の 主 テ ー マで あ る エ レ ク トロニ ク スの 領域 に 限定 す るな らば,1963年(例

の 本 が発 行 され た 頃 だ が)に は,ア メ リカの 企 業が
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　 oフ ラ ンスの 通 信 産 業 の40%と

　 oヨ ー ロ ッパの 半 導 体 の5σ%,コ ン ピュー タ ーの80%,出 現 し始 め たICの

　 　 95%

の 市 場 を それ ぞ れ 占有 し て い た こ と を思 い起 す 必 要 が あ る。

　 最 近20年 間 に,　 世 界 の 経 済 パ ター ンは多 様 な変 化 を遂 げ た 。 世 界 の 経 済 はす

ば ら し く躍 進 を した けれ ど も,ヨ ー ロ ッパの エ レ ク トロ ニ ク ス産 業 が ア メ リ カに

投 資 す るこ とに よ って,今 日で も,あ るい は遠 い将 来 で も,1960年 代 に ヨ ー ロ

ッパ で浸 透 してい た の と よ く似 た 状 態(こ の状 態 は それ 以 後 も全 然 変 ってい な い。)

が アメ リ カで 再 現 す るチ ャ ン スは 大 い に あ る,と み ん な 考 え て い る。

　 全 体 的 な 数字 だ け をみ れ ば,1977年 の 末 まで に ヨー ロ ッパ は ア メ リカ に220

億 ドルの投 資 を し,ア メ リカは ヨー ロ ッパ に570億 ドル の投 資 をした こ とに な っ

て い る。

　 これ らの 数 字 は 産 業 全 体 の もの で あ る。私 は特 に,エ レ ク トロニ ク ス関 係 の数

字 を持 ち合わ せ てい な い が,も し私 が 間 違 って い な け れ ば,ア メ リカの 企 業 は 将

来 あ る形 で ヨー ロ ッパ の 支 配 下 に 入 るか もしれ な い,と い う こ とを アメ リカは 再

確 認 す る必 要 が あ る。

　 ヨー ロ ッパの 投 資

　 した が っ て,私 は この よ うな投 資 に 関 して,"挑 戦"と い う言 葉 を使 う こと は

正 確 で ない と思 う。 しか し,ヨ ー ロ ッパ の投 資 家 が こん な に 遠 くか らしば しば危

機 に見 舞 われ る よ うな 巨額 の 資 金 の 運 用 を ど う して や りた が るの か,不 思議 に思

う人 が い るか も しれ な い 。

　 2,3の 例外(私 はその例外 として,半 導体 部門にお け る英国 国営開発委 員会に

よ っ て行 わ れ た投 資 を想 定 して い るの だ が)は 別 に して,こ の よ うな投 資 は 民 間

企 業 に よ って行 わ れ た もの で あ り,そ の 故 に,厳 密 に経 済 的 な理 由 に よ る意 思 決

定 の 所 産 に他 な らな い 。

　 単 に金 融 上の 性 格 で これ らの 投 資 を考 え るの は 私 の 意 図 す る と ころで は な い 。

また,次 の よ うな ケ ー スに つ い て 話 す つ も り もない 。　 即 ち,企 業活 動 を多様 化
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し よ うと した り,あ るい は 戦 略 的 な理 由 で 資 本の 運 用 を他 国 に 移 そ うとす る産 業

グル ー プが,グ ル ー プの.別の 企 業 活動 の 自 由 は拘 束 され ない よ うに し てお い て,

金 利 を稼 ぐ目的 で ア メ リカに 投 資 し よ う とい った ケ ー ス を取 り上 げ るつ もりはな い。

　 した が って私 は,企 業 活動 の ひ とつの 分 野 で,大 筋 とし て現 に その 活動 が 委 せ

られ てい る ヨー ロ ッパ の 企 業 グ ルー プが,そ の 地 位 を強 化 す る こ とを主 た る 目的

と し て,投 資 す る場 合 に問 題 を限 定 しよ うと思 ってい る 。

　 ア メ リカ で 企 業 活 動 を行 う こと

　 ヨ ー ロ ッパ の 企 業 家 が何 故 ア メ リ カに投 資 しよ う とす るか の理 由 に つ い て 話 を

す る前 に,私 は ど う し て企 業 家 が この よ うな決 定 を 実行 に移 そ う と考 え るよ うに

な るか に つ い て若 干 触 れ てお きた い 。 この こ とは論 理 的 では な い が,大 事 な思 考

とい う もの は,し ば しば この よ うな線 に沿 って進 む もの だか らで あ る。

　 活動 的 な ヨ ー ロ ッパ の 企 業 家 は ア メ リカ に投 資 しよ うとい う考 え に絶 えず 誘 惑

され て い る。 そ し て,事 前 に ろ くな分 析 も してい な い くせ に この よ うな夢 を もち

続 け る。

　 チ ャ ン スが や って く る。 そ して競 争 者 が 実績 を示 して くれ る。 しか し,そ れ は

果 た して 実 現 す る で あ ろ うか?そ の 運 用 の 困難 性 や 手 の 届 か な い 環 境 の 複 雑性 を

あ れ これ 計量 す る価 値 が あ るだ ろ うか?ま ず 心 に浮 ぶ アイ デ アは,最 初 か ら全 く

新 しい 企 業 を興 そ う とい うこ とで あ る。 この こ とに は数 多 くの積 極 的 な 根拠 が あ

る。 各 州 の 州 当 局 が,そ こに 新 しい 企 業 を 誘置 しよ う と して,し ば し ば非常 に 大

きな魅 力 を持 つ 便 益 を提 供 しよ う とす る。 この 申 し出 は その 企 業 の 運 営 を 自分 の

会社 の組 織 とか 企 業 活動 に 統 合 し よ う とす る場 合,大 きな影 響 力 を持 つ こ とに な

る。

　 しか し,こ の よ うな ケ ー スは エ レ ク トロニ クスの 企 業 につ い ては め った に お こ

らな い 。 それ に は2つ の 大 きな理 由 が あ るか らだ と私 は信 じてい る。

　 第1は,時 間 の 要 素 に よ る もの で あ る。 エ レ ク トロニ クスで は,こ の 時 間 の 要

素 が他 の 殆 ん どの 企 業 活動 に 比べ て,極 め て大 きな意 味 を持 っ てい る。 私 は か っ

て あ る ア メ リカの 友 人 に,"将 来 を ど う考 え るか"と 尋 ね た とこ ろ,彼 は ひご存
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じの 通 り,わ れ わ れの 企 業 で,永 久 に 続 くと考 え てい る もの は,外 部 で は3年 を

意 味 す る。決 して起 こ り得 な い と考 え てい る もの は,5年 を 意 味 す る"と 答 え て

くれ た 。

　 現 在 作 って い る製 品 を ど こで 製 造 す るか と い う単 純 な 問 題 は 別 に して,3年 間

と い う期 間 は,新 しい 企 業 が 市 場 に 足 場 を固 め るた め に 必 要 な年 数 で あ る。 と も

角,操 業 の効 率性 とい う問 題 に つ い て さ え も,様 相 は急 速 に 変 化 して い る。

　 最 初 か ら企業 を作 るこ との 困 難 性 に は,も うひ とつ の 要 素 が あ る。既 に 述べ た

よ うに,た だ 単 純 に製 造 しよ う とい うこ とで な く,技 術 的 傾 向 や市 場 的 傾 向 に ピ

ッタ リとつ い て い こ う とす れ ば,人 間,即 ち,'よ り高 度 の 熟 練 とか チ ー ム ワ ー ク

とい う こ とが,も っ と も っ と大 きな 問 題 に な る。

　 中 心 に な る人物 を選 び,チ ー ム ワー ク を作 り上 げ る こ とは,実 に難 か しい こ と

で あ る。 例 え ば,競 争 相 手 か ら,要 員 を引 き抜 こ う とす れ ば,予 想 もで きな い 困

難 に つ き当 る。 この 問題 だ け で も,最 初 か ら製 造 工 場 を作 り出 そ うと し てい る ヨ

ー ロ ッパ の エ レク トロニ クス ・メ ー カー を思 い 止 ま らせ るの に十 分 で あ る。

　 獲 得?

　 そ こで考 え られ る こ とは 既 存 の 会 社 を獲 得 す る こ とで あ る 。 最 近,こ こ数 年 の

う ちに エ レ ク トロニ ク スに 進 出 した ヨ ー ロ ッパ の 大半 の 投 資 家 は,こ の 方 法 を選

び,実 に 多 くの 実 績 を残 して きた 。 い くつ か の 要 素 が この や り方 の 助 けに な って

い る。

　 第1に,ア メ リカの 市 場 で ど の よ うな ニ ー ズが 次 第 に増 え てい るか を,ヨ ー ロ

ッパ の グルー プが 殆ん ど即 座 に把 握 で きる よ うに な った ご と で あ る。 この 点 につ

い ては 後 ほ ど触 れ る こ と とす る。

　 第2に,60年 代 と70年 代 に ヨー ロ ッパ の企 業 規 模 が 集 中 化 の 傾 向 を強 めた こ

とで あ る 。国 境 が 取 り除 かれて,ま す ます 激 し くな る競 争 に 耐 え な が ら,ま た技

術 革 新 に足 並 み を揃 え な が ら,企 業 の コン グ リマ ッ ト化 は,多 くの 場 合,小 さな

会 社 を 合 併す る こ とに よ り,徐 々に形 成 され,増 強 され た。 今 や,こ れ らの ヨ ー

ロ ッパ ・グル ー プは,規 模 の 上 で ア メ リカの それ に 匹 敵 す るよ う に な ってお り,
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それ 故 に 金 融 上 の 実 力 も大 い に つ い て き てい る。

　 ヨ ー ロ ッパ 側 の この よ うな動 機 と増 大 した 実 力 に よ って大 西 洋 の 向 う側 と しば

しば 全 く肩 を並 べ る よ うに な り,こ の た め ア メ リ カ企 業の 中 に は パ ー トナ ー とな

"る こ と
,時 に は ヨ ー ロ ッパの バ イ ヤー に な る こ とを切 望 す る もの さえ現 れ て い る。

　 会社 の 中 に は 必 要 な時 に 必 要 な投 資 が で きな くて,市 場 へ の 進 出に 遅 れ て しま

い,そ の た め に 製 品 を増 産 した り,作 り直 した りす る方 法 を探 し求 め てい る ケ ー

ス が あ る。

　 これ と全 く対 称 的 に,技 術 を積 極 的 に 先 取 り して,最 近創 設 され た 会社 が,そ

の 手 を拡 げ た製 品の 採 算 を合 わ せ るの に 苦 慮 し てい るケ ー ス もあ る。

　 この2つ の 場 合,巨 大 な 資 金 が 必 要 で あ り.最 近 の ク レ ジ ッ トの ひつ 迫 と高金

利 に よ って,そ の 必 要性 は ま す ます 切 実 な もの とな って い る。

　 ヨ ー ロ ッパ の 通 貨 に比 較 して,最 近 の ドルの 下 落 も又,ヨ ー ロ ッパ の 投 資 家 に

好 都 合 とな って い る。 しか しな が ら,こ の よ うな情 勢 に よ って ア メ リカの 会 社 を

支 配 下 に収 め よ う と してい る ヨー ロ ッパの エ レク トロニクス ・メーカーが 有利に な

るだ ろ うと過 大 に 評 価 す る こ とは 間違 って い る。株 の 交 換 比 率 の 変動 に も拘 らず,

エ レ ク トロニ ク ス産 業 は 熱 心 に探 し求 め られ てお り,特 に 半 導体,デ ー タ処理,

電 気 通 信 に対 す る関 心 が 高 ま ってい る。 約30:1の 株 価収 益 率(Price　 earn-

ing　 ratios)は 次 の よ うな 大 企 業 が 驚 くべ き売 上 額 を示 して い る事 実 をみ て も決

して例 外 的 な こ とで は な い 。

　 　 4,900ド ル 　 　　 Signetics社

　 　 2,700ド ル 　 　 　 Advanced　 Micro　 Devices社 の20%

　 　 3億9,700ド ル 　 Fairchild社

　 ヨー ロ ッパ ・グ ルー プ へ の統 合

　 この よ うな 売 上(price)は 健 全 な企 業の 場 合 に しか 生 まれ ない こ とは明 らか で

あ る。私 自身 は 深 刻 な構 造 上 の 欠 陥 を も ってい るあ る会 社 を調 査 して,ヨ ー ロ ッ

パの 企 業 の 能 力 に は 若 干 疑 問 を抱 い てい る。何 故 か と い えば 彼 らは ,ア メ リカの

実 情 に適 合 しな いや り方 に よ って,運 営 を誤 る可能 性 を持 っ てい るか らで あ り,
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ま た,そ うす る こ とに よ って,管 理 者 た ちの 士 気 と団結(彼 らの 資質 と活 力 と充

分 な 協 力 が 成 功 す るた めに は不 可 欠 で あ る)に 致 命 的 な打 撃 を与 え るお それ が あ

るか らで あ る。

　 この よ うな事 情 に よ っ て,ア メ リカの 会社 を新 し く手 に入 れ て,ヨ ー ロ ッパ の'

グ ル ー プに 統 合 す る こ とに 私 は基 本 的 な 疑 問 を持 つ よ うに な って い る。

　 ご ぐ最 近,私 は この よ うな統 合 が,全 体 と して その グ ルー プの 地 位 を強 固 に す

る よ うな場 合の 統 合 につ い て だ け検 討 した い と発 言 した ば か りで あ る。

　 この よ うな統 合 は,い か な る場 合 に も脇 道へ それ ては な らな い とい う厄 介 な 問

題 を抱 え て い る。 プ ロ ジ ェク トを駄 目に し て しま う2つ の や り方 が あ る。 ひ とつ

は ヨ ー ロ ッパ の 企 業 と ア メ リカの 企 業 が,別 々 に 自分 の 道 を進 む場 合 で グ ル ー プ

の 得 る利 益 は 単 に そ の合 計 に過 ぎ ない 。 この 場 合,目 標 は達 成 され ない で終 るだ

ろ う。

　 も うひ とつ は,目 標 を達 成 しよ う と して,ヨ ー ロ ッパ の グル ー プが最 近 手 に 入

れ た企 業 に 対 して,グ ル ー プ内の 他 の 部 門 とか 自分 の子 会 社 に 適用 し てい るの と

全 く同 じル ー ル を押 しつ け る場 合 で あ る。

　 私 の考 え で は,こ の後 の や り方 をす れ ば,ア メ リカの 子 会 社 は 自分 を支 配 し て

い る ヨー ロ ッパ ・グ ルー プの た め に,ど の よ うな役 割 を果 た さね ば な らない か,

ま た 果 た す こ とが で き るか を理 解 で き ない で あ ろ う。 こ の 役 割 と は ま さ に ヨ ー

ロ ッパ の グ ルー プ と ア メ リカの 環 境 とを も っ と有 効 に(エ レ ク トロニ ク スの 世 界

的 な 観 点 か ら)結 合 す る こ とで あ る 。 この 成 果 は ア メ リカの 子 会社 が 行 動 と発 言

の 自 由 を十 分 に 与 え られ て,ヨ ー ロ ッパ の グル ー プ と強 固 な連 帯 感 を持 っ てい る

時 にの み達 成 され る。 そ の時 こ そ ま さに2つ の パ ー トナ ーが共 通 の利 益 の た め に,

完 全 に信 頼 を 保 ちな が ら協 力 す る こ とが で き るの で あ る 。

　 この 問題 は特 に 重 要 で あ る。 ア メ リカの 環 境 とよ り うま く結 合 す る こ とが 保 証

され れ ば,ヨ ー ロ ッパ の 企 業 家 に よ って アメ リ カの 会 社 を獲 得 す る こ とが 正 当化

され るか らであ る 。

　 ア メ リカの 会 社 を 丸 が か えで 獲 得 す るか,あ るい は 少 く と もそ れ を支 配 す るに
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十 分 な だ けの 過 半 数 の 株 を獲 得 す るか に つ い て,私 は話 して きた 。 株 を半 分 以 下

しか獲 得 しな い こ・とは,多 くの 場 合,魅 力的 な解 決 策,つ ま り,一 種 の"ジ ョイ

ン ト ・ヴ ェンチ ャ・"の 体 制 を とる こ と で あ る。 しか し,そ の 場 合,ジ ョイ ン ト ・

ヴ ェンチ ャの 目標 に 関 して 両 者間 で 常 に 合意 が 成 立 してい る こ と,両 者 が この 目

標 を 追 及 す る こ とに よ り生 み 出 され る利 益 につ い てお 互 に理 解 して い る こ とが 前

提 条 件 とな る。 事 実,こ の よ うな 条 件 に従 え ば,ジ ョイ ン ト ・ヴ ェ ンチ ャが ヨ ー

ロ ッパ の 企 業 家 に と って理 想 的 な体 制 で あ ると,私 は 言 い た い 。r方,ヴ ェ ンチ

ャの 機 能 的 な 運 営 をい ず れ は 複 雑 に す る50対50の 持 ち株制 を採 用 す る こ とは絶

対 避 け るべ きで あ る 。

　 ア メ リカの 環 境 に合 わ せ る こ と

　 ヨー ロ ッパ の 企 業 家 が ア メ リカに 投 資 す る場 合,い ろい ろ な動 機 が あ るが,そ

れ に優 先 度 をつ け る こ とは 無 益 な こ とか も しれ な い 。 何 故か とい え ば,そ の動 機

は グル ープによ って異 なる し,同 じグ ル ー プで もケ ー スに よ って 異 な るか らで ある。

しか し,程 度 の差 こ そ あれ,こ の 種 の 投 資 に 共 通 す る3つ の 主 な前 提 条 件 を挙 げ

る こ とは 可能 で あ る。

　 (1)　 グ ルー プの 製 品 を ア メ リカ市 場 で よ り多 く販 売 す るこ と 。

　 ② 　 ア メ リカ市 場 で 売 り出 す こ とに よ って グ ル ー プの 製品 の 競 争 力 を 強 化 す る

　 　 こ と。

　 (3)　 ア メ リカか ら ヨ ー ロ ッパへ 技 術 を導 入 す るか,必 要 な場 合 に は技 術 的 援 助

　 　 を導 入 す る こ と。

　 これ ら3つ の 前 提 条 件 は,い か に し て ヨー ロ ッパ の グル ー プが よ り効 果 的 に ア

メ リ カの 環境 に 合 わ せ るか に つ い て話 す 場 合,常 に 私 が心 に 抱 い て い た もの で あ

る。 そ れ ぞれ に つ い て 簡単 な コ メ ン トをす る必 要 が あ る。

　 ア メ リ カ市 場 に も っ と効 果 的 に接 近 す る必 要 性 は,次 の こ と を思 い起 こせ ば 直

ち に明 らか に な る。 つ ま り,国 際 的 な 競 争 の 中 で 自分 の地 位 を確 保 す るた め に,

ヨー ロ ッパの 企 業家 は 国 境 を越 え て,国 内市場 で の 活動 に上 乗 せ す る もの(co-

mplement)を ど う し て も探 さね ば な らない 。(国 内 市場 は 世 界 市 場 の シ ェ アの
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中 で,余 りに も小 さ い場 合が あ る)こ の必 要 と され る上乗 せ す る もの の 比 率 は,

ケ ー スに よ って変 って くる。 エ レク トロニ ク スの 場 合 に は しば しば50対50あ る

い は それ 以 上 に 及 ぶ。 その うえ,も し も,ア メ リカ市 場 の重 要 性(エ レク トロニ

ク ス市 場 全 体 で は 世 界 の25%だ が,エ レ ク トロニ ク スの も っと複 雑 な分 野 で は

50%以 上 に 達 す る。)を 考 え れ ば,ヨ ー ロ ッパ の 企 業 家 に と って ア メ リカ市 場

で控 え 目な シ ェア を確 保 す るだ けで も最 高 の 重 要 性 を持 つ こ と は明 らか で あ る。

　 さま ざま な理 由 の た め に,ヨ ー ロ ッパ の エ レク トロニ ク ス製 品 を ア メ リカに 持

ち込 む こ とは,や が て限 界 に達 す るで あ ろ う。 発 展 途 上 国 に ラ イ セ ン スを 与 え て

製 品 を作 らせ る こ とは,時 と して 必 要 止 む得 ない 場 合 もあ るが,結 局 は失 望 す る

こ とに な る。 その 結 果,ア メ リ カに 工 場 を持 つ こ と(implanation)が 唯一 の 解

決 策 と して残 され る。

　 この解 決 策 はメー カーに と ってアメ リカ市場 と密 接 な 関 係 が持 て る とい う こ とで,

一 番 魅 力の あ る解 決 策 で あ る
。 ア メ リカ市場 は 往 々に し て世 界 市 場の パ イ ロ ッ ト

的 役 割 を果 た す し,そ の市 場 の 需 要 は 時 と して,ア メ リカ以 外 の 国 際 市場 で,数

年 後 に発 生 す る.需要 の 前兆 とな るか らで あ る。 し たが って,た とえ ヨー ロ ッパ の

企 業 家 が特 別 な技 術 を マ ス ター して い な く と も,自 分の 製 品 を定 め る場 合 に,ア

メ リ カ市 場 の 傾 向 か ら親 し く学 び得 た もの に よ っ て最 大 の収 獲 を得 る とい う利 益

を享 受 す る こ とに な る。

　 これ らの 傾 向 は ア メ リ カの 技 術 的 進歩 に した が って,大 きな 支配 力 を持 つ に至

るで あ ろ う。 あ る場 合 に は,ア メ リ カに あ る子 会社 が,ヨ ー ロ ッパの グ ル ー プに

と って,競 争 力 を維 持 す る うえ で必 要 な知 識 と進 歩 の た め に欠 くべ か らざ る ポ イ

ン トとな る こ とが 証 明 され るで あ ろ う。 この 点 に関 して,半 導 体 の ケ ー ス を思 い

起 せ ば私 が 長 々 と し ゃべ る必 要 の な い こ とは 明 らか で あ る。

　 さて,私 の ス ピー チ の終 りに 当 り,ヨ ー ロ ッパ が ア メ リカ の エ レク トロニ クス

産 業 を獲 得 す る こ とは,健 全 な経 営 手 法 に よ って現 実 的 な 目 的 を達 成 しよ う とす

る筋 の 通 った動 機 か ら出 て きた もの で あ る こ とを お示 しで きた と思 ってい る。 そ

れ は 強 硬 外 交 路 線 で もな い し,卑 劣 な侵 略 で も,穏 密 の 産 業 ス パ イで もな い 。 そ
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れ とは逆 に,こ うす る こ とに よ っ て,お 互 の 幸 福 の た め に,活 発 な競 争 の 風 土 が

培 わ れ,同 時 に,太 西 洋 の 両側 で 競争 者 と友 人 と し ての 合理 的 なバ ラ ン スが 保 た

れ る,と 私 は 信 じて 止 ま な い もの で あ る。

●
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(2)　 ヨ ー ロ ッパ 市 場 に 対 す る ア メ リカ の 見 解

R.Heikes博 士

　 現 在,ひ と り立 ちの で きる半 導 体 産 業 を持 って い な い大 半 の 国 や 企業 は パ ラノ

イ ア(偏 執 狂)に 近 い 状 態 に陥 っ てい る。 この 精 神 異常 は 次 の よ うな 数 多 くの原

因 に 根 差 してい る。

　 今 日,世 界 の 半 導 体 産 業の 売 上 は お お よ そ100億 ドル で あ る。 しか し,こ の産

業 は エ レ ク トロニ ク ス全 体の 売 上 高1,500～2,000億 ドル を支 え てい る逆 ピラミッ

ドの 頂 点 に過 ぎない 。 エ レ ク トロ ニ ク スの 売 上 げ は 更 に1,000億 ドル近 い ソ フ ト

ウエ ア を生 み 出す た め に 役 立 つ だ ろ う。 こ うして,3,000億 ドル近 い 額(こ れ は

世 界 経 済 の10%に 当 る)が 半 導 体 に依 存 してい る こ とに な る 。 そ して,こ の パ ー

セ ンテ ー ジは次 の10年 間 で恐 ら く倍 増 す るであ ろ う。

　 したが って,'持 た ざ る"悩 み は容 易 に理 解 で き るの で あ る。

　 半 導 体 をベ ー スに し た情 報 処 理 産 業 の 将来 の 技 術 内容 を確 実 に 予 測 す るこ とは

で きな い が,産 業 の 牽 引 力 とな る2,3の 基 本的 な原 則(少 く と も私 に は自明 の

こ と と思 え るが)は 存 在 す る。 しか し,こ れ らの原 則 は よ く解 っ てい る と公 言 し

て禅 か らな い多 くの 国 や企 業 が その 原 則 を実 際 に守 ろ う と しな い た め に 大量 の頭

脳 と資金 を浪 費 してい る。要 す るに,多 くの 国 や 企 業 は半 導体 産 業 の 一 翼 を担 う

こ とに よ って,将 来 有 利 な経 済 的 地 位 が確 保 で き る と考 え てい るの で あ る。

　 この よ う な考 え方 を 再 検 討 し てみ よ う。 半 導体 産 業 に 関 す る最 も強 力 で 唯 一 の

原 則 は,世 界 最大 の 市場 に 参 加 で きる とい うこ とで あ る。 確 か に皆 さん は その技

術 を持 ってお り,そ の 技 術 は 現 在 の 市 場 に参 加 す る た めの 資 産 で あ る。 しか し,

最 大 の 市 場 に 果 た して 参 加 で き る能 力 が あ るか,ど うか に つ い て の最 終 的 な結 論

は ま だ 出 され てい ない 。

　 必 要 な技 術 や 経 営 手 法 は,今 日で も多 くの国 や 企 業 で そ れ を購 入 す るだ けの 余

裕 を持 ってい る。 しか し,市 場 の 大 き さに 注 目す る必 要 が あ る。 原 則 的 に,ア メ
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リカ と日本 は ヨー ロ ッパ の 各 国 とは 桁 外 れ に 大 きな国 内市 場 を持 って い る。 この

格 差 は ラテ ン ・ア メ リカの 国 々に と って もっ と大 きな もの で あ る。 その うえ,日

本 や ア メ リカは 古 くか ら国 際 市 場 で取 引 を して いた の に 対 し,ヨ ー ロ ッパ は 国 内

市場 だ けに 集 中 してい た の で,そ の 市 場 の 大 きさは 約20倍 に もな っ てい る。 コ

ス トは量 に 逆 比 例 す る とい うこ とは 周 知 の 原則 で あ るが 故 に ,ア メ リカ と 日本 以

外 の国 が,国 際 市場 に割 り込 ん で 利 益 を 上 げ るよ うに な るまで に は相 当 苦労 す る

こ とに な ろ う。 皆 さん は判 り切 った こ と を繰 り返 して い る と言 うか も知 れ な いが,

ま さに その 通 りで あ る。

　 私 が こ こで半 導 体 の国 際 市場 に参 加 で き る企 業は ご く少 数 で あ り,国 は も っと

少 な い と言 って い る真 の 意 味 は,生 き残 るた め には ど う した らい い か とい う検 討

を更 に 深 め る必 要 が あ るか らで あ る 。即 ち,特 殊 な 企 業 や国 の 持 っ てい る経 済 的

,技 術 的 資 産 を最 大 限 に 活用 して,世 界 経 済の 中 で 健 全 に して生 き生 き と した 将

来 を約 束 す るた め の 戦 略 を探 し求 め る こ とで あ る。

　 私 は 乙 こで 大部 分の 企 業 や 国 が抱 い てい る経 済的,政 治 的 関 心 の 的 で あ る半 導

体 の 世 界 か ら暫 ら く離 れ て,す ば ら しい 宇 宙,ブ ラ ッ ク ・ホ ー ルの 世 界 を さま よ

っ てみ た い と思 う。 これ は単 な る空想 の 世 界ぺ の 逃 避 で は な い 。 何 故 な らば,両

者 の類 似 性 が 問 題 を浮 きば りに す るの に 役 立 つか らで あ る'。

　 皆 さん は ブ ラ ック ・ホ ー ルの ことに つ い て,お 聞 きに な った こ とが あ るは ず だ

が,こ れ は 非 常 に 密 度 の 濃 い 凝 縮(concentrations)の た め に,ど の よ うな物 体

で も,光 で さ え も,あ る一 定 の 半 径(イ ベ ン ト ・ホ リズ ン(EH)と 呼 ば れ て い

る)内 に一 度 入 る とそ の 引 力 圏 か ら抜 け だせ な い場所 で あ る。　 ,

　 ブ ラ ッ ク ・ホー ルの 特 徴 は何 か 。 第1に,殆 ん ど パ ラメ ー タ ー とい う もの が な

い とい うこ とで あ る。 この 中 に入 り込 ん だ もの はす べ て その 実体(entity)を な

く して し ま う。TVセ ッ ト,自 動 車 そ れ に 人 間 さえ も区 別 が つ か な くな って しま

う。EHの 範 囲 は ブ ラ ック ・ホ ー ルの 大 き さに比 例 す る。 そ し て,ひ とつ の物 体

が ブ ラ ック ・ホ ール に その 残 が い を止 め る と,EHは それ に よ っ て,物 体 をの み

込 む範 囲 を拡 大 す る。
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　 ブ ラ ック ・ホ ー ルの もうひ とつの 興味 あ る性 質 は,同 じ事 象(event)を(1)EH

の 外 か ら見 るか ②EHを 通 り過 ぎ て陥 ち込 み な が ら見 るか,に よ って それ が異 な

って見 え る こ とで あ る。 後 者の 場 合,EHに 近 づ け ば 近 づ くほ ど,時 の 流 れ は遅

くな る。 事 実,あ らゆ る動 きは だん だ ん 遅 くな って,最 後 に動 きは 止 って しま う。

しか し,人 が 意 に 反 し てEHに 引 きつ け られ て い る時,危 険 だ と感 じた 時 は 既 に

遅 過 ぎ る。 ブ ラ ック ・ホ ー ル は物 理 的 な障 害 物 で は な い 。 しか し,そ れ は 引 返 す

こ との で きな い 場 所 で あ る。

　 半 導体 産 業 と ブ ラ ッ ク ・ホ ー ルは 実 に よ く似 て い る。 半導 体 はEHで あ る。 ダ

イ オ ー ドも トラ ン ジ ス タ ー もICもMPUも その 中 に 落 ち込 んで し ま うと,そ の 実

体 を失 って し ま う。 それ らは パ ッケ ー ジの タイ プ と外 部へ の電 導 線(electrical

leads)の 数 に よ って しか特 徴 づ け られ な くな る。

　 ブ ラ ック ・ホ ー ルの 外 に い る人 々(企 業 や 国)は 差 し迫 った危 険 に 気 が つ か な

い 。 それ は,彼 らの 正 面 に あ る者 が す べ てゆ っ く り動 い てい るよ うに 見 え るか ら

であ る。 した が って,彼 らは その 引 力 と 闘 うた め に必 要 な燃 料(R&D)を 使 お

うと しな い 。 彼 らが ブ ラ ック ・ホ ー ルに 巻 き込 ま れ ま い と して エ ネ ル ギ ー を 使

わ な け れ ば と気 付 い た時 は,も はや 遅 過 ぎ るの で あ る。

　'半導体 のEHは 既 に ダ イ オ ー ド,ト ラ ン ジス ター,sSI,MSI,VLSI,

MPViそ れ に多 くの フ ァー ム ・ウエ ア をの み込 ん だ 。 そ して,そ の 魅 力 的 なパ

ワーは ま す ま す 強 くな りつつ あ る。

　 こ こで 高 度 な技 術 産 業 の 現 実 に引 返 す こ と とす る。 しか し,絶 えず 大 き くな っ

てい る半 導 体 のEHに も注 目す るこ ど を忘 れ て は な らな い 。

　 私 の 話 の 目的 は(1)標 準 的 な半 導 体 サ ー キ ッ ト,{2)標 準 的 で な い半 導 体 サ ー キ ッ

ト(顧 客 サ ー キ ッ ト,あ るいは フ ァーム ウエ アと言 った 方 が い いか もしれ ない)(3)

ソ フ トウ エ ア,(4)そ れ らの 市場 と比 較 しな が ら端 末 設 備 企 業 の特 徴 を並 べ てみ よ

う とい う こ とで あ る。

　 今 日,半 導 体 産 業 は 好 む と好 ま ざる とに か か わ らず,よ り高度 の イ ンテ グ レイ

シ ョンに 向 って突 き進 ん で い る。 これ は 単 に 進 化(evolutionary)と い うよ り
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革 新(revolutionary)的 な 発 展 で あ る。既 に106の エ レメ ン ト ・チ ップ が 出 現

し た。 これ は 大 きな メ イ ン フ レー ム と同 じ機 能 を持 ってい る。 こ うし て半 導 体 産

業 は それ 自体 コン ピ ュー タ産 業 に な ってい る。 既 ち,1ビ ッ トの 制 御 用MPVか

ら最 大 の メ イ ン ・フ レー ムへ の 道'を辿 ってい るの で あ る。

　 自動 車 エ レ ク トロニ ク ス,TV,ラ ジ オ,電 気 通信,制 御 等 は最 終 的 に コ ン ピ

ュータの技術水準 に合わせ て設 計 され る よ うに な るだ ろ う。 つ ま り,殆 ん どすべ て

の 機 能 は デ ジ タ ル に変 更 され る よ うに な る。端 末 設 備 メ ー カ ーは 主 と し て独 自の

ア プ リケ イ シ ョンや マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェー ス用 の ソ フ トウエ アに関 心 を

持 た ざ る を得 な くな る。

　 一 方 で 半 導 体 メ ー カ ーは 現 実 に,イ ン チ グ レ イ シ 。ンの レベ ル を無 制 限 に ア ッ

プ させ て い る。

　 他 方 で この 事態 を 端 末 設 備 メー カ ーの 立場 か ら見 れ ば,彼 らは 自分 た ちの 作 る

設 備 を,な に か デ ジ タル ・コ ン ピ ュー タの 形 を した もの に し よ うとす る傾 向 が 強

ま ってい る 。

　 大 部 分 で ない まで も,多 くの 端 末 設 備 メ ー カ ーは 生 き残 るた め に 半 導 体 産 業 の

中 に 首 を突 っ こ まね ば な らな い と感 じてい る。 これ は 重 要 な こ とな ので,こ の よ

うな動 きが,果 た し て経 済 的 に成 り立 つ もの か ど うか チ ェ ック し て み る こ と とす

る。

　 設備 メー カー が半 導 体 に 首 を突 っこ む の と,半 導 体 メ ー カー が これ を統 合 して

しま うの と ど ち らが容 易 で あ ろ うか?

　 私 は この 質 問 に 明 確 な答 え を出 す だ けの 知 識 を持 っ てい な い 。 しか し,い くつ

か の フ ァク タ ーに つ い て説 明 す る こ とは で き る。 ま ず,VLSIメ ー カ ーの 立 場

か らみ れ ば,彼 らは 強 力 な コ ン ポー ネ ン トの設 計 能 力 と,彪 大 な プ リ ン ト印 刷 技

術 と ウ エ ハ.一の製 造 設 備 を持 って い る。 このVLSIを 購 入 し てい るお 客の80

%は 恐 ら く 自 らVLSIを 作 って も,利 益 を上 げ る こ とは絶 対 に で きな い だ ろ う。

何 故か?半 導 体 コ ンポ ー ネ ン トの メ ー カー が利 益 を 上 げ るた め に は,自 社 で 利 用

す るに た る量 の 生 産 設 備 を維 持 す るか,あ るい は,余 った もの を外 部 に 販 売 しな
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け れ ば な らな い か らで あ る。

　 最 低 線 の 経 済 的 な製 造 設 備 だ け で も恐 らく3,000万 ドル は必 要 だ し,年 間平 均

4,000万'ド ルの 売 上 げ が な い と引 合わ ない 。 これ だ け のVLSIを 自社 で 消 化 で

き るの は 年 間6～8億 ドルの 売 上 げ の あ る電 子 メー カー に 限定 され る。

　 しか もこの 会 社 は,利 用 して い る特 殊 の 技 術 に 対 して1,000～1,500万 ドルは最

低 支 出 しな け れ ば な らな い だ ろ う。 した が って,生 産額 の半 分 以 上 は一 般 の 市 場

で 販 売 す る必 要 が あ り,そ の た め に は 金 の か か る特 別 の 販売 部 門 が必 要 に な る。

外 部 に は2,000万 ドル 以 上 販売 しな い と,こ の 帳尻 を 合 わせ る こ とは で きない 。

　 そ の うえ,毎 年1億 ドルの コ ン ポ ー ネ ン トを利用 す る会 社 で な け れ ば,自 社 で

必 要 とす る ウエハ ー を作 って も成 功 す る こ とは 難 か しい 。 これ は20億 ドル 以上

の 会 社 に 該 当 す る 。 そ し て,こ の 規 模 の 会 社 で も,一 般 市場 の20%以 上 の シ ェ

ア を確 保 す る こ と は で きな い で あ ろ う。

　 し たが って,VLSI産 業 の 中 で 利 益 を上 げ る こ との で き る電 子 メー カー は比

較 的 少 数 に な ると い うの が 私 の 結 論 で あ る。 しか し,電 子 産 業 を支 配 す るの は将

来 チ ッ プか らメ,イン フ レ ー ム ・コ ン ピ ュー タま で の 全 領域 を製 造 す る比 較 的少 数

の 会 社 に な る と私 は 見 て い る。

　 確 か にIBMは 最 大 の 半導 体 メ ー カ ー と,最 大 の メ イ ン ・フ レー ム ・メー カー

の 資 格 を兼 ね 備 え た極 単 な 例 で あ る 。Intelも 明 らか に か れ らの チ ップを改 良 す

るに つれ て,メ イ ン ・フ レ ー ムの 方 に 向 って進 ん で い る。 わ が 社 もこの 要 請 に答

え て きた 。富 士 通,日 立,日 電 も既 に この 事 態 を予 測 し て,チ ップ と メ イ ン フ レ

ー ム の 大 メー カーにな ろ うと してい る。 したが って ,チ ップ と メ イ ン ・フ レー ムの

メ ー カ ー はせ いぜ い10社 ぐ らい の 数 に な る と予 測 され る。

　 も し も私 の 言 ってい ることが,設 備 メ ーカ ーに 一 定 の 制 約 を課 してい る よ うに 聞

こえ るな らば,私 は そ うでは ない,と 言 い たい 。 い ま こ そ,設 備 メ ー カ ーに と っ

て 自分 た ちの得 意 とす る分 野 で,独 創性 を発 揮 す る絶 好 の チ ャ ンスで あ る。

　 い ま ま で 分 析 し て きた こ とに照 して,現 在 の 情勢 を も う一 度 チ ェ ッ クし てみ る

こ と とす る。
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●

　 現 在,2つ の 極 だ った 存 在(ア メ リカ と 日本)が い くつ か の ブ ラ ック ・ホー ル

とな って い る。 ヨー ロ ッパ は ま だ半 導 体 の ブ ラ ッ ク ・ホー ル に な ってい な い と私

は 考 え てい る。 事 実,私 は ど こか の 国 が この 時 点 で ブ ラ ック ・ホ ー ル に な り得 る

か ど うか に 疑 問 を持 って い る。

　 最 近 の歴 史 か ら判 断 して,大 部 分 の会 社 や国 は,私 が今 ま で話 して きた論 理 を

認 め よ う と しな い で,半 導 体 産 業 で 自給 自足 す る こ と に 固執 してい る。 しか し,

こん な こ とをす れ ば,莫 大 な金 を使 い,し か も利 益 の 上 が らな い結 果 に終 る こ と

は 目 に見 え てい る。

　 この 話 と関 連 し て,ヨ ー ロ ッパ の い くつ かの 国 や会 社 の計 画 に つ い て 検討 して

お く こ と も決 し て無 駄 な 廻 り道 で は な い だ ろ う。

　 私 は 具体 的 な 計 画 の 当事 者 で は な いの で,一 般 に 報 ぜ られ てい るこ と につ い て,

若 干 論 評 を加 え るだ け で あ る。 ,

　 イギ リス政 府 はINMOSの 設 立 に手 を貸 した 。INMOSの 全 面 的 な 事 業計 画

は 明 らか で な い 。 しか し,VLSIサ ー キ ッ トの 面 で,利 益 を上 げ る ヴ ェンチ ャ

ー に な る可 能 性 は 非 常 に 小 さ い
,と 私 に は 思 われ る。 彼 らが非 常 に 重大 な革 新 策

で も持 ってい ない 限 り,始 め か ら新 しい 企 業 と して 出発 す るのは余 りに も遅過 ぎた。

　 フラ ン スは 全 く異 な る戦 略 を と って い るよ うに 見 え る。私 が 深 い 関 係 を持 って

い るSGPMとNSCの ジ ョイ ン ト ・ヴ ェ ンチ ャ ー(Eurotechnique)に つ い て

コ メ ン トす る こ とに す る。 この ヴ ェンチ ャーは 間 違 い な く利 益 を上 げ る よ うに な

るだ ろ う。何 となれ ば,そ れ が設 立 され れ ば,NCSか ら絶 え ず 新 しい技 術 が 導

入 され るか らで あ る。 そ れ は フ ラン スに と っ て最 先 端 の サ ー キ ッ トの 重要 な 源 泉

とな るは ず で あ る。 しか し国 際 的 な 競 争 力 を持 った ヴ ェ ンチ ャー とな るか ど うか

は 疑 わ しい 。

　 フ ィ リ ップス は ヨ ー ロ ッパ の半 導 体 の 会 社 に 最 も緊 密 な アプ ロー チ を行 っ てい

る。 しか し,VLSIの 分 野 で彼 らの 戦 略 が 通用 す るか ど うか は 疑 問 で あ る。 こ

こ数 年 間 の う ちに,メ モ リや マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー の 分 野 で,彼 らは 得 た もの よ

りも失 った もの の 方 が 大 きい よ うに思 わ れ る。
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　 最 後 に,ド イ ツの 実 状 に つ い ての コメ ン トだ が,シ ー メ ン スの 経 営 方 針が私に

は よ く判 ら な い 。　 しか し,シ ー メ ンス は 巨大 な ウエ ハ ー設 備 を作 ろ う とす るよ

りも,シ ス テ ムや サ ブ ・シ ス テ ム を イ ンテ グ レー トす る こ とに もっ と力 を入 れ て

い るよ うに見 え る。 もし も,こ れ が 事 実 で あれ ば必 ず その 戦 略 は 成 功 す るで あ ろ

う。

　 以 上 を要 約 し て,結 論 を述 べ る こ と とす る。

　 い ま ま で お話 した よ うに,こ れ か らの 製 品 は"コ ン ピュー タ"で あ り,フ ァーム

ウエ ア(顧 客 サ イ ド)で あ り,ソ フ トウエ アで あ る。

　 コ ン ピュー タの コス ト/パ フ ォー マ ンスの 率 は,極 限値 と し て0に 近 づ きつ つ

あ る。 この 現 実 は端 末 設 備 の コ ス トか らは 生 じな い 。 コ ス ト.の増 加 と個 別 化(p-

ersonalisation)は フ ァー ム ウエ ア と ソ フ トウエ アか ら生 れ て く る。 フ ァー ム

ウエ アは 半 導体 工場 で プ リン トす る工 程 で作 られ る が,エ ン ド ・ユ ー ザ ーに よ っ

て完 全 に設 計(予 め きめ られ た ル ー ル に従 って)さ れ な けれ ば な らな い。

　 設 備 メ ー カ ーが 最終 的 に して最 大 の 貢 献 がで き るの は ソ フ トウエ ア,即 ち人 間

とマ シ ンの イ ン タ フ ェー スで あ る。 こ こに こそ,ま だ ブ ラ ック ・ホー ル に・陥 込 ん

で い な い企 業 や 国 が 資 金 を注 ぎ込 むべ きで あ る,と い うの が私 の 意 見 で あ る。

　 'そこで も う一 度 ブ ラ ッ ク ・ホ ー ルに つ い て考 え て み よ う。現 在2つ の 巨大 な ブ

ラ ック ・ホ ー ルが あ る。 それ は ア メ リカ と 日本 で あ る。 ア メ リカ と 日本 に 限 らず,

その 他 の国 で も半 導 体 以 外 の会 社 は絶 えず ブ ラ ック ・ホ ール か ら遠 ざか ろ う と し

て燃 料(ド ル)を 使 って い る。 私 の 見 る と こ ろで は,そ の 問 題 に うま く対処 す る

に は,フ ァー ム ・ウエ ア と ソ フ トウエ ア に燃 料(金)を 使 うこ とで あ る。 な ん と

なれ ば,大 部 分の 会 社 に と っ て,半 導 体 の ハ ー ドウエ ア よ り も,フ ァー ム ウエ ア

や ソ フ トウエ アの 仕事 を拡 大 す る方 が 賢 明 だか らで あ る。 時 が経 つ に つれ て,ソ

フ トウエ ア→ フ ァー ム ウエ ア→ ハ ー ドウエ ア とい う順 序 に な る こ とは 間違 い ない 。

　 しか し,こ の よ うな プ ロセ ス が 進行 して い る時 で も,こ れ らの カテ ゴ リーの そ

れ ぞ れ に対 す る需 要 は 急 速 に伸 び るだ ろ う。 しか し,ソ フ トウエ アか らフ ァーム

ウ エ ア,ハ ー ドウエ アへ の 進行 の テ ン ポは,い く分 遅 くな るか もしれ な い 。
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　 事 実,将 来 を展 望 す れ ば,ソ フ トウエ ア が動 かす こ との で きな い 目標 に な る こ

とは,ま す ます 確 実 に な っ て くる。 一 方,ハ ー ドウエ アの 方 は避 け る こ との で き

な い 力 で 頭 を押 え こ まれ るで あ ろ う。

　莫 大 な投 資 が 必 要 な こ と を よ く理 解 しない で,半 導 体 産 業 の 中 で 重 要 な役 割 を

果 た そ うな ど と試 み る企 業 や 国 は,必 ず 失 敗 す る。

　 そ して,最 後 に,2つ の ブ ラ ック ・ホー ル(ア メ リカ と日本)の 将 来 は ど うな

る で あ ろ うか 。 彼 らは 軌道 に 乗 っ て飛 び続 け るで あ ろ う。 そ して壊 滅 的打 撃 を受

け る こ とは あ る ま い 。 しか し,そ れ も長 くは 続 か な い と思 う。
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(3)　 ヨー ロ ッパ に お け る 半 導 体 産 業 の 復 活

F.Baur博 士

　 ヨ ー ロ ッパ の 半 導 体 産 業 とい え ば,お そ らく最 近25年 間の 活 動 が,ま ず 頭 に浮

か ぶ で あ ろ う。 この25年 間 は ヨー ロ ッパ の 半 導 体 産 業 が着 実 な発 展 を遂 げ た時

代 で あ り,長 年 に亘 る ア メ リカ との 技 術 格 差 を縮 め る こ とに成 功 し,世 界 のIC

市場 で 一 定 の シ ェ アを 確 保 した時 代 で あ る。

　 しか しな が ら,フ ァイナソシ ャル ・タイム スの 提 案 に よ る と,私 の ス ピー チの タ

イ トルは"復 活resurgence"と い う こ とで あ る。 勿論,復 活 とい うか らに は,

前 に 活 動 し た何 か が な け れ ば な らな い 。

　 ヨ ー ロ ッパの 半 導 体 産 業 は マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ クス時 代 以 前 に なに か 活 動

した こ とが あ るか?先 づ 私 は この 歴 史 的 な質 問 に答 え,次 に過 去25年 間 を述 べ,

最 後 に 来 た るべ き10年 間 を展 望 す る こ と とす る。

　 1945年 ま で の半 導 体 の進 歩

　 半 導 体 の コ ン ポ ー ネ ン トが誕 生 した の は ヨー ロ ッパ で あ る。 ヘ ル ジ ナ ン ド ・ブ

ラ ウン(ラ イ プチ ッヒに あ る大 学 の 若 い先 生 で,後 に ノー ベ ル賞 を獲 得 した)は,

1874年 に,サ ル ハ イ ド ・ク リス タ ル(sulfide　 crystals)の 電 導 率 の 実験 を し

た 。 彼 は 針 金 の先 端 を ク リス タル の 表 面 に 置 い て,電 流 の強 さが 電 流 の 方 向 に よ

っ て変 る こ とに気 が付 い て驚 い た 。 オ ー ム の 法 則 か らは この 偏 差(deviation)

の 科 学 的 な説 明 は不 可 能 で あ った 。

　 この 点 接 触型 ダ イ オ ー ドは や が て忘 れ られ た 。 ボ ル タのバ ッテ リー が ど こに で

も直 流 を 供給 して い る時 代 に は誰 も整 流 器 を必 要 と しな か ったの で あ る。

　 ヘ ル ム ホル ツや カ ーチ ホ ックの ご と く著 名 な ドイ ツの物 理 学 者 は,こ の 発 見 に

殆 ん ど注 意 を払 わ なか っ た。 ひ と り ウェ ル ナ ー ・シ ー メ ンス だ け が,1876年 に,

セ レニ ュー ムの 軽 い セ ン シ テ ィ ビテ ィに 関 す る実 験 の 結 果,セ レニ ュー ムの 整 流

効 果 は 予 見 す る こ とが"非 常 に 不 安 定 で 困 難 な こ と"を 発 見 した と報 告 して い る。
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　 点 接 触 ダ イ オ ー ドや セ レニ ュー ム整 流 器 は,発 明 され た 時 期 が あ ま りに も早 過

ぎ た製 品 の古 典 的 な 実例 とい え よ う。発 明 が実用 化 され るた め に は,常 に それ を

受 け 入 れ る環 境 が 必 要 で あ る。

　 点 接 触 ダ イ オ ー ドは,そ れ が 発 見 され てか ら25年 以 上 もた った1899年 に,

無 線 電 報 の 電 磁 波 の 探 知 用 と し て世 に 認 め られ た 。

　 な お,セ レニ ュー ム整 流 器 は,そ れ が発 見 され てか ら50年 以 上 もた った20

世 紀 の 終 りに な っ て,よ うや くエ レ ク トロ技 術 に 採 用 され る よ うに な っ た。

　 そ れ に して も,強 力 で多 様 な 半 導 体 産 業 が 出現 す るま で,ど うして25年 もの才

月 を要 した の で あ ろ うか?そ れ は 恐 らくか つ て アメ リカの 半 導 体 の 信 奉 者 が言 っ

た よ うに"呪 わ しい 管(damned　 tubes)"が 過 去 に 存 在 し なか った な らば,半 導

体 産 業 は もっ と早 く世 に 出 た で あ ろ う と推 測 され る。

　 整 流 管 や増 巾管 は エ レ ク トロ ニ クス関 係 の 人 々の 需 要 を十 分 満 足 させ た 。 半導

体 コ ン ポー ネ ン トを特 に発 明 しな けれ ば な らな い よ うな必 要 性 は 全 然 な か った の

で あ る 。 そ して半 導 体 の 金 属 や特 に ク リス タルの 増 巾 器 が 引 き続 き研 究 され た 。.

これ らの 関 係 で 注 目に 値 す る名 前 と し ては,ゴ ッテ イ ンゲ ンに あ る ポ ー ル ・ス ク

ー ル,J.　 E..リiJ .エ ン フ ェル ド,そ れ に ライ プチ ッ ヒ大 学 の物 理 学 の 教 授 等 が

挙 げ られ る。 ラィ プチ ヅ ヒ大 学 の 物 理 学 者 は電 磁 効 果 トラ ン ジ ス タ に非 常 に よ く

似 た ,"電 流 を コ ン トロー ル す るた めの 手 法 と装置"を 発 明 し,1962年 か ら・カ ナ

ダの パ テ ン トを得 て い る。(第 ユ図 参 照)。

　 しか し,半 導体 産 業 は ア メ リカで もヨ ー ロ ッパ で も,点 接 触 ダ イ オ ー ドか ら生

れ た もの で は な い 。 点 接 触 整 流 器 が 実用 化 され て ま もな く,酸 化 鉛 が セ レニ ュー

ム をベ ー スに した表 面 型 整 流 器 の 製 造 が始 め られ,そ こか ら半 導 体 産 業 が 成 長 し

て い った 。1926年 に,ユ ニ オ ン ・ス イ ッチ ・シグナル社のL .O.グ ロ ン ダ ー ルが酸

化 銅 整 流 器 を開 発 した 。 パ テ ン トは イ ギ リスの ウエ ス テ ィ ン グハ ウ ス ・ブ レ イ ク

が 所 有 してい る。 この 最 初 の 半導 体 コン ポ ーネ ン トの売 上 げ は急 増 した 。例 え ば,

シ ー メ ン スで は1931年 の36万 マ ル クか ら1941年 の17百 万 マ ル クに急 上 昇 し

た 。 この よ うに半 導 体 産 業 は30年 代 に ヨ ー ロ ッパ で 盛 ん に な った が,整 流 効 果 を
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お こ させ.る メ カ ニ ズ ム は,酸 化 銅 に つ い て もセ レニ ュー ムに つ い て もよ く理 解 さ

れ な い ま まで あ っ た 。

　 これ を解 明 しよ う と し て,科 学 者 は 整 流効 果 の物 理 的根 拠 の 分 析 に 努 め た 。 当

時 数 年 間,ヨ ー ロ ッパ で は 半 導 体 の 効 果 に 関 す る理 論 的 研 究 に 明 け暮 れ た 。

　 整 流 効 果の 解 明 は イ ギ リスで はN.F.モ ッ ト,ド イ ツ で は ウ ォル タ ー ・ス コ

ッテ ィに よ って研 究 され た。 シ ー メ ンスの 社 員で あ った ス コ ッテ ィは"空 乏 領 域

depletions　 region"に 関す る最 初 の 論 文 を1929年 に発 表 した 。　 これ に よ っ

て,金 属 の 半導 体 接 触 に よ り発 生 す る整 流効 果 が最 終 的 に解 明 され た 。

　 その 結 果,固 体(solid-state)物 理 は ヨー ロ ッパ に 根 を降 した 。 この ベ ー シ

ックな研 究 に は 広 範 な ゼ ネ レ ー シ ョンの物 理 学 者 が 参 加 し,そ の 後,半 導 体 産 業

の復 活 に 貢 献 した 。 多 くの物 理 学 者 が 大 戦 の 前 後 に 政 治 的 な理 由 に よ って,ヨ ー

ロ ッパ か ら離れ ざ る を得 なか った けれ ど も…………。 この こ とは世 界 が指 向 し,世

界 を カバ ー した マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ クスの 出 現 に対 す る最 初 の 貢 献で あ っ た

とい える 。

　 トラ ンジ ス タ の発 見 か らテ ク ノ ロジ ー ・ギ ャ ップ ま で

　 40年 代 の 中 ば ごろ,半 導体 研 究 の 中 心 は ア メ リカに 移 った 。1946年 にベ ル

研究 所 で,W.シ ョ ック レ イ をヘ ッ ドに して半 導 体 の 専 門 家 グ ル ー プが結 成 され

た 。1948年 に,こ の グ ル ー プの メ ンバ ーで あ る ブ ラ ッテ ン とバ ー デ ィー ンが ト

ラン ジ ス ター効 果 を発 見 した。 その 時,シ ョ ック レイは 表 面 型2極 式 トラ ン ジ ス

タ ー効 果 の理 論 を確 立 した 。1956年 に,ベ ル研 究 所 の3人 の ア メ リ カ人 が トラ

ン ジス タ ーの 発 見 に よ り ノー ベ ル賞 を 受 け た。 そ して,こ れ が エ レ ク トロン管 を

最終 的 に置 き替 え るた め の根 拠 とな った 。

　 50年 代 の 始 め に,ト ラ ン ジ ス タ ーの生 産 が ア メ リカで 始 め られ た 。巨大な軍 事

用 研 究 資金,は るか に 遠 くへ 行 こ うとす る宇 宙旅 行 計 画,デ ー タ処 理 等 の ブー ム

が 新 しい 半 導体 産 業 の 開 発 を背 後 か ら推 進 す る力 と な った。

　 その 当時,ヨ ー ロ ッパは 戦 争 に よ って壊 滅 状 態 に な って い た 。 先 ず大 々的 な 工

場 の再 建 が 必 要 で あ った 。 大部 分 の民 生 用 必 需 品 が不 足 して お り,ト ラ ンジ ス タ
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一の 製 造 な ど全 く論 外 で あ った
。

　 ほぼ 同 じ時 期 に,ア メ リカ で は ゲ ル マ ニ ュー ム ・ トラン ジ ス タ ーの 合金 技 術 が

開 発 され た 。1955年 に は メー サ ー ・トラ ン ジス タ ーが 開 発 され,ま た それ を基

に し て1960年 に は 非 常 に 安 定 度 の 高 い酸 化 シ リ コ ンを利 用 す る プ ラ ン ナ ー(平

面)技 術 が 開 発 さ れ た 。 この 技 術 はICの 基 礎 とな った 。 ア メ リカが 技 術 的 な生

産 革 新 に よ っ て,西 欧 を約5年 ほ ど リー ドしたの は50年 代 で あ った 。

　 この よ うな 遅 れ に もか か わ らず,ヨ ー ロ ッパ に お け る半導 体 の 研 究 は 特殊 な 分

野 で注 目に価 す る実 績 を残 し てい る。 た とえ ば,E.ス 〔 ン ク を ヘ ッ ドに す る科

学 者の グルー プは,純 度 の度 の 点 で 以 前 に は 達成 で きな か った シ リコ ンを 生 産 す る

工程 の 開 発 に成 功 し た 。今 日で もポ リク ラィ ス トー ル ラィ ン ・シ リコ ンに 対 す る

世 界 需 要 の約80%は,こ の シー メ ンスの 工程 に よ って生 産 され て い る。

　 トラ ン ジ ス タ ーの 分 野 と1963年 に始 ま ったICの 分野 で み られ る ア メ リカの

技 術 的 な リー ドに加 え て,広 大 な ア メ リ カ市 場 の メ リ ッ トとい う もの が あ る。技

術 的 な リー ドと 巨大 な 国 内 需 要 に支 え られ て,ア メ リ カが半 導 体 産 業 の 面 で,や

が ては 世 界 市 場 を 制覇 す る よ うな生 産 コス ト上の メ リ ッ トを持 つ に 至 る こ とは 明

らか で あ る。

　 月 面 着 陸 と い うハ イ ラ イ トで 飾 られ た60年 代 後 半 の ア メ リカは,過 去 の ゴ ー

ル ド ・ラ ッシ ュに も似 た シ リ コン ・エ ク ス タ シ ーに の め り込 ん で い っ た。 古い パ

イオ ニ ア ・ス ピ リ ッ トが再 び 眼 を覚 し,ゴ ー ドン ・モ ア,ボ ブ ・ソ イ ス,ジ ェ リ

ー ・サ ン ダー ス とい った若 い 科 学 者 が
,既 存 の 会社 と挟 を 分 ち,新 しい 企 業 を創

設 した 。 こ う した 企 業 は しば しば 進 歩 の推 進 役 とな る反 面,多 くの 旧式 な 設 備 や

コ ンポ ー ネ ン トの 会社 が,開 発 の テ ンポ に遅 れ を と っ て取 り残 され た 。

　 ヨー ロ ッパ で は,こ の よ うな 新 しい会 社 が 創設 され た例 は皆 無 に近 い ∴ ま だ,

アメ リカで 半 導 体 産 業 に 強 い衝 撃 を 与 え た3つ の原 動 力(NASAと 軍 事技 術 と

デ ー タ ・プ ロセ ッシ ン グ)が ヨー ロ ッパ で は殆 ん ど効 果 を発 揮 しな か った 。'・

　 しか しな が ら,産 業 の 特 定 分 野 で は,ヨ ー ロ ッパ が リー ドしてい る こ とが 証 明

され た 。 た と え ば,娯 楽用 の エ レ ク トロニ クス は秀 れ てお り,こ れ が 半 導 体 産 業
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に は ね返 って きた。 ヨー ロ ッパ が,最 初 のICで 増 巾 器 を作 って い る間 に,ア メ

リカは 最 初 のICを 作 って,そ れ で デ ジ タルの 論 理 サ ー キ ッ トを 作 り始 めた 。

　 マ イ ク ロエ レク トロニ ク スか ら,ア メ リ カは 出発 し,ヨ ー ロ ッパ を は るか に 引

き離 して しま った。

　 この よ うに マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク ス を完 全 に ア メ リカに委 せ て し ま うこ とが

ヨー ロ ッパ に と って 賢 明 な道 で あ ろ うか?そ れ は次 の よ うな い くつ か の 重 要 な理

由 に よ って間 違 い で あ る。

　 第1に,マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク ス は基 本 的 な革 新 で あ り,そ の 故 にい か な る

工 業 国 もそ れ な く して は や って い け な い か らで あ る。"マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク

ス を持 た な い工 業 国 は,低 開発 国 と な るだ ろ う"と イギ リス の 新 聞 が 先 ご ろ書 い

て い た 。

　 第2に,主 要 な産 業 が マイ ク ロエ レ ク トロ ニ クス 以 外 の 分 野 に 依 存 す れ ば,極

単 に窮 屈 に な り,自 由 を 失 な うこ と に な るか らで あ る。

　 第3に,ヨrロ!'ッ パ は 優 秀 な 技 術 教 育 を受 け た 潜 在 人 口 を持 っ てお り,彼 らは 』

その 能 力 を発 揮 した い と望 ん で い る か らで あ る。

　 この こ とは 世界 中 の 国 を資 源 に 関 し て4つ の 矩 形 に 割 当 て た 第2図(横 軸 に エ

ネ ル ギ ー と原材 料 の 資 源,縦 軸 に 自然 科 学 と技 術 に 関 す る ノ ウハ ウの 量 と質)に

示 して お い た 。西 欧諸 国 は 生 活 水 準 が 主 と し て知 的 資 源 をベ ー ス に した部 分 に 位

置 して い る。

　 この よ うな知 的 資 源 は 半 導 体 物 理 の 基 本 的 な 知 識 も含 ん で い る 。

　 した が っ て,ヨ ー ロ ッパ の 産 業 に と っ て,マ イ ク ロ エ レク トロニ クスの 最 新 の

技 術 を利用 す る以 外 に 道 は ない こ とに な る。 しか し,ヨ ー ロ ッパ の 半 導 体 メー カ

ーは ,ど うす れ ば ア メ リカ に追 い つ き,技 術 ギ ャ ップ を埋 め'る こ とが で き るで あ

ろ うか?

　 過 去 の10年 間

　 1970年 以 降,ア メ リ カ と西 欧 とのIC技 術 の ギ ャ ッ プは年 々小 さ くな って き

てい る。 も し仮 に集 積 度 とい う もの が 技 術 的 ノ ウハ ウに対 す る尺 度 と し て考 え ら
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れ るな らば,第3図 は 明 らか に西 欧 が 世界 的 な標 準 へ 接 近 してい る こ と を示 し て

い る。 西 欧 で は,ア メ リカ に比 較 して,競 争 に参 画 してい る半 導 体 メー カー が 極

め て 少 な い とい うこ とを,も う一 度 指 摘 せ ざる を得 な い。 これ ら少 数 の会 社 は ヨ

ー ロ ッパ の 半 導 体 産 業 の 将 来 の発 展 に 寄 与す る よ うな活 動 を行 っ て きた 。

　将 来 の発 展 に 寄 与 す る活 動 とは次 の よ うな もの で あ る。

1.困 難 な研 究 開 発 を行 い,進 ん で 大 規 模 な投 資 をす る こ と。

2.多 くの ヨ ーvッ パ の 国 々で,マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク スの 開発 に対 し,特 別

　の政府援助 を行 うこと。 この基礎的 な革新 と技 術 ギャ ップの重要性 が政府機 関

　 に よ って認 識 され る よ うに な ってか ら,ア メ リカの 軍 事 やNASAの 援 助 と少

　 く と も同 じ範 囲 を カバ ーす る組 織 的な 援 助政 策 が 確 立 され た 。 しか しなが ら,

　財 政 上 の 援 助 資 金 の 絶 対 額 を比 較 す れ ば,依 然 と し て ア メ リ カの それ とは 本 質

　的 な格 差 が あ る。

3.市 場 を徹 底 的 に分 析 す る こ と。 ヨ ー ロ ッパ の エ レ ク トロニ クス ・メ ー カは,

　 ヨー ロ ッパ 独 自の 半 導体 産 業 は 存 在 す るが,ヨ ー ロ ッパ独 自の マ イ ク ロエ レク

　 トロ ニ ク スは 存 在 しな い とい う こ と を よ く知 って い る。 これ は,マ イ ク ロ エ レ

　 ク トロ ニ ク スの コ ン ポー ネ ン トは容 易 に輸 入 で き る し,そ の 標 準 製 品 は 世 界 の

　 ど こで で も利用 で き るか らで あ る。

4.　 ア メ リカの 会 社 と ヨー ロ ッパの 会 社 が協 力 す る こ と。 個 々の ケ ー スに よれ ぽ,

　あ らゆ る種 類 の 協 力(ノ ウハ ウの 交換 か ら,株 の 分 担,ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャ

　に至 る まで)が 有 利 で あ る こ とが 証 明 され てい る。 協 力 は 常 に ギ ブ ・ア ン ド ・

　テ イ クの バ ラ ン スが とれ て い る こ とが 要 求 され るの で,ヨ ー ロ ッパ もまた ア メ

　 リカの 会社 に と っ て十 分 魅 力の あ る もの を提 供 しな けれ ば な らない 。 それ は,

　例 え ば 資金 で あ った り,マ ー ケ ッ トの シ ェアで あ った り,あ るい は シス テ ム技

　術 や ソ フ トウエ アの ノ ウハ ウの よ うな もの で あ る 。

5.半 導 体 の 専 門 家 で 国 際 会 議 を開 き,お 互 に 経 験 した こ と を話 し合 う こ と。 ヨ

　一 口 ッパ は,カ リ フ ォル ニ アに あ る シ リ コンバ レ ーか ら水 を も らい 土地 を耕 し

　て きた 。
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　 以 上 すべ ての こ と は,ヨ ー ロ ッパ が 追 随 す る戦 略 か ら'先 導 す る戦 術"(現 在

は こ れ が優 勢 に な っ てい る)に 切 り替 え るこ と を意 味 して い る。

　 しか し,ヨ ー ロ ッパ の 会 社 がICの 世 界 市場 で 占め る シ ェアは,絶 対 額 か らす

れ ば,ア メ リカや 日本 の 会 社 に 比 べ て,依 然 と して 小 さい もの で あ る。 第4図 は

ICメ ー カ ーが1979年 の 世 界 市 場 に 占め る シェ アの 順位 を示 した もの で あ る。

ヨー ロ ッパ市 場 の リー ダ ー で あ る フ ィ リ ップス と シ ー メ ンス が,そ れ ぞ れ4番 目

と10番 目 に位 置 し て い る。

　 マ イ ク ロエ レク トロニ クスの ア プ リケ ー シ ョンに は 情報 処 理 の ユ ニ ッ トだ けで

な く,セ ンサ ーや ア クチ ュエ ー タ ー も必 要 で あ る。 これ らの もの は コ ン ピュ ー タ

・シス テ ム に情 報 を提 供 した り,計 算 され た 結 果 を アク シ ョンに コン バー トす る

コ ン ポ ー ネ ン トで あ る。 これ らの コ ンポ ー ネ ン トは シ リス タ ー(thyristors)や

トラ イ エ ー ス(triace),あ るい は オ プ ト(opto)の エ レク トロ ニ ック ・コン ポ ー

ネ ン トとい った個 別 の 半 導体 エ レメ ン トで あ る場 合 が多 い 。 これ らの エ レ メ ン ト

に と っ て,ウ エ ル カが発 明 した 皿 －Vコ ンパ ウ ドが非 常 に重 要 な もの とな って い

る。 ア クチ ュエ ー タ ーに はSIPMOS技 術 と い われ る新 技 術 に よ って強 力 な ト

ラ ン ジ ス タ ーが生 れ る可 能 性 が で て きて い る。

　 第5図 は これ ら周 辺 の マ イ ク ロ ・エ レ ク トロニ ック ・サ ー キ ッ トの 比 率 が着 実

に 伸 び てい る こ と を示 してい る。 これ ら個 別 の コ ン ポー ネ ン トで は,ヨ ー ロ ッパ

の フ ィ リ ップ ス と シ ー メ ンスが 現 在 世 界 市 場 で2番 目の 位 置 を 占 め て い る(第6

図)。

　 さて次 に"開 発 は 引 き続 き どの よ うに進 め られ よ うと して い るか?"と い う第

3の 問題 に移 る。

　 ヨー ロ ッパに お け る マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス の将 来 ∨

　 ヨー ロ ッパ にお け る半導 体 メ ー カ ーの 生 産 の 伸 び率 は,今 後10年 間 で ア メ リ

カの 会 社 の それ を 上 廻 ろ うと し てい る。 この こ とは 主 と し て次 の3つ の理 由 に よ

る。

1.設 備 産 業,特 に エ ン ド ・ユ ー ザ ー用 の 設 備 部 門 は,西 欧 の 経 済 圏 に住 む人 口
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　 が ア メ リ カ よ り1億 人 以 上 も多 い の で,ア メ リカ を上 廻 る ス ピー ドで成 長 しつ

　 つ あ る。 コンポネ ン ト産 業 は 設 備 産 業 と一 緒 に大 き くな るで あ ろ う。

2.　 ア メ リ カで は マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク スに よ っ て殆 ん どの 設 備 が 西 欧 よ りは

　 るか に普 及 して い るが,西 欧 で は 古 くか ら満 た され な い ま ま の ニ ー ズ が依 然 と

　 し て残 され てい る。

3.　 イ ン テ グ レー シ ョンの レベ ル が 高 ま るに つれ て,シ ス テ ム ・イ ン テ グ レー シ

　 ョンや シ ス テム技 術 が益 々重要 に な って きてい る。 シス テ ム の ノ ウハ ウを持 つ

　 てい る会 社(そ して ヨー ロ ッパ の マ イ ク ロエ レク トロニ クス ・メ ー カ ー は この

　 グ ル ー プ に 属 して い る)に と っ て,こ の こ とは 有利 な条 件 に な るで あ ろ う。

　 これ ら3つ の 要 素 に つ い て,も っ と 詳 し く説 明 す る。

　 第7図 は1978年 と1985年 のIC市 場 を利 用 別 に 分類 した もの で あ る。縦 軸

は100万 ドル 単位 の 売 上 高 で あ る。

　 デー タ処 理 で は ア メ リカの リー ドが 続 くだ ろ う。 通信 で は その 差 が 小 さ くな る

で あ ろ う(歴 史 的 な理 由 と ヨー ロ ッパ の 方 が 多 くの人 口 を抱 え て い る こ とが注 目

に 価 す る)。

　 ま た,機 械 と制御 の 分 野 で はIC付 の 設 備 に対 す る昔 か らの 需要 をか か え て い

る ヨ ー ロ ッパの ほ うが 有 利 に な るで あ ろ う。

　 自動 車 の エ レ ク トロニ クス につ い て も同 じ ことが い え る。 先 進 国 に お け る車 の

数 は 飽 和 状 態 に近 づい てい るよ うに 見 え るが,ま だ 車の 改 良 に対 す る大 きな潜 在

需 要 が 残 され て い る。例 え ば ガ ソ リン を節 約 した り,環 境 を汚 せ ん しな い よ うに

す るた め の モ ー ター制 御,技 術 的 な 安 全 性 の 改 良,車 内 コ ン ピュー タ ーや 自動 車

電 話 の よ うな設 備 の 細 分 化 で あ る。

　 家 庭 製 品 で は,や は り人 口 が 多 い こ とが 将 来 の 市場 開 拓 に対 し,て決定 的 な要 因

とな る。　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　 、　 　 ,.

　 娯 楽 用 の'エ レ ク トロニ クスで も,ヨ ー ロ ッパ は 日本 と共 に,リ ー ダ ー と しての

地 位 を 維持 す るよ うに な る。

　 レジ ャ ー用 の エ レク トロニ クス と してのICに 対 す る最 大 の 需 要 は 日本 で,ア
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メ リカや その 他 の 国 が これ に続 く形 と な るだ ろ う。

　 ICメ ー カ ー に 対 し て一 言 つ け加 え る な らば,VLSIが 技 術 的 に採 用 され るの.

は これ か らの20年 間 だ ろ うとい うこ とで あ る。

　 VLSIの 将 来 の 開 発 に と って決 定 的 な こ とは,サ ー キ ッ トの イ ンテ グ レー シ

ョンか らシ ス テ ム の イ ン テ グ レー シ 。ンへ 移 行 し よ う と して い る こ とで あ る。第

8図 は過 去25年 間 でICの 機 能 が どの よ うに集 積 密 度 を上 げ て きた か・ そ し て,

今 後 い か に 上 げ 続 け るか を示 した もの で あ る。

　 1960年 代 に は,部 分 的 な サ ー キ ヅ トか イ ン チ ク レー トされ だ だ け だが,10年

後 のLSIの 時 代 に は 完 全 な サ ー キ ッ トが イ ン テ グ レー トされ た 。80年 代 に は,

ひ とつ の チ ップに 完 全 な シ ステ ムが イ ンテ グ レー トされ る よ うに な るで あ ろ う。

注 目に 価 す る も うひ とつ の開 発 が あ る 。 それ は マ イ ク ロプ ロセ ッサで,　 70年 代

に 始 め て ソ フ ト ウ エ ア と い う も の が マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス に 入 っ て き た こ と

で あ る 。　 　 tt"　 　 　　-t

　 その 結 果,今 日わ れ わ れが 直 面 し て い る問題 は,シ ス テ ム設 計 の ため に ハ ー ド

ウエ アに 対 し て ソ フ トウエ アを どの 範 囲 ま で 利 用 す るか とい うこ とで あ る。

　 この ことを もづと詳 細に説 明す るために,私 は第9図 でい くつ かの変 化を示 す

こ と に な る 。

　 特 殊 な シ ス テ ム は数 個 の 標準 的 な マ イ コ ン を,そ れ の ソ フ トウエ ア と一 緒 に利

用 する こ と に よ って 作 られ る。 これ は 非 常 に 柔 軟 性 を持 って い るが,数 個 の チ ッ

プ と 高価 な ソ フ トウエ ア費用 が 必要 に な る。

　 別 の 極 単 な ケ ー ス と し て は,プ ロ グ ラム の い らない 固 定 配 線 に よ る方 法 で あ

る。 この 場 合 に は,ソ フ トウエ アの 費 用 は ユ ー ザの 負担 には な らな い。 しか し,

この 方 法 は特 殊 で 固 定 的 な ア プ リケ ー シ ョン に しか適 用 で きな い 。

　 中 間 的 な 方 法 は 特 殊 な 固定 配 線 の サ ー キ ッ トで マ イ コン を イ ン テ グ レー トす る

こ とで あ る。 そ うす る こ とに よ って,使 用 され る ソ フ トウエ ア とハ ー ドウエ アの

金 額 は バ ラ ンス を 保 つ こ とに な る。

　 上 記 の うち どれ を選 ぶか は ケ ー スに よ って 異 っ て くる。 考 慮 され るべ き要 素 は
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量 と質 で あ るが,半 導 体 や シ ス テ ム技 術の 中 で 利 用 され る ノ ウハ ウ もひ とつ の 要

素 とな る。

　 将 来 の シ ス テ ム ・イ ン テ グ レー シ ョンの 実用 例 は 殆 ん どあ らゆ る ア プ リケ ー シ

ョンの 中 で見 つ け 出 す こ と が で き る。

　 加 入 者 に は ア ナ ロ グで ア ウ トプ ッ トをす る デ ジ タ ル電 話 交 換 シ ス テム(第10

図)の 中 で,先 ず 加 入 者 接 続 回線,即 ち,加 入 回 線 イ ン タ フ ェ ース ・サ ー キ ッ ト

(SLIC)と コー デ ック ・フ ィル ター(COFI)がICに よ っ て実現 され た 。

機 能 を拡 張 す るた め に,PCボ ー ドの 上 に 更 に 進 ん だ サ ブ シ ステ ム を結 びつ け る

こ とが今 後 の 目標 で あ る。 これ に よ っ て,ひ とつのPCボ ー ドは15～20のMS

Iサ ー キ ッ トの 代 りに 各加 入 者 ご とに2～3のLSIサ ー キ ッ トを収 容 で き る よ

うに な る。 特 に 交 換 網 は イ ン テ グ レー ト構 成 に コン バ ー トされ つ つ あ る。

　 情 報 が 加 入 者 の ユ ニ ッ トま で デ ジ タルの 形 で 送 られ る電 話 シ ス テ ムに も同.じ 目

標 が 適用 され るだ ろ う。 この ア プ リケ ー シ ョンで も,加 入 者 ご とに た っ た ひ とつ

の デ ジ タル ・イ ン タ フ ェー ス を持 つ こ と(結 果 的 に は 電 話 機 に直 接 付 加 され る こ

とに な る)に 成 功 す る見 通 しが つ い て い る。

　 また,コ ン ピュ ー タの 特 殊 な ア プ リケ ー シ ゴンの た めに,さ ま ざ まな パ ー フ ォ

ー マ ンス を もつ ーマイ コ ンの 標 準 的 な.セル(cells)が 周 辺 機 能 とと もに インテ グ レ

ー トされ るで あ ろ う。

　 TV用 の デ ジ タル ・シ グ ナ ル に よ り完 全 な テ レ ビ受 信 機 シ ス テ ムの 可能 性 が 出

て く る。

　 数 個 の チ ップに よ る シ ス テ ム ・ソ リ ュー シ.。ンに比 較 して,『各 シス テ ム を イ ン

テ グ レー トした もの が 有 利 な こ とは,個 別 の コ ンポ ー ネ ン トと比 べ てICが 有 利

な の と同 じ理 由 で あ る。 即 ち,

　 ・ICの 数 が 少 な く てす み,そ の ため よ り経 済的 な シ ス テ ム の パ フ ォー マ ン ス

　 　 が 得 られ る。

　 ・よ り高度 な シス テ ムの 信 頼 性 が 得 られ る6

　 ・コン ピュー タの エ ネ ル ギ ー が 節約 で きる。
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　 －ICは 非 常 に 短 か い シ グ ナ ル 回路 で構 成 され てい るの で,オ ペ レー シ ョンの

　 　 ス ピー ドが ア ップ す る。

　 すべ ての イ ン テ グ レー シ ョ〉ンに 対 す る基 本 的 な ル ー ル,即 ち'量 が 大 きけれ ば

大 きい ほ ど,顧 客 の ソ リュ ー シ ョ ンに対 す る利益 は 大 き くな る"と い うル ー ルは,

シ ス テ ム,イ ンテ グ レー シ ョンに も当 て は ま る こ とを 思 い 出 して は しい。

　 し たが って,自 動 車 とか,端 末 とか,家 庭 製 品の よ うに 大 量 の アプ リケー シ ョ

ンが出 現 し始 め る と,シ ス テ ム ・イ ン テ グ レー シ ョンは 特 に 大 きな意 味 を持 って

く る。

　 シ ス テ ム ・イン テ グ レー シ ョン を行 う方 法 は 以 前 のIC開 発 の そ れ とは 異 な る

もの で あ る。

　 部 分 的 な ザ ー キ ッ トを イ ン テ グ レー トす るだ け な らば,シ ス テ ム技 術 者 は その

問 題 をサ ーキ ッ ト技 術 者 に 委 ね,コ ンポ ー ネ ン トはICメ ー カ ー'に注 文 す るだ ろ

う。(第11図)

　 VLSI技 術 に よ って 可 能 とな るシ ス テ ム ■'インテ グ レー シ ョンで は,シ ステ

ムの メ ー カー とサ ー キ ッ トの 技 術 者 と コン ポ ー ネ ン トの 開 発者 が,お 互 に 密接 な

連 絡 を保 つ 必 要 が あ る。 そ し て,当 然 の こ とな が ら,ソ フ トウエ アの 専 門 家 と も

緊 密 な協 力 をす る必 要 が あ る。.ヨ ー ロ ッパのICメ ー カ ーは 通 常,設 備 や機 械 の

製 作 者 と ひ とつの 会 社 に 同 居 して い るの で,殆 ん ど コ ン ポ ー ネ'ン トだ け を作 って

い る アメ リカの半 導 体 会 社 よ り も有 利 で あ る。

　 以 上 を要 約 す れ ば,次 の よ うに な る。

　 ヨーvッ パ の 半導 体 物 理 は約100年 の歴 史 を持 っ てい る。 ヨー ロ ッパ に は,

後 に アメ リカ で開 発 され た トラ ンジ ス タ」やIC技 術 に 対 す る基 盤 が残 され てい

る。 戦 後10年 間 に生 じた ア メ リ カ と西 欧間 に お け る マ イ ク ロエ レ ク トロニ ク ス

の 技 術 ギ ャ ップは 大 巾 に 埋 め られ て きた 。

　 ヨー ロ ッパ の マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス産 業 の復 活 は 引 き続 き進 ん でい る。 猛

烈 な競 争 に も拘 らず,急 速 な市 場 の 拡 張 が,ア メ リカ,ヨ ー ロ ッパ,日 本 の す べ

ての 先 導 的 なICメ ー カ ー に対 して絶 好 の チ ャ ン ス を提 供 す るで あ ろ う。世 界 は
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多 くの 先 進 的 な マ イ ク ロエ レ ク トロニ クスの コン ポ ー ネ ン トを必 要 と して い る。

なぜ か とい え ば,そ れ らの 助 け を貸 りな けれ ば,エ ネ ル ギ ーや 原 材 料 の 節 約,環

境 条 件 の 制 御,高 度 な 技 術 安 全 性 の 維 持 とい った将 来 の 大 問 題 が 解 決 され な いか

らで あ る 。 この 世界 共 通 の 問 題 に よ って世 界 の 経 済 は も っと協 力 す る必 要 性 が高

ま って く る。 そ して,お そ ら くア メ リカ と ヨー ロ ッパ の マ イ ク ロ エ レ ク トロニ ク

ス産 業 の 間 に あ る境 界 線 が消 滅 す る よ うに な るで あ ろ う。換 言 す る な らば,世 界

的 な製 品,世 界 的 な標 準 が マ イ ク ロエ レ ク トロニ ク ス を世 界 的 な企 業 に す る とい

うこ とで あ る。
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(4)　 ア メ リ カ にk・ け る ヨ ー ロ ッ パ の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 製 品 の

　 　 販 売

C.Bellisario女 史

　 ア メ リ カ ・オ リベ ッテ ィー は大 量 の ヨ ー ロ ッパ 製 品 を ア メ リカで 販 売 して い る

が,こ の 成 功 につ い て,私 の 経 験 をお 話 す る こ と とす る。 私 は オ リベ ッテ ィの 背

景 とその 現 状 につ い て説 明 し,そ の 後 で,ア メ リカ市 場 に 固有 の 問題 に つ い て検

討 した ほ うが い い と考 え てい る。

　 オ リベ ッテ ィー は28の 工 場 と57,000人 の 従 業 員 を擁 し100の 国 々で 販 売 活

動 を して い る国 際 的 な 企 業 で あ る。1979年 の 販売 額 は23億 ドル で あ った 。　 わ

が 社 の 最 初 の 工 場 は,1908年 に イ タ リアの イベ リアに 建 て られ,そ こでM-1

タ イ プ ラ イ タ を始 め て作 った。 わ が社 が 現在 ス カ ル マ ンゴ ーの 工 場 で,電 子 タ イ

プ ラ イ タ を作 るに至 るま で に は長 い 道 の りを要 した 。

　 ア メ リ カに お け るわ れ わ れの 仕事 は 困 難 を極 め た 。 そ して,多 くの ヨー ロ ッパ

の 会 社 が そ うで あ った よ うに,い くつ か の 壁 につ き当 った 。現 在,わ が社 は ア メ

リ カの 本 社 を ニ ュー ヨ ー ク市 内 か ら引 き揚 げ て 多 くの ア メ リカの 会 社 が そ うし て

い るよ うに,ニ ュー ヨ ー ク効 外 の タ リー タ ウ ンに引 っ越 した 。

　 わ が社 の 代理 店 と顧 客 は,"オ リベ ッテ ィー もや っ と ア メ リカの 会 社 ら し くな

っ・た"と 評 価 し て くれ て い る。

　 わ が 社 は ハ リバ ー グに 工場 を持 って お り,そ こで 電 子 タ イ プ ラ イ タ ー を作 って

い る。 工 場 の 設 計 者 は 有 名 な ア メ リ カ人 ル ー イ ス ・カ ー ンで あ る。1979年 に ア

メ リカで 作 った わ が社 の 製 品 の売 上 げ は1億7,000万 ドル,輸 出 を含 む ア メ リカ

での 総 売 上 げ は2億3,000万 ドルで あ っ た 。

　 ア メ リカで わ が 社 は 主 要 都 市 に お か れ て い る36の 支店 で販 売 を して い る。　 こ

の 支 店 で は オ リベ ッテ ィーの 職 員が 販 売 とサ ー ビス と事 務 とに従 事 し てい る 。 ま

た,各 種 の 製 品 を売 ってい る独 立 の ビジ ネ ス マ ン と オ リベ ッテ ィーに よ って訓 練
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され た専 門 の セ ー ル ス マ ンや サ ー ビス マ ンに よ って構 成 され る2,000の 代 理 店 を

擁 してい る。

　 事 務 機 器 とか ワー ド ・プ レ ッサ ー 担 当 の 代理 店 は主 と して都 市 で 販 売 活 動 を し

てい るが,民 生 用 製 品 担 当 の 代理 店 は全 国 各地 で販 売 活 動 を行 っ てい る。 わ が 社

は 支 店 と代 理 店 で アメ リカ全 土 を カバ ー して い る。

　 代 表 的 な オ リベ ッテ ィーの 支店 は コネ テ ィカ ッ トの ニ ュー ハ ー ベ ンに あ る。

この 種 の 支 店 で は,販 売 店 と技 術 者 と,少 数の 管 理 者 が ス タ ッフで あ る。 支 店 で

は ワー ド ・プ ロ セ ッサ ーや シ ス テ ム製 品 に 関す る顧 客 向 けの展 示 会 をや った り,

これ らの機 器 の 講 習 会 もや ってい る。

　 わ が社 は 間接 的 な 販 路,即 ち,代 理 店 網 を持 ってい るが,代 理 店 に は さ ま ざ ま

な タ イ プが あ る。 前 に も一 寸 触 れ た よ うに,わ が 社 は,多 様 な メー カ ー製 品 を扱

っ て,ポ ー タ ブル の タ イ プ ライ タや電 卓 を主 と して販 売 して い る代理 店 を持 っ て

い る しジ ー 社(例 え ば,オ リベ ッテ ィの み)の 製 品 に 限 定 して 事 務用 の ワー ド ・

プ ロセ ッサーや システム製 品 を取 り扱 って い る代理 店 も持 って い る。 わ が 社 は 巾 広

い 製 品 を取 り扱 って い るの で, ,アメ リカ市 場 で その すべ で を販 売 す る 乙 とは で き

な い 。 む しろ 製 品 の特 徴 とか セ ー ル ス ・サ ポ ー トや サ ー ビス ・サ ポ ー トの 点 で,

立 派 に競 争 の で き る製 品 に 販 売 目標 を しぼ るべ きで あ る。 この意 味 で わ が社 の ワ

ー ド ・プ ロセ ッサ ー は ま さに ア メ リカ市 場 に 向 い た 商 品 で あ る
。　 　 　 '　 .亡・

　 もうひ とつ の特 別 な販 売 方 法 は 大 量 取 引 に よ って プ レ ミアを つ け.る こ と(mass

marchandising/premium)で あ る。 大 量取 引 販売 の例 と して は.,民 生 用 を大 量

に販 売 して い るマ ッシ こ の ご と き大 きな デパ ー トが あ る。 わ が社 は ア メ リカ ン ・・

エ クス プ レス(カ タ ロ グを 郵 送 し,郵 便 で 注 文 を受 け る)の よ うな カ タ ロ グ ・:デ

ィス トリ ビ ュー ター を使 っ て販 売 す る。 また,ア メ リ カで は比 較 的 新 しい企 業 で

あ るカ タ ログ ・シ ョー ル ー ム も利用 し てい る。 この種 の 店 で は,お 客 は カ タ ロ グ

か ら品物 を選 び,取 引 は在 庫 品 で 行 う。 売場 に職 員 を配 置 す る必 要 もな い し,現

物 での取 引 も行 わ れ な い。 こ うい うタイプの販 売では当然 の こ とな が ら経 費 が節 約

され る。 そ し て,1979年 時 点 で ア メ リカに は1,900の シ 。一 ル ー ムが あ り,70
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億 ドルの 売 上 げ が あ った 。わ が 社 の 大 量取 引 に よ る プ レ ミア方式 は 民 生用 製 品 を

大 量 に販 売 す る た めの も うひ とつ の 大 事 な方 式(avenue)で あ る。

　 こ れ らの 販 売 方 法 を 利用 して,会 社 は セ ー ル ス マ ンを 督 励 し,ま た,大 きな デ

ィス トリ ビュー ター は 代理 店 を 督励 す る。 た とえ ば,わ が 社 は テ キサ コ石 油 会 社

に 製 品 を売 り込 ん だ が,同 社 は 石 油 代理 店 を督 励 し て,6週 間 で わ が 社 の 計 算機

を3,700台 も利 用 させ た 。

　 民 生用 製 品 は 代理 店 や 卸 売 店 を通 して も販 売 す る。 そ し て,代 理 店 や 卸 売 店 は

よ り小 規 模 の 代理 店 や 大 量 取 引 の 顧 客 に販 売 す る。 民 生 用 製 品 は ア メ リカ にお け

るわ が 社 の 総 売 上 の 約20%を 占 め て い る。

　 ま た,わ が 社 は 事 務 機 器 を36の 支 店 と900の 代 理 店 を通 し て販売 して い る。

事 務 機 器 に は電 子 タ イ プ ライ ター,電 子 プ リン ター/デ ィス プ レ イ計 算機 等 が あ

る。 事務 機 器 の 売 上 げ は,複 写 機 を含 め全体 の25%に 当 た る。　わ が 社 の 複 写機

は200以 上の 特 殊 な 複 写 機 代理 店(一 般 の 事 務機 器 代 理 店 よ り もむ し ろ リプ ログ

ラフ ィ ック分 野 専 門 の 代 理 店)を 通 して販 売 して い る。

　 わ が 社 は 現在,縮 少 した り,二 重 写 しに した り,対 照 す る こ との で き るハ イ ス

ピー ドの 複 写機COPIA2,000を 売 り出 してい る。 それ は こ の種 の もの で は代

理 店 に 出廻 ってい る 唯一 の製 品 で あ る。 同 じよ うな 製品 を持 っ てい るKodakや

IBMは 自社 の 直 営 店 で しか販 売 し てい ない 。

　 わ が社 が現 在 一 番 力 を入 れ て い るの は,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ー で あ る。 それ は

も っ と も成 長 の 速 い部 門 で あ り,総 販 売 額 の 約30%を 占め てい る。 ワー ド ・プ

ロセ ッサ ー に はET221の 電 子 タ イ プ ライ タ ー,　 TES401の テ キ ス ト編 集,

TES501の 情 報 検 索,　 TES701の 大量 テ キ ス ト編 集 のCRTデ ィス プ レ イ

が あ る6こ'れ らの 製 品 を36の 支 店 と250の ワー ド ・プ ロセ ッサ ー 代理 店 を通 じ

て販 売 して い る。

　 ET二221は ア メ リ カの技 術 援 助 を得 て,イ タ リ アで設 計 された 。 そ して,ペ

ン シルバ ニ アの ハ リー バ ー グで 製 造 され てい る。

　 TES401は イ タ リアで 設 計 さ れ,製 造 され て,1979年 に ア メ リカの 独 立 コ
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ンサ ル タ ン ト会 社 で あ るData　 Proに よ って,そ の 年の 最 優 秀 製 品 の ひ とつ に

選 ば れ た 。TES501は イ タ リ アで 設 計 され,製 造 され て,特 殊 な市 場(特 に 法

曹 界)で 愛用 され て い る。TES701は ア メ リカ市 場 で必 要 と され る典 型 的な製

品 で あ る。 アメ リ カで 一 定 の 顧 客 を掴 む た めに はCRTを 付 け る必 要 が あ る。 わ

が 社 は ア メ リカ市 場 専 用 の製 品 と して701を 作 り,9ヵ 月の 間 売 り続 け てい る。

　 部 品 の 販 売 もわ が 社 で は 伸 び続 け てい る。 そ し て1980-81年 に は リボ ン,修

正用 リボ ン,デ イ ジ ー ・ヒー ル(daisy　 wheel)ミ ニ ・デ ィス ク,フ ロ ッ ピー ・デ

ィ ス ク の売 上 が 増 加 す る と予 測 してい る。 それ は 利 益 も大 きい が 競 争 の 激 しい 市

場 で あ る。

　 スモ ー ル ・ビジ ネ ス ・コ ン ピュ ー タ もわ が 社 が参 加 してい る市 場 の ひ とつ で あ

り,総 売 上 の10%以 上 を 占 め てい る。 これ は わ が 社 が標 準 的 な ソ フ トウエ ア ・

パ ッケ ー ジ を売 って い る市 場 よ り,も っ と魅 力 の あ る市 場 で,主 と して 卸売 販 売

を 行 って い る。 わ が社 は現 在,29の 支店 と85の 代 理 店 で ス モ ー ル ・ビジネ ス ・

コ ン ビ。ユー タ ー を販 売 して い る。 も っ と魅 力 的 な の は,オ ン ライ ン金 融 シ ス テ ム

の 市場 で あ る。 わ が 社 のTC-800シ ス テ ムは い くつ か の 主要 都 市 で 直接 販 売 さ

れ て い る。

　 さて,ア メ リカの 市 場 は ど こが違 うか に つ い て私 の 考 え を お話 した い 。第1に

アメ リ カは ひ とつ の 市 場 で は な く,沢 山 の市 場 を持 ってい る とい う こ とで あ る。

ニ ュー ヨー クは ア トラ ン タか ら遠 く離れ た ソル トレ イ ク とは全 く違 った市 場 で あ

る。電 子 製 品 に 対 す る市 場 は ヨー ロ ッパ の さま ざま な国 よ り も ア メ リカの 各 市 や

各 州 の 市 場 の 方 が,・ も っ と類 似 性 が少 な い,と 私 は 信 じて い る。 この 例 と して,'

アメ リ カで は,別 の 場 所 に あ る代 理 店 は同 じ製 品 を 値 段 を変 え て販 売 して い る。

法 律 に よ って メー カ ーは,単 に 自社 製 品 の 小 売 価 格 をサ ジ ェス トす るこ としか で き

な い。 一 般 に代 理 店 は,ニ ュー ヨー クでは,サ ジ ェス トしス トした 値 段 よ り安 く売

ってい るあ に,地 方 の 小 さ な町 で は,サ ジ ェス トし た値 段 よ り高 く売 って い る。

　 値 段 に つ い て2番 目 に大 事 な点 は,電 子 製 品 の 値 段 は(事 務用 機 器 に 限 らず,

カ メ ラ と か ラ ジ オ 等)ヨ ー ロ ッ パ よ り も ア メ リ カ の 方 が25～30%も 安 い と い う
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ことであ る。 このため効 果的に競争 す ることがなかなか難 か しい。特に,卸 売価

格 に対す る法的な規制 も重要な要素の ひとつであ る。

　 アメ リカは国土が広大 なために非常 に専門的な販売用 モデル商品や地 方色の濃

い訓 練用 商品 を提供す る必要 が あ る。中央でま とめて訓練 しよ うとして も金がか

か るだけであ る。

　 広 告 が ア メ リカで は重 要 な 役 割 を果 た して い る。 そ して,こ れ こそ 本 来 の 販 売

手 段 で あ る。 事務 機 器 産 業 は 広 告 に 要 す る経 費 を増 や し続 け て きた 。 広 告 は 非 常

に ア グ レ ッシ ブな競 争 で あ り,メ デ ィアの 研 究 が非 常 に難 か しい 。 雑 誌,新 聞,

TV,ラ ジ オ等 が,そ れ ぞ れ お 客 をつ か むた め に利 用 され る。1980年 に お け る

オ リベ ッテ ィーの 広 告 キ ャ ンペ ー ンは,わ が 社 が ア メ リカ市 場 で 大 企 業 に 格 付 さ

れ て い る こ と と,ど ん な 種 類 の 製 品 を作 って い るか を宣 伝 す る こ とに狙 い を定 め

て い る。

　 有 名 な ア メ リカの テ レ ビ ・ス タ ーを わ が社 の広 告 に使 って い るが,彼 のTVシ

ョウに は3,000万 人 以 上 の 聴 視 者 が つ い てい る。

　 ア メ'リカで,最 近 行 わ れ 始 め た広 告 に 関 す る ア イデ アの1'つ と して,お 客 が 情

報 を 提 供 す るた め に無 料 で電 話 の で き る電 話 番号 を利 用 す る方 法 が あ る。 販 売 上

参 考 とな る意 見 が 直 ちに 寄 せ られ て,お 客 との ふ れ 合 い が行 え るよ うに な った。

最 初 と2回 目の広 告 で,400以 上 の 貴 重 な 意 見 を受 け取 った'。わ が 社 は24時 聞

通 し て,こ の よ うな 参 考 意 見 を受 付 け る業 務 を,外 部 め サ ー ビス会 社 に 委 託 し て

い る。

　 立 派 な製 品 を作 るた めに お 客 の 参 考 意 見 を聞 き出 す も うひ とつ の 方 法 は,ダ イ

レク ト ・メ ー ル を使 う こ とで あ る。 わ が 社 は 潜 在 的 な お 客 を リス トして,本 社 の

営 業 部 に 無 料 で 送 れ る返 信 葉 書 を付 した 宣 伝 ビラ を郵 送 して い る。

　 販 売 促 進 の た めの 一 番 新 しい 方 法 は コン ピ ュー タ ・シ 。 ップ を利用 す る こ とで

あ る 。わ が 社 は ニ ュー ヨー クの 商 業 的 な 中 心 部 に あ る支 店 の 中 に,コ ン ピュー タ

・シ ・ ッ プを 出 そ う と して検 討 を進 め て、い る。 この 地 域 に はIBM,　 DEC,

Tandy,Xeroxが それ ぞれ コ ン ピ ュー タ シ ョ ップ を既 に 開 設 し てい る。

一118一



　 アメ リカで 立 派 に や っ て い くた めに は,ア メ リカ市 場 の その 他 の特 徴 に つ い て

も知 ってお く必 要 が あ る。 既 に述 べ た よ うに,同 じ製 品 で も,ア メ リ カ,特 に大

都 市 で は割 安 に 購 入 す る こ とがで きる。 もうひ とつの 要 素 は お 客 が ヨー ロ ッパ ほ

ど柔 順(loyal)で は な い と い う ことで あ る。 ア メ リ カ人 は 品 質 が 秀 れ て い て,値

段 が安 くて,サ ー ビス が 良 け れ ば買 うの で あ る。

　 もうひ とつ 大 事 な こ とは,ア メ リカの お 客 は ヨー ロ ッパ よ り も,同 じ機 械 を2

倍 も多 く使 う とい う こ とで あ る。例 え ば,下 の 表 は ヨ ー ロ ッパ と ア メ リカに お け

る設 備 の 利 用 状 況 の 比 較 で あ る。

1週 間平均利用時間

ア メ リ カ ヨ 一 回　ツ パ

電 子 ポ ー タ ブ ル

電 子 タ イ プ ラ イ タ ー

ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ ー

オ フ コ ン ・シ ス テ ム

　 4

　 10

20-30

20-30

　 2

　 5

10-15

10-15

　 この よ うな利 用 方 法 が 信 頼 性 や サ ー ビス ・コス トに イ ンパ ク トを与 え るこ と は

容 易 に理 解 で き るで あ ろ う。 ア メ リカに進 出 しよ うと す る ヨ ー ロ ッパ人 は 以 上 の

こ と をよ く知 っ てお く必 要 が あ る,と 私 は信 じて い る 。

　 ア メ リカの お 客 は,満 足 しな い時 に は,強 く反 発 す る。彼 らは 大統 領 に電 話 し

た り,手 紙 を書 い た り,裁 判 所 に 訴 え た りす る。 わが 社 に もわ が社 の サ ー ビス や

製 品 に 対 す るお 客 の 意 見 が 手 紙 で送 られ て く る。 どの よ うな場 合 で も,お 客 に返

事 を書 く こ とが 大 切 で あ る。 私 は 最 近,次 の よ うな同 情 の 手 紙 を受 け取 った 。

"社 長 さん
,私 は あ な た に 非 常 に 同 情 して い ま す 。 あ な た の 副社 長 達 が私 を援 助

しない の で,き っと彼 らは あ なた を援助 しな い と思 うか らで す"。 これ は わ が社

の 社 員か ら正 当 な扱 い を受 け なか った 代理 店 の 人 か ら寄 せ られ た 手 紙 で あ る。 本

社 で は 平均 し て一 週 間 の う ちに,100通 の 手 紙 と200/300本 の電 話 を 受 け取 っ

て い る。 それ らに は苦 情,要 求,情 報,賞 賛が 含 まれ て い る。
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　 結 論 を言 え ば,ヨ ー ロ ッパ の 製 品 は ア メ リカ市場 で 立 派 に 販 売 す る こ とが 可 能

で あ るが,ア メ リカ市 場 が ヨー ロ ッパ の それ とは違 う こ と を よ く理 解 す る必 要 が

あ る とい う こ とで あ る。 その相 違 点 を要 約 す れ ば,次 の とお りで あ る。

　 ア メ リ カで は製 品 と サ ー ビスは 宣 伝 した通 りの特 徴 を十 分 に 備 え て い な けれ ば

な らな い 。(ヨ ー ロ ッパ で は 約 束 した もの が すべ て提 供 され る こ と を必 ず し も期

待 して い な い。)ア メ リカ人 は 製 品 とサ ー ビスに つ い て,約 束 した こ とが100%守

られ てい る こ とを要 求 す る。

　 そ の結 果,最 初 に 売 り出 す 製 品 の 品 質 が 市 場 で 受 け 入 れ られ る か ど うか の 大 き

な ポ イ ン トに な る。

　 ア メ リカ人 は 自分 た ちが 利用 したい と思 う機能 だ け を要 求 す る。大 概 の 場 合,

彼 らは 沢 山の"ベ ルや 笛"の 付 い た製 品 を欲 しが らな い 。 わ が 社 は,あ る製 品 に

つ い て 失 敗 した 。 それ は 普 通 の もの よ り多 くの機 能 をつ け た た め で あ る。 もし も

付 属 品(値 段 は 当然 高 くな る)が 有 利 で あ る こと を証 明 しな けれ ば,お 客 は その

製 品 は 余 りに も複 雑 だ と考 え て,ど ん な値 段 で も買 い た くない と思 う よ うに な る。

　 ア メ リカ政府 に売 る場 合 に は,そ の 製 品 が"メ イ ドイ ン ・USA"で な けれ ば

な らな い とい う規 則 が あ っ て,1つ の 壁 とな ってい る。 しか し,民 間 の お客 は盲

目的 な 愛用 者 で は な い 。 彼 らは 海 外 か らの 輸入 品 に は寛 大 だ が,そ の ベ ン ダー は

ア メ リカ市 場 に長 期 間 貢 献 したか ど うか を確 め よ うとす る。 ア メ リカで い くつ か

の 外 国企 業 が 壁 に ぶつ か るの は,そ の 企 業 は長 期 間 ア メ リカ に踏 み 止 ま ろ う と し

てい な い と顧 客 が信 じ込 ん だ場 合 で あ る。

　 ア メ リカ人 は 安 価 で パ フ ォー マ ンス とサ ー ビスの 良 い 商品 を探 し求 め て い る。

そ して,そ の よ うな 商 品 を見 つ け れ ば,す ぐ買 って しま う。 しか し,ヨ ー ロ ッパ

よ り安 くな けれ ば,ア メ リ カで競 争 す る こ と1ま難 か しい こ とを,記 憶 に 止 め て お

く必 要 が あ る。

　 技 術 その もの は ヨ ー ロ ッパの 企 業 に と っ て問題 は な い 。 ヨ ー ロ ッパ 人 は ア メ リ

カ人 や 日本 人が や った と 同 じ こ と をや る こ とが で き る,と 私 は 信 じてい る。 しか

し,時 々,あ ま りに も多 くの こ と をや り過 ぎ る。(製 品 に 付 属 品 をつ け過 ぎた り,
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多 種類 の 製 品 を作 り過 ぎ た りす る)。 こ うい うこ とは,製 造 コス トや 配給 コス ト

を割安 に す るた め に 少 数 の 品 目 を大 量 生 産 す る ア メ リ カで は あ ま り役 に立 た な い 。

　 ヨー ロ ッパ の電 子 製 品 は ア メ リカで 立 派 に 販売 す る こ とが で き る。 しか し,ア

メ リカで は共 同 し て十 分 に マ ーケ ッテ ン グ を行 う必 要 が あ る。
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(5)新 興 工 業 国 に お け る技 術 の 展 望

H.KIM博 士

　 1.　 ま え が き

　 主 催 者 に よ って 当 初 選 ば れ た私 の 講 演 の タ イ トルは"新 興 工 業 国 の技 術 展 望"

で あ った が,私 が こ こで お 話 しよ う と してい る こ とは,主 と して わ れ われ が 韓 国

で経 験 し た範 囲 に か な り限定 され るの で は な い か と懸 念 してい る。 しか し,韓 国

は 新 興 工 業 国 を代 表 す る典 型 的 な 国 で あ るが 故 に,私 の 話 しは 完 全 に普 遍 性 を持

つ もの と考 え てい る。 同 時 に,今 日の 私 の 話 は 希 望 とい うよ り,む し ろ失 望 の 色

彩 をい く分 帯 び た もの とな る こ と を予 めお断 り して お く。技 術 の 進 歩 が わ れ われ

に と って余 りに も早 過 ぎ て,つ い てい け ない こ とと,技 術 上 の 先 進 国 が 彼 らの 新

技 術 を わ れ われ に 分 配 す る こ と を余 り喜 ば な いか らで あ る。特 に,電 子 産 業 は あ

らゆ る産 業の うちで 最 も技 術 集 約 的 な もの で あ り,韓 国 の よ うな 新 興 工 業 国 に は

高 度 に技 術 志 向的 な 製 品 の 市場 シ ェ アを か ち取 るチ ャ ンス が極 め て少 ない もの と

な る で あ ろ う。電 子 産 業 の 開 発 が 遅 れ てい る国 に よ っ て最初 に 設 定 され る タ ーゲ

ッ トで あ る労働 集 約 製 品 の 分 野 にお い て さえ,製 品 工 程 の オ ー トメ ー シ ョンや 新

しい設 計技 術 に よ って,'生 産 過 程 に お け る労 働 の 集 約 性 は 大 い に 減 殺 され る こ と

に な る。 例 え ば,韓 国 の カ ラーTVセ ッ トの 製 造 コ ス トとア メ リカの それ とは 次

の よ うな理 由に よ っ て現 在 お互 に比 較 対 照 す る こ とが で き る。

　 1.　 ア メ リカの カ ラ ーTVセ ッ トの 生 産 工 程 は 高 度 に オ ー トメ 化 され てい る。

　 2.　 カ ラ ーTVセ ッ トの た め に 必 要 と され る コン ポ ー ネ ン トや部 品 の数 は数 年

　 　 前 に 比 較 し て30%も 減少 し てい る。

　 3.　 カ ラーTVセ ッ トは ア メ リカで 大 量 に生 産 され て い る。

　 こ う した技 術 の 進 歩 に よ って 次 の よ うな 問題 が 引 きお こ され て い る。

　 (A)開 発 の 遅 れ て い る国 が 出発 点 と した労 働 集 約 部 分 の領 域 が せ ば ま りつ つ あ

　 　 る。
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　 (B)同 時 に,高 度 な技 術 内容 を持 つ 製 品 を製造 す る ことが,開 発 の 遅 れ て い る

　 　 国 の 産 業 に と って ます ます 困 難 に な りつ つ あ る 。

　 先 進 国 と発 展 途 上 国 間の 技 術 ギ ャ ップ を有 意義 に 議論 す るた めに,わ れ わ れ は

まず韓 国 の 電 子 産 業の ケ ィ パ ビリ テ ィを 簡 単 に概 観 し,そ れ か ら先 進 国 に よ って

行 わ れ てい るR&D活 動 と比 較 して み る こ と とす る。

　 2.韓 国 産 業 の 電 子 技 術 の動 向 と ケ イパ ビ リテ ィ

　 　 2.1　 世 界 の 電 子 産 業の 動 向

　電 子 産 業の 開 発 に 貢 献 した技 術 を すべ て述 べ る こ とは時 間 を要 す るの で,私 は

今 日話 す こ とに 関連 が あ る ものの う ら,最 も重要 な 出来 事(events)を い くつ か

簡 単 に 述 べ る こ と とす る。

　 1950年 代 の 電 気 と その応 用 に 関 す る研 究 は"強 電 技 術"と"弱 電 技 術"の2

つ の 主 要 な 分野 に分 け られ た 。 前 者 は モ ー ター,ゼ ネ レー タ ー,ト ラ ンス,発 電,

送 電 とい った研 究 に 関 す る もの で あ り,後 者 は電 話,電 報.ラ ジ オ,真 空 管 の よ

うな有 線 無 線 の 通信 を 含 む電 磁 通信 の 研 究 に 関 す る もの で あ った 。後 者 の 弱 電 技

術 は その 後 今 日の 広 大 な電 子技 術 の 領 域 に 伸展 した 。

　 IC技 術 の 進 歩 に よ り,小 型 で低 価 格 の コ ン ピュ ー タの 出現 に伴 い,通 信 シ ス

テ ム と通 信 技 術 は す ば ら し く改良 され た 。 最 近20年 間 の電 子 技 術 の 発 展 は 過 去

50年 間 の そ れ を しの ぐと信 じ られ て い る。　 この 急 速 に変 化 す る技 術 分 野 で,韓

国 の よ うな発 展 途 上 国 は 世 界 の 競争 市場 で,極 め て難iか しい 生 存 競 争 を繰 りひ ろ

げ てい る 。　 　 　　 　 　 '　　 　 　 　 　　 .　 　　 　 　 　 　　 、.

　 電 子 産 業 の 典型 的 な 開発 は,通 常 民 生用 電 子 製 品,例 え ば ラジ オ,電 子 時 計,,

オ ー デ ィオ設 備 の 単 純 な 組 立 作 業 か ら始 め られ る。 熟 練度 と技 術 が高 度 に な るに

つ れ て,産 業 は もっ と複 雑 な民生 用 製 品,例 えば 黒 白TV,テ ー プ ・レ.コー ド ・

プ レー ヤ ー,カ セ ッ ト ・プ レー ヤー,ハ イ ・フ ァイ ・セ ット,カ ラーTVを 組 立 て

る よ うに な る。 同 時 に,必 要 と され る コ ン ポ ー ネ ン トや材 料 は・ひ一 カ ルの 生 産 能

力 が 改 善 され るに つ れ て,自 国 で 製 造 され る よ うに な る。

　 第2段 階 は 工 業用 電 子 製 品,例 え ば 測 定 器,イ ン ジ ケー ター,コ ンuoユ ー タ と
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そ の周 辺 機 器,電 子 交換 機 や そ の他 の 通 信 シ ス テ ムの 製 造 に足 を踏 み入 れ る こ と

で あ る。 しか しな が ら,こ の 領域 で は民 生 用 の それ よ り もは るか に複 雑 な技 術 が

必 要 とな る。 更 に,最 近 の 電 子 技 術 の 本 質 的 な基 盤 とな ってい る半 導 体 やIC技

術 は,新 興 工 業国 に は もは や手 の 届 か な い もの に な って い る。世 界 の 電 子 産 業の

構 成 比 を第2-1図 に示 す 。

　 　 2-2　 韓 国 電 子 産 業 の ケ イパ ビリテ ィ

　 韓 国 の 電 子 産 業 は過 去10年 間 の う ちに,　 自由 世 界 で11番 目の 生 産 力 と10

番 目の 輸 出力 を持 つ ま'でに成 長 した 。 これ らは第2-2図,第2-3図 お よ び第

2-1表 か ら第2-4表 に示 して あ る。

　 典 型 的 な低 開 発 国 と同様 に,韓 国 も当初,2,3の 技術 志 向型 の会 社 に よ って,

日本 や香 港 か ら大半 の コ ン ポー ネ ン トを 輸 入 しな が ら,3つ の 真 空管 を使 った 単

純 なAMラ ジ オ を作 る こ とか ら出発 した 。 製 品 は大 部 分 国 内市 場 向 けの もの で あ ・

った 。㎡国 内 需要 が 大 き くな り,輸 出市 場 の 見 通 しが つ く よ うに な って,韓 国 の 工

場 は生 産 工 程 の詳 細,技 術 者 の養 成,コ ン ポ ー ネ ン トめ 供 給 とい った,さ ま ざま

な ノ ウハ ウを 含 む,い わ ゆ る"パ ッケ ー ジ技 術"を 海 外 から 輸入 した 。 つ ま り,

技 術 の ライ セ ンス を持 って い る国 は必 要 と され る技 術 を供 給 す るだ け で な く,製

品 が 必 要 とす る コ ン ポー ネ ン トや部 品 を韓 国 に 売 り込 ん だ わ け で あ る。

　 こ うい った 関 係 は 現在 で も小 規 模 会 社 で は 引 き継 が れ てい る。 これ は特 定 製 品

に適 した コ ン ポー ネ ン トを選 ぶ こ とや,さ ま ざ まな 『タ イ プ を それ ぞ れ少 量 に 買 う・

こ とが 困難 な た め で あ る。 最 初,白 黒TVの パ ッケ ー ジ技 術 は 日本 とオ ラ ンダ か

ら輸 入 した 。

　 1970年 代 の 初 期 に 世 界 市場 が急 速 に 拡 張 す るに つ れ て,技 術 の ラ イセ ンス を

持 って い る国 は,韓 国 で ラ イセ ンス に よ っ て組 み 立 てた 完成 品 を,彼 らに送 り返

す よ うに要 求 し て きた 。 この こ とが韓 国 の電 子 製 品 の 輸 出 の 出発 点 で あ り,そ の

後,非 常 に 活 発 なOEM(Original　 Equipment　 Manufacturer)貿 易 とい う形

で発 展 した 。

　 国 内 の技 術 力 が 向 上 す るに つ れ て,さ ま ざ ま な電 子 製 品 が 必 要 とす る コン ポ ー
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ネ ン トや 部 品 を ロー カル で 作 れ るよ うに な った 。 こ う し て,多 くの 韓 国 の電 子 工

業 は 自分 自身 の 名 前 で 自分 た ちの 製 品 を輸 出 す る こ とが で きる よ うに な った 。O

EM貿 易 か ら自分 自身 の 名 前 の 製 品 を売 る よ うに な る ま で に,韓 国 の工 業 は 製 品

の タイ プ と時 期 に もよ るが,3年 ない し5年 の 歳 月 を 必 要 と した。 例 えば,1950

年 代 に韓 国 の 先 導 的 企 業 は 彼 ら 自身 の 名 前 で 白黒TVセ ッ トを売 るよ うに な る ま

で に5年 か か つた が,カ ラ ・一一　TVは3年 しか か か らな か った 。 その うえ,そ れ は

外 国の 技 術 援 助 な しに 行 わ れ た 。第2-5表 は韓 国 が 製 造 した主 要 な電 子 製 品 と

そ れ ぞれ の 製 品 が 自国 で 作 られ るよ うに な っ た年 を リス トに した もの で あ る。 第

2-6表 は更 に,輸 出 と国 内利 用 の た めの 主 要製 品の 比 率 と内容 を示 した もの で

あ る。

　 わ れ われ の 電 子 工 業 を こ こま で伸 ばす た め に,'数 多 くの 外 国の 投 資 と技 術 が 韓

国 に導 入 され 輸 入 され た 。 この こ とは第2-7表 に示 し てあ るが,そ の 表 の 中 に

み られ る多額 の 外債 と投 資 に は技 術援 助 の 計 画 が 含 ま れ てい る こ とを注 意 す る必

要 が あ る。

　 第2-8表 か ら第2-11表 に は,韓 国 が さま ざ まな 産 業 部 門 に 輸入 した外 国

技 術 の数 量,金 額,資 源 が そ れ ぞれ示 され て い る。

　 韓 国 が過 去20年 間 の う ちに 輸 入 した外 国 技 術 は4つ の 分 野,即 ち,機 械,電 機

と電 子,化 学(オ イ ル精 選 を 含 む)金 属 工 業 に及 ん で い る。 これ は第2-8表 に

示 し てあ るが,こ の 表 か ら次 の こ とが 明 らか に な る。

　 L技 術輸 入 の 数 は 急 速 に 増 えて お り,毎 年 の増 加 率 は年 々大 き くな って い る。

　 2　 その 最 大 の 数 は 日本 か らで あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 比較 の た め に,日 本 が 外 国 企 業 か ら輸 入 した技 術 を第2-9表 に 示 し てお く。

　 第2-10表 は韓 国 の 企 業 が,過 去20年 間,外 国 の 企 業 か ら輸 入 した 外 国 技 術

に 支 払 った金 額 を示 し た もの で あ る。 この 表 か ら次 の こ とが 読 み とれ る。

　 1.過 去17年 間 で,支 払6'た トー タ ル金 額 は2億5千 万 ドル以 上 に な る。

　 2.　 1979年 だ けで も5千 万 ドル以上 支払 ってお り,こ の 金 額 は今 後 毎 年,前

　 　 年 を上 廻 る こ とに な るで あ ろ う。
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　 韓 国企 業に よって輸入 された外国技術の主 な部分は 日本 とアメ リカか らの もの

であ り,日 本の方が アメ リカよ りも次第 に比重 を増 しつつ ある。 この傾 向の主 な

理 由と して次の ことが あげ られ る

　 1.　日本 は他の工業国 よ りも地理 的 に一番近 い。

　 2.多 数の韓国人は他の外国語 よ りも日本語が理解 で きる。

　 3.非 常に多 くの日本の電子 メー カーやその他の メー カーが,他 の どの国 よ り

　　 も韓国の中で製 品 を作 らせ,そ れ を日本で利用 す るために持 ち帰 るよ うに投

　　 資 をした。

　 4.大 部分の日本の 主要 な技術 は,韓 国の製造環境が 日本の それに似 てい るた

　　 めに技術的に親 しみ易 い。

　 われわれ韓国企業 は,し か しなが ら最近,ご く少数の国 にの み依存す ることな

く,韓 国の産業技術 のバ ランス をと って開発 してい くた めには,外 国技術の輸入

先を もっと多様化 しなければな らな い,と い うことが よ く判 って きた。

　 3.　先進国 と韓国 によ る技術 開発活動

　 われ われは現在,科 学 の技 術面にお ける韓 国のケ イパ ビ リテ ィと先進 国の それ

とを比 較 しよ う と試 み て い る。

　 第3-1表 は,い くつ か の 先 進 国 が 行 ってい るR&D活 動 を経 費 で 示 した もの

で ある 。 その 表 に 見 られ る よ うに,自 国 の 国民 所 得 の1%以 内 とい う国 は全 くな

い 。大 部 分 の 国 はR&D活 動 の た め に 自国 の国 民 所 得 の2%以 上 を支 出 してい る。

第3-2表 は,韓 国 に お け る過 去5年 間 の 科学 と技 術 に 対 す る投 資 額 を示 し てい

る。 その 表 のC項 はR&C経 費 を示 し て お り,そ の中 には 科 学 技 術 者,政 府 の コ

ン ピ ュー タ ・セ ン ター,産 業 省,自 治省,そ れ に い くつ か の 特 殊 な教 育訓 練 施 設

の 行 政 費 用 が 含 ま れ て い る。 この 表 か ら韓 国 はR&D活 動 の た め にGNPの1%

の 半 分 も支 出 して い な い こ とが 明 らか に な る。韓 国 の 産 業 が 非 常 に 未 熟 で あ った

時 代,全 体 のR&D経 費 の 半 分 以 上 は1976年 まで 政 府 に よ っ て支 出 され てい た 。

10年 前 の1971年 に は,科 学 技 術 の た めの 総 支 出の74%は 政 府 に よ っ て支払 わ

れ て きた 。
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　 第3-3表 は1978年 末 に お け る韓 国 産 業 のR&D活 動 を ブ レー ク ・ダ ウ ン し

て示 し た もの で あ る。

　 R&D活 動 に従 事 し てい る マ ンパ ワーに 関 し ては 第3-4表 と第3-5表 に 示

して あ る。 研 究 者 の 数 の 面 で は,韓 国 は 先 進 諸 国 と比 較 して,あ ま り低 い ラ ン ク

に は位 置 して い な い 。 しか し,韓 国 の 人 口 とGNPと の 関 係 で は,先 進 国 の 科 学

技 術 の レベ ル に到 達 す るた め に も っと改 善 す る余 地 が あ る。 さ らに,R&D活 動

に 対 す る投 資 も もっ と急 速 に 増 や さ な けれ ば な らない 。 韓 国 の 技 術 上 の マ ンパ ワ

ー に対 す る将 来 の 需 要 は 第3-6表 に示 して あ る。 その 表 は 従 事 して い る人 間 の

総 数 が平 均 し て9.　5%に まで 達 す るこ と を示 して い る。 特 に 科 学 関 係 の 人 は,　 R

&D活 動 を急 速 に 拡 張 す る た め に,毎 年12%の 率 で 増 やす 必 要 が あ る。　同 時 に

科 学 と技 術 開発 の た め の 投 資 も年 平 均 で 約17%つ つ 増 や さな けれ ば な らない 。

民 間企 業 に よ るR&Dの 投 資 も大 い に増 やす こ とが必 要で あ る。 これ らの プ ロジ

ェク トは第3-7表 に示 して あ る 。

　 現在 技 術 者 の た めの 教 育訓 練 施 設 は,韓 国 の 将 来 の 需要 を充 たす に は 不 十 分 と

考 え られ る。 韓 国 の 技 術 教 育 の キ ャパ シ テ ィー を日 本の それ と比 較 した もの が第

3-8表 で あ る。 日本 の人 口 は お よそ韓 国の3倍 なの で,技 術専 門 学 校 や そ れ 以

下 の レベ ルに 関 して は,韓 国 は 立派 に や って い る。 しか し,研 究 員 を教 育す るた

め に な く ては な らない 大学 の 訓 練施 設 に 関 し ては,韓 国 の キ ャパ シ テ ィは 日 本 の

それ よ りは るか に劣 って い る。

　 研 究 の 努 力 は 各企 業 の販 売 に 対 す る研 究 費用 の 額 に よ っ て十 分 測定 され る。 第

3-9'表 は数 力国 の 各 産 業部 門 の 総 売 上 高 に 対 す る研 究 費用 の 比 率 を示 した もの

で あ る。

　 韓 国 に お い て研 究 に 従 事 してい る647の 組 織(1978,12月 現 在)の うち,291

は企 業 の もの で あ り,残 りは 政 府 か 非 営 利 団 体 の もの で あ る。 第3-1'図 は 数 力

国 にお け る研 究 活動 の タ イ プ を示 した もの で あ る。 企 業 に 属 してい る これ らの 組

織 の 他 に,韓 国電 子 技 術 研 究 所(KIET),韓 国 通 信 研 究 所(KIRI)韓 国

科 学 技 術 研究 所 が電 子 と通 信 分 野 に お け る組 織 で あ る 。第3-10表 は 各 研 究 所
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の 主 た る機 能 を示 した もの で あ る。

　 4.　 結　 論

　 これ まで さ ま ざま な 表 や 図 で示 し て きた ご と く,韓 国 は 自国 産 業 の ケ イパ ビ リ

テ ィを 改 善 す るた め に,R&D活 動 に も っ と多 くの 努 力 を集 中 す るだ け で な く,

新 し く開発 され た外 国 技 術 を もっ と急 激 に輸 入 す る必 要 が あ る。 しか しなが ら,

韓 国 が これ を立派 に 実 行 す るた め に は,克 服 す べ き数 多 くの 困 難 な課 題 が 残 され

て い る。 な か んず く,次 の様 な課 題 が あ る。

　 1.産 業用 の技 術 は絶 えず 急 速 に進 展 してい るの で,こ れ を身 につ け るこ と は

　 　 困 難 で あ る。即 ち,新 しい技 術 の 開 発 と同 様 に,よ く知 られ てい る技 術 の 革

　 　 新 が,常 に世 界 の ど こか で 行 わ れ てい る。 こ う して,先 進 国 と発 展 途 上 国 間

　 　 の 技 術 的 ギ ャ ップは縮 ま るよ り も,む しろ広 が ってい る。

　 2　 最近 の 産業 技 術 を輸 入 して 消 化 す るこ とは 異 常 な まで に 高 い もの に つ く。

　 　 後 進 国 で は 自国 の 産 業 に導 入 し,消 化 し,改 良 す るた めの 技 術 が 必 要 で あ る。

　 3.　 産 業用 技 術 の 急 速 な 進歩 は電 子 産 業 の 労 働 集 約 的 な部 分 を減 少 させ つ つ あ

　 　 る 。 この傾 向 に よ って韓 国 は 高 価 で 新 しい 技 術 を輸 入 す るた めの 外 貨 を十 分

　 　 に稼 ぐ こ とが益 々 困難 に な って い る。

　 4.先 進 国 と発 展 途 上 国間 の 産 業 レベ ルの格 差 が 大 き くな っ てい るた め に,先

　 　 進 国 は世 界 規 模 で の 産 業開 発 の 一 部 を分 配 す る道 を作 る よ う特 別 な努 力 をす

　 　 る必 要 が あ る。 こ う して,い ろ い ろ な レベ ル の 国 の 間 で,産 業 上 の 責 任 を分

　 　 担 した り,世 界 市 場 を配分 した りす る こ とが 望 まれ る。

　 5.電 子 技 術 の 分 野 は 非常 に広 範 で あ るた め に,ひ とつ の 国 が その 全 分 野 を カ

　 　 バ ー す る ことは 殆 ん ど不 可 能 で あ る。 した が っ て産 業 は 世 界 中 で その生 産 を

　 　 融 通 し合 うこ とが で き る。

　 韓 国 の 電 子 産 業 は,も っ と技 術 集 約 的 な製 品 分 野,例 えば,コ ン ピュー タ ー,

半 導 体,デ ジ タル通 信 や光 通信,そ の 他 の 産 業用 電 子 製 品 に 移動 しつ つ あ る。 し

か しな が ら,い ま ま での わ れ われ の経 験 に よれ ば,先 進 国 か ら新 し く開 発 され た

技 術 を購 入 す るこ と は殆 ん ど不 可 能 に な っ てい る。 大 半 の 先 進 国 は発 展 途 上 国 に
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技 術 援 助 をす る こ と を喜 ば な い 。 先 進 国 と発 展 途 上 国 間 の 技 術 ギ ャ ップが 広 が っ

てい るの で,技 術 が2,3の 先 進 国 に だ け集 中 す る よ うに な るで あ ろ う。 この 状

態 は オ イル の場 合 と同 じよ うに,も うひ とつ の 世 界 的 危 機 を発 生 させ るか もしれ

な い 。

　 1970年 代 の 世 界 は オ イ ル ・シ ョッ クに よ ってゆ す ぶ られ た 。 そ して,1980

年 代 は技 術の 世 界 的 な 欠 乏 に よ って シ ョ ック を受 け る可 能 性 が あ る。
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　・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

　　　 55
　 　 　 　 　 　 .,

・　　　 68 ・82 A}um`nunり 。・ls'

Other　 ,　 『 、

Sw`ch　 　　　　. 40 30　 　　 . 42
　　 　 　　 　　 .

Termma}S

TranslStor　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」　 A
30 ・15 1.5 .Gold　 wireゴ 　 ,

.
　 　 　 　 　 　 　 　 .1 、　　　　　　　,

IC　　　　　` 30 20 .42 1臼dlrames

●bc∂l　 prodUCtゆn　 IS　unde'prepe了atpn

　　 　 　　 　　,

`

　　 　 　　 　　 　 '

　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '"

　　 　 　　 　　 　 　　 .

,
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「on[16N　INV[STM【NT　 ANO↑[OHNOLO6Y　 IMPORT[08Y　 KOREA‖[1[C1]田CAL

　　　　　　　　　　　　　ANO[L[CTRO川C　 INDUSTRt[S(OCT.31,1979)　 　・

　　　　　 F嘘 垣3

1vpes

Tola|5
Consume・

aectlon嬬s

lndust旧I

E㎏c1roo鳴5

Elect'onに

C㎝ ρ㎝en白

ε㎏∩口I
M●chmerv

1α3| U.S ㎞ o両6 Ioロ1 u.s ⌒h創` rOl・1 ∪.S u,s, 蜘 』 IoIJ u.s 垣お0・n曲"5 1α o"覧

Fole唱n

to8ns

29 14 12 3 6 5 1 3 1 1. 1

`
19 8 9 2 1 1

-

Fαelgn

ln》e■men1

↓Jo別 》enMes

のcludem

196

「

15 "8 3 27 5 22 25 7 17 1 口5 1 124 19 2 15 2

了echnobgv

㎞POm⑤
262 59

　 　 ■

181 22 37 12 23 2 24

,

2 18 4 "0 30 80 91 15 60 16

●

.

　　　　　　　　　　　　　εP8.　R(x(　 　̀ 1砧1ε 　2一η

lCO剛n定 ●㎞1●ch旺 吐 拳m¢bdec"

「ORE16Nτ[CHNOLOGY　 IMPORTED　 8Y　KOREANＬNDUSTRIES'

.

　　　　　　　　　　v88',

.1■曳r

　 7

1978 1977 1976 　 1975

,

,974 1973-

19醜.
・

了0刷

「

　　　M●chめ 射y 1.†7 60 42 30
」　　22

85 356

ε|0"蝿al&

ε㎏ctron喝 ・`
55 32

-

　　29 ソ0
.　20

112
・

　　268 .
　　 c㌔m`● 幅

:　 ぴlR●1㎞rv
42

L

25 23 .20・ '6 84 2◎9

M●刷` 、25 '17 †2 14 9 46 1114

olho・

φ㎏k35
58 39

　 　 、

25 15 19 ・
.97 263

　　　　　　　　.

τOt●1 297 1?3 131 99 86 424 1210

R創 ●o`
A…|`ncren8e

172% ・1.32% 132% 115% 一 一 ⇔

MOST.　 ROK　 　tTohla　 2-8)

●

●

FOR[IGN T〔CHNOLOGY　 IMPORI〔D

　　　　　　　　INDUSTRIES　 　　　・

BY　JAPANESE

MOST.JAPAN CTAeLE　 2-9}

.
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「[[S　PAID　fOR「OR[16N　 TE二CHNOLOGY　 IMPORTED　 BY　KOR[AN　 INDUSIRIES

ＬUN)T
:S　 1.000

◆

　　　　　　　　veal

Fleld
1978 1977 1976 1975 1974

1973-

1962
Tot∂1

%of

τ01al

MachlnerV ・8
,515.9 8」42.8 3.96Z8 4,674.6 2296.0 2,570.5 31.2252 122%

』ε㎏α【にal&

Electromcs・
6,666.2 7,604 4,936.9 3,610.1 2,462.7 6,823.5 32,105.8 12.5%

Chem貿=als&

O`lReflnaw
29.3844 21.8065

　 　　 　 .

6,536.8 5,912.5 4,430.8 15,740.9
　 　 .

88,822.1 32,79ら

Me1a|S
　 　 　 　 　 　　 　 .

10,643.5 6,438.6 9,326.6 5.3036 5,343.7 3.932・2 40,988.2 15、9S

　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 .

Other　 Fe回s 29,855.4 14.064」 5.660,3' 7,039.9 3257.8 9.7205 63,522.6 26.7%

TOtal 85,065.4 58,056.0 30,423.4 26,540.5 17,791.0 38,787.6 256,663.9 1〔X汚

Rate　 oI

annualφClea56
147%

、　191%
115% 149%

EPB.Roec llA8tE　 2-10)

SOURC[S OF「OREIGN　 T〔CHNOLOGY　 IMPOHT[O

　BY　KOR[AN　 INDUSTRI[S
層

　　　　 Natゆns

Felds
Japan U.S.A　 　 　 .

WeSt
Germanv

Eng1∂nd France' Olhers τOtal

　 　 　 　 　 .

Machherv 222
　 　,

64 21 13 8 28 356

E|eα 了嬬a|&

EleCt了onヒs
163

.48
　 4
・

1 2 15 268

Chemにals

Oll　leIln8W
129 49 4 6 2 1'9 209

　 　 　 　 　 　 　 '

MetalS

.

　 69 21
」

5 2 16 "4.

Oth●r
'Fbld5 B4 100 22 8 β 28 263

τOlal 717
・

282　 . 52 33 20 106 1.210　 ・

%ol　 Total 59.2% 23.3%
　 　 .

4.3% 2.7% 1.6% 8.9% 100%

EP8,　 ROK　 　(TA8Lε 　2-11}

●

COMPOSITION　 Of　WORLD[L[CTRIONIC　 INDUSTRIES(1978)

鵬

　　　 con$umer.
'　　 e㎏Ct⑩nにS

　　　　　 24%

■　　　　　　　　　　 lwOl|d}　 　　　　　'

　　　　　　　　 .lndUStlほI　 e㎏C口on鴫S
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　　　　　　　　　　　　　　　56%

Co叩onen15

　　　ぴ

11%
{U　 S.Al
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　　64%
　　　25%
層

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　、

38%
　　　　　　　 {」∂P頒)　 　 ・
,

　　　　・　　 33%

　 　 　　 　 　 　 　 　 .

29%

4α%
　 　 　 　 　　 .　 　.

lKore司

　15%
45%

EtA)c `Fg2-t)
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PRODUCTION　 TR[ND　 BY　KOR[A　 INDUSTRIES

Anhual　 Average　 Growth　 Rate

Manutacturing　 tndustfV:24.4%

EleCtronic　 lndustry:48.2%

1577

　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1130

　　　　　　　　　　　　　　　　̀㎏cぬ㎎舳鋼 号/●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68・2ζ

⊇4弍 フ;考誉【
{Flg　 2-2[

●

◆

[XPORT　 O「[L[CTRONIC　 iNDUSTRY

x幻

㎝

α幻

鋤

⑭

獅

、

1
　
　
　
　
　1

Annual　 Average　 Growth　 RoteC72=79}

Expo;t　 ot　 Electronics:44.2%

ト

Export　 of　EleClroniCS

983

　　●

1.299

　 ●

・3ジ/
./

　　　　　　　　/・ ・3
　　　　　　　　　　　　　　　　 410

ノ 絃 ㌫
≠,

　

3

　

3

ρ

8

● 〉

Total　 Export

ぐ

E|AK　 {Frg　 2-3}

R&OACTIVITI[S　 BY　SOM[NATIONS
● 〔　　　 7 =　　　　　　　　F

　 .
A 「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

■ 層　 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 '　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　 P

&D
ltems

R ε叩endlture

Countr`es R&』 DExpendlMe Pub`lc　 Fundsl%D' 己gamst
7 」

vears n∂1Qnal mcome{り6)
・竺

' ■

、 :F.

U.SA "977[ ・46 .0フ6 50.5 2.53
・

,... .、
., .●a ..

U.S.S.R　 　 　 　 　 , -
11977) . 26201

.・P

一
.

4.52
.

JAPAN　 52 {19η1 12,934 '27 .4 2."「
.

・

WESτGεRMANY {19")
`12

,643 48.5 2.58

SWEOεN. ■ 11975) -P .　 7.338 39凡 2.01
・

7

FRANCε 　　　　 ・ 119η ピ
　 　 L

7,323 撒56 .7 2.02
.

.

.

U.K　 　 　 　 　 　 　 　 . . {19.75}
,

5,642
.

51.7
'

2.29　 　 「

CANAOA　 　　" "975[ 2,018　 　 　 .

946
.9　 .　 '

. 1.18

(IAtY
.

臼975)
.

1,966
　 　 　gF　 　 　 　 　 　　 .

,

P　' 39.9 、

Lo6

KOREA
「.

11978} 318 ■ 49.0　 　・・ 0.67 .一

,

MOST.」APAN　 　ITABLE　 3-1)

,

衡

■
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INV[ST凹[NT　 l麗SCI【NC[　 AND　 T[CHNOLOGY　 BY　KOR[A'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.Unll:`M`llめn

■

　　　　　　　　 Ye畠呑.`
"5　 　　　　　　 ・ 1974 、975 1976 ;977 1978

go.27 102,614
　 　 　 　 、

146.01
　 　 　 　 　 　 .

256.34
.

356.96

A.10回`-t

　　b.R白0

8.R&0ε 測P

　　Pubk　 F"ds

　　P.口 陀Fund$

79.55

52.19
.

27.36

88.88

59.29

2959

126.0⑧

82:22

44.66

225.60

107.72

117.88

317.54

155.10

162.44

C.0由ednv.　 b

　 SCI.　a"d†oc.

　 b7　 Go∨'`

10.η

　 　 　 ㎡

'13
.73 19.73 30」5 .39.42

D.GNP 15,2ア0 20,400 27,650 35,460 47,750

A/D{覧} 0.59 ℃.50 0.53 0.72 0.75

8/D{9臼 052 0.44 0.46 ,0.64 0.67

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MOSI.ROK　 　 llA8Lε 　3-2DNote二1,A-8十C

　　　　21C⇔ 陀』bg。 ・emm・m　 e聯 ・dll・・e　IαsC給 ・ce・nd　 teCh。bgV・wh・rCh∂,。 　n。mC如d。d　 m

　　　　　　　 R&0lunds　 flom　 govemments.　 such　 as　 expendeturh　 lor∂dmふlsli5tx)n　 ol　MOST.Gov-

　　　　　　　 emmem。 。mputef　 cente・.。11にe。1'Rural　 Devebpmen`.。"にe。 ピlndustlV　 Advanceme-

　　　　　　　 mAdmin6臼 ・"。n　and　 n・eStrnent　 l。・educetrin・|。 ・t・ld・tec・h螂9・v・ ・n・ne・t、.d　 p..

　　　　　　　 bbc　 col」∋9es　by　 rnぬ幅t町(鋪 εducaton

　　　　3,《!D`atoδnd　 8/D　 tetp　 are　thanged　 bヴ　Ihe　 rev`s口n　 of　 GNP　 {D,

R&D[XP[NSES　 BY　KOREA　 INDUSTRIES(1978)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Un8`18M'llon

　　　　 S●clα●

F剛d■

P∫問t●

Comp8n鵬

Oov●rnm●nl

Own●d
Comp・ 哨 ・

For●gn

Owmd
Comp8n,"

TOt●1
No.　 o日&O

Or9肌 α・tm・

Mochin● 甲 26.5 O.12 ● 2α6 31
」

εbcロ8"{&

εbctron㎏ ・
25.2 o.07 O.∞3 25.3 ω

Ch●m鰺8r・ 　　18.2■F
● 一 18.2 83

αh8r
M8nulacMmo

31.5 0.01 0.10 31.6' 117

　 ヴ

Oth8r■
　 　 　 、

5.67 0.13 o.07 5.87 20

↑Ot∂1 107.07 033 0,173 107.58 291

MOST,　 ROK　 {TA8LE　 3-31

■

●

●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　.

MANPOW[R'ENG'AG[O　 IN　H&D'八CTIVITI[S附SOME　 NATIONS
　　　　　　　　　　　　　　 ..　　 了　　　　　　　　　　　　 .

　 ・7 「.・

|1ems
-　 ・

Numbe・ol Numb8r ol R&
　 　 , 0 6xp加d'lur6

Coun加es L ReSGarchα5 noseilrche了 po「 仰ra r8soa'chn'

years
'

. 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 "

1.000popubl`on ・　 ($ 10,000}
　 　 　　 　 .

U,S、S.R

.1977 「 '985
.300 3.8

▼ 」'2

.66
、

　 　 」

U.S.A .1977
ご

.

571,100、
7

　 　 . 26　 　 ・ 3
. .8,068

.
,

Japan　 52 {19η1 , 271,956 . 2.4
P
　 4.756
.

West

G酎ma白V
1977
　 ・

'

、 {ワ5}94.098 {ワ5} 1.5 、　 {75) 11.16
「 7

u.K .1975 78,800. 14　 　　.、 6,392

Fr加c6 1977
　 `. ; C75}62,004 : 1'乃}

、

1
.2　 　 　 　 , σ5) 1!.46

1lab 1975 31,388 F 0.6 '6
.264

.

　 　 　 　 　令■・

Can∂da・ ,1975'. 二
一 .

.・15:・1フ8 .
.

0　 7 9,604

Sw6d8n 1975 14,995 1.8 9,788

Korea 1978 |4,749 04 2.15

Mo引.　 J叩an　 (TA8LE　 3-4}
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MAN　 POWER　 ENGAGED　 IN　R&D　 8Y　 KOREA

　　　　　　|tems

YearS

Nuπ1ber　 ol

↓cse∂rchαS

Nun、bC「 　ol　 'csoarc・

he了s　Per　 1.◎00

POPumllon

n&Doxpend川u'e

Per　 a　researcher

{810.000)

1974 フ,595 0.13 1.05

1975 10275 029 ・　　　 O .87

1976 1},661 03フ 1.09

1977 12,フ71 0.35 1.η

1978 14,749 O.41 2.15

Koree　 Popvlation:36　 Millbn

Exchange　 rate:480wonlKorea[-1dollar{U ,S}

MOS了.ROK　 CTABし ε3-5[
冶

・

「UTURE　 DEMAND　 O『T[CHNICAL　 MAN　 POWER　 BY　KOREA

Unlt;m川on　 persons

、　 V6ar・ R田eof　 Av6r8ge

19?7 1981 1986 1991 Annual

n6m●
　 　 　 . mcroas倒%)

.

A,了ot81　 No.of　 Ernploy68■ 12,929 15,019 17,855 20369 3.83

,

8,† ●ch"C8}mon　 PO》げ●r 0,49θ O,806 1276 L779 9.50

Sc噂 川i・t・ O,017 Oρ33 o,058 O,083 12.oo

εnoin・.r・ O,162 O,233 O,359 0,516 9.10
,

†gch"m 0,329 0,640 O,861 1,180 9.58
.

層

8/A{陶 3.85 037 7.15 a73

MOS了.　 ROK　 ITA8Lξ3-6)

・

fUTURE　 PLAN「OR　 INVESTM[NT　 IN　SCIENC[

　　　　　　　AND　 TECHNOLOGY　 BY《OREA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Umt:　8　MiUぬn

「

　　　　　　　　　　　y60口

　　　"●mg
「

1978 1981 1986 1991

T。1創IMgtm6t 356.96 576.25 1.23729 2.49083

GOv't;Pr～ 引● 49:51 50:50 45:55

'

　　40:60

.

　廃tb　 aga爪 飢GNP o.ヌ5 15 2.o

1

2.6

・

MOS.T,　 HOK　 　{了A8Lε3-7)
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TECHNICAL　 EDUCTION　 CAPACITY　 OF　KOREA　 AND　 JAPAN

・

δ

KOI{εA JAPAN

{19791 {1976[

No.　 ol　 εnrofl`1、cnl　 lnl　 TcchnlCξ11

Graduole　 Schools
1.ソ 川 ↓ n、G4〈}

Per　 IO.O(X)　 Populal`on{%1 034 077

Per　 10.OOO　 Qua|∫f`cd　 コge

Populol心n{%}

　 　　 　 ・

161 5L3

No.olεnrollmenUor　 EnOfneerlnq

college
27,040 81,682

Per　 10.000　 Popu|allo∩{%) 710 722

Per　 IO.OOO　 Qual山ed　 oge

Popu}alronl%[
2878 5206

No　 olεnrollmenパ0`O"、er　 schodS 108,370 180,168

Per　 10,⑰ 　POPu}atゆnl%} 144 797

Pe`　 10,000　 Qualtlled　 age

Pontlbtl6n
5936 576.2

MOST.　 ROK (TABLE　 3-・8}

R[S[ARCH[XP[NS[S/TOTAL　 SAL[S　BY　INDUSTR1[S

●

{Unlt・P創 　cenlage}

Coun陶V

　　　　lv臼r}
Japan U.S.A. France W.Germany

　 P
Korea

`ndUStrv 119731 119711 {1969) .P969) n978[

Indus1rV　 1OlaI 1.6・ 一 3.0 28 0.6

Manubαum9 1.7 3.5 一 3.2 0.7

Foods竃vWs 0.5 0.5 04 0.2 O.5

Chemにal
L 　 　 　 .

L

冨㎡us1rv　 　　　　　・ 24 3.8 3.4 4.9 0.5

ρ`,rehmg 03 O.9 0.9 3.6 O.5

lron&steej 08 0.7 04 1.0 06

Mach口erv

朗UStw
16 3.9 2.2 32 09

日㏄11にa`and

deClr㎝ 鰐S 3.6 7.3 3.8 6.8 13

丁刷spo巾Oon

m3chmew 2.2 3.1 3.2 4.5 0.03
A冨c隔". 7

m5s改2
一 16.6 27.6 25.3 －

MOST.ROK　 ITABLE　 3-9}

■
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MAJOR　 R[S[ARCHlINSTIUT[S　 IN　KOREA「OR　 〔LECTRONI{=TECHNOLOGY(1980)

　　　　　　 Instほutes

ltems

Ko爬a　 |nst|tutes　 ol　Elec口onlc

TechnologylKlεT〕

(M|nlstry　 o↑Commerec&

lndustry}

Kolea　 TelecommumcaOons

Resea∫ch　 lnSl`【ute{KTRI}

lMn60Y　 ol　Commumca-

tm}

Korea　 lnst喧ute　 of　Sc蜘ce

&TechnologVIKISη

{Mh戚lv　 of　Sc鳴nce&

了echmlo9り

Founded Dec.1976 Dec.1977 Feb.1966

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

Malor　 Func110ns

●R&Dol　 Semlconductor5

　 and　 Compute8s

●Management　 ol　Mask&

　 U1山tes　 FaCIht旧s

'

●TO　 Pκ痂de　 suppo"S⑩

　 mdus町 給S　 mdhe　 area　 of

　 communにat幻ns　 techno109V

●lmprovement　 and　 the

　 development　 of　nat⑩nal

　 tekommun聞t⑩n　 lac`1詑給S

●Devebpmen電of　 aPP|給d

　 technobgV
●Tech"ob9貿 泡l　suppon　 to
　 -

　 mdusmes

●!n賠 「natQnal　 techn鳴al

　 ODoperatめn

Number　 ol　emploVees 172 174 664

Annual　 8udget

l8　m`lml
9.7 10 25

　 　 　 　 　 　 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

Remarks

●To　 be　 cornp|ected　 bv'81

qSern`conductor　 des|gn

　 and　 Process

●Computer　 sVstem　 desrgn

　 and　 developmenl

●M訂 週gement　 O8　 ebctyon鴫

　 細chmg　 syStems
●Technobgにal　 Devebprnent

　 O{natゆnal　 tek丈ommun`・

　 cat㎞systems

●lmpon　 of　newlv　 de》ebp・

　 ed　1αeqn　 technobg"

● εmpha完 ㎝blge

　 re誕ardl　 ass●n㎜ ●as

　 ageneral【e史ardl

　 m領 巾」te

ELAjC tlABtE　 3-10)

●

●

R&DEXPE冊1τURE　 BY　TYPES　 OF　 ACTIVITIES

dbP8n　 52　 {'77}

U.S.A.50《'75)

u.K

Ftance

1taly

KOfee

C'751

t'75)

C75)

1'78)

Bagc・os臼 ∫ch　Apμ 皆d　research　　　　　　　　　DevebpmenI

162{覧) 25.1{%) 58,7196}

12.9 22.6 64.5

16.1 25.4

　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 .
　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ,

58.5　 　　　　　　　 '

203

..

36.2

、

　　　　　　43.5

　 　,

14.1 　　　　　45.2
P

40.7

13.5 512 35.3

MOST　 (Fね 　3-1)
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(6)ア ラ ブ 諸 国 にk・ け る エ レ ク トロ ニ ク ス

S　 Ei-Din博 士

　 まえ が き

　 私 の 講 演 の 目的 は ア ラ ブ諸 国 に お け る エ レク トロ ニ クスの 現 況 とその 特 質 に つ

い て説 明 す る こ とで あ る。 経 験 に よ っ て得 た もの と,将 来 の 開 発 計 画 につ い て全

般 的 な概 要 を述 べ た い と思 う。

　 最 近 の 研 究 開 発 に は,あ らゆ る経 済 的 社 会 的活 動 の 中 に エ レ ク トロニ クス を広

範 に 取 り入 れ る こ とが 要 求 され る。 ア ラ ブ諸 国 が急 速 な開 発 を め ざ して努 力 して

い る こ と は エ レ ク トロ ニ ク スの 輸 入 を急 増 させ た こ とに よ って 証 明 され る。

　 第1表 は ア ラ ブ諸 国 の 主 要 な エ レク トロニ クス の 輸 入品 目 を リス トした もの で

あ り,次 の2つ の カテ ゴ リーに 分 類 され てい る。

　 o主 と し て電 気 通 信,コ ン ピュ ー タ ー,防 衛 関 連 の 専門 分 野 に お け る各 種 機 器

　 　 (professional　 elements)

　 。主 と して ラジ オ,TV受 信機,そ の 他 の 家庭 用 娯 楽機 器 関 連 の 民 生 用 製 品

　 　 (Consumer　 products')
'

電 気 通 信

　 ア ラ ブ諸 国,特 に 産 油 国 は 世 界 中 で 最 も大 き く,そ して最 も速 か に成 長 す る

電 気 通 信 市 場 の1つ に な る と多 くの 人 に 考 え られ て い る。 この 市 場 の 一 角 に喰 い

込 も うと す る各 国間 の 競争 は,最 近 わ れ わ れ が 目に す るよ うに す さま じい もの で

あ る。 この こ とは各 国が開発 計画の中 で ア.ラブ諸国に重点を置 い てい ることを証

明 す る もの で あ る。

　 この 分 野 に お け る全 般 的 な 活動 状 況 は 第2表 に示 し てい るが ・ その 表 は1978

年 と1979年 の 実績 と,1980年,.　 ,1982年,1986年 の 見込 み!こ4る ア ラ ブ諸

国 の 電 気 通 信 の 輸 入 額 を示 した もの で あ る。 それ ぞ れの カテ ゴ リー に対 して,下

限 と上 限 の2,つ の 見 積 り額 が示 され てお り,そ の 両 者 に は20～27%の 喰 い違 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一147一



が あ る。 ま た,発 展 途 上 国 では 電 気 通 信 関 係 の輸 入 量 の30%を 占 め る とい う前

提 で,輸 入 の 推 定 額 も示 してお い た 。

　 ア ラ ブ諸 国 に お け る電 気 通 信 に は 次 の よ うな特 徴 が あ る。

　 01978年 か ら1980年 ま での ア ラ ブ諸 国 の電 気 通信 の成 長 率 は125%で あ っ

　 　 た 。1980年 か ら1982年 まで の 成 長 率 は1%以 下 とな り,1982年 か ら

　 　 1986年 の年 成 長 率 は ま た12.5%に 復 す るで あ ろ う。 この こ とは 政 府 の 支 出

　 　 が1982年 以 降 まで,な に も新 しい 大 き な契 約 を結 ぶ予定 が な い た めに,現

　 　 在 の レベ ル の ま ま で推 移 す る だ ろ う とい う点 に根 拠 を置 い てい る・

　 　　 これ らの投 資 は 主 と し て電 話 回 線 と テ レ ック ス回 線 の増 設 と電 子 交 換 や デ

　 　 ジ タ ル交 換へ の切 替 の た め に 行 わ れ る。

　 。世 界 人 口の3.　7%を 占 め る ア ラ ブ諸 国 は,世 界 の電 気 通 信 の7%を 輸 入 した。

　 　 これ は ア ラ ブ諸 国,特 に 産 油 国 で 急 速 な開 発 の た めの 努 力 が 払 わ れ て い る こ

　 　 とを反 映 した もの で あ る。

　 。電 気 通 信 サ ー ビスに 対 す る需 要 は,現 在 の設 備 を は るか に上 廻 る もの で あ る。

　 　 必 要 と され る電 話 回線 や テ レ ックス 回線 の不 足 は大 半 の 国 に 共 通 した特 徴 で

　 　 あ る。 時 代 遅 れ の 老 朽 化 した設 備 は ア ラ ブ諸 国 の う ち2,3の 国 で ハ ン デ ィ

　 　 キ ャ ップに な って い る。

　 　　 例 え ば,1,000人 当 りの 電 話 機 普 及 率 は ス ー ダ ンで は3台,ク ウェ ー トで

　 　 は160台 と格 差 が あ り,残 りの 国 は10～20台 の 普 及率 とい った 現 状 で あ る。

　 。先 進 国(1,000人 当 りの普 及 率200台 以 上)に 比 較 し て,こ の低 い 普 及 率 は

　 　 特 に 産 油 国 で 改善 され つ つ あ る6例 え ば,ク エ ー トで は1,000人 当 りの 普 及

　 　 率 は1973年 の107台 か ら1977年 に は154台 に 増 加 し,1981年 には180

　 　 台 に 達 す る見 込 み で あ る。

　 。大 半 の ア ラブ諸 国 は最 低1つ は衛 星 通 信 の地 上局 を持 っ てい る。　 80年 代 の

　 　 初 期 に打 ち 上 げ られ る予 定 のARABSATは,ア ラ ブ諸 国 間 の 電 気 通信 の

　 　 接 続 を 改善 す るで あ ろ う。

　 。ア ラ ブ諸 国の 電 気 通 信 は,こ の地 域 に電 気 通 信 の 製 造 工場 や組 立 工 場 が な い
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　 　 た め に,全 面 的 に 輸 入 に 依 存 し てい る。

　 ア ラ ブ諸 国 が電 気 通 信 の 輸 入 に 依 存 し てい る現 状 を第3表 に示 してい る。1976

年 の 調 査 に よれ ば ア ラ ブ諸 国 に お け るあ らゆ る種 類 の ケー ブ ルの推 定 需 要 は,80

年 代 の 毎 年160,000ト ンか ら90年 代 に は300,000ト ンに増 加 す る見 込 み で あ る。

一 方 ,ア ラ ブ諸 国 の 全 体 の 生 産 能 力 は エ ジプ トの それ を72%と 計 算 して も46,000

トン しか な い 。 その 表 の 下 部 に示 して あ る よ うに,そ の 他 の 国 で 設備 増 設 が 計 画

通 りに 進 め られ る と して も,こ の 輸 入 に 依 存 す る状 態 は 変化 しな い で あ ろ う。

　 コ ン ピ ュー ター

　 ア ラ ブ諸 国 で は,コ ン ピ ュー タ ーの 利 用,特 に,給 与計 算,市 民 登 録,銀 行 業

務,そ の 他 行 政 事 務 に 対 す る利用 が 常 に増 加 してい る。 ア ラ ブ諸 国 の コ ン ピュー

タ市 場 の 重 要 性 は,こ の 地 域 に50以 上 の 主 要 な サ プライ ヤ ーが 存 在 す るこ とに

よ って証 明 され る。

　 第4表 は1976～77年 の コン ピュ ー ター輸 入統 計 を示 し た もの で あ る。 その

中 で レバ ノ ン以外 の 国 は 世 界 の コ ン ピ ュー タ輸 入 上 位50国 の 中 に ラン クされ てお

り,次 の よ うな特 徴 が あ る こ とに 注 意 す る必 要 が あ る 。

　 。ア ラ ブの コ ン ピュー タ市場 の成 長 率 は 世 界 市場 の 成 長 率 の2倍 以 上(25.9%

　 　対11%)で あ り,他 の どの 地 域 よ り も高 率 で あ る。

　 。人 口 との 割 合 か らす れ ば,ク ウ ェー トが 最 もコ ン ピュー タ ラ イ ズ され た 国 で

　 　 あ り,(1978年 の 設 置 数 は120と 推 定 され る)一 方,サ ウ ジ ア ラ ビアは 最

　 　 も大 きな 潜 在 需 要 を持 った市 場 で あ る(最 近政 府 主 管 の コ ン ピュ ー タ情報 全

　 　国 網 の た めに2億 ドル 以上 の 契約 が結 ば れ た 。)

　 。 ミニ コ ン ピ ュー タ ーは 設 置 総 数 の 約1/3に 当 る。 ミニ コ ン ピュー タ ーは銀 行

　 　業 務 や 工場 制 御 で の 利 用 が絶 えず 増 加 して い る。

　 oプ ロ グ ラ マー,.シ ス テ ム ・ア ナ ライ ザ ー,コ ン ピ ュー ター ・サ イ エ ンテ ィ ス

　 　 ト,そ の 他 の サ ポ ー トの 専 門 家 の 不 足 が深 刻 に な ってい る。

　 05つ の サ プ ラ イ ヤ ー(IBM,　 NCR,　 Haneywel1,HP,　 I　CL)が 市 場 の

　 　 95%を 支 配 して い る。 これ らの サ プ ラ イ ヤーが ロー カ ルの 顧 客 に 対 して最
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　 　 善 の サ ポー トと販 売 後 最 良 の メ ンテ ナ ンス ・サ ー ビス を提 供 して い るた め で

　 　 あ る。

　 oこ の 分 野 で は 必 要 な 熟 練 労 働 者 を確 保 す る場 合 に も,全 面的 に輸 入 に依 存 し

　 　 て い る。

　 防 衛 面 で の エ レ ク トロ ニ ク ス

　 ミサ イ ル ・シ ス テ ムの.コ ス トの60%と 最 新 兵 器 の コス トの30%は エ レク トロニ

ク スで あ る と言 わ れ て い る。 しか し,防 衛 支 出の うちで エ レ ク トロニ ク スの コス

トが 全 体 で どの 程 度 を 占 め るか を推 定 す る こ とは 困 難 で あ る。 防 衛 面 で の エ レ ク

トロニ ク スは 東 欧 ブ ロ ッ クが 主 た るサ プ ラ イ ヤー とな ってい る唯一 の 部 分 で あ る。

(18%)

　 その他 の 専 門 設 備 部 門

　 ア ラ ブ諸 国 に お け る産 業,医 療,教 育,研 究 部 門 で の エ レク トロ ニ ク スの 利 用

は 比 較 的 少 ない 。(ア ラ ブ諸 国 の エ レ ク トロ ニ ク ス総 支 出 の うちの2%弱)。 こ

の 部 門 に は 次 の よ うな特 徴 が あ る。

　 o全 面 的 に 輸 入 に依 存 して い る。

　 。販 売 量 に 比 較 して,サ プ ラ イ ヤの 数 が 多 過 ぎ るた め に,予 防 保全 とか 販 売 後

　 　 の サ ポ ー トが不 十 分 で,他 の 部 門 よ り も多 く の 迷 惑 を蒙 って い る。

　 民 生 用 製 品 　 　 　 　 　 .　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 　 　 　 、

　 サ プ ラ イ ヤーの 数 が 多 い こ と と,・民 間 会 社 が 支 配 して い る こ とが この 部 門 の 特

徴 で あ る6国 内 での カ ス トマ ー ・サ ー ビス は エ レ ク トロ ニ クス の全 部 門の う ち一

番 進 ん で い る 。 これ は ア ラ ブ諸 国 の エ レ ク トロニ クス市 場 で 民生 用 製 品 が一 番 大

き な比 重(20%)を 占 め てい るこ と と,乙 の地 域 に早 い 時 期 に導 入 され た た め

で あ る。

　 第6表 は アラ ブ 諸 国 で 実 用 化 され て いる 放 送 の タ イ プ と ラ ジオ やTVセ ッ トの

推 定 数 を示 した もの で あ る 。他 の先 進 国 に 見 られ る よ うに・ 多 くの ア ラブ 諸 国 に

は ラ ジ オやTVセ ッ トの 組 立 工場 が 存 在 す る。 特 に・ ア ル ジ ェ リアは これ らの 製

品 を部 品 か ら主 製品 ま で一 貫 レて製 造 す る唯[の 工場 を持 っ てい る。.
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　 最 近 の 傾 向 と将 来展 望 の 要 約

　 以 上 お 話 し し た こ とか ら,次 の よ うな結 論 が導 き出 され る。 そ して,ア ラブ 諸

国 に お け る電 子 製 品 開 発 の 未 来 像 の徴 候 を窺 うこ とが で き る。・

　 1.引 き続 き多 額 の 支 出 が 行 わ れ,恐 ら く増 加 す るで あ ろ う。 ア ラ ブ諸 国 の 開

　 　 発 計 画 を前 提 とす れ ば,特 に電 気通 信 と防 衛 の 分 野 で この 傾 向 が 続 くで あ ろ

　 　 う。

　 2.　 C"く 少 数 の 例 外 は あ って も(イ ラ ク とア ル ジ ェ リ アは この 分 野 に 対 す る国

　 　 の開 発 計 画 を作 って は い るが…………),エ レク トロニ クスの 分 野 は 輸 入 に 依

　 　 存 し続 け るで あ ろ う。

　 3.　 ア ラ ブの 輸 入 業 者 の 長 年 の 経 験 に よれ ば 。 次 の よ うな こ とが 重 要 で あ る。

　 　 ・ス ペ ヤ部 品,販 売 後 の 保守,測 定(Cabibration),カ ス トマー サ ー ビス,

　 　 　 とい った もの が 着 実 に地 方 に浸 透 す る こ と。

　 　 o新 しい 輸入 品 が 既 存 の シ ス テ ム と両 立 す る こ と。

　 　 ・ ロー カル の マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ フ ェー スに つ い て最 新 式 の型 式 や水 準 の

　 　 　 エ レク トロニ ク ス製 品 が適 切 に輸 入 され る こ と。

　 4.エ レ ク トロニ ク ス分 野 の 各 レベ ルに お ける 熟 練 労 働 者 の 不 足 が次 の よ うな

　 　結 果 を招 い て い る。..

　 　 o予 防 保全 や サ ー ビス の 欠 除 と電 子 装 置 の 誤用 に よ り莫 大 な投 資 の損 失 を 蒙

　 　 　 ってい る こ と 。

　　 。外国の コンサル タン トやサ プライヤーが かれ らの製品の量質両面の安定 性

　 　 　に 関 し て十分 説 明 し な い た めに誤 って購 入 して い る こと 。

　 5.国 内で エ レ ク.ト1ロニ汐 スの 製 造 を促 進 す る努 力 が 必 要 ど され る。

　 　 oエ レク、ト・ロニ ク ス分 野 の 生 産 規 模 を最 も効 率 よ くす るた め の ア ラブ地域 に

　 　 　お け る生 産 協 力 や 販 売 体勢 。・　 '　 _,　 ',

　 　 。ア ラブ地 域 の 内部 か ら リ ゾ「 ス と三マン ペ ワー を 調整 し,地 域 外か ら適 正 技

　 　 　術 を導 入 す るた め の ジ ョイ ン ト'ヴ ェ ンチ ャの生 産 協 定 σ ・

　 　 。一 貫 した 完 成 品 の製 造 を促:進 ず るた め に伺 じよ う な 市場 需要 を持 つ その 他
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　 　の発 展 途 上 地 域 との リ ンケ ー ジ 。

　 ・広範 に熟 練 度 を高 め るた め の マ ンパ ワー の開 発 。

6.　 この よ うな 体 制 を促 進 す るで あ ろ うエ レ ク トロニ クス の生 産 は,製 品 に よ

　 って も異 な る し,国 に よ って も異 な るが,一 般 的 に は次 の よ うな こ とが 期待

　 され て い る。

　 o資 本 集 約 的 で 高 度 に 自動 化 され た エ レ ク トロニ クスの 製 造 工程 は,産 油国

　 　で今 後 工 業 化 す るの に 適 して い る。一 方,製 造 工 程 の う ちで,組 立 とか テ

　 　ス トの 面 は エ ジ プ トや ア ル ジ ェ リアの よ うに 豊 富 な マ ンパ ワー を持 った国

　 　が 適 してい る。

　 。計 算 機(calculator)や 時 計 の よ うに一 貫 して 自動 化 した エ レ ク トロニ ク

　 　ス生 産 を行 う最近 の 技 術 的 傾 向 に よれ ば,こ れ らの 民 生 用 製 品 は 資本 が 豊

　 　富 で マ ンパ ワー の 乏 しい ア ラ ブ諸 国 で今 後 生 産 す るの に適 してい る。

　 。産 油 国 で は 工 業製 品 の 割 高 な コス ト(現 在,先 進 国 よ り30～50%割 高)

　 　は 将 来 低 減 す るで あ ろ う。 これ は国 の 下 部 組 織 が 成 熟 し,熟 練 した マ ンパ

　 　 ワーが増 加 す る こ と と,ア ラ ブ諸 国 の 豊 富 な収 益 に 比 較 して,先 進 国 の 資

　 　本 コス トが 上昇 す る ため で あ る。

7.　 ア ラ ブ諸 国 に お け るエ レク トロニ クス分 野 の 開 発 上,当 面 してい る制約に も

　か か わ らず,技 術 上,資 本 上 の 必 要 性 や 巨大 な ロ ー カ ル市 場 とい う背 景 か ら,

　ア ラ ブ諸 国 が 工業 国 と して,エ レ ク トロニ ク ス生 産 の 一 翼 を担 うこ とは 適 切

　な こ とで あ る。生 産 業 者 は ア ラ ブ諸 国 を単 に 製 品 の は け 口 とみ る よ り も,将

来 の パ ー トナ ー とみ な す 時 代 が 近 い 将 来 到 来 す るで あ ろ う。

　 　パ ー トナー シ ッ プは 研 究 とか 生 産 開 発 の た め に 融 資 す る こ とか ら始 め て,

生 産 その もの に参 加 す る よ うに な るに違 い ない 。 この よ うな 体 勢 は 例 と して

　は 少 ない が,次 の よ うな もの が 既 に形 成 され てい る。

　 。ス ー ダ ン と ア メ リカ　 　 　 ・光 電 池 発 電 所

　 oヨ ル ダ ン と西 ドイ ツ　 　 　 ・ア ラ ブの テ レ ック ス と テ レプ リン タ ー

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ・ア ラ ブの 電 子 事 務 機 器
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　 。 クウェー トと西 ドイ ツ　 　 　 ・太陽熱発電所

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　・逆 浸透?　 (reverSe　 Osm・sis)

　 　　　　 　　　 　　　　 　　 第　 1　 表

　 　　　　 　　 ア ラブ諸国 の主要輸入 エ レク トロニ クス製品

A　 専門用設備

　 1　 電 気通信設備　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 '

　 　 。ラジオ/TV放 送 と伝送

　 　 o電 話 交 換 と電 送 シx'テ ム,電 話,交 換 器,衛 星地 上局,マ イ ク ロ中 継 局,

　 　　遠隔測定器(telemetry)等

　 　 o航 空設備,航 海設 備

　 2.　 コン ピューター,周 辺装置 と事務機 器

　 　Oコ ン ピュー ター と周辺装置

　 　o電 子 事務機 器(計 算機,コ ピー機,etc.)

　 3.防 衛

　 4,　 その他 　 　 　 　 　 　 　 　"

　 　 O工 業設備(プ ロセス とコン トロール)　 '　　　　 　　 ,

　 　。医療機 器ぐ 診 断機器,病 気 モニタ リング,治 療機器等)

B　 民 生用製品'

　 　・ラジオ 已 暇 信機

　 　嫁 庭娯楽品(ス テ レオ,テ ー プ.レ 。一 ダー ば デオ 九 二や等)

o電子時言仁 　 　 　　 ・　 ∵ ご
　 　。 ポ ケ ッ ト電 卓

上記のスペア・ンポ:二詞 も輸入 調 ている・∴ ∵ ㌶`
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 　 2　 表 　 　 　'

アラ ブ諸 国 の 電 気 通 信 シ ス テム の輸 入 と電 子 製 品 の総 輸入 額(100万 ドル.)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 78　 　　　79　 　　80　 　　82　 　　86

A 電気通信

システム輸入額(下 限)

システム輸入額(上 限)

1454

1743

　 　 　 　 　 　 A

1,671　 　1792　 　1β23　 　2615

2ρ31　 3211　 2312　 3315

B 電子 製品(下 限)

総 輸入額(上 限)

4.85

5.81

5.57　 　　5.97　 　　61)7　 　　8.72

677　 　　7.37　 　　7.71　 11/)5

●

　　 第3表 　ア ラブ諸国の ケ ーブル産業

COUNTRY　 　　　　　　　PRODUCD:ON　 CAPAC工 τY　{TONS/YR}　 　　　　　　亀　OF　 T◎TAL　 　　　　BLtく5

幽

EGvp　 r

KUWA:T

SICR工A

LeBANON

　 　 　 TcrrAL:

Plann●d'

:RAΩ

SAUDエ 　ハRAB工A　 (e)

TUN工SXA

SOURCE:　 　F.　 TILHER,

Ce)

　 SURVEY,　 MハR.

33,000

8,SO◎

2.6◎0

2,◎CO

46,i◎ ◎

6,000

3,500

一

72

18

6

4

ioo

Gov{　 　,

M工XED　 SEC1℃R

CJUST　 STハRTED)　 '

G◎VERN1蜘

PR工VATE　 SEC7POR

G◎VERNHENT

PR工VATE・snCTOR

　 　 　 　 "典 工NDVS:R:Arf　 DEVErPPMEN　 r"VgL・27　 JULY　 1976・'

PRESENT　 Cハ?AC工TY　 OF　SAUD工 　PUDer　 工S　8.OO◎ 　leONS/YEAR,　 SAUDZ　 ECON◎MrC

　 　 　 　 1980.
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第4表 ア ラ ブ諸 国 の コ ン ピ ュ ータ輸 入

COUNTRY 1976　 〔$　MIL.} 】」977　 ($　 M工L.} 、　GROWTH NO.　 OF工NSTALL－

'

Ca} (ω AT工ONS

(b}
.

■

●

A:GER工A

EGYPT

工貼9

KUVVAIT

1鋼ON

SAUDr　 ARAB工A

RESC.

ARAB　 STA[VE　 TOTAL

WOR工1)TorM

19.5

12.8

9.3

9.9

2.8

25.8

54.4

134.5

10520.8

21.

15.7

14.7

16.1

4.4

39.

58.5

169.4

11683.9

フ.7

22.6

58.1

62.6

58.8

51.2

25.9

11.

120

81

48

35

、

(a)　 　 SOURCE　 :　DATAMAT工ON,　 DEC.　 1979

(b)　 　SOVRCE　 :　ARAB　 REPORT　 AND　 MEMO.　 DEC.1978.

.

第5表 アラブ諸国の 防衛支出

－m－
口D]㎜

PllR　C瓦pm

㎜][TURE
GOV-　 EXPENDITURE

口叩臼田N(氾EXPENDITURE　 RNr.

GNP　 -　 DEFENCE

EXPENDrTVRE　 RATIO

・1975　 　】L976　 　1977　 　1978 1975　 1976　 1977　 1978 1975　 1976　 1977　 1978 1975　 1976　 1977　 1978

■

●

一
㎜

叫

㎜
USYA

－
㎜ ■㎜ ■み

㎜
頭 皿

285 312

6103　 4859

397

1191　 　14】L7　　1660

■55

203

224

155

229

2S8

201

338

346

456

期

448

681

6771　 　9038　 　7539　 13170

■20 ■46 237

7061　 　1003　 1068　 1121

17 18 23

163　 　128　 　112

107　 　123　 　141

57

83

13

55

25

70　 103

90　 130　 162

15 19 37

1153　 1506　 1005　 1704

7 8　　12

96　　132　 　138　 　138

4.7

42・.

5.9　 5.7

43.7　 26・8　 29.7　 　一

22.　 　19・4　 20◆1　 25.6

13.7

4.5　 6.

17.4　 】L9●5

7.811.6

20.　 　29.　 　24.　 　35・1

15.】L】L8.1　 10悟4　 一

25・2　 22.3　 23.　 　24◆1

1・8　 2・2　　 3.4　　 3.9

22.8　 　一

18・7　 　　-　 　　9.6　 10.2

12・1　 12令212・915・5

1.4　 1.7

3.

1.8

2・8　　 3.3　　 3・6

7.3　 18.　 17守7　 13.6

4.3　 一

　　　　 」　　ト　⑱

3.6　 5.4

1】L.　　15.1　 16.3　 16.4

嘲 肌 15758　 17417　 16045　 19490

SO口RC8　 :　… 田一.　 ?za・ 　1979・
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(7)情 報 化 社 会 一 デ ジ タ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク

イ リア研 究 員 　 L.Pouzin氏

要 約
■

　 デ ー タ通信 の情 報 は こ こ2,3年 で 大 きな 変 化 を遂 げ た。数 多 くの公 衆 デー タ ・

ネ ッ トワ ー クが.現 在 稼 動 し,あ るい は開 発 さ れ て い る。EDC,　 NordicNet,

CTNE,　 TRANSPAC,　 EURONET,　 TYMNET,　 TELENET,　 DATAPAC,　 D-

50の 主 な特 徴 に つ い て概 要 を述 べ る と と もに,将 来 い くつか の 大 ネ ッ トワー ク,

即 ちCOMPAX,　 SBS,　 ACS,　 XTENに つ い て も説 明 す るこ と とす る。 国際 通 信

が 利 用 可 能 に な っ た り,姿 を見 せ 始 め て い る。 い くつ か の料 金 の 例 をみ る と,さ

ま ざま な 国 の料 金政 策 に 整 合性 の欠 け て い るこ とが 見 受 け られ る。 技 術 的 な 面 で

は,標 準 化 の 問題 が,非 常 に遅 れ て い るが,主 た る標準 化推 進 団体 であ るISO

やCCITTが 現 在 活 発 に動 いて い る。 しか しな が ら,こ の2つ の組 織 の 間 で オー

バ ラ ップ す る部 分 が 増 え.て きて い る。 ユ ー ザ ー に提 供 す るサ ー ビスの 整 合 性,信

頼 性,規 制 に関 す る問題 につ い て無 責 任 な地 域 独 占 を行 って い る国 々の間 で関 心

が高 ま りつ つ あ る。

　 この ペ ー パ ー に示 ざれ て い る考 え方 は,私 個 人 の もの で あ る。INRIAの 正式 ・

見解 と して受 け と られ るべ きで は な い。
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`

序 文

　 デ ー タ処 理 シ ステ ム(DPS)間 の 通信 は,距 離 が1km以 内 で 私有 地 の構 内 に

あ る時 に は.数 多 くの技 術 を利 用 す る こ とが で き る。 この よ うな 閉 鎖地 域 で は,

デ ー タ伝 送 の メ デ ィ ア と して電 話 回線,電 信 回線,同 軸 ケ ー ブル.光 フ ァイバー,

マ イ ク ロ波 を使 う こ とが で き,イ ンタ フ ェ ー スや信 号 の送 受 は全 体 と して,そ の

設 備 の所 有 者 に委 せ られ てい る。 この種 類 の デ ー タ伝 送 シス テ ムは,通 常 ロー カ

ル ・ネ ッ トワー ク と呼 ば れ て い る。 この ペ ー パ ー で は,こ れ と異 な り,公 有 地 を

横 切 る必 要 が あ り,か な り遠 隔 の 地 に あ るDPSを リン クす るた め に利 用 され て

い るデ ー タ伝 送 シス テ ムに焦 点 を あ て る こ と とす る。 この場 合 に は,公 衆 ネ ッ ト

ワ ー ク,も し くは規 制 当局 に よ って 承 認 さ れ た専 用 の ネ ッ トワー ク を使 う よ う国

内 ま た は国 際 の規 制 を受 け る こ とにな る。 公 衆 ネ ッ ト ワー クを運 用 す る組 織 は パ

ブ リ ッ ク ・キ ャ リア又 は コモ ン ・キ ャ リ ア或 い は単 に キ ャ リア と呼 ばれ て い る。

己 れ らキ ャ リ アの規 制 に対 す る姿 勢 は多 種 多 様 で あ り,こ こで は触 れ な い こ とに

す る。

　 1950年 代 の終 りか ら,1972年 の 間 に 出現 した デー タ伝 送 につ い て,キ ャ リ ア

は,将 来 の デ ー タ ・ネ ッ トワ ー クに 対 す る プ ランに つ い て語 る 以 外,殆 ん どなに

もしな か っ た。

　 検 討 され た の は デ ー タ を伝 送 す るた め に 設 計 され たデ ジタ ル 回線 交 換 ネ ッ トワ

ー クだ け で あ っ た。1970年 に始 まっ た 民 間 ネ ッ トワー クの成 長 は,キ ャ リアに何

か緊 急 な こ とが あ る と信 じ させ る決 定 的 な要 因 とな った。 大 急 ぎで,い くつ か の

キ ャ リ ア は パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー クを計 画 した り,建 設 し始・め た が,残 りの キ

ャ リア は デ ジ タル 回線 交 換 に 関 す る当 初 の 計 画 に 固 執す るに 止 ま っ た。

交 換 技 術

回線交換

　 デー タ回線 がひ とつの呼に対 して発信 加入者 と着信加入者の間 に設定 され る。
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デー タ回線 の チ ャ ンネル幅(bps)は,加 入者 の デー タに よっ て十 分利 用 され な い

場 合 で も,呼 に対 して一 定 であ る。 トラ ン ジ ッ ト ・デ ィ レイ(例 え ば,ネ ッ トワ

ー クを通 過 す るた めの1ビ ッ ト用 に必 要 な タ イ ム)も 一定 で,こ れ は電 気信 号 の

伝 送 デ ィ レイ(地 上 回線 で10～50ms)の 必 要 性 か ら きた もの であ る。

パ ケ ッ ト交 換

　 パ ケ ッ ト交 換 の基 本 的 な特 徴 は,加 入 者 間 の デ ー タ ・チ ャ ン ネル 幅 が一 定 で な

く,加 入者 の 要 求 によ っ て変 化 す ると い う こ と であ る。 これ は,通 常,ノ ー ドと

呼 ば れ る1～ 数 個 の 中 間 交 換 コ ン ピュ ー タの 内部 で,伝 送 の順 番 待 を し てい るパ

ケ ッ ト(約1,000ビ ッ ト)と い う形 で デ ー タが 送 られ るこ とに よ って 可能 とな る。

トラ ン ジ ッ ト ・デ ィ レ イは中 間 の蓄 積 や順 番 待 の た め 回線 交 換 よ り も本質 的 に長

い もの とな る。(標 準 的 に は150～500ms)

　 キ ャ リアに よ っ て 導入 され た パ ケ ッ ト交 換 網 は,ヴ ァーチュアル ・サ ーキ ット ・

サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 これ は デ ー タ伝 送 が 可能 とな る前 に発 信 加 入者 と着 信 加

入 者 の 間 に デー.タ回線 が 設定 さ れ なけ れ ば な らない こ とを意 味 す る。 この技 術 は

事 実 上,回 線 交 換 網 で の 呼 に よ く似 たも の で あ る。 最 初 の 呼 はパ ー マ ネ ン ト ・ヴ

ァー チ ュ アル ・コー ル と呼 ば れ る別 の サー ビス を利 用 す るこ とに よ って 避 け る こ

とが で き る。 パ ケ ッ ト交換 を利 用 して い る大 部 分 の民 間 の 伝 送 ネ ッ トワー クは,

伝 送 を始 め る前 に 呼 を設 定 す る必 要 の な い デ ー タ グ ラム と呼 ばれ る単 純 な サ ー ビ

ス を導 入 して い る。

　 世 界 の い ろ い ろの と ころで,現 に提 供 され て い る,も し く は ま さに提 供 され よ

う と して い る主 な キ;リ アの デ ー タ ・'ネッ トワー クにつ いて 以 下 簡 単 に 調 べ てみ

る こ と と す る 。

,

、

ヨ ー ロ ッパ

1.回 線 交 換

　 EDs(Electr6hicDigital　 switching)
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　 ドイ ツ は ヨ ー ロ ッパ で テ レ ックス を利 用 した一 番 始 めの 国 で あ る。 ドイ ツのP

TTの 関心 は一 方 で,そ の テ レ ックス ・ネ ッ トワー クを近 代 化 し拡張 しな が ら,

他 方 で新 しい デ ー タ伝 送 サー ビス を提 供 す る こと で あ った 。 シ ー メ ン ス に よ っ て

開 発 され たEDSが 解 決 策 と し て選 ば れ た。 それ は50bps～9,600bpsの ス ヒo一ド

を提 供 す る コ ン ピ ュー タ ライ ズ され た デ ジ タル 回線 交換 網 で あ る。 しか し,交 換

の た めに 全 く古 くさ い技 術 を使 って い るの で,ビ ッ ト ・ス ピー ドの ひ ず み を許 容

の範 囲 内 に維 持 で き る高速 回線 の 数 が制 限 され てい る。恐 らく,大 半 の加 入 者 は

テレックス用 と して50bps,デ ィスプ レイ端 末 用 と して は600～1,200　 bpsを 使 用

す るで あ ろ う。最 初 の 交 換 機 が1976年 に 公衆 用 として設 置 された。 それ以 降,多

くの交 換 機 が接 続 され て きた。 加 入 者 の イ ン タ フェー スは 同期 式 設 備 がX.21,

ス ター ト ・ス ト ップ式 端 末 がX.20で あ る。

●

`

　 ノ ル デ ィ ッ ク ・デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 デ ン マ ー ク,フ ィ ン ラ ン ド,ノ ル ウ ェ イ,ス ウ ェ ー デ ン は 相 互 協 力 と い う 点 で

長 い 経 験 を も っ て い る 。 彼 ら は,現 在,専 用 サ ー ビ ス と 公 衆 回 線 サ ー ビ ス を 提 供

す る た め に,同 期 式 の コ ン ピ ュ ー タ ラ イ ズ さ れ た デ ジ タ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築

中 で あ る 。 回 線 の サ ー ビ ス は50～9,600bpsの 範 囲 で あ る 。 サ プ ラ イ ヤ ー は 国 内

企 業 で あ る エ リ ク ソ ン(Ericcson),ノ キ ア(Nokia),エ レ ク ト ロ リ ス ク ・ ビ

ュ ー ロ ー(Elektrisk　 Bureau)で あ る 。 ネ ッ ト ワー ク の 運 用 は1979年 に 開 始 さ

れ,1985年 ま で か か っ て 拡 張 さ れ る 。 イ ン タ フ ェ ー ス はEDSと 同 様X.20とX.

21で あ る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

2..パ ケ ッ ト交 換

　 CTNE(CompaniaTelefonica　 Naconal　 de　 Espa五a)

　 だ い ぶ 前 に,ス ペ イ ン のPTTと デ ー タ 通 信 の 潜 在 需 要 者 の 団 体 が 共 同 で 会 社

を 作 っ た'。 ユ ー ザ ー の 大 半 は 銀 行 で あ る 。 パ ケ ッ ト ・ ネ ッ トウ ー ク は1973年 頃 に

運 用 を 開 始'し た 。 現 在,2つ の ノ ー ドが マ ド リ ッ ド と バ ル セ ロ ナ に 設 置 さ れ て い
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る 。 多 数 の コ ン セ ン ト レ ー タ が 端 末 と ホ ス トの 付 属 品 と し て 提 供 さ れ て い る 。 サ

ー ビ ス は 基 本 的 に は 端 末 を ホ ス ト に 接 続 す る こ と と
,テ レ ッ ク ス の 蓄 積 交 換 に よ

く 似 た メ ッ セ ー ジ の 配 達 サ ー ビ ス で あ る 。CTNEの ホ ス トは タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン

グ ・ サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

　 CTNEは2つ の 会 社 を 持 っ て い る 。 ひ とつ は コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 社(Com-

puter　 Sciences　 Corp.)と の ジ ョ イ ン ト ・ ヴ ェ ン チ ャ ー,　 IBERMATICA

で あ り,INFONETを ス ペ イ ン で サ ー ビ ス し て い る 。 も う ひ と つ は 富 士 通 と の ジ

。 イ ン ト ・ ヴ ェ ン チ ャ ー で あ り,CTNE加 入 者 の 端 末 を 製 造 し て い る 。

　 ス ペ イ ン のPTTはDP産 業 に 対 し て 強 い 関 心 を 持 っ て お り,将 来 の 開 発 は 注

目 に 価 す る 。

`

㎞

　 TRANSPAC

　 フ ラ ン スPTTは 公 衆 パ ケ ッ ト ・ネ ッ ト ワー クを建 設 中 で あ る。 サ ー ビス開始

は,当 初1976年 と発 表 され た が,数 回延 期 さ れ た。 最終 的 に,サ ー ビス開 始 は

1978年 の末 にiE式 に決 め られ た。1979年 中 に ネ ッ トワークは12の ノー ドと13の

の コンセ ン トレ一 夕 を持 つ の で,25の 都 市 か らアク セ スが で き るよ うに な る。 原

則 と して ア クセ スは フ ラ ン スの どこ か ら も可 能 にな る見 通 しで あ る。 しか し,こ

の原 則 は,電 話 シス テ ム よ り立 派 に働 ら くか ど うか,ま だ は っ き りして い ない。

　 サ ー ビス は50～48kbpsの 範 囲 で提 供 され る。 ア クセ ス は テ レ ッ ク ス,電 話,

専 用 線 を通 して可能 で あ る。 最 も期 待 され て い る利 用 は ホ ス トと低 速 端 末 間 の接

続 で あ る。 りモ ー ト ・バ ッチ の接 続 は 目下 テ ス ト中 で あ る。

　 交 換技 術 は 現 在 の ネ ッ トワー クと して は む しろ一 般 的 な もの で は な い。 パ ケ ッ

トは一 定 の ル ー トしか 通 らな い し,ネ ッ トワー クの中 で エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ドの

コ ン トロ ー ル は なに もし な い。

■

　 オ ラ ン ダのPTTは,現 在ITTに よ って 開発 中 の公 衆 パ ケ ッ ト交 換網 を発 注 し

た 。 ヨー ロッパ のPTTの ネ ットワー クが 通常 そ うで あ るよ うに,サ ー ビスはCCITT
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(X。25,ACSII)で 同 意 さ れ た も の に 制 限 さ れ る 。 サ ー ビ ス 開 始 の 時 期 は,一

応1980年 と さ れ て い る 。

　 イ ギ リスのPOはEPSS(実 験 用 の3つ の ノー ドを持 つ パ ケ ッ ト網)の 開 発 で

指 をや け ど した。 そ して,現 在,国 内パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワ ー クの 交 換 機 を提 供 す

るた め に その サプ ライヤー を探 して い る。1981年 に はサ ー ビスが 多 分開 始 され る

で あ ろ う。

　 EURONET

　 1975年 に,EC各 国 は ヨー ロ ッパ で デ ー タ ・ベ ー スに ア ク セ スす るた めの分 散

型 デ ータ伝 送 ネッ トワークを建 設 す べ く合 意 に達 ・した。 そ して,ECは 各 国 のPTT

と契 約 を結 ぶべ く努 力 して きた。最 終 的 には1979年 の 中 頃 導 入 され るTRANSPAC

の 方式 が 望 ま しい との決 定 が 下 され た。 ネ ッ トワ ・一クは ロ ン ドン,パ リ,フ ラン

ク フル ト,ロ ー マの4ヵ 所 に ノー ドを設 置,3つ の コン セ ン トレ一 夕が ダ ブ リ ン,

ア ム ス テル ダ ム,コ ペ ンハ ー ゲ ンに置 か れ る予 定 で あ る。 予定 され て い るサ ー ビ

スは,当 初,ホ ス トに低速 の キ ャ ラ クタ端 末 を接続 す る こ とであ る。 ど の ホ ス ト

と結 ぶか は検 討 中 で あ る。

　 EURONETの 最初 の 導 入 費 はEECに よ っ て調達 され る。 お そ らく,こ の ネ ッ

トは ヨ ー ロ ッパ の公 衆 デ ー タ ・ネッ トワー クに な るため に,PTTの 資 金 に上 積 み

され るだ ろ う。 しか し,こ の 計 画 を完 成 す る に は問 題 の お こ るこ とが 予 想 され る。

PTTに よっ て 管理 され,　EECに よ っ て資 金 が出 され る ヨー ロ ッパ の ネ ッ トワー

クは,PTTの 側 か らみ れ ば,民 間 の ネ ッ トワー クよ りは好 ま しい。 しか し,　PTT

が 金 を出 した ヨー ロ ッパ の ネ ッ トワー クが 国 内 の交 換 網 を相 互 に接 続 す る こ とよ

り好 ま しい とみ るか ど うか は,は っ き り しな い。

　 ECは,ヨ ー ロ ッパ にあ る デ ー タ ベ ー ス に ア クセ スす るた め に,共 通 の ヴ ァー

チ ュ アル端 末 や質 問 ラ ンゲ ー ジ を定 め よ う と,か な りの 努 力 を して きた が,こ の

目標 が達 成 され るとい う兆 候 はな に .もな い。 他 方,分 散 デ ー タベ ー スの 考 え方 を,
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ヨ一 口.ッパ で もっ と成 熟 させ るた め に は 更 に 時 間 が 必 要 で あ る。

　 事 実,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス を提 供 す る前 に,い くつ か の 国 で は,国 内の 需

要 や輸 出 の 需 要 を満 足 させ るた め に,国 の デ ー タベ ー ス を買 っ た り,作 っ た り し

てい る。EURONETは 当初 デ ー タ ベ ー スの分 散 よ り も,重 複 を引 き起 こす よ う

に思 わ れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

北アメ リカ

1.回 線 交 換

　 カ ナ ダ の 公 衆 電 話 サ ー ビ ス は,ベ ル ・カ ナ ダ(Bell　 Canada)と,ひ と つ の 共

通 シ ス テ ム を 運 用 し て い る ご く 小 規 模 の 多 数 の 会 社 に よ っ て 提 供 さ れ て い る 。

DATAROUTEと 呼 ば れ る デ ジ タ ル ・デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク は70年 代 の 初 期 に 作

ら れ た が,そ れ は 専 用 線 を 提 供 し て い る だ け で あ る 。 も う ひ と つ の デ ー タ ・ キ ャ

リ ア はCNCPで あ り,こ れ は2つ の 鉄 道 会 社(カ ナ デ ィ ア ン ・ナ シ ョ ナ ル(Cana-

dian　 Nationa1)と カ ナ デ ィ ア ン ・パ シ フ ィ ジ ク(Canadian　 Pacific))の 子 会

社 で あ る 。CNCPは 回 線 交 換 と パ ケ ッ ト交 換 を ミ ッ ク ス し た デ ジ タ ル 交 換 サ ー ビ

ス を 提 供 し て い る。 デ ジ タ ル 回 線 交 換 サ ー ビ ス は デ ー タ の 面(例 え ば ,呼 の 発 信

か ら終 信 の 間)で は ま っ た く ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト(素 通 し)で あ ろ う。 そ し て,'

伝 統 的 な 回 線 と し て 同 じ イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し て い る 。 面 白 い こ と に,コ ン ピ

ュ ー タ はPDP　 11で あ る の に,こ の シ ス テ ム の 提 供 者 は,ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ィ に あ

る シ ー メ ン ス の 子 会 社 で あ る 。

●

、

'

　アメ リカのATTは,多 数 の 都市 で 利用 で き るデ ジタ ル ・ダ イ レ ク ト ・ダイ ヤ リ

ング を開 発 した 。 その 長 所 は殆 ん ど良 質 の サ ー ビス(低 損失 等)と 広 帯 域 に 関係

した もの で あ る。

2.パ ケ ッ ト交 換

TYMNET
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　 タイ ム ・シ ェア(Tymshare)社 は アメ リ カで タ イム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ

ス ・ビュ ー ロー と して発 足 し た。 い くつ か の サ ー ビ ス ・セ ン タ ー を手 に 入 れ,カ

ス トマ ー を増 や して 電 話 回 線 と ミニ コ ン を利 用 して,民 営 の 伝 送 ネ ッ ト ワTク

(TYMNET)を 開 発 し,1971年 に運 用 を開 始 した。 その 後,別 の 会社 の コ ン ピ

ュ ー タをTYMNETに 接 続 す るサ ー ビス も提 供 して い る。 この 設備 は全 く ポ ヒ。ユ

ラ ーな もの にな っ た。 タ イ ム シ ェ アは 規制 を受 け な い キ ャ リア にな っ た。 その 結

果,TYMNETは 別 の 子 会 社 に な り,1976年 にFCCか ら キャ リア の ライセ ン ス を

受 け た 。

　 アメ リカ と カナダ で,TYMNET　 ONTYMEと 呼 ば れ る電 子 メ イル ・サ ービスが

提 供 され て い る。 その原 理 は タ イム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ム で行 わ れ て い る大

部 分 の メ ー ル ・サ ー ビス と同 じ もので あ る。 加 入 者 は プ ラ イ ベ ー ト・ボ ック ス を

経 由 して メ ッセ ー ジ を送 った り受 け取 った りす る。

　 現 在,TYMNETは300以 上 の ノー ド局 を持 って お り,ア メ リカの120以 上 の 都

市 か ら ア ク セ スが で き る。 これ は,か つ て 作 られ た もの と し て は最 大 の パケ ット・

ネ ッ ト ワー クで あ る。 そ の交 換 技 術 は低 速 の キ ャラク ター 端 末(110～1,200bps)

の接 続 に 合 わ せ て い る。 ター ミナルか ら ダ イ アル ・イ ン さ れ る時,セ ンタ ー の ネ

ッ トワ ー ク監 視 装 置(Super　 Vison)は 発 信 端 末 と着 信 ホス ト間 の ネ ッ トを通 し

て論 理 的 な二 方 向(bi-directional)接 続 を構 成 す る。 いち ど構 成 されたル ー ト

は 通話 が 継続 して い る間 固定 され て い る。 ノー ド間 で交 換 され るパ ケ ッ トに は 多

数 の論 理 接 続 を通 して,キ ャ ラク ター の集 合体 が含 まれ て い る。 ホ ス トとの イ ン

タ フ ェ ー スは ∴ フロ ン ト ・エ ン ド ・コ ンバ ータ(TYMSAT)の 形 でTYMNETに

よ っ て 行 わ れ る。

L

　 TELENET

　 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は ア メ リ カ 国 防 省 の ア ド ヴ ァ ン ス ド ・ リ サ ー チ ・プ ロ ジ ェ ク

ト ・エ ー ジ ェ ン シ ー(AdvancedResearch　 ProjectsAgency)が 作 っ た 実 験 ネ

ッ ト ワ ー ク のAPRANETを 営 業 用 と し て 作 り 直 し た も の で あ る 。　 TELENETは
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1975年 の 中 頃 に規 制 を受 け る国 内 キャ リアと して発 足 した。 その後,既 存 のIR

C(イ ン ター ナ シ ョ ナル ・レコ ー ド ・キャ リ ア)ク ラ ブの承 認 を受 け る こと な し

に,事 実 上国 際 キャ リア に な って しま っ た。1979.年 の始 め に,GTE(ア メ リカ

の電 話 会社)がFCCの 承 認 を得 て,　TELENETを 合 併 した 。

　 ア ク セス ・ポ イン トは アメ リカの85の 都 市 に設 置 され て い る。 提 供 され るサ ー

ビス は原 則 と して,キ ャ ラ ク タ ー端 末 をホ ス トに接 続 す る こ と,そ れ に ホ ス トと

ホ ス ト間 の 接 続 も行 うこ とで あ る。TELENETは 最 近,ト ラフィ∀ クが 毎 月15

%も 伸 び て い る と発 表 した。(大 雑 把 に計 算 す る と,な ん と1年 間 で5倍 の 伸 び

とな る/)ホ ス トとの イ ン タ フ ェ ー ス はTELENETに よ っ て行 わ れ るが,そ れ は

ホ ス ト又 は ネ ッ トの中 で,ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ]ジ の形 で コ ンバ ー ジ 。 ンを行

っ て い る。 こ う して,ホ ス トは,あ たか も フ ァ ミリア端 末 の ク ラス ターで あ るか

.のご と き ネ ッ トワー ク に な っ てい る。 ホ ス トは プ ロ トコル をパ ケ ッ ト伝 送 や端末

操作 の た め に利 用 す る こ と もで きる。

　 交 換 技 術 は 独 立 し た パ ケ ッ ト の 高 速 伝 送 に 合 わ せ て い る 。 こ の こ と は オ ン ラ イ

ン の ト ラ ン ザ ク
.シ 。 ン や バ ッ フ ァ が 付 い た 端 末 と バ ッ チ の ト ラ フ ィ ッ ク を 交 換 す

る の に 最 適 で あ る と 解 釈 さ れ る 。 事 実,す べ て の 端 末 は 低 速(110～1,200bps)

と キ ャ ラ ク タ ー 向 き の も の が 使 わ れ て い る 。

　 い ま ひ と つ の 注 意 す べ き 傾 向 は,ノ ー ド が そ こ か ら 放 射 状 の 星 型 ネ ッ ト で,

"セ ン ト ラ ル ・ オ フ ィ ス"の 中 で ク ラ ス タ ー 化 さ れ て い る こ と で あ る
。TELENET

が ロ ー カ ル 交 換,セ ン ト ラ ル 交 換,ト ラ ン ジ ッ ト 交 換 で 半 固 定 的 な ル ー ト と し て

階 層 化 して い る 旧 式 の 電 話 シ ス テ ム の 手 法 に も ど っ て し ま う か ど う か は 興 味 の あ

る こ と で あ る 。

　 TELENETとTYMNETは 他 の キ ャ リ ア,主 と し てATTか ら 専 用 線 を 借 りて

い る の でVAN(Value　 Added　 Networks)と 呼 ば れ て い る 。

　 DATAPAC

　 こ の ネ ッ ト ワー ク はTCTS(Trans-Canada-Telephone-System),ベ ル ・ カ
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ナ ダ に よ っ て 管 理 さ れ て い る 電 話 キ ャ リ ア 連 合 の た め に,ベ ル ・ ノ ー ザ ン 研 究 所

で 作 ら れ た も の で あ る 。 そ れ は1977年 の 中 頃 オ ー プ ン し,オ タ ワ,モ ン ト リ す 一

ル,ト ロ ン ト,カ ル ガ リ ー か ら ア ク セ ス で き る 。 以 来,バ ン ク ー バ ー,ウ イ ニ ペ

ッ グ,ハ リ フ ァ ッ ク ス に 拡 張 さ れ た 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に は55の 都 市 で マ ル チ プ

レ ク サ を 通 し て ア ク セ ス で き る 。

　 DATAPACは 技 術 的 に はTELENETと 同 じ で,基 本 的 に は 同 じ サ ー ビ ス を提 供

し て い る 。 な お,い く つ か の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と バ ッ チ 端 末 が コ ン セ ン ト レ 一 夕

に よ っ て サ ポ ー ト さ れ て い る 。

　 INFOSWITCH

　前 で述 べ た よ うに,別 の キ ャ リアであ るCNCPがINFOSWITCHと よばれ るパ

ケ ッ ト交 換 サー ビ ス を提 供 して い る。例 外 的に,加 入 者 の イ ン タ フェース はX.25

に な って い な い。 それ は 特 別 な イ ン タ フ ェー ス と して 設計 され て い る。

3.多 様 な サー ビス(Composite　 Service)

　 ア メ リカ市 場 の市 場 の 自由 性 と多様 性 に よ り,単 純 な 交 換 の カ テ ゴ リー に 限 ら

な い よ うに さ ま ざまな サ ー ビス の提 供 が 促 進 されて きた 。 む しろ,ア メ リ.カで は

一 般 的 な解 決 をす るた め に問 題 を起 こす代 りに,特 殊 な問 題 は特 殊 な解 決策 を提

案 す る こ とを意 図 して い る。

■

●

　 TNS(Transaction　 Network　 Service)

　 こ れ は,あ る 条 件 の 下 で 地 方 の ベ ル 電 話 会 社 に よ っ て 提 供 さ れ る サ ー ビ ス で あ る。

　 そ の サ ー ビ ス は,ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド の チ ェ ッ ク と ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 確 認 の

た め に 設 計 さ れ た 特 殊 な 端 末 で 行 わ れ る 。 カ ス ト マ ー の ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ド を 挿

入 す れ ば,端 末 は 自 動 的 にTNSの 交 換 機 を ダ イ ア ル し,ク レ ジ ッ トの 確 認 の た

め に コ ン ピ ュ ー タ ラ イ ズ さ れ た デ ー タ ベ ー ス に メ ッ セ ー ジ を 送 る 。 ア ウ ト プ ッ ト

は パ ネ ル ・ ラ イ トか コ ン ビ。ユ 一 夕 の 作 っ た 音 声 で 示 さ れ る 。 典 型 的 な ト ラ ン ザ ク
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シ ョ ン は 独 立 し た パ ケ ッ ト(datagrams)と し て 交 換 さ れ る2つ の 短 か い メ ッ セ

ー ジ か ら な っ て い る
。

'ACS(Advanced　 Communication　 Service .)

　 ATTの デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 計 画 が 過 去2,3年 の 間,噂 に の ぼ っ て き た 。 最

終 的 に'は1978年 の6'月 に,ATTは 正 式 に,将 来ACSの 運 用 が で き る こ と を 公

認 す る よ うFCCに 要 請 し た 。　ATTの 法 的 地 位 は 全 く こ ん が ら か っ た も の で あ る。・

一 方 でATTはFCCの 規 制 す る 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と'を 認 め ら れ て い る だ

け で あ る 。 そ し て,他 方 で は 裁 判 所 と の 同 意 審 決 に よ っ て,た と え 分 離 し た 子 会

社 で あ っ て も,デ ー タ 処 理 業 務 に 参 入 す る こ と を 妨 げ ら れ て い る 。 し た が っ て,

同 意 審 決 が 改 定 さ れ な い 限 り,ACSは 法 律 的 に は 規 制 ざ れ た 通 信 サ ー ビ 入 と し

て 定 義 ・さ れ る だ け で あ る 。

　 伝 統 的 な キ ャ リ.ア め 手 法 に 反 し て,ACSは そ れ 自 体 で,伝 送 サ ー ビ ス を 提 供

し な い 。 む し ろ 端 末 の サ ポ ー ト や メ ッ セ ー ジ の 管 理 を 行 う,端 末 の サ ポ ー トは 次

の5つ の ク ラ ス に 分 類 さ れ る 。

　 ク ラ ス1:非 同 期 の ス タ ー ト ・ス ト ッ プASCII,110bps～1,800　 bps(例,

　 　 　 　 　 　 テ レ タ イ プ35型)

　 ク ラ ス2:バ シ フ ァ付 端 末,.ク ラ ス1と 同 じ コ ー ド と ス ピ ー ド(例,Hazel-

　 　 　 　 　 　 tine　 　2000　 )

　 ク ラ ス3:非 同 期 ス タ ー ト ・ ス ト ッ プ ・ ボ ー ル ド 端 末,135.5bps(例,IBM

　 　 　 　 　 　 2740/2　 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,

　 ク ラ ス4:同 期 ボ ー ル ド端 末,2,400bps～9,600bps(例,　 I　BM3270)

　 ク ラ ス5:バ ッ チ 端 末,2,4　 OO　bp　s～9,600　 bps(例,　 I　BM2780)

　 X.25イ ン タ フ ェ ー ス は プ ロ セ デ ュ ア の ひ と つ と し て 採 用 さ れ て い る。 端 末 操 作

や デ ー タ 伝 送 を コ ン ト ロ ー ル す る 数 多 く の ネ ッ ト ワ ー ク ・パ ラ メ ー タ が カ ス ト マ

ー の た め に 用 意 さ れ て お り
,カ ス ト マ ー の 特 別 の 注 文 に 応 じ て 調 整 す る こ と が で

き る 。
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　 な お,ACSぱ テ キス トの 編 集,メ ッセ ー ジの 蓄 積 と管 理,デ ー タの集 収機 能

の サ ー ビス も提 供 す る。

　 最 初 の 実験 用 ゴ ー ザ ーの た め の サー ビス開 始 時期 の 目標 ば]979年 の 終 りで ある。

この だ め,ネ ッ ト ワー ク機 能 の全 貌 が'公表 され る まで に は若 干 の 日時 を要 す る。

　 疑 い もな く,ACSは 通 信 向 け製 品(例 え ば,フ ロン ト ・エ ン ド,コ ンセ ン トレ

一 夕,マ ル チプレクサ,端 末 コ ン トローラ,そ れに端 末 さえも－ATTはDATASPEED

と呼 ば れ る端 末 の マーケ テ ィン グ も行 ・って い る二)の 代 替 品'(Substitute')

に じ よ う と意 図 され て い る。 アン リ'カのVAN(TELENET又 は'TyMNET)'と 設

備 メ ー カー はACSと 競 争 に な りそ うであ る。 他 方,・相 当 の 利 益 が 見 込 まれ るA

CS関 連 製 品 の マー ケ テ ィ ングに対 して は 大 きな チ ャン スが訪 れ るで あ ろ う。

　 COMPAK　 　　　　　　　'

　 アメリカ で は,ITTが ま だ商 談(・Sales　 ta'1・k・)の域 を で ない が,　 VANを 開

発 中 で あ る。 こ'のネ ヅ トワー グ はジさ ま ざ まな'設備 間 の相 互接 続 や非 互 換 性 をす

べ て解 決 す る どい わ れ で'LN6'。1978年 の春 に,互 換 性 の な い端 末 間 を 自動 的 に コ

ンバ ー トの で ぎ る全 国 的 な フ ァク シ ミ リを提 供 す る と い う第1段 階 が 発 表 された。

2ヵ 月 後 に,サ ニ ビス開 始 時 期 は最 低1年 は遅 れ'る見 通 しにな った。 問 題 は技 術

的 な・も の で あ る どい わ れ て い るb'

`

　 SBS(Satellife　 Busin'ess　 Systems)'

　 この会 社 はIBM,　 COMSAT,　 Aetnd生 命 保 険 会 社 の子 会 社'として 創 立 された。

それ ぞれ がSBSの1/3の 株 を保 有 して い る。　FCCはSBSに サ テ ラ イ トを使 用 し

て国 内 デ ジ タル伝 送 サ ー ビス の提 供 を承 認 した が,こ の 承 認 は後 ほ ど連 邦 裁 判所

に よ っ て取 消 され た 。 目標 とす るマー ケ ッ トは ア メ リカ に あ る200の 大 企 業 で あ

る。 こ れ らの 企 業 は地 上 回線 よ り便 利 で経 済的 な 高 帯 域 で,統 合 通信(例 えば電

話,フ ァク シ ミリ,ヴ ィデ オ会議,デ ー タ交換)の ため の民 営 ネ ッ トワー ク ・サ

ー ビ ス を提 供 す るで あ ろ う。 恐 らく,IBMはPBXを 含 む 通 信 用 交 換 機 と さま ざ
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ま な端 末 間 の イ ン タ フ ェ ー ス を開 発 中 で あ る。 地 上 局 は民 間 の 構 内 に置 か れ,ア

ンテ ナ の直 径 は5～7mに な るは ず で あ る。

　 この サー ビス は1981年 の始 め に24の 地 上 局 で オー プン され る予 定 になってい る。

5年 間 で600の 地 上局 が 拡 張 され る。 各地 上 局 はSBSか ら レ ン タルす る こ とに

な る。

　現 在,SBSは ア メ リ カの 国 内 キ ャ リア候 補 に過 ぎな いが,外 国 キ ャ リ アの 協

力 を得 られ れ ば,国 際 通 信 に も進 出 す る可能 性 を持 っ てい る。 ヨー ロ ッパ で はS

BSとIBMが 合 併 して 悪 の張 本 人 にな る と宣 伝 してい る もの もあ る。 それ は あ

た か も,安 くて豊富 な 世 界 的 規 模 の 通 信 が行 わ れれ ば,あ る組織 に とっ て不 吉 な

もの と な るか の よ うで あ る。

、

　 XTEN(Xerox　 Te　leeommuni　 cat　i・　ons　 Netwo　 rk)

　 もっと も最 近 の(そ れ は恐 ら く最 後 では な い)爆 弾 は も うひ とつ・の ア メ リカ国

内 キャリアの候 補 といわ れ て い るXeroxの 発 表 で あ る。計 画 中 の その ネ ッ トワ ー

クは明 らか に オ フィス ・シ ス テ ムを相 互接 続 す る こ と を狙 って い る。

　 XTENは 専 用 の衛 星 通 信(遠 距 離 部 分),マ イ ク ロ回線(中 距 離),無 線 放

送(短 距 離)を 組 合 せ て利 用 す る。 そ の た めす べ て の 回線 はATTの 地 上 回線 を

利 用 しな い こ とに な る。 この技 術 に よ っ て,無 線 設備 が衛 星 の地 上 局 よ り も格段

に安 い の で,SBSよ りエ ン トリー の コ ス トが 安 い もの とな る。 その た め,目 標

とす るター ゲ ッ トは ア メ リ カの500以 上 の 企 業 に な りそ うで あ る。

　 Xe　rox研 究 所 の 有名 な開 発 は,複 雑 な オ フィス 業 務 の端 末 と ロ ー カル ・ネ ッ ト

ワー クを ベ ー スに し た ロ ー カ ル の分 散処 理 シ ス テ ム の将 来 を予 告 して い る。

極 　'東

オー ス トラ リア

　 国 内 の 公 衆 デ ー タ ・ネ ッ トワーク を建 設 しよ うとす る先 駆 的 な 開 発 が60年 代 の

終 りご ろ行わ れ た。 しか し,技 術 の 方が ま だ十 分 熟 して い な か った。 そ して,そ
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の結 果,シ ス テ ム も制 限 され た 実験 の 域 を ま だ で ない で低 迷 して い る。 この 実験

の 挫折 に よ:り,オ ー ス トラ リ アの 通信 当局 は,む しろ新 しい開 発 に慎 重 に な って

い る。 現 在,デ ジ タル ・サ ー ビス は専 用 線 で間 に合 わ せ て い る。 交 換 技 術 に 関 し

て は な に も結 論 が だ さ れて い な い。

B　 本

省　略

●

国　 　際

ア メ リカ ー ヨ一 口 ッパ

　 1978年 ま で は事 実 上 の 国 際 デ ータ ・ネ ッ トワー クはTYMNETの み.であ った。 あ

る国 で はTYMSHAREに 属 してい な いホ ス トに接続 す るた め にTYMNETを 使用

す る こ と を禁 止 した 。 その 他 の 国 で は禁 止 しな かったが,こ の 場 合 にはTYMNET

は キ ャ リアの 独 占 を侵 して第3者 の トラ フ ィ ッ クを運 ん でい た わけ で あ る。

　 1978年 以 来,TYMSHAREの ホス トに接 続 で き る もの 以 外 ぽTYMNETを キ ャ

リア と して禁 止 す る ことに ヨー ロ・ッパ の す べ て のPTTが 同意 した。　PTTは 既 存 の

設 備 で は 同 じ レベルの サ ー ビスが提 供 で きな いの で,TYMNETか ら手 に 入 れ だノ

ー ドを設 置 した 。 大 西 洋の 反 対側 では,IRC連 合(即 ち,　RCA,　 WUI,　 ITT)が

同 じこ とを や っ た 。 こ う して,現 在,ア メ リ カのTYMNETとTELENETに は ヨ

ー ロッパ'のPTTと アメ リカのIRCを 通 さ な けれ ば
,接 続 が で きな くな っ て い る。

法 を犯 して ホス トを接 続 しよ う どす る試 み はTYMNETの 監 督 官 によって,わ な に

は め られ た。　 　 '　 .

　 この 体 勢 は 若=F設 備 の 重 複 を もた ら した。 その 後,TELENETはFCCか ら.IRC

の ライ セ ン ス を得 た が,既 存 の キ ャ リア ・ク ラ ブは新 しい メ ンバ ー に対 して ドア

を閉 ざ し た ま ま でい るとい う こ と を発 見 し たに 過 ぎな い。

　 ユ ー ザ ーの 立場 か らすれ ば,TYMNETの サ"ビ スをキ〉ヤ リアが横 取 り(take-

over)す る こ とに よ って,国 に よ り,伝 送 コ ス トが2倍 か ら3倍 に な って は ね返
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って ぎ た。

　 も うひ とつ 悪 い こ とは,ヨ ー ロッパ が12の 閉 鎖 領 地 に分 断 されて い る とい うこ

とで あ る。 この た め ポ ー タ ブ ルの端 末 を持 っ て旅 行 した り,ひ とつ の ユ ー ザ ー名

や パ ス ワ ー ドで,ど こか の国 か らホ ス トを呼 ん だ りす る乙 と は,,も は や不 可能 に

な って い る。 現 在 で はPTTの 数 と同 じ加 入 契 約 が 必 要 で あ る。 こ う して,ヨ ー

ロ ッ パ は,い ま,ア メ リ カ と 通 信 す る 場 合12の 島 と な っ て し ま っ て い る 。　 ";"

　 ヨーPッ パ に と って,TYMNETは 原 則 と して,ア メ リカに あ るデ ー タベ ー スに

ア ク セ スす る た めの 手 段 で あ る。 た と えば ア メ リカの 多 国籍 企 業 は ヨー ロ ッパ に

あ る 本 社 と 系 列 会 社 間 の デ ー タ や メ ッ セ ー ジ を 送 受 す る た め に そ れ を 利 用 す る 。'層

計 算 サ ー ビ ス も ヨ ー ロ ッ パ の ホ ス ト を 利 用 す る 。　 　 　 　 '"　 　 　 　∵

　 ONTYMEの よ う な 電 子`メ イ ル は ア メ リ カ と カ ナ ダ か ら は 利 用 で き る が,ヨ[ロ

バ で は 利 用 で ・き な い 。TYMS宜AREはPTTに 報 復 され る か も、しれ な.い と 恐 れ.老 な:.

して い'る と い う 噂 が 流 れ て い る 。 ・　 　 　 ttへ 　 't・　 '　 　 　 ,∵ 　 1・　 '『　 '」

ア メ、リカ 二 方ナ ダ7メ キ シ?　 　 .・ 　 t・t --t:∵,・ 　'"　"…t

　 TELENET・ とTYMNETは1ア メ リ カ 国 内 で 網 間 接 続 ・は 行 わ れ な い が,カ ナ ダ の{

DATAPACと は 接 続 ・さ れ る し,メ キ シ コ ・ シ テ ィ に もLノ ー一:一ド を 持 っ て い る 。　 t'

カ ナ ダ
,-Tヨ ー 口'ッ パ 　 t　,・一　/　 、　 、　 ・ ・　 ,　 　 　 　 ・、　 '

　 大 西 洋 を ま'た ぐ 通 信 は カ ナ ダ の 唯 一 の 国 際 キ3eリ'ア で あ るTELEGLOBEを 通

し で し か 行 え な い6こ の ペ ー パ ー を 書 い で い る 時 点 で は,関 係 す る キ ャ リ ア 間 で

収 入 の 分 配 方 式 に 関 す る 意 見 が 一 致 し な い た め に,通 信 は 技 術 的 に は 可 能 で も営

業 は 開 始 さ れ て い な い 。　 　 『 『　 　 　 　 '　 　 ・"　 　 　 　 .

ヨ 一 口 ッ パ ー ヨ ー ロ ッ パ.

　 明 らか に これ が一 番 難 か しい 問題 で ある。 い くつ かのPTTは ∵EURONETに よ

って この 問題 を解 決 す るが,そ の他 のPTTは 相 互 通 信 を希 望 す るで あ ろ う。'
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、

料 金

　 す べ て の ユ ー ザ ー は 鉄 道 や 飛 行 機 の 運 賃 を 比 較 す る と 同 じ 方 法 で ネ 当 ト ワ ー ク

の 料 金 を 比 較 し た が る も の で あ る 。 し か し,実 際 は そ れ ほ ど 容 易 で は な い 。 デ ー,

タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 料 金 表 は 非 常 に ヴ ァ ラ ィ ア テ ィ に 富 ん だ 料 金 要 素 を 含 ん で お

り,全 面 的 な 比 較 は 全 く 困 難 で あ る6.い ,く つ か の 例 を 示 し,て み よ う 。'・

　 　 　 　 ・、　 '　　 ・'　 　 　 ・　 '.,∴ ジ._,,㍉ 　 　 　　 　σ　 　　 　 　　 　 .　　 　 、　 　 '　い

　 TELENET:($-USド ・ル)・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　 .　 1.

・1キロ ノeゲ`"、 ト当:り0 .60$1・ つ の パ ケ ッ トは ユ ー ザ ー 、が そ れ を フ1ア・.イル す る 方 法,

　 に よ っ で'1～128の キ ャ.ラ ク タ'を 含 ま,せ る こ と が で.き る 。　 .,'.・t'

・1時 間 当 .り,ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ポ ー トの 利 用 料(]10r,　 300　 bps)L ,　 ∵;・

レ :1'

月当 り時間数 密集 地域 過 疎 地 域
`. .

800以 下 1.40$ 2.40$

,・　 　 i　 　 パ・=

800～1,400

.;　 　 　 二.,

　 1.40$

　 　 　 1

090$'
、

　 　 　 1

1,400以 上

、　　　　　　　　　　　　　　　　1

0.90$ 0.90$
・　　　　 P

毎 月 の 料 金 が5,000$～18,000$の 時 に は20%～50%の 割 引 が あ る 。 ・　 ∵.

　 TRANSPAC:」(FF二.フ.ラ,ン ス ・ フ ラ ン'約0.23$)

・1,　024キ ャ ラ ク タ 当 りO.　05　FF(64キ ャ ラ ク.タ の 端 数 ご ど に)」 .

・'ダ イ ヤ ル ・ イ ン.・ ポ ー トの 使 用 料O.　05　・FF/分 　 　 　 　 　 　 　 、 ∴ ・　 　 一

・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・・サ ー キ ッ.ト の 使 用 料lo.01　 FF/分(1,200bp's・ ま で)・ 　 、 .:・

・ コ ー ル 当 り最 低 料 金 　 0.15・FF　 　 (　 ,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∴

・ 日 一 ク 時 以 外 の ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金 と ヴ ァ ー チ1ユ ア ル ・サ ー キ ヅ ト ・ タ イ'ム 料 金

　 は40%～'80%の 割 引 　 　 　 d・　 .　 '　 　 　 .L　 　 `

　 E'URONET:(BF－ ベ ル ギ ー ・ フ ラ ン 約0.0337$).　 ∴
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・64キ ャ ラ ク タ の セ グ メ ン ト当 りO .　06791BF

・ ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ポ ー トの 使 用 料1 .36　BF/分(1,200bpsま で)

・ ピ ー ク 時 以 外 の ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金 は33.3%,タ イ ム 料 金 は20%の 割 引

・ 各 国 と の ア ク セ ス 料 金 は 未 発 表

　 この よ うに,相 互 に幅 広 く比 較 す る こ とは 不可 能 であ る。 料 金 計 算 は ユ ー ザ ー

の トラ フ ィ ックの パ タ ー ンに よ っ て,非 常 に微 妙 に変 化 す るこ と が 明 らか であ る。

生 デ ー タの ヴ ォ リュ ー ム をベ ー スに した コ ス トの構 成 は メ ッセ ー ジが短 か く刻 ま

れ て い る時 に は全 体 と して現 実 的 で な い。 こみ入 っ た レ ンタ ・カー の料 金 と同様

に,あ る程 度 の正 確 さで コス トを予 測 す る唯一 の 方法 は,典 型 的 な トラ フ ィ ッ ク

の状 態 に必 要 な あ らゆ る要 素 を つ け 加 え るこ とで あ る。 デ ー タ収 集 の よ うな低 ト

ラ フ ィ ックの ア プ リケ ー シ ョ ンは,時 間 に 関係 し た コス ト(ダ イ ヤル ・イ ン ・ポ

ー ト,ヴ ァー チ ュア ル ・サ ー キ ッ ト)に よ り,重 い ペ ナル テ ィ を課 せ られ る。最

も宣 伝 され て いる ヴ ォ リ ュー ム を ベー スに した 料 金 は,料 金 全 体 の7'%に も満 た

な い か も しれ な い。 その結 果,ク レ デ ィ ッ トの チ ェ ッキ ン グ,資 金 の トラン ス フ

ァ ー,環 境 の モ ニ タ リ ン グの よ うな ア プ リケ ー シ ョンは息 を とめ られ て し ま うか

も しれ な い 。

　 サ ー ビスに補 助 金 を出 す とい うよ く行 わ れている慣 習 に よって,国 際 レベルで は混

頓 と した状 態 に な って い る。 比 較 す るた め に選 ん だ 国 に よっ て,料 金 は 同 じサ}

ビスで も1～15倍 も異 っ た もの となって い る。'

　 通 信 の コス トは コ ン ピュ ー タ ・シス テム の オペ レー シ ョン ・コ ス トの 占 め る比 ・

重 分 が ます ま す増 加 し つ つ あ る。 そ の結 果,コ ン ピュ ー タの シ ス テ ム設 計 を行 う

場 合,フ ァン ク シ ョ ンや リソー シス の配 分 に それ らの コス トが 大 きな影 響 を与 え

る こ とに'な る 。料 金 上の この よ うな格 差 に よ って,国 際 マー ケ ッ ト上最 も利 用 価

値 の 高い 製 品 の設 計 が しめ出 され た り,多 くの 国家 間の ひ ず みが 生 ま'れて く る'。

　 料 金 に 対 す る全 般 的 な観 点 か ら,国 際 通 信 に 対 す るキ ャ リ アの混 とん と した偏

見 に み ち た姿 勢 が よ く分 る。・国 際料 金 を仔 細 に 調べ て み る と"料 金 の壁",例 え
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σ

ば ヨー ロ ッパ のPTTが 自国 の 通話 を外国 に 出 さ な いた め に課 した超 過 料 金 な ど

がは っ き りと浮 か び 上 っ て く る。

標 準 化

　 長 距 離 デ ー タ ・ネ ッ トワー クの広 範 囲 な拡 張 は,非 常 に 多 くの ホ ス トで既 に提

供 して い るさま ざ まな コ ン ビ。ユ ー テ ィ ン グ ・サ ー ビスに役 立 た せ る こ とが 望 ま し

い 。 更 に ネ ッ トワー クの 存在 その もの に密 接 な 関 係 の あ る新 しい サ ー ビス(例 え

ば電 子 メ イ ル,テ レ コ ン フ ァ レン ス,環 境 モ ニタ リン グ)が 提 供 可 能 とな りつ つ

あ る。 そ う して,ユ ーザ ー の 立 場 か らす れ ば,大 部 分 の コン ピュー テ ィ ン グ ・サ

ー ビ ス に は ,ど の端 末 か ら もア ク セ スが 出 来,デ ー タや プ ロ グ ラム が異 な る シ ス

テ ム間 を移 動 す る こ とが全 く当 然 の よ うに思 わ れ る。

　 シス テ ムや端 末 を相 互 に接 続 す るた め に は,ネ ッ トワー クの 専 門用 語 で プ ロ ト

コル と呼 ばれ る非 常 に複 雑 な共 通の コ ンバ ー ジ 。ンが必 要 と な る。 特 殊 な もの に

しか適 用 で きな い こ と を避 け るた め に,国 際的 な 標 準 が 合 意 の 上 で適 用 され る こ

とが望 ま しい。 しか しな が ら,コ ン ピュ ー テ ィ ン グの分 野 で は標準 化 の 問 題 は か

み そ りの 刃 の よ うに 薄 い もの で あ る。 これ は企 業 間 の 競 争 上 の 性格 と合 意 に達 す

るた めの サ プ ラ イヤ ー か らの動 機 が 不 足 して い るため で あ る。 この状 態 は,ユ ー

ザ ー と キ ャ リアが 過 去 にお け るよ り,は るか に 高い 相 互 作用 をす るた め の プ レ ッ

シャ ーが 加 わ りつ つ あ る。

　 2つ の 主 要 な 標 準 団体 が ネ ッ トワー クの標 準 を作 成申 で あ る。

・ISO(International　 Standerd　 Organigation)は 各 国標 準 団体 の連 合 体

　 で あ る。

・CCITT(C。mit6　 C。n,ult。tif　 I。ternati。n。l　 T:1:9,aphi,。 。 。t　T6i6.

　 phonique)は キ ャ リ ア の ク ラ ブ で あ る 。

　 ISOは1975年 以 来"デ ー タ ・ リ ン ク"例 え ば 論 理 回 線.ポ イ ン ト ・ ツ ー ・ポ

イ ン ト 回 線,マ ル チ ポ イ ン ト回 線 の コ ン ト ロ ー ル に 対 す る 一 連 の 標 準 を 作 成 し て

き た 。 こ れ ら の 標 準 はHDLC(High　 LevelData　 Link　 Contro1)と し て 知 ら
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れ てい る。1978年 以 降 新 しい 下部 委 員 会 は"オ ー プン ・シス テ ム相 互 接 続"例 え

ば,異 機 種 シ ス テム を相 互 に接 続 しよ う とす る需 要,に 対 す る標 準 の研 究 を行 っ

て い る。 この 新 しい 活動 はISOが 包 括 的 なDP標 準 を作 るた め の もっ と も重 要 な

ス テ ップで あ る こ とは間 違 い な い。

　 CCITTは1976年 以 降,パ ケ ットを伝 送 す るた め の ユ ー ザー 設備 と公 衆 パ ケ ッ

ト ・ネ ッ ト ワー ク間 の イ ン タ フ ェ ー ス を きめ る標 準 と50bpsと300bps間 の 非 同

期 の ス ター ト ・ス ト ップ端 末 を取 り扱 う一 連 の 標 準 を作 成 して きた。 こ の標 準 は

X.3,X.25,　 X.28,　 X.29と して 知 られ て い る。

　 通 信 とDP間 の歴 史 的 な境 界 は・,公衆 ネ ッ トワー クに よ っ て提 供 され て い る新

しい 通信 サ ー ビス が事 実 上DPシ ス テ ム で あ るため に,は っ き り しな くな りつ つ

あ る。 そ して,ISOとCCITT間 の 重 複部 分 が 増 加 しつ つ あ る。 この限 りに お い

て両 団体 の協 力 とい うこ とは む し ろ意 味 の な い(flimsy)も の とな って い る。

　 前 に述 べ た ネ ッ トワ ー クの うち,TELENET,　 DATAPAC,　 TRANSPAC,

EURONET,　 D　50は,彼 ら自身 の標 準 に対 す る判 断 で,　 CCITTの イ ン タ フ ェ ー

ス を提供 し てい る 。 そ の うえ,彼 らは標 準 化 され て いな い 彼 ら自身 の機 能 も持 っ

てい る。 今 日 まで国 際 的 に接 続 さ れ るパ ケ ッ ト ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス に対 し,

は づ き りど した イ ンタ フ ェー スの規 定 は ま だ 存 在 しない。

　 その他 の ネ ッ トワー ク は まだCCITTの パ ケ ッ ト ・イ ンタ フ ェー ス を持 っ て い

な い が,彼 ら は近 く持 つ よ うに な るだ ろ う と言 っ て い る。EDSとNORDICネ ッ

トはデ ジタ ル交 換 回線 と してCCITTに よ って きめ られ たX.21イ ンタフェー ス を

使用 して い る。

　 か な り困 難 な宣 伝 活 動(Semng)がX.25の 採 用 に 伴 って行 われ た。それ に も

か かわ らず,あ る国際 ネ ットワー クの代 表 は1979年 の2月 に,こ の会 社 はX.25に

つ い て8つ の 異 な る ヴ ァー ジ ョン を導 入 した と発 表 した。

　 デ ジタル 回線 交 換 ネ ットワー ク はX.21を 使 用 し,X.25や その 他の もの は使 用 し

な い。 パ ケ ッ ト交 換 の 適 用 に よ っ て もた らされ た 非 互 換 性 の世 界 は技 術 的 な 制 約

よ り も,む し ろ概 念 上 の混 乱 に よ る もの が 大 きい 。 パ ケ ッ トを交 換 した り重 畳 し
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た りす る こ と は,必 ず し もネ ッ トワー クの イ ン タ フ ェー スで パ ケ ッ トの み を取 り

扱 うこ とを意 味 しな い 。

　 現 在 の技 術 で は 回線 とパ ケ ッ ト交 換 が 異 な る トラ フィ ックの 型 と して最 も多 く

利 用 さ れて い る。 しか し,こ の事 情 は恐 ら く時 間 が た つ に つ れ て変 化 す るで あ ろ

う。 この2つ の技 術 を異 な るイ ンタ フェ ー スの 中 に 凍結 して しま うこ とは,将 来

の 革新 に とっ て 大 きな ハ ンデ ィ キ ャ ッ プと な る。 ひ とつ の 交 換技 術 を他 の 交 換技

術 に変 更 す る こ とは 容 易 な ら ざ る こ とだか らで あ る。

ゲ ー ト ・ウ ェイ

　 標 準 が な い た め に,実 用 面 で,ネ ッ ト ワ ー ク 間 の 相 互 接 続 を 実 現 す る 唯 一 の 方

法 は ア ダ プ タ ー(プ ロ ト コ ル ・コ ン バ ー タ ー,又 は ゲ ー ト ・ウ ェ イ と も呼 ば れ る)

を 作 る こ と で あ る 。 要 す る に,ゲ ー ト ・ ウ ェ イ は2つ の デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 間

の 仲 人(middleman)で あ る 。 ゲ'一 ト ・ ウ ェ イ の 片 側 は も う 一 方 の 側 の ネ ッ ト

ワ ー ク の プ ロ ト コ ル や イ ン タ フ ェ ー ス の 要 求 に 一 致 さ せ る 。 両 者 間 で デ ー タ と コ

ン ト ロ ー ル 情 報 は ひ と つ の ネ ッ ト ワ ー ク の コ ン バ ー ジ ョ ン か ら 他 の ネ ッ ト ワ ー ク

の コ ン バ ー ジ ョ ン に マ ッ ピ ン グ さ れ る 。 こ の こ と は,マ ッ ヒoン グ が 常 に 直 進 す る

(straightforward)と は 限 ら な い の で,言 う は 易 し く て 実 行 は 難 か し い 。 そ

れ は い く ぶ ん 近 似 値(approximations)が 必 要 と な る し,制 限 を 設 け る よ う に

な る か も し れ な い 。

　 2つ の パ ケ ッ ト ・ ネ ッ ト ワ ーrク 間 で パ ケ ッ トを 送 受 す る こ と は 通 常 の 相 互 接 続

を 行 う だ け で は 十 分 な 条 件 と な ら な い 。 タ ー ゲ ッ トは ユ ー ザ ー と ど ち ら か の ネ ッ

ト ワ ー ク のDPシ ス テ ム 間 の 相 互 動 作 を 可 能 に す る こ と で あ る 。 デ ー タ 伝 送 フ.ロ

ト コ ル は た だ ひ と つ の 下 位 の"レ イ ヤ ー"で あ り,プ ロ ト コ ル の 追 加 の 上 位 レ イ

ヤ ー が 必 要 と な る 。 こ れ ら の 上 位 レ イ ヤ ー の プ ロ ト コ ル が 異 な る 時,ゲ ー ト ・ ウ

ェ イ の 中 で 適 正 な マ ッ ピ ン グ が 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 例 え ば,も し わ れ わ れ が2

つ の パ ケ ッ ト ・ ネ ッ ト を 通 し て,ひ と つ のDPシ ス テ ム か ら も う ひ と つ のDPシ

ス テ ム に フ ァ イ ル を 移 そ う と す れ ば,共 通 の フ ァ イ ル ・ ト ラ ン ス フ ァ ー ・プ ロ ト
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コル が な い と不 十分 な もの とな る。 この場 合 に は,ゲ ー ト ・ウェ イ は フ ァ イル を

受 け取 っ た り転 送 した りで き るよ うに しなけ れ ばな らな い。 近 く導 入 され る技 術

に よ っ て,片 方 に ラ イ ン ・プ リン タ,も う一 方 に カ ー ド ・リー ダ を置 い て ,ジ ョ

ブ ・コ ン トロー ル ・コマ ン ドを 適 当に さ しこ め ば シ ュ ミレー トが 出 来 る よ うに な

るで あろ う。 もし も,フ ァイ ル の構 成 が 連 続 的(sequentia1)な もの よ り複雑 な

もの で あ れ ば,追 加 の コ ンバ ー ジ ョ ン機 能 が必 要 に な る。

　以 上か ら推 論 され るよ うに,ネ ッ トワー ク を相 互接 続 す る問 題 に対 す る一 般 的

な解 決 策 は存 在 しな い。 ゲ ー ト ・ウ ェイ は特 殊 な 目的 の ため に 作 られ る。

、

▲

サ ー ビス

　 公 衆 ネ ッ トワ ー クは次 の よ うな 多 様 な サ ー ビス を提 供 す る。

　 ・デ ー タ交 換

　 ・端 末 操作

　 ・メ ッセ ー ジ蓄積

　 ・ テキ ス ト編 集

　 ・メ ヅセ ー ジ検索

　 基 本 的 なデータ交 換 は一 般.に 交換 回線 や専 用 回線 に類 似'した もの(hlimicking)

を提 供 す る。 前 に述 べ た よ うに,短 か い トラ ンザ クシ 。ンの トラ フ ィ ッ クは 高価

な もの に つ く。 それ は,恐 ら く ヴ ァ ーチ ュ ア ル 回線 を設定 す る こ と と関 連 してか

な りの オ ーバ ー ヘ ッ ドが 必 要 とな るか らで あ る 。例 え ば,ヴ ァー チ ュ アル 回線 の

た め にTRANSPACで 適 用 され る最 低 料 金 は,25　 kビ ットよ り高 くつ く。全 体 の

トランザ クシ ョンが2～3,　 OOOビ ッ トを超 え な い場 合 には,デ ー タ グ ラム ・サー ビ

スに対 す る需 要 が あ る こ とは 明 らか であ る。 しか し,い くつ か のPTTが 反対 し

て,デ ー タ グ ラム ・サ ー ビス を提 供 し よ う とす る試 み の 邪 魔 を して きた。

　 もっ と専 門 的 で複雑 な サ ー ビスが 相 当数 の ユ ー ザ ー を対 象 に して 出て く る可 能

性 が.あ る。 この こ とは マ ー ケ ッ トの圧 力 と これ らの サ ー ビス を他 の キ ャ リアの機

能 と統 合 して提 供 す る こ とに よ っ て生 じ る'キャ リアの有 利 な 点 か らで て きそ うに
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思 わ れ る。例 え ば,広 告 の た め の郵 便 が,公 共 サ ー ビス と して提 供 され る こ とが

想 像 され る。

信 頼 性

　公 衆 デ ー タ網 を利用 した 国 際 的 な相 互接 続 が 十 分 監 視 で きな い とい う こと は既

に 明 らか にな っ てい る。 な に か 変 った こ とが発 生 す ると同時 に,は っ き り指 摘 の

で き る症 状 が現 わ れ て く る。 確 か に この よ うな シス テ ムは非 常 に 複雑 で あ り,ル

ーチ ンの 保守 しか してい な い 職 員 には十 分 理 解 す る こ とが で きな い
。 コモ ン ・キ

ャ リア の体 制 の 中 で作 られ た地 域 的 な研 究 で は,相 互接 続 シ ス テ ムの 中 で発 生 し

た多 数 の障 害(fluks)を 探 し出 すの に 十 分 な効 用 を発揮 す るこ と はで きない 。

規 」1$

　 この規 制 とい う言 葉 は2つ の 異 な る もの を意 味 す るの で誤 解 が生 じ易 い。 北 米

で は,キ ャ リ アは州 に よ って 規 制 され て い る。 現 在 アメ リ カで は 徐 々 に法 的規 制

を ゆ るめ て い る。 その た め,キ ャ リ アは更 に競 争 的 に な り,更 に 革新 的 にな り,.

結 局 は コス トの効 用 性 を更 に 高 め て い る。 ヨ ー ロ ッパ で は,キ ャ リアが 多か れ少

なか れ 通信 に関 す るサ ー ビス の首 を しめ つ け る傾 向 が あ る。 それ が 国 民 に 正 当 な

サ ー ビ ス を提 供 し,不 当 な外 国 の競 争者 を排 除 す る唯 一の 道 で あ る と考 え られ て .

い るか らであ る。 日本 は マ ジ ノ ・ラ イ ンよ りもこ の健 全 な研 究 の 実例 と して,し

ば しば引 用 さ れ て い る。

ヨ ー ロ ッパ の ア プ ロ ーチ

独　　 占

　 国 の独 占 とい う こ とは,全 く一 般的 に 議 論 して は な らな い当然 の 秩 序 の 問題,と、、

して 考 え られ て い るに もかか わ らず,国 家 独 占 の最 も堅 固 な 支 持 者 が,同 時 に国

際 的 な 準 独 占 に 対 して,最 も大 きな 声 で批 判 す るよ うに な って い る。

　 国 際 協 約(そ れ に従 わ な け れ ば民 間 企 業 では違 法 とな る)は,国 の サ ー ビス を
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調 和 す る手 段 で あ り,ま た,国 内で 不 人 気 な政 策 を正 当化 す る手 段 で もあ る。 要

す るに,何 故 ヨ ー ロ ッパ で は独 占 を維 持 す るの か,ど うす れ ば その 独 占 を うま く

利用 で き るの か につ い て もはや 明 らか で な くな って い る。

新 しい通 信 サ ー ビス

　 急 速 な技 術 の変 化 に伴 い,通 信 サ ー ビス は迅 速 か つ 大 量 に,変 化 しつ つ あ るニ

ー ズ に対 応 して い か な け れ ば な らない 。 しか し,ヨ ー ロ ッパ の民 間 企業 家 はPT

Tが 反 対 す る と考 え られ そ うな活 動 とか 革 新 に尻 ご み す るの で,こ の よ うな変 化

を予想 す る こ と は困難 で あ る。 この こ とか,注 意 を し過 ぎ るた め か,実 行 す るの

に荷 が重 過 ぎ るた め か 判 らな い が,殆 ん ど革新 が 実 行 され て いな い の は 事 実 で あ

る。 各 国 のPTTに よ って 導 入 され る新 しい 通 信 サ ー ビスは,し ば しば その 独 占

を守 るた め に必 要 と考 え られ る反 動 的 な もの(coupteraction)に 過 ぎな い 。

ー

-
～

将 来 の経営

　 わ れわ れ は現 実の 社 会 に生 きて い るの で外 部 か らな ん らか の プ レ ッシ ャー が加.

わ らな け れ ば,急 速 な変 化 を期 待 す る こ とは で きな い。 恐 ら く,な ん らか の プ レ

ッシ ャー が,え ん 的 な形 で ア メ リカか ら加 え られ る で あ ろ う。 しか し,こ の こ と

は主 な イ ンパ ク トとな りそ うで はあ るが,必 ず し も一 番 望 ま しい こ とで は ない。

　 ヨー ロッパ はIBMもXeroxもInte1も 持…っ てい な い 。 したが っ て ・ヨー ロ ッパ

1の将 来 を支 え る よ うな
,な にか 特 別 の 研究 が 開 発 され る必 要 が あ る。生 産 よ り も

む しろ,通 信 が 脱 工 業 化 社 会 に お け る本質 的 な活 動 に な ろ う と して い る。 目標 と

か政 策 が,ひ とつ の国 を横 断 す る評 判 の高 い独 占 グ ル ー プか,ま た は数 力国 の グ

ル ー プに よ って設 定 され るで あ ろ う。 そ こで は 通信 とその 他 の 人 間活 動 が もっ と

分 析 され,自 由 な活 動 に変 化 す る こ とに な るで あ ろ う。

▲
ー

V
!
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